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　　＃＃　シニカルスターター







　桜も散った四月末。とある街角の喫きつ茶さ店てん。客席は半分以上が埋うまり、アニメやゲームのキャラクターに扮ふんしたウェイトレスたちが接客に当たっている。相変わらず統一性に欠ける光景の中、奥おくの壁かべ際ぎわ席せきに黒くろ巫み女こと修道女のツーショットがあった。

「こちらがお約束の品ですわ。手続きのほうも滞とどこおりなく」

　金きん髪ぱつ碧へき眼がんの修道女がテーブルの上にトランクを滑すべらせる。

　黒巫女はメロンソーダを吸いながら、それを引き寄せた。わざわざ中身を確認しようとはせず、「ご苦労」と大たい儀ぎそうに返す。

「新人くんの様子はどうだい？」

「ようやく踏ふん切ぎりがついたようですわ。今はアルエちゃんに教育係を任せています。後こう輩はいができて嬉うれしいみたいで、はりきっちゃって」

「あれに教育が務まるのか？　むしろ飼育される側だろ」

「だからですわ。あの子と一いつ緒しよなら、仕事を覚えざるを得ないでしょう？」

「ふふん、なるほどな」黒くろ巫み女こは鼻で笑った。

　話に出てきた二人と思おぼしき姿はフロアにないようだ。キッチンのほうだろうか。

　そのキッチンから突とつ然ぜん、ガラガラガッシャーンッ、とコントのような音がした。

「うぇぇぇん」と幼い泣き声が聞こえる。

「もう、またですか」続いて、呆あきれ調子な別の声。「今日これで何度目ですか」

「えと、えと……七回、だけ」

「七回も、でしょっ。ドジっ娘こもいいところですよっ」

「ふぇぇぇん、ごめんなさぁぁぁい」

「まったく……ほら、泣いてないで起きてください。さっさとかたづけますよ」

　そんな先せん輩ぱいと後こう輩はいっぽいやりとりが聞こえた。

　黒巫女は皮肉な微び笑しようを浮かべる。

「役には立っているようだね」

「ええ。今は人出不足なので、大いに助かってますわ。ところで……」

　修道女は携けい帯たい電話を取りだした。

「ちょっと気になることがありますの。こちらを御ご覧らんになって」

　画面をタッチ操作して黒巫女へ差しだす。

　そこに映っていたのは、四し季き森もりの街を中心としたタウンマップだった。隣となり町まちの一帯に赤い丸印がいくつもマークされている。

「その印は、ここ一ヶ月のあいだに〝蟲むし〟のトラブルが起きた場所を示しています。わたくしが依い頼らいを仲ちゆう介かいしたもの、そうでないもの、すべてをチェックしてあります」

「蟲か……別に珍めずらしくもあるまい。確かに多い気はするが……春だしな」

「ええ。ですけど、ちょっと妙みようなことが。その印に触ふれてみてください」

　黒巫女が言われたとおりにすると、すべての印が消え、そしてひとつずつ改めてマークされ始めた。一通り表示し終えると、また消えて最初から。そのリピート。

「それは、トラブルが確認された場所を日付順に記しています。見てお分かりのとおり、一方向への流動性が見られますわ。そして、その流れの先にあるのは……」

「四季森、か」

　順々に点灯していく赤いマーク。修道女が言うように、それは目にも明らかな流れを作っていた。赤い波が、隣町から四季森へ、徐じよ々じよに押し寄せている。

「トラブルの内容自体は、よくあることで特に不ふ審しんな点もなく、いずれも単一で起きたものと判断されました。けれど、そうして場所と時期を整理してみると、浮かんでくる流れはどう見ても不自然──異常ですわ。自然な成り行きで起きたものなら、そのような方向性が現れるはずがありません。何かしらの理由があるはずです。そこで考えられるのは……」

「何者かによる作さく為い」黒くろ巫み女こは携けい帯たい電話を返す。「しかし解げせんな。連続はしていても、いずれも単発。ただ蟲むしが騒さわいでオシマイ。これが人為的に引き起こされているなら、それぞれをつなぐ糸──それこそ、犯人の意図が絡からんでいるはずだが、それがさっぱり見えてこない」

「ええ。わたくしも、そこで行いき詰づまってしまいましたの。いずれにしても調べてみる必要があるでしょう。フリーの退たい魔ま師しに任せようかとも思ったのですが、場所が場所だけに、いちばん初めに杏あん奈なに知らせておこうと思いまして。今はまだここだけの話ですわ」

「要するに、わたしに調べさせようと言うのだろ？」

「嫌いやなら無理にとは言いませんわ。ただぁ……司し忌きくんのこともありますでしょ？　他の退魔師を四し季き森もりに近づけるのは、よろしくないかと思いまして。どこから情報が漏もれるかわからない時代ですし、ましてや〈四し天てん門もん〉の耳に入りでもしたら、何かと厄やつ介かいでしょう？」

「そのためにきみがいる」

「オフコース。ですから、無理にとは言いません、と申したのですわ」

「…………」黒巫女はむっつり。視線で刺す。

「…………」修道女はにこにこ。微笑ほほえみ返し。

　睨にらめっこすることしばらく、先に目をそらしたのは黒巫女のほうだった。

「まあいい。どうせ暇ひまだし、たまには腐くされ縁えんの頼たのみを聞いてやらないでもないさ」

「うふふ、やっぱり司忌くん──いえ、今は遥はる彦ひこくんのことが、心配ですものね」

「違う。暇だからだ。今そう言ったろうが」

「まあ、そういうことにしておきましょう」

「そういうこともどういうことも、最初からそういうことなのだっ」

　黒巫女はふてくされたようにぶくぶくとメロンソーダを泡あわ立だてる。

　修道女はその様子をほのぼのと眺ながめて愉たのしんでいた。

「では、四季森のほう、お任せします。こちらも、もう少し詳くわしく調べてみますわ。流れをさかのぼっていけば、何かわかるかもしれません。進展がありましたら、お互いに連絡を」

　黒巫女はストローをくわえたまま「んー」と適当に返した。

　依い頼らい成立。携帯電話をしまった修道女が、ふと思い出したように聞く。

「あ、そう言えば、杏奈……部屋は、用意しなくてよろしいので？　手配を頼まれていなかったので、もしや忘れているのではと思い、いくつか物件を押さえておきましたけど」

「いや、住むところはもう決めてある」

「あら、そうでしたか。ちなみに、どちらへ？」

　黒巫女はズズズッとメロンソーダを飲み干し、不敵な笑みで皮肉に返した。

「死に損ないどもの生態を観察するのに、いちばん適した場所さ」







　　＃１　キュウギスクランブル







　春うらら。青葉萌もえる常とこ瀬せ川がわ河か川せん敷じき。朝日を浴びた新緑が眩まぶしい。

　雲ひとつない青あお天てん井じようの下、伊い佐さ見み遥はる彦ひこは通い慣れた土手道を行く。

　今日から五の月に変わり、世間は心機一転のムード。黄金週間を迎え、街全体が気候と同じ陽気さに包まれていた。先月、ここ四し季き森もりを震しん撼かんさせたキリサキ魔まの暗い影かげを、誰だれもが払ふつ拭しよくしたいのだろう。それは遥彦とて例外ではない。

　四月は激動の日々だった。非日常に足を踏み入れ、この世の裏側──アヤカシの存在を知った上、自分も半分はそちら側の身の上──ジンガイと化した。それはもう一言ではとても語りつくせないきりきり舞まいな一ヶ月で、人生の転てん換かん期きと呼ぶにはいささか異常がすぎた。

　だからこそ気持ちを新たに仕切り直しといきたいところ。なのだが、どうあがいても払拭できない問題を、この先も抱かかえていかなければならないのが遥彦の実情だった。自身が背負うことになった異常性もさることながら、目下の懸けん念あん事じ項こうは〝鎌かま鼬いたち〟である。

「あれから毎日やりたい放題。いくら我が慢まんの必要がないからって、さすがに好き勝手やりすぎだ。少し自じ重ちようさせないとな……」

　ぶつくさ言っていると、後ろから軽く肩を叩たたかれた。

「よ、おはよーさん」

　モヤシのようなノッポ。地元仲間で昔なじみの御み木き本もと卓たく郎ろうが隣となりに並ぶ。こちらが挨あい拶さつを返す間もなく、意い気き揚よう々ようとしゃべりだした。

「来たぜ来たぜついに来たぜっ、ありがちに思えて実はそうそうないあのイベントがっ」

「イベント？」

「転校生だよ、転・校・生っ！」御木本は鼻息荒あらく、ケータイをチェック。「今さっき同志から連絡があってな、うちのクラスに来るのは確実らしい。もう職員室にいるみたいで、潜せん入にゆう部隊の報告によると、Ａランカー間違いなしのステキ女子だとさっ！」

　遥はる彦ひこは「ふーん」と適当に返す。頭の中は別の女子問題に追われていた。

「んだよー、反応薄いな。ま、あの三み日か月づき彼方かなたが彼女じゃ、他の女は霞かすんじまうか」

「私がどうかしましたか？」

　不意に、後ろから澄すんだ声。二人は反射的に振り向いた。

　噂うわさをすればなんとやら。その女子生徒は、いつの間にか、背はい後ご霊れいにように存在していた。艶つややかな長髪が風にそよぐ。品の良さそうな見目形。容姿はパーペキな清純乙女おとめ。

　三日月彼方。誰だれもが認める美少女で、入学直後から圧あつ倒とう的てき人気を誇ほこる一年生だ。しかしその正体は鎌かま鼬いたちと一心同体のジンガイで、遥彦が抱かかえるイチバンの悩みの種でもある。

　御木本が言ったように遥彦と三日月は恋仲で通っていて、たぶん校内でそのことを知らない者はいないだろう。けれども、それは偽いつわりの関係。周りにそう思わせておいたほうが何かと都合がいいから恋人同盟を結んでいるにすぎない。そもそもの始まりは完全なる事故で、出会いに至っては事故を通り越して事件──殺し殺された間あいだ柄がらだ。そのあともなんだかんだでいろいろあって……とにかく、これまた一言ではとても語りつくせない関係なのだった。

「おはようございます、センパイ」

　三日月は上うわ目め遣づかいに営業スマイル。淑しゆく女じよを演じるのはお手の物。

　遥彦は「おはよ」と返しながら、その手元に目をやった。ぶかぶかな袖そでの中に、三日月は常つね日ひ頃ごろカッターナイフを忍ばせているのだ。

「これはこれは、お月様。御ご機き嫌げんうるわしゅう」

　芝しば居いがかった挨拶をする御木本。三日月はあっさり受け流す。

「何の話をしてたんです？」

「いやね、自分の彼女に比べたら他の女なんかスッポンだって、遥彦が自じ慢まんしやがって」

「してない。これっぽっちもしてない」

「まあまあ、とにかくそーゆーことで、邪じや魔ま者ものはさっさと消えるとしますさ。早いとこ転校生をチェックしておきたいしな。んじゃま、お月様、ごきげんよう」

　スキップ走りしていく御み木き本もとを、三み日か月づきはにこやかに見送った。

　このイタチ娘は基本、猫をかぶっている。それはもう化ばけ猫ねこもびっくりの変身ぶりで、学校中がだまされていると見ていい。本当の顔を知るのはごくわずかだ。

　キチキチキチ、キチキチキチ、キチキチキチ。

　二人になった途と端たん、カッターの刃を出し入れする音が聞こえだした。

　いつもの癖くせだから遥はる彦ひこも気にしない。でも、ちょっと落ち着かない。

「転校生って言ってましたけど、センパイのクラスに？」

「そうらしい。この時期に珍めずらしいよな」

「御木本先せん輩ぱいのはしゃぎようからして、女子……それも美人ですか」

「噂うわさではな。ハードル上げられて気の毒なことだよ」

「昼休みに面つらを拝みに行くので、私のこと恋人として紹介するように」

「……なんでわざわざ？」

「領域ナワバリには常に気を配らなくてはなりません」

　三日月は澄すました顔で動物的なことを言う。それは比ひ喩ゆではなく文字通りの意味だろう。三日月にとって遥彦はナワバリに囲った所有物。それも愛あい玩がん道具という位置づけだ。

　断っても聞かないだろうから、「はいはい」と適当に了解しておいた。

「それより三日月、ちょっと相談があるんだけど」

「却きやつ下かです」

「……まだ何も言ってない」

「なんとなく却下すべき内容が来ると思いまして」

　鋭するどいな。相変わらず野生的な勘かんの良さだ。

　けど、こっちだってそう簡単に引き下がるわけにはいかない。

「暴飲暴食ってよくないよな」

「私はいくら食べても太らない体質です」

「人間、何もしないでぼんやりする時間も大切らしいぞ」

「有意義な時間を過ごせるなら、それに越こしたことはないでしょう」

「世界は今、エコブームだ。資源は大切に──」

「センパイは永久機関だから大だい丈じよう夫ぶ。でしょ？」

　遮さえぎるように言って、三日月はちょこんと小首をかしげた。蠱こ惑わくなまなざし。口元には優ゆう越えつ感かんを帯びたサディスティックな微び笑しよう。そして手元で鳴る刃音。キチキチキチ。

　ダメだ……完全に手の内を読まれている。

「あ、でも今日は無理なんです。お姉ちゃんとごはんの約束してきたので」

「ふーん、そうかそうか」

　遥はる彦ひこは平静を装った。三み日か月づきはシスコンなので、姉が絡からむと機き嫌げんがいい。ここは下へ手たな反応は見せず、スルーが得策。

　久しぶりに斬ざん殺さつされずに帰れそうだ。




　教室に着いたのはホームルーム直前。談話していた野の々の原はらと瀬せ里り沢ざわと挨あい拶さつを交わしてすぐにチャイムが鳴り、着席。御木本の姿がなかったが、チャイムが終わると同時に他の男子数人と共に教室になだれ込んできた。例の転校生を偵てい察さつしていたのだろう。目が合うとビシッと力強く親指を立てた。Ａランカーはデマじゃないってことか。

　何はともあれ、平へい穏おん無事な日常が続くことを祈いのりつつ、そして三日月の異常性をどう抑おさえるか考えつつ、遥彦はあご肘ひじをついて窓の外を見やった。風を受けてカーテンが膨ふくらむ。

　教室の戸が開き、担任教師が現れた。続いて噂うわさの転校生が入場。

　周りがざわざわしだす。男子からは「おー」と感かん嘆たんの声。

　遥彦は何気なく見やった──なるほど、御木本が親指を立てるわけだ。文句なしで美少女枠わくに入る可か憐れんな容よう貌ぼう。小こ柄がらで細身だが、出るところは出ているプロポーション。制服の着こなしがだらしなく、あるいはわざとか、胸元が大だい胆たんに開いていてエロスを感じさせる。歩調に合わせて小気味良く踊おどるツインテール。容よう赦しやない視線の数々にも臆おくしない琥こ珀はく色いろの瞳ひとみ。

「……ん？」

　なんか、どことなく見覚えが。見た目も雰ふん囲い気きも、まるで誰だれかさんにそっくり。

　カッ、カッ、カッ。転校生はチョークで名前を書いていく。文字が記されていくにつれて遥彦は目を見開いていった。おい、おい、おい……おいおいおい、何の冗じよう談だんだよ。

　氏名を書き終えた転校生はパンパンと払った手を腰に当て、仁に王おう立だち。

「本日より諸君らの学友となる、不知火しらぬい杏あん奈なだ。どうぞよろしく頼たのまれてあげるよ」

　ズテッ。遥彦はあご肘ひじが崩くずれ、机の上でズッコケた。

　曲くせ者もの感かんたっぷりの自己紹介に誰も彼もが呆あつ気けに取られ、教室は静まり返る。

　制服姿の黒くろ巫み女こは素のまんま、目が合うと「ふふん」と不敵な笑み。

「ちょうどいい、遥彦の後ろが空いてるね」

　そう言って、動どう揺ようのあまり固まる遥彦の隣となりを横切り、後ろの机に着席した。

　教室が再びざわめきだして、ハッと気づく。俺おれまで注目を浴びている。黒巫女の座った席のやつは今日たまたま欠席しているだけなのに乗っ取られたから、ではなく、今しがたの発言でもって二人が知り合いであることがバレたから、に違いない。

　心機一転どころか急転直下の五月の幕開け。遥彦は平穏が遠ざかる足音を聞いた。




　案の定、ホームルームが終わるや否やクラスメイトが殺さつ到とう、包囲された。そして集中砲ほう火かのごとき質問攻ぜめ。いっせいに声が飛び交って、誰が何を言っているのやらさっぱり。

「ちょ、みなさん、落ち着いて」

　遥はる彦ひこの呼びかけも野や次じに掻かき消けされてしまう。

　と、急に不知火しらぬいが椅い子すの上に立った。周りを見下すように見下ろす。

「諸君、静まりたまえ。わたしの口から説明してあげなくもないではないよ」

　偉そうな口ぶり。不ふ遜そんな態度。相変わらずの上位目線が鼻につくが、あっという間にみんなを自分のペースに引き込み、黙だまらせた。そして腕を組み、わざとらしく神しん妙みように告げる。

「何を隠かくそう、わたしと遥彦は……腹違いの姉弟なのだ」

「んなわけあるか」即そつ刻こく否定した。

「じゃあ、種違い」

「じゃあってなんだ、じゃあって」

「実は生き別れた双ふた子ごの姉が──」

「いねえよ。人の家族に入ってこようとするな」

　まるでボケとツッコミのようなやりとりをクラスメイトはぽかんと見ている。

　遥彦はひたいに手をやった。あぁ、頭が痛い。痛覚はないけど、すごく痛い。

「ふふん、今のは挨あい拶さつ代わりの冗じよう談だんさ。本当のところを言うとだね……」

　不知火は椅子に座り直し、チラッと目配せ。今度こそ話を合わせろという合図だろうか。

「わたしと遥彦は親がいとこ同士なんだ。いわゆるはとこというやつさ」

　ピクリ。遥彦は口を出しかけて止まる。また微び妙みようなところに入り込んできやがった。

「まあ、はとこなんて他人も同然さ。昔何度か会ったことがあるらしいが、お互い覚えちゃいなかった。わたしは親の仕事の都合ですぐに日本を離れ、ヨーロッパのほうを転々としていたからね。久しぶりに戻ってきて再会したわけだが、こっちにいたときのことは何ひとつ記き憶おくに残ってないもので、初対面同然だったよ。な？」

「……そうですね」大だい丈じよう夫ぶなのか、この設定。

「そういうわけで、遥彦はわたしの舎弟になったのだ」

「どういうわけだ。ついでに乗じていらん嘘うそを盛るな」

　あ、しまった。不知火が余計なことを言うから、つい。

　嘘だとバレてしまっただろうか。もとよりバレてもしかたないような嘘だが。

　恐る恐る、みんなの反応をうかがう。しかし、こちらの心配をよそに、クラスメイトたちは不知火の言葉を素直に受け取ったようだった。中でも御み木き本もとは疑うことを知らず、

「なるほど、遠い親しん戚せきか。そう言えば、俺おれもはとこなんて会ったことないなぁ。そもそもいるのかどうかもわからん。不知火さんみたいなはとこがいたら、飛んで会いに行くのに」

　と、完全に信じているようだった。こんなとき、その単純さはありがたい。

　授業開始の鐘かねが鳴った。現国の教師が現れ、みんな自分の席に戻っていく。

「ふふん。最初に明らかな嘘を重ねることで、あとから話すことに信しん憑ぴよう性せいを持たせる。ちょっとした心理テクニックだよ。うまいもんだろ？」

「……あとで理わ由けを聞かせてもらうからな」

　遥はる彦ひこは前を向き、大きく嘆たん息そく。すぐにでも事情を問い詰めたかったが、そうする気力も削そがれてしまった。とりあえず、教科書を出して授業を受けることに。




　昼休み。宣言通りやってきた三み日か月づきが、不知火しらぬいの姿を見て目を丸くした。当然の反応だ。

　教室では込み入った話ができないので、二人と一いつ緒しよにランチに出る。見た目だけなら両手に高たか嶺ねの花。教室を出るとき、野や郎ろう共どもから大ひんしゅくを買った。また肩身が狭せまくなる……。

　不知火が昼食を用意していなかったので、一階に下りて購こう買ばいに立ち寄った。そこから屋上まで上がるのも面めん倒どうだったので、中庭で食べることに。

　西高の創立以前からこの地にあるという記念樹の前のベンチ。若葉の合間からこぼれる木こ漏もれ日びの下、遥彦と三日月は弁当をつつき、不知火は菓子パンをかじる。

「……で？」遥彦はさっそく聞いた。「いったい何がどうなってこうなった？」

「活動拠きよ点てんを四し季き森もりに移すことにした、それだけさ。ついでに学生気分を味わうのも悪くないと思って、情報屋に頼たのんでチョチョイとね。そんなこんなで頼たよれる退たい魔ま師しの黒くろ巫み女こ様が降臨してやったぞ。ありがたく思いたまえ。そこのワンコくんとニャンコくんもね」

　と言って、後ろを振り返る不知火。遥彦と三日月がつられて見ると、記念樹の陰かげに、ポニーテールの野の々の原はらとぴっちり分け目の瀬せ里り沢ざわの姿があった。こっそり覗のぞいていたところ不意をつかれたらしく慌あわてている。二人は同じ裏事情を抱えるジンガイだ。野々原には〝天てん狗ぐ〟、瀬里沢には〝化ばけ猫ねこ〟が憑ひよう依いしている。

「あら、あんなところに犬と猫。盗み聞きなんて、しつけがなってないんですね」

　三日月がさらっと毒を吐はいた。上級生だろうと関係ない。二人には素がバレているので、今さら何を演じる必要もないのだ。

　野々原がアヒル口を尖とがらせ、ビシッと人差し指を突きつけた。

「犬って言うなっ。こっちは先せん輩ぱいなんだから、ちゃんと敬いな、このイタチっ子っ」

「失礼しました。犬先輩、猫先輩」

「だから犬って言うなってのっ」

「キャンキャンうるさいですね。用がないなら帰ってください。ほら、ハウス」

「こんの減らず口がぁ、のどぶえ噛かみ千ち切ぎってやろうかコラーッ」

　犬歯をむいて飛びかからんとする野々原を、瀬里沢が腰に腕を回して止める。三日月はわざとらしく怯おびえて見せ、「やーん、猛犬こわーい」と遥彦の腕に抱だきついた。それでさらに怒いかりを増した野々原は、「ガルルルルゥ」と野生的な唸うなり声ごえを放つ。

「仲よしこよしだねぇ」不知火がのんきに的外れなことを言った。「ワンコくんもニャンコくんも、こっちにきて座ったらどうだい？　ほれ、おすわり」

「けっこうよっ」続けざまの犬いぬ扱あつかいに、野の々の原はらは怒いかりを通り越してガックリ。「はぁ……不知火しらぬいさんもさぁ、その呼び方やめてくんない？　教室で蔓まん延えんしちゃってるんだけど」

「あ、あの……わたしも、ニャンコは、できれば、ちょっと」

　野々原と瀬せ里り沢ざわには小休止のあいだに、不知火についてだいたいのことは話してあった。瀬里沢のほうは一度面識もある。

「ふふん？　天てん狗ぐ、化ばけ猫ねこ、と呼び捨てにされるほうがいいかい？」

「んなわけないでしょ。だいたいそれ、秘密なのはもちろんだけど、変な誤解を招きかねないから。そうじゃなくて、フツーに名前で覚えてよって話。礼れい儀ぎ知らずの後こう輩はいも、記き憶おく力りよくが悪いみたいだから改めて教えてあげる。あたしは──」

「野々原歩あゆ実みくんだろ」不知火が先に答えた。「で、そっちが瀬里沢道みち流るくん」

「覚えてるなら、ちゃんと呼んでよ」

「わたしのペットになるなら、名前で呼んであげてもいいよ？」

　不知火は人を食った笑みを浮かべ、二人を舐なめ回まわすように見る。その条件で名前を呼んでもらっても屈くつ辱じよくに感じるだけだ。それこそが不知火の狙ねらいなのだろうけど。

　困り果てた野々原と瀬里沢が助けを求めるような目で見てきた。遥はる彦ひこはただ首を横に振って返す。あきらめろ、不知火はこういうやつだ。

　メッセージは通じたようで、二人は共に肩を落とした。

「とと、ところで」瀬里沢がどもり気味に話題を変える。「あ、明日の、球技大会、なんですけど、不知火さん、ど、どの種目に参加しますか？　それを聞きに、来たんです」

「ほう、球技大会とな？」

　言わずもがな、どこの学校にもあるだろうオリエンテーション行事のひとつだ。四し季き森もり西高校では、毎年五月の初め頃に開かい催さいされる。

　今年の種目は、ミニサッカー、バスケットボール、バレーボールの三つ。

「クラスのメンバーは、もう決まってて、女子は人数が、ちょうど均等なので、不知火さんは好きなの、選んでいいですよ」

「ワンコくんとニャンコくんは、どれに出るんだい？」

「あたしたちは二人ともバスケ」

「三み日か月づきくんは？」

「私もバスケです」

　同じ種目とわかり、野々原が睨にらみをきかせた。三日月も負けずに睨み返す。二人のあいだで激しい火花が散る。鼬いたちと犬が威い嚇かくしあう光景がバックに浮かんで見えそうな勢い。まだ対戦すると決まったわけでもないのに。

「じゃあ、わたしもそれにしよう」

「ダメだ」遥彦は割り込み、瀬里沢に言った。「こいつは俺おれと同じにしといて」

「ふふん、そんなにわたしと一いつ緒しよにいたいのかい？」

「ああ、そうだよ。もういろいろ心配だから、しばらく俺おれの目の届くところにいろ」

　素を隠かくそうともしない不知火しらぬいを野放しにするのは、火をつけっぱなしで家を空けるようなものだ。三み日か月づきみたいに猫をかぶってくれたほうがまだマシである。

「じゃあ、先生に、そう伝えとくね。ほら、行くよ、歩あゆ実みちゃん」

　瀬せ里り沢ざわはイタチ娘と唸うなり合あうイヌ娘を引きずるようにして校舎に戻っていった。




　放課後、途中まで三日月と不知火、御み木き本もとも一緒に下校した。バイトがある御木本と姉妹デートがある三日月とは橋の手前で別れ、不知火と二人で常とこ瀬せ川がわを越こえる。今日一日で多少慣れたとは言え、制服姿の黒くろ巫み女こと肩を並べている現実に、微び妙みような違和感が否めない。

　まさか、こいつと日常を共にすることになるとは……。

「そう言えば、不知火の家ってどこなんだ？　どうせなら教えてくれよ。何かあったときのためにも、知らないより知っておいたほうがいいだろ」

「それは次の機会にでもね。まあ、見せる価値もない、しょぼい六畳間だよ」

「へぇ、意外だな。豪ごう華かマンションでも借りたのかと思った」

　橋を渡り、街の北部、古めかしい家並みを残すオールドタウンに入る。児童公園前の十字路を折れ、ゆるやかな弧こを描く坂道を上っていくと、小高い丘おかに広がる住宅街の中に伊い佐さ見み家が見えてきた。不知火の家もこっちなのか、ここまでずっとついてきている。

「じゃ、ここで」

「うむ、またな」

　門の前で不知火と別れた。

　玄げん関かんを上がって習慣的なうがい手洗いをすませる。それから階段に向かう途中、リビングにいた母親から「遥くーん」と呼ばれて参上すると、「ついでにこれ持ってって」ときれいに折りたたまれた洗せん濯たく物ものを渡された。それを手に二階へ上がり、自室のドアを押し開く。

　直後、洗濯物を落とし、立ちつくした。

　さっき別れたばかりの不知火が、のんびりとベッドに腰かけていたのだ。窓から侵しん入にゆうしたらしい。何か用事でも思い出したのだろうか、と最初は思ったのだが。

「ようこそ、ネクストステージへ」

　不知火は不敵な笑みで出迎えた。なんだかとてつもなく嫌いやな予感。

「ちょいと手配ミスがあって、予定していた部屋が取れなくてね。しかたないから、ここで手を打つことにしたよ。いい物件が見つかるまで、同居で我が慢まんしてやらないでもないさ」

　ネクストステージ……次の機会……しょぼい六畳間……同居？

「キサマ様は何をおっしゃってやがるんですか？」

　混乱のあまり口調が狂くるった。ひとつ呼吸を挟はさみ、改めて問う。

「本気じゃないだろ？　またまた性た質ちの悪い冗じよう談だんでいらっしゃる」

「わたしはいつだって本気だよ。冗談なんて生まれてこのかた一度も言った覚えがない」

「いやいや、無理だから。絶対無理。超ちよう絶ぜつ無理だって」

　遥はる彦ひこは半笑いで後あと退ずさり、ドアに背中が当たった。開けっ放しだったことに気づき、急いで閉じる。そんな慌あわてぶりを不知火しらぬいはまったく意に介かいさず、むしろ愉たのしむようにほくそ笑んで優ゆう雅がに足を組みかえた。白いふとももがあらわ。目が泳いだ遥彦の視線の先、勉強机の上に見覚えのないトランクが置かれ、開いている。中にはワイシャツやソックス、体操着等の衣類、それから教科書一式など、学校で必要なものが一通り入っていた。

「ベッドはわたしが使ってやろう。必要な物は後のち々のち買い足すとして……」

「待ておい、勝手に話を進めるな。だいたいバレるって。うち、母親と妹がいるんだぞ。まさか挨あい拶さつするわけにもいかないし、嘘うそで誤ご魔ま化かせる範疇レベルを超えてるだろ」

「ふふん。その点、ぬかりはないさ」

　不知火は立ち上がり、胸の谷間から一枚の紙切れを、人差し指と中指に挟はさんで得意気に取りだした。御お札ふだのようだった。何か文字が書かれていたが、達筆すぎて読めない。あごをしゃくって遥彦を横にどかすと、ドアにその札を張りつける。

「こいつは結けつ界かい符ふと言ってね、微び弱じやくだが魔ま境きように似た効果をもたらす。こうして入り口に貼はることで部屋は死角化され、声が漏もれようが音を立てようが普ふ通つうの人間は気にしなくなる。風ふ呂ろトイレもこれを使えば問題ない。心置きなく暮らせるというものさ」

　遥彦は結界符とやらをじっと睨にらんだ。特に部屋の中に変化は感じないが、これで家族に気づかれずにすむなら平気か……って、ちゃうちゃう。問題はそこじゃない。

「そもそも同じ部屋で寝ね泊とまりって、青少年ナントカ的にどうなんだ？」

　問いながら振り返ったところ、ギョギョッと仰のけ反ぞった。

　不知火が生着替え中。すでにブレザーは脱ぎ捨てられ、スカートは足元に落ちている。ちょうどリボンを解き、シャツのボタンに手をかけたところ。

「ちょっ、ばっ、おまっ」

　焦あせって言葉に詰つまりながら、自分の手で自分の視界をふさぐ。

　ボタンをすべて外し終えた不知火は挑ちよう発はつ的てきな笑みを浮かべ、遥彦の腕をつかんだ。そのまま自らベッドへ、背中から倒れこむ。引っ張られた遥彦は上に重なり、覆おおいかぶさる格好。顔面が一いつ瞬しゆん、心地良い弾だん力りよくに包まれた。

　慌てて起きようとするが、不知火の手が衿えりをつかんで放さない。中ちゆう途と半はん端ぱに屈かがんだ姿勢でストップ。目の前には半はん裸らの女体。はだけたシャツの下、なめらかな白しろ肌はだと大だい胆たんな黒い下着のコントラストに目を釘くぎ付づけにされる。思わず、生なま唾つばをごくり。

　不知火は遥彦の頬ほおを誘さそうように撫なで、甘くささやいた。

「わたしとしても、タダで寝泊りするのは悪いと思わなくもないのだよ。だからここで暮らすあいだ、オカズになってあげてもいいよ？　特別におさわりも許そうじゃないか」

「…………っ」

　からかわれているにすぎないことはわかっている。わかっているのだが、全身の血流が猛もう獣じゆうのように暴れ、思考から何からいろんなものが飛んでしまいそうだ。

　遥はる彦ひこは力の限りまぶたを落とし、視界をシャットダウンした。

「き、着替えるならとっとと着替えぃっ！」

　理性を総動員して離れ、一目散に部屋を飛びだす。

　廊ろう下かに脱だつ出しゆつ。閉じたドアにもたれ、天てん井じようを仰あおいで長い息を吐はく。そうして落ち着きを取り戻したところでハッとした。こうして逃げだした今、議論放ほう棄きとみなされ、同居は確定してしまったも同然だ。やつめ、そこまで策略をめぐらして……くそっ、完全にハメられた。でも、やわかったなぁ。見た目以上にこう……ハッ、いかん、またもやつの術中にっ。

　遥彦は頭をかきむしった。おのれ黒くろ巫み女こ、人の煩ぼん悩のうに付け込みやがって。

「……何やってんの？」

　と、声が聞こえて見向くと、廊下に妹の姿があった。

　三つ下の中二だが、高校生あるいは大学生でも通用しそうな大人っぽさ。学校から帰ったところらしくセーラー服姿で、右手に通学鞄かばん、左手には遥彦と同じように母親から渡されたのだろう洗せん濯たく物ものを持っていた。そして奇き行こうを演じていた兄を見る目は白い。

「…………、…………、…………」

　無言で移動し、自室のドアを開ける。何か言ってくれたほうがまだマシだ。

「ち、違うんだ。今のはその、部屋に黒いやつが……そう、Ｇが出たんだ、Ｇが。それでいったん避ひ難なんして、対策を練っていたところでな」

　遥彦は必死に弁明した。ちなみに『Ｇ』とはゴキブリのことだ。なぜかは知らないが、伊い佐さ見み家では昔からそう呼んでいる。我が家のルールみたいな。

「サイアク。ちゃんと掃除してないからでしょ。さっさと始末しなさいよね。それから、半径三メートル以内に近づかないで。不潔が感う染つる」

　妹は軽けい蔑べつと嫌けん悪おをあらわに言って部屋に消えた。誤ご魔ま化かしは成功したが、兄としての威い厳げんは損なわれた感じだ。もっとも、威厳と呼べるものがまだ残っているならの話だが。

「家の中で半径三メートルって、同じ空間に存在が許されないレベルだし……」

　ていうか、何気に命令口調だったし。

　脱だつ力りよくしてドアに寄りかかった。まあ、妹の氷結態度は今に始まったことじゃない。それより問題は黒巫女だ。これからのことを思うと気が重い。重すぎる。学校生活のみならず、私生活にまで立ち入ってくるとは……あいつ、アヤカシより厄やつ介かいだな。




　翌、五月二日。球技大会当日。天候にも恵めぐまれ、見事な五月さつき晴ばれ。

　全校生徒がグラウンドに集合して開会式が行われた。形式的な進行は退たい屈くつで、あちこちであくびする姿が見受けられる。不知火しらぬいも恥じらうことなく大口を開けている。

　昨晩は結局、不知火がベッドを占せん拠きよした。遥はる彦ひこはクローゼットにまたがって予備の布ふ団とんを敷しき、上半身を収納する格好で寝ねた。寝たと言っても横になっていただけだ。眠ねむりについたのは外が明るくなってからの一時間足らず。黄泉人になって以来、徐じよ々じよに睡すい眠みん欲求は失われ、今となっては眠ねむ気けを感じること自体なくなっている。眠くて眠るのではなく、無理やり仮か眠みんを取っているのが現状だ。もはやただの習慣。ニンゲンだった頃ころの名な残ごりにすぎない。

　なので、ほとんど寝ていないにも限らず、不死身の肉体はすこぶる元気だ。

　開会式が終わり、生徒はそれぞれの競技場に移動していく。ミニサッカーはグラウンド。バスケは体育館。バレーボールはテニスコートにネットを立て、屋外で行う。

　全体のプログラムは、午前の部がクジで組分けされた予選リーグ、午後の部が決勝トーナメント。学年の垣かき根ねを越こえたクラス対たい抗こう戦せんで、各競技とも女子が前半、男子が後半を戦い、そのトータルスコアで勝敗が決定するという共通ルールになっている。

　遥彦の参加種目はミニサッカー。本当は御み木き本もとと一いつ緒しよに運動量が少なくてすみそうなバレーにしようと思っていたのだが、ジャンケンで一人負けしてこっちに流れた。ちなみにバスケは三み日か月づきのクラスと予選リーグが一緒になり、最終戦で当たるようだ。

「見ていてください、不知火さん。俺おれのゴールをあなたに捧ささげます！」

　御木本がクサいことを言ってテニスコートへ向かうが、バレーボールにゴールはない。それにサッカーとバレーは試合時間がかぶっていて、どちらも応おう援えんには行けない。

「遥彦、悪いけど、あんたの彼女潰つぶすから」

　野の々の原はらは早くも三日月への敵意をあらわに体育館へ。

「不知火さん、お互い、がんばりましょう。伊い佐さ見みくんも……が、がんばっ」

　瀬せ里り沢ざわはエールをくれると小走りで野々原を追いかける。

　遥彦と不知火はチームメイトと一緒に初戦が行われる校庭中央のコートへ移動した。ミニサッカーはボールこそサッカーボールを使うが、コートの広さで言ったらフットサルで、ゴールはハンドボールのものを代用している。

「ちなみに不知火、サッカーのルール、ちゃんとわかってるか？」

「バカにするでない。ただ球を蹴けってゴールを決めればいいだけの話だろ」

「まあそうだ。とりあえず、みんなと仲良くな」

　さっそく女子がコートに入る。一人は控ひかえ。試合中の交代は自由だ。

「諸君、わたしにボールをよこしたまえ。親しん睦ぼくの証あかしに華か麗れいなゴールを決めてあげるよ」

　不知火は自じ陣じんの真ん中にて腕を組み仁に王おう立だち。コート内でいちばんちっこいくせにいちばん態度がでかい。だが、自信に満みち溢あれたその姿は周りから期待の声を呼び、昨日クラスに入ったばかりの新参者が早くも輪の中心にいた。

　九時ジャスト。すべての競技が同時に試合を開始する。

　笛が鳴ってキックオフ。さっそく味方が不知火しらぬいにパスを送った。

　注目のファーストタッチ。不知火は足の裏でボールを止め、くるりと反転。すかさず右足を振り抜いてシュート。ボールは目にも止まらぬ速さで飛び、鋭するどくネットに突つき刺ささった。

　見事、自じ陣じんのゴールネットに。

「……………………………………………………」

　ぴ、ぴ、ぴぴ～。審しん判ぱんが戸と惑まどいながら笛を吹く。

　開始三秒でのオウンゴールに、味方のみならず相手も呆ぼう然ぜんだ。

「チェ、チェンジ！　メンバー交代！」

　遥はる彦ひこは控ひかえにいた三つ編み女子に頼たのみ、不知火と代わってもらった。

　外された不知火は不服そうな顔をして戻ってきた。

「なぜわたしを下げた」

「なぜ味方ゴールを襲おそった」

「味方？　遠くより近くを狙ねらっただけだ。そのほうが確実だろ」

　不知火は怪け訝げんな表情。冗じよう談だんでもボケでもないらしい。ポピュラーなスポーツでもルールを知らない人はいるものだ。が、不知火の場合、もっと常識外れな感じがしてならない。退たい魔ま師しとして非日常側で生きていたから、表世間のことには疎うといのかも。

　遥彦はやれやれと頭をかく。ちゃんと確認しなかった自分の責任を少なからず感じ、ここは責めることはせず、改めてルールを説明した。

「……なんだ、陣じん攻ぜめの要素もあるのか。それならそうと先に言え」

「悪かったな。まさか自信満々で出て行って自殺点決めるとは思わなかったからよ」

「まあいい、勝利の法則は見えた。まずは敵を一人残らず蹴け散ちらし──」

「待て、サッカーにバトル要素はない。もう一回ルールの確認を──」

「まだ何かあるのか。ごちゃごちゃ言っているうちに終わってしまうぞ」

「……わかった。じゃあ、キーパーやれ。手を使っていいから、ゴールを守るんだ。でも白線の外に出るなよ。手を使えるのはあの丸い線の内側だけだからな」

　守り役に不知火は不満顔をしたが、試合に出られないよりはマシだと思ったのか、了承して交代。するとこれが見事にハマった。相手のシュートをことごとく手刀で叩たたき落おとす。もはやゴール前は不知火の絶対領域。攻こう撃げきでは味方が同点に追いつき、さらに勝かち越こし点、そして終了間ま際ぎわに追加点を奪うばい、三対一の二点リードで前半を終えた。

　そして後半。遥彦たち男子が開始早々ゴールラッシュを決め──られ、あっさり逆転を許すと、そのあとも一方的に攻せめられて大敗。肩を落として戻ると、女子から励はげましのエール、ではなく、ブーイングの嵐あらしを浴びせられた。

「まったく、揃そろいも揃って無ぶ様ざまなものだ。特に遥彦、わたしにあれだけ偉そうな口を叩いておきながら、自分はろくにボールに触さわれもしないでウロチョロするだけ。きみは羽虫か？　ハエかそれとも蚊かか？　目め障ざわりすぎて飛ひ蚊ぶん症しようになったかと思ったぞ」

「しかたないだろ、こっちは全員シロート、向こうは明らかに経験者揃ぞろいだったし」

「言い訳だけは一人前だな、この虫けらめ。ボウフラからやり直してこい」

　ホントだよ。男子弱ぁい。下へ手たすぎぃ。カッコ悪ぅ。だっさーい。

　他の女子からも容よう赦しやなく責められ、男子は誰だれも何も言えずに小さくなるほかなかった。

　その後の試合も、守護神不知火しらぬいの鉄てつ壁ぺきの防ぼう御ぎよで女子が前半をリードして折り返すも、ふがいない男子が後半に逆転を許して負ける、というパターンの繰り返し。

　負けに負けを重ね、早々に予選敗退が確定した。最後の試合も大敗して女子の非難を受けるそこへ、バレーボール組が合流。そちらは一勝したものの同じく予選落ちしたらしい。

「お疲れちゃーん」御み木き本もとは気楽そうだった。「見事に負けたみたいだな。さすがは俺おれの見込んだ男。折り紙付きの勝負弱さ」

「敗戦請うけ負おい人にんと呼んでくれ。つーか、卓たく郎ろう、その顔のボール跡あと、どうしたんだ？」

「チームの窮きゆう地ちを救うべく、甘いマスクを犠ぎ牲せいにして顔面レシーブを決めたのさ」

「どうせ敵のスパイク避よけそこなっただけだろ」

「フッ……不動の御木本ここにあり。試合中微び動どうだにしなかったぜ」

「動けよ」

「ま、お互い前評判通りってことで。うちで期待できるのは、はなからバスケだけだ」

　大会本部の仮設テント前に移動した。バスケの対戦表を見ると、ここまで三試合を消化して二勝一敗。次の最終戦、同じく二勝一敗の一年生チームと予選突とつ破ぱをかけた戦いになる。

「こりゃ面白い試合になるな。大一番もさることながら、トリプルＡのお月様に、最近支持率急きゆう上じよう昇しよう中の委員長、バスケ部エースの野の々の原はらもオマケでついてくる」

「ふふん、あの三人が揃そろい踏ぶみか」不知火が目を細める。「これは見物だね」

　御木本は「そうなんスよっ」とテンションアップ。不知火の前だと三割増しで元気だ。

「きっとギャラリーもハンパじゃないッスね。早く行って場所取りしないと。あ、不知火さんはゆっくり来てください。俺が特等席をゲットしておきますんで」

「気が利くね、ノッポくん。きみはなかなか見所がある。下僕ペツトにしてあげてもいいよ」

「イエス、ありがたき幸せっ！」

　御木本は有頂天。砂すな煙けむりを巻き起こす勢いで昇しよう降こう口ぐちに向かった。いいように使われてしまっているが、本人も喜んでいることだし、まあいいか。




　渡わたり廊ろう下かを伝って体育館に入ると、試合が行われるいちばん奥おくのコート周辺には、すでに人だかりができていた。それだけ注目度が高いということか。

　壇だん上じように陣じん取どっていた御木本と合流し、並んで腰かけたところ、コート内に両チームの女子メンバーが出てきた。それだけで早くも歓かん声せいが舞まう。

　野の々の原はらはポニーテールをきつく結び、ジャンプボールの位置へ。恥ずかしがり屋の瀬せ里り沢ざわは目立たないよう後方に下がっていたが、窮きゆう屈くつそうなバストが嫌いやでも目立っている。

　一方、敵チームの三み日か月づきは肩口で髪を結い、おさげ姿。遥はる彦ひこと目が合うと、にっこり微笑ほほえんで小さく手を振った。恋人で通している手前、こちらも片手を上げて応じたところ、周りからヒューヒューとからかうような口笛とブーイングが飛んできた。

　試合開始の時が近づき、審しん判ぱんがボールを手にコートの中央に立つ。ギャラリーがおとなしくなり、館内が静せい寂じやくと緊きん張ちように包まれる。

　そして笛の音と共に、高々とボールが舞った。

　ジャンプ一番。制したのは野々原。さすがは天てん狗ぐ。跳ちよう躍やく力りよくがハンパじゃない。

　ワンバウンドしたボールを味方がキャッチ。すかさず野々原へ折り返しのパス。

　しかし、三日月が読んでいた。インターセプトし、そのままドリブルで切り込む。

　速い。そして、上う手まい。あっという間にディフェンス二枚を抜き去った。

　ゴール前、残るは瀬里沢ただ一人。三日月の迫力に気け圧おされ、あたふたして後あと退ずさり、足がもつれて尻しり餅もちをつく。三日月は悠ゆう々ゆうと脇わきを抜け、やわらかなレイアップシュート。

　パサッ、とボールがネットをこする音が静かに伝った。電光石火のカウンター攻こう撃げきに誰だれもが面食らい、応おう援えんすら置き去りになっていた。

　沈ちん黙もくは一いつ瞬しゆん。直後、地鳴りのような歓声と拍はく手しゆが湧わき起おこる。

「すっげーな、お月様」御み木き本もとが唸うなった。「バスケ経験者か？　おまえ知ってた？」

「いや」遥彦は首を振る。「まあ、運動神経はいいからな」

　鎌かま鼬いたちと一心同体だからか、デフォルトでも身体能力は人並み外れている。現に遥彦は、バケモードはおろか、ノーマルモードの三日月にすら本気で挑いどんで勝てたためしがない。

「いいよいいよ、気にしないで。一本、返してこ」

　コートでは野々原が味方に声をかけ、ボールを受ける。さすがにバスケ部エース、これぐらいでは動じない。ゆっくりとドリブルしてセンターラインを越こえると、軽快に動き回って味方とパスを交換し合い、長身を活かしてやすやすとシュートを決めた。

　すぐさま同点。ギャラリーの一角がひときわ大きく湧く。

「お、あの辺は野々原ファンか。あいつも最近、表立って人気出てきてっからなぁ」

「そうなのか？」

「もともと隠かくれファンが多かったんだよ。顔はそう悪くないし、つるぺたも良く言えばスレンダーなモデル体型ってやつ？　脚きやく線せん美びだけなら文句のつけようもないからな。あの足に蹴けられたい踏ふまれたいと願う酔すい狂きような輩やからは少なくないらしいぜ」

　遥彦は対狂骨戦で見た怒ど涛とうの蹴り技と橋を激げき震しんさせた踏みつけを思い出した。

「……命知らずにもほどがある」

「まったくだ。俺おれなんて何度死んだ婆ばあちゃんを川の向こうに見たことか」

　試合は点の取り合いになった。ドリブルで仕掛ける三み日か月づきに対し、野の々の原はらは味方をうまく使って的をしぼらせない。相手チームは三日月のワンマンらしく、チーム力の差が徐じよ々じよに現れてこちらが押し始める。だが、相手も三日月にボールを集めて食い下がる。

　中盤をすぎても僅きん差さで白熱。三日月と野々原が攻こう守しゆにわたって火花を散らす一方、瀬せ里り沢ざわはと言うと、ろくにボールに絡からめず、無む駄だにあたふた右往左往していた。

「いやぁ、それにしても……揺ゆれますなー」

「ですなー」

　遥はる彦ひこも御み木き本もとも、途と中ちゆうから真面目な顔して下心いっぱいに瀬里沢を目で追っていた。

　はっきり言って、へたっぴ。ちっとも役に立っていないのだが、動くたびに上下バウンドする胸が目の保養という意味では大いに役立ってくれている。集まった野や郎ろう共の多くはニヤケ顔で瀬里沢の一挙一動に目が釘くぎ付づけだ。

「委員長、髪切って正解だな。一いち躍やく、お月様の対抗馬だ。ちょっと危なっかしくてシャイなところも、守ってあげたい感じでグッとくるし、それに何より……揺れますなー」

「ですなー」

　終盤、残り五分に迫せまったところで野々原のスリーポイントシュートが決まり、ついに点差が二桁に広がった。孤こ軍ぐん奮ふん闘とうの三日月はさすがに消しよう耗もうが激しく肩で息をしている。表情こそ変わりはないが、唇くちびるを噛かむ仕草に悔くやしさが現れていた。

「今の一本は大きい」御木本は通を気取ってうなずく。「前半はもらったな」

「決めつけるのは早いんじゃないか」

「さすがのお月様もバテ気味だ。野々原相手によく粘ねばったとは思うけど、ここまでだろ」

「終わってみるまでわからないだろ」

「なんだなんだぁ、ムキになっちゃって。クラスを裏切って彼女の応おう援えんかぁ？」

　にやにやと面白がる御木本。遥彦は「そんなんじゃねーよ」と返しながら、若じやつ干かんムキになっていた自分を認めざるを得なかった。我ながらどうして。

「ま、今回は不問にしてやるさ。どのみち、こっから逆転は難しいだろうし、応援するだけしてやれよ。俺はちょっち用を足してくる。途中からでかいのを我が慢まんしてたんだわ」

　そう言って、前半の勝負は決したと見た御木本はトイレに立った。

　そう言えば不知火しらぬいが静かだな、と思って反対横を見ると、いつの間に持ち込んだのか菓子を食している。

「やけにおとなしいと思ったら……ここ飲み食い禁止だぞ。ポッキー食うなら外で食え」

「ポッキーではない、プリッツだ。混同するのは双そう方ほうに対し失礼というものだよ」

「そんなことはどうでもいい。先生に見つかったら怒おこられるぞ」

「むむ？」

　と、試合に目を向けていた不知火しらぬいは眉まゆ根ねを寄せた。

　コートから短い悲鳴が上がり、応おう援えんと歓かん声せいがいっせいに引く。

　笛が鳴って試合が一時中断された。選手がコート上に集まる。何が起きたのか。遥はる彦ひこは見ていなかったのでわからなかった。不知火がコートに向かう。そのあとに続く。

　誰だれか倒れていた。野の々の原はらが「道みち流る、大だい丈じよう夫ぶ？」と心配そうに声をかけている。

　起き上がった瀬せ里り沢ざわは涙目。その鼻から、ぽたぽたと血が滴したたり落おちた。慌あわてて押さえるも止まらない。けっこうな出血量に遥彦は目を丸くした。

「何があったんだ？」

「流れ玉が当たったのさ」不知火が傍そばにしゃがんだ。「三み日か月づきくんのパスを味方が取れず、そのままニャンコくんの顔面にヒット……ほれ、ちょっと診みせてみたまえ。ふむ、折れてはいないようだな。とりあえず保健室に行っておくか。立てるかい？」

　瀬里沢はこくこくとうなずく。野々原からタオルを受け取り、それで顔の下半分を隠かくすように鼻を押さえながら自力で立った。鼻血の他に怪け我がはないようだ。

「ニャンコくんのことはわたしに任せたまえ。さあ、試合を続けるがいい」

　不知火が瀬里沢に付つき添そってコートを離れる。負傷退場。遥彦もあとを追う。

　と、そのとき、棒立ちになっている三日月の姿が目についた。ひどく汗あせをかいて、頬ほおや首筋に髪の毛が張りついている。放心したように血けつ痕こんを見つめていた。

「三日月？」

「あ……センパイ」瑠る璃り目めがパチパチとまたたいた。「猫……瀬里沢先せん輩ぱいは？」

「ああ、へーきへーき。ちょっと鼻血が出ただけだ。不知火に任せておくのは心配だから、俺おれも行くけど……試合、残り時間あとちょっとだ。最後までがんばれ」

　遥彦は励はげますように軽く肩に触ふれた。

「はい」とうなずく三日月の表情は、心なしか和らいだようだった。




　本校舎一階隅すみの保健室。中は十数名もの生徒で混み合っていた。しかし、いつも白衣をはおっている女医風の先生が見当たらない。代わりに保健委員の腕わん章しようをつけた女子が一人。

「佐さ久く良らさん」遥彦の知る相手だった。

　呼ばれて振り向いた女子は無言でじっと見返してくる。天然のウェーブヘア。黒目がちで瞳ひとみは仄ほの暗ぐらい。面おも立だちは悪くないけど愛想がなく、どんよりと根暗な空気が漂う。

　佐久良涼すず美み。一年のときのクラスメイトで、一いつ緒しよに保健委員を務めていた。でも委員会以外ではほとんど話したことがないので、友人と呼べるほど親しくはない。

「……ああ」佐久良はぴんときていないようだった。「えっと……いたみくん？」

「伊い佐さ見みです」間違って覚えていたのか、それとも忘れていたのか。「和わ久く井い先生は？」

「今は外」回答はそれだけだった。

　ともかく瀬せ里り沢ざわを診みてもらう。佐さ久く良らは淡たん々たんと処置をした。

　瀬里沢は脱だつ脂し綿めんをつめて少し横になることに。しかしベッドは満席だったので、しかたなく巻いたタオルを枕代わりに壁かべ際ぎわで床ゆかに寝ねてもらう。

　隣となりに座った不知火が「うにー」と猫のようにのびをした。

「ふぅ、ここはひんやりしていていいな。抜け出してきて正解だ」

「やけに面めん倒どう見みがいいと思ったら、自分が涼みたかっただけかよ」

「人聞きの悪いことを言うでないよ。わたしはニャンコくんを心配しつつ、これ幸いとむさ苦しい場所を脱だつ出しゆつしたのだ。目の前の偶ぐう然ぜんに乗じたにすぎん」

「それこそ人聞きが悪いだろ。ていうか、治ち癒ゆ術じゆつで治せばいいんじゃね？」

「なんでも人に頼たよるのはよくないよ。鼻血ぐらい気合で治せ」

　正論のあとに暴論を放った不知火は、衿えりをつまんで胸元をパタパタ。遥はる彦ひこは目をそらして瀬里沢の様子を見る。横になってもまだ両手で鼻から下を覆おおっていた。
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「瀬里沢さん、あんまり押さえないほうがいいよ。自然にしといたほうが」

「……鼻に……入れ……から……」

　声が小さくて聞き取れなかったが、恥ずかしそうに目をそらす仕草から、何を言いたいのかはわかった。鼻にものを入れている姿を見られたくないのだろう。

　遥彦は意を汲くんで視線を散らす。他の生徒たちは具合が悪そうで、瀬里沢のように床に寝たり座り込んだりしてダウンしている。佐さ久く良らが水みず枕まくらや濡ぬれタオルを作って渡していたが、患者が多すぎて追いついていない。そこへまた青い顔の生徒がふらふらとやってくる。

　一人じゃ大変そうだ。助っ人に入るか。

「佐久良さん、手伝うよ。俺が作るから、佐久良さんは配って」

「そう。じゃあ、よろしく」

　感謝の意が伝わらないそっけない態度。口くち下べ手たというか表現下手というか。本人に悪気はないのだろうけど、周りにいい印象は与えまい。遥はる彦ひこも、それが佐久良の平常運転なのだと理解するまで丸一年を要した。入学当初は積極的に話しかけていたクラスメイトたちも徐じよ々じよに距離を取りだし、やがて声をかける者はいなくなった。いつも置物みたいに物静かで、誰だれかと仲良くしているところを見たことがない。休み時間は大たい抵てい一人だったと記き憶おくしている。

「なんか、やけに混んでるね。怪け我が人にんはいないみたいだけど」

「体調不良ばかり。吐はき気け、眩暈めまい、頭痛、倦けん怠たい感かん」

　佐久良は報告するように述べて終わった。そのあとに会話は続かない。経験上わかっていたことなので、こちらもあまり気にはしなかった。

　それはともかく、保健室の混みようは異様だ。今日はバカみたいに天気がいいから、そのせいだろうか。予報だと日中は三十度近くになるらしい。

　水枕が行き届いて落ち着いた頃ころ、保健の先生が戻ってきた。すぐに顔色の悪い男子がやってくる。瀬せ里り沢ざわの鼻血も止まったので、遥彦たちは邪じや魔まにならないよう退室することに。

　廊ろう下かに出たところで「おっすー」と野の々の原はらが合流した。三み日か月づきも一いつ緒しよだ。

「道みち流る、鼻、大だい丈じよう夫ぶ？」

「うん、もう平気。試合のほうは？」

「んー、このイタチっ子がなかなかしぶとくてねー。それでも前半リードして折り返したんだけど、後半男子がすぐにひっくり返されて……あの分じゃ、午後は暇ひまかな」

　女子でリード。男子で逆転負け。バスケも同じ轍てつを踏ふむか。

「あの……瀬里沢、先せん輩ぱい」

　野々原の背に隠かくれるように立っていた三日月が、おずおずと言った。

「あれは、わざとじゃ、なくて……でも、その……ごめんなさい」

　ずっと気にしていたのだろうか。珍しく素直でしおらしい。

「ううん、いいのいいの。三日月さん、一生懸命なの、見ていてわかったし。わたし、とろいから、避よけられなくて、ごめんね。心配してくれて、ありがと」

　瀬里沢は朗ほがらかに笑って許す。マリア様のようだ。

　モジモジしていた三日月は、涼すずしい顔に変わってそっぽを向いた。

「別に心配なんてしてないし。ていうか、猫ならあれぐらいサッとかわしてくださいよ」

「こら」遥彦は軽くチョップを見み舞まった。「素直に謝って終わっとけって」

　三み日か月づきは口を尖とがらせ、横を向いたまま「すみませんでした」といじけたように呟つぶやく。さっきまでの素直さはどこへやら。瀬せ里り沢ざわと野の々の原はらがくすくすと笑う。

　まだ試合は続いているので、体育館に戻って観戦することにした。

　と、向かいから、女子二人が寄より添そって歩いてくる。ぐったりしている一人にもう一人が肩を貸していた。遥はる彦ひこたちは道を開け、保健室に向かう二人を見送る。

「またか……こんな立て続けに何人も、ちょっと異常だよな」

　何の気なしに言ったところ、「ふふん」と不敵な笑いが聞こえた。いっせいに振り返ると、最さい後こう尾びにいた不知火しらぬいがツインテールをくるくるいじりながら視線を飛ばす。

「異常は非日常のサインだ。おそらく、アレのせいだろうね」

　琥こ珀はく色いろの瞳ひとみが見み据すえたのは、廊ろう下かの前方、天てん井じよう隅すみ。

　そこで、何やら黒いモノが、カサカサと不気味にうごめていた。




　やつだ、Ｇだ、Ｇが出た──遥彦は目を見張って確認した。光こう沢たくのある黒こく褐かつ色しよく。平べったいフォルム。長いヒゲ。這はった動き。見れば見るほど、あの忌いむべき存在、頭文字イニシヤルＧに他ならない。だがしかし、Ｇにしては……でかい。でかすぎる。手のひら大のサイズだ。

「不知火……アレは、アレか？　でも普ふ通つうのアレじゃないよな？」

「〝厄やく蟲むし〟というアヤカシだよ。〝疫やく病びよう蟲むし〟とも言うが、退たい魔ま師しのあいだでは単に蟲と呼ばれている。アレはその一種だ」

「一種？」

「厄蟲という名は害虫的なアヤカシの総そう称しようなのさ。細かく分類するとキリがないんだよ」

「さっき、アレのせいだって言ったな」

「ああ。蟲は動植物の精気を蝕むしばみ、害を及およぼす。その影えい響きようの度合いは蟲によりけりだ。命に関わることもあるが、あの蟲の場合、体調不良を起こす程度で、そう危険なものではない」

「普通の人にも見えるのか？　魔ま境きようの気配は感じないけど」

「アレは純粋な妖あやしの存在だ。魔境がなくとも一般人には見えないよ」

　カサカサ、カサカサ。蟲が壁かべを這いずり回る。

　ひぃっ、と周りで息を呑のむ気配がして見れば、横に並んでいたはずの三日月、野々原、瀬里沢の姿がなかった。後ろを振り向くと、不知火の立ち位置は変わらず、その小さな背中に隠かくれるようにしてジンガイ娘三人が身を寄せ合っている。

「ちょ、遥彦、なんとかしなさいよっ」

　俺かよ。別にいいけどさ──野々原に命じられるまま、遥彦は蟲に近づいた。自分でも不思議と抵てい抗こう感かんはない。大たい抵ていの人がそうであるように遥彦もＧは苦手なほうだが、相手がアヤカシだからか、逆になんとも思わなかった。

　蟲がバッと翅はねを広げる。そして飛んだ。一いつ緒しよに女子の悲鳴も飛んだ。

　遥はる彦ひこは右手に鬼おにの角つの。相手が飛来してきたところを薙なぎ払はらう。

　一いち撃げきを受けた蟲むしは煤すすのような黒い塵ちりと化し、跡あと形かたもなく散った。ある程度のショックを与えれば簡単に祓はらえるようだ。見た目はともかく、それほど怖こわい相手じゃない。

「ほら、これでもう平気だろ」

　角を消してみんなのもとへ引き返す。しかし、ジンガイ娘たちは不知火しらぬいの後ろから出ようとしない。それどころか生理的な嫌けん悪お感かんをあらわに冷たい視線を浴びせてきた。

「センパイ、ストップ。それ以上こっち来ないで」

「は？　なんで」

「触さわったでしょ。あんた今、アレに触ったでしょ」

「いや、角だし。直接じゃないし」

「ごめん、伊い佐さ見みくん。間接もアウト」

「…………」

　思わぬ形でダメージを食らった遥彦は、頬ほおを引くつかせて自ら距離を取った。これ以上下へ手たに近づいて拒きよ否ひられたら、いくら不死身でも心が折れて再起不能に陥おちいるかもしれない。

　廊ろう下かの遠く安全圏まで離れる。そして大きく声を張る。

「あのー、マジメな話をしていいですかー？　ていうか、聞こえますかー？」

「聞こえまーす」三み日か月づきが手でメガホンを作った。「どーぞー」

「さっきの蟲むし、まだ他にもいるんじゃないかって思うんだけど。どーぞー」

「そうですね。じゃあ、あとはセンパイに任せます。駆く除じよがんばってください。どーぞー」

「ちょっと待てーい。駆除はともかく、探すのぐらい手伝ってくれよ。どーぞー」

「…………、…………、…………」

「聞こえないフリをするなっ！　どーぞーっ！」

「何をギャーギャー騒さわいでんだ？」

　後ろからの声に振り返ると、御み木き本もとがいた。かったるそうに背中を丸めて歩いてくる。

「捜さがしたぞぉ。下しもの戦争から戻ったら前半終わっちまってるし、みんないなくなってんだもんよ……つーか、なんなの、この距離感」

　御木本は廊下の先にいる女子たちを遠く見た。

「たまたまだ。細かいことは気にするな」

「まあいいけどさ。それより、調子悪くてよ。徹ゲーして寝ねてないせいかな。出すもん出したら、急にぐったり疲れも出てきて……俺おれ、ちょっくら保健室で横になってくるわ」

　くたびれた顔で歩いていく御木本。その後ろ姿を目にした遥彦は、「あ」と声を漏もらした。

　御木本の背中には、蟲がいた。がっしり踏ん張ってくっついていらっしゃった。

　そうとは知らない本人は、そうとは知らない女性陣じんに近づいていく。

「これはこれは、キレイどころが勢ぞろいして、何してんの？」

　遥はる彦ひこは呼び止めようとしたが、声を発するより先に蟲むしがカサカサと這はって御み木き本もとの頭の上に移動した。さすがに気づいたジンガイ娘たちがギョッとなる。

「あー、やべ。マジで気分悪くなってきた。眩暈めまいがする。頭が重い」

「ちょ、卓たく郎ろう、バカっ、こっち来るなっ！」

「ケチ言うなよ、野の々の原はら。俺おれには今、オアシスが必要なんだって」

　頭頂部にて、蟲がウイングを展開。

　進路クリア。発進どうぞ。

　そしてヤツは飛び立った。

「いやああああああああああああああああああああああああッ！」

　ジンガイ娘三人は絶ぜつ叫きように近い悲鳴を上げ、全力疾しつ走そうで逃走。あっという間にその姿が見えなくなった。唯ゆい一いつ残った不知火しらぬいは、飛んで迫る蟲を手刀で軽々と散らす。

　御木本は呆ぼう然ぜん自じ失しつ。何が起きたのか真実を知ることはできず、わかっているのは、自分が近づいたら女子三人が生理的に受けつけない感じで逃げていった、という事実のみ。

「え……なに？　俺って、そんなに……嫌きらわれ、てたの？」

　厄やく蟲むしに精気を吸われた上、女子に拒きよ絶ぜつされた精神的ショックも重なってか、御木本はハートを打うち砕くだかれたようにへなへなと床ゆかに手と膝ひざをついた。背中が悲しすぎる。

　なんてむごい有様だ。あまりの惨さん状じように遥彦はかける言葉が見つからない。

　と、不知火が歩み寄り、耳元にそっとささやいた。

「これは夢だよ、ノッポくん」

「ゆ、夢……悪夢」

「そう、悪夢だ。現実という名の」

「う、うあああっ」御木本は頭を抱かかえた。

「打ちのめしてどうするっ」遥彦は不知火を睨にらんだ。

「ふふん、ちょっとからかってみただけさ」

　悪戯いたずらに笑う不知火は、御木本の首に素早く手刀を落とし、気絶に追い込んだ。

「……マジでどうすんだよ。ダメージでかすぎるだろ。引きずるぞ、絶対」

「問題ない。元気そうに見えて、心神喪そう失しつ状態に近いものがあった。だいぶ精気を吸われていたようだな。寝ねて覚さめれば何も覚えていまいさ……たぶん」

「たぶんかよ」

「冥めい福ふくを祈いのろう。グッドラック、不吉な幸運を」

　哀あわれ、御木本卓郎。アヤカシのせいで遭あわずともよい不幸な目に遭った上、不知火の悪ふざけにまで付き合わされるとは。後こう遺い症しようが残らなきゃいいけど。

　ひとまず遥彦は、もういろいろ可哀かわい想そうすぎる友人を保健室へ運ぶことにした。




「あの蟲むし……厄やく蟲むしだっけ？　どれぐらいの数がいると思う？」

「さてね、朝から何匹かウロチョロしていたが」

「朝からって……知ってたなら、なんで言わなかったんだよ」

「蟲なんてどこにでもいるものだ。よほど危険なものならともかく、そうでもないなら放っておくのが普ふ通つうさ。表の虫もそうだろ。スズメバチや毒どく蜘ぐ蛛もならともかく、ハエだの蚊かだの、アリだの蝶ちようだの見かけたところで騒さわいだりするまい。しかしまあ、今回は例によって体調不良者が続出しているようだからな。わたしも気にはなりだしていたところだ」

「そうか……とりあえず、あちこち見て回ろう。三み日か月づきたちとも合流しないとな」

　保健室を離れた遥はる彦ひこと不知火しらぬいは、蟲を探しつつ、ジンガイ娘たちを捜さがしつつ、誰だれもいない廊ろう下かを歩いた。まだ試合中だから校舎内は静けさに満ちている。

　渡り廊下の前を通ったとき、不意に空気が変わった──魔ま境きようだ。

　アヤカシの気に振り向くと、渡り廊下の先、体育館に野の々の原はらの背中を発見。

　バケモード。垂れ耳とふさふさの尻尾しつぽを生やし、イヌ娘と化していた。

「おい、野々原」近づいて声をかける。

　途と端たん、びゅんッと空を駆かる音がして、遥彦の側頭部に後ろ回まわし蹴げりが寸止めされた。不死身だから当たっても平気なのだが、それがわかっていても危機一髪な気分。

「わぅ!?」野々原は犬声を上げて驚おどろく。「なんだ、遥彦か。もぉ、脅おどかすなっ」

「それはこっちの台詞せりふだ。頭が破は裂れつするところだったぞ」

「それより蟲、早くなんとかして。アレがどこかに潜ひそんでいるかと思うと、もう……」

　野々原は肩を抱だいてぶるぶる震ふるえ、尻尾を逆立てた。鋭するどい犬き歯ばを覗のぞかせるその顔つきはおそらく無自覚に獣けもの形ぎよう相そうと化していて、のどの奥おくから「ウゥゥゥ」と重低音が響ひびく。

「俺に唸ったってしょうがないだろ……あ」

　そのとき、遥彦の視界に蟲が映りこんだ。体育館の二階窓から侵しん入にゆうし、天てん狗ぐの妖よう気きに誘さそわれたのか、こっちに向かって飛んでくる。

　振り返った野々原は「きゃうん！」とこれまた犬みたいな悲鳴を上げて、反射的にハイジャンプ、からのオーバーヘッドキック。しかし、慌あわてていて目測を誤ったのか、蹴けりは翅はねをかすめただけだった。落下した蟲はカサカサと床ゆかを這はい、着地した野々原の足元へ。

「やだやだやだッ、来ないでッ、こっち来ないでぇぇーッ！」

　ダンダンダンダンダンッ。野々原は目をつぶり、デタラメに床を踏ふみつける。

　数踏みゃ当たる。蟲は粉ふん砕さいされて霧む散さんした。

　だが、野々原は気づかないまま踏み続ける。

　そのうち体育館が軋きしんだ音を立ててガタガタ揺ゆれだした。

「お、おい、落ち着け、野々原。もういない。いないって」

「ウゥゥゥゥゥゥゥゥ」

　らんらんと眼光を放ち、唸うなりながら足元の安全を確かめるイヌ娘。

　今の揺ゆれで試合は中断され、館内はざわざわしていた。ちょっとした地じ震しん騒そう動どうだ。あのまま続いていたら体育館が損そん壊かいしていたかもしれん。恐おそるべし、天てん狗ぐの脚あし。

「もう無理……あたし、外に出らんない。ここに残る。あと任せた」

「おまえがここにいたら体育館が危ないって」

「やだもん。ここにいるもん。ゼッタイ動かないもん」

　野の々の原はらは膝ひざを抱かかえてうずくまってしまった。ときたま子供じみたところのあるやつだ。

　どうしたものかと腕を組む遥はる彦ひこの前で、不知火しらぬいがよしよしとイヌ娘の頭を撫なでて言う。

「それなら、ワンコくんのワンコくんに番犬になってもらったらどうだい？」

「ん……うらら？」垂れ耳がピクンと反応。「あ、そっか！」

　パッと閃ひらめいた顔で、野々原はいったんバケモードを解いた。精神統一するように静かに目を閉じ、「うらら」と己おのれの内に呼びかける。胸のあたりにぼんやりと光りが灯ともる。

　淡あわい光は渦うずを巻き、その中心から三本足の霊れい体たい犬けんが出現、飛ひ翔しようした。

「なるほど」遥彦は納得。「シキガミモードか」

「お願い、うらら。あたしを守って。うららだけが頼たよりだよぅ」

　愛犬に泣きつく主人。うららは任せろと言わんばかりに「わんっ」と一声鳴く。

　するとさっそく外から蟲むしが侵入。主あるじを守るべく、うららは白銀の尾おを引いて宙を駆かった。

　天狗飛とび切きりの術。身にまとう霊れい気きが衝しよう撃げき波はとなって放たれる。

　青白い威い光こうに当てられ、蟲は一いつ瞬しゆんにして消しよう滅めつした。楽勝だ。

　野々原はキャッキャと飛び跳ねて喜び、舞い戻ったうららに抱だきつく。

「これなら大だい丈じよう夫ぶだな」遥彦もひとまず安心した。「じゃ、俺おれたち、他を見て回るから」

「うむ、こっちは任せるがよい」野々原は急に強気だ。

「……あとは頼たのんだぞ、うらら」

　遥彦は天狗のほうに声をかけ、体育館をあとにした。




　不知火と共に本校舎に引き返し、下げ駄た箱ばこへと向かう。

　靴くつを履はいて表に出たところ、魔ま境きようを張って立つ瀬せ里り沢ざわの後ろ姿があった。

　バケモード。大きな三角の耳にひょろりと長い尾を伸ばし、ネコ娘と化している。

「瀬里沢さん」肩にぽんっと触ふれた。

　途と端たん、ネコ娘はビックリして跳ね、鉤かぎ爪づめをシャキーン。

「シャァーッ！　ニャニャニャニャニャニャニャニャーッ！」

　振り向き様、いきなり顔面スクラッチ。めちゃくちゃに引ひっ掻かかれた。

「にゃにゃ!?　い、伊い佐さ見みくん？　あ、ご、ごめんなさいっ」

「……いや、大丈夫。痛くないし、すぐ直るから。こっちこそ脅おどかしてゴメン」

「あの、ホント、ごめんね。あの蟲むしが、どこから来るかわからなくて、怖こわくて」

　瀬せ里り沢ざわは挙きよ動どう不ふ審しんにあたりを見回した。表情は獣けもの化かし、瞳どう孔こうが開く。傍はたから見たらその猫目形ぎよう相そうのほうが怖いだろう。野の々の原はら同様、本人が蟲を相手にするのは厳しそうだ。

「ふふん、ここはやはり、ニャンコくんのニャンコくんだな」

　不知火しらぬいの言い回しに、瀬里沢はハテナ顔で小首をかしげる。

「瀬里沢さん、化ばけ猫ねこを出すことって、できる？」

「え……みゅうちゃんを？」

「みゅう？」

「あ、うん。猫ちゃんの名前、『みゅう』にしたの。ちょっと待ってね」

　瀬里沢はバケモードを解き、瞑めい想そうするように深呼吸。

　すると胸元からほのかな光が発せられ、体操着の中でもぞもぞと動きがあった。

「みゃー」と鳴き声がして、小さな猫が羨うらやましいポジションから顔を出す。ぴょんと地面に降りると、大あくびをかまして顔を洗い、ぺろぺろと体を舐なめて毛づくろい。

　こう言っては悪いが、見た感じ、ものすっごく頼たよりなかった。

「蟲はこいつに任せればいい、と思ったんだけど……」

「だ、大だい丈じよう夫ぶ、かな」

　と、瀬里沢も不安そうに呟つぶやいたそこへ、ふらふらと蟲が飛来した。化け猫の妖よう気きに誘さそわれたのか、旋せん回かいして近づいてくる。気づいた瀬里沢は慌あわてふためき、右往左往の末、何もないところでドテッ、転んだ。そこへ頭上から蟲がダイブ。

「いやぁぁぁーっ！」

　頭を抱えて悲鳴を上げたそのとき、化け猫みゅうが耳を震ふるわせ、蟲を睨にらんだ。シャァーッと威い嚇かくを放ち、高々とジャンプ。宙で交差。

　次の瞬しゆん間かん、蟲の姿が消えていた。しかし、倒したわけではなかった。

　華か麗れいに着地を決めたみゅうが、その口にくわえていた。自分の体の半分ほどはある蟲を見事に生いけ捕どりにしている。

「ダ、ダメだよ、みゅうちゃん。そ、そんなばっちぃの、早く離してっ」

　びくびくと注意する瀬里沢だが、みゅうは言うことを聞かず、そのまま主あるじの元へ引き返してくる。蟲のグロテスクな腹側が丸見えで、足が不気味にうごめいていた。

「え、ちょ、待って……やめて、そそ、それ、近づけちゃ、いや……やめてぇぇぇっ」

　瀬里沢は涙目で逃げだした。みゅうは蟲を口にしたまま追いかけた。

　ぐるぐると鬼おにごっこを始める一人と一匹。みゅうに悪気はないのだろう。たぶん捕とらえた獲え物ものを見せようとしているのだ。猫にはそういう習性があると聞いたことがある。自じ慢まんしたいのか、褒ほめてもらいたいのか、プレゼントのつもりなのか、理由まではわからないが。

「伊い佐さ見みくぅぅん、助けてぇぇぇっ」

　逃にげ惑まどった瀬せ里り沢ざわが抱だきついてきた。恥ずかしいとか感じている余よ裕ゆうもないようだ。みゅうが近づくと、くわえている蟲むしに怯おびえてさらにぎゅっとしがみつく。

　グッジョブ、みゅう。遥はる彦ひこは主人に代わって内心褒ほめてやった。

　もう少しこのまま様子を見ようかと思う。しかし、不知火が退屈そうにみゅうの首根っこをつかんで蟲を引き離し、宙に放って手刀で散らした。

「もう大だい丈じよう夫ぶだよ、ニャンコくん。それ以上でくの坊ぼうにいい思いをさせることはない」

　ふと冷静になった瀬里沢は、間近で目が合うと赤面し、跳はねるように離れた。

「あ……ご、ごご、ごめんなさいっ」

「いや、別に」むしろありがたかったです。

「も、もう、みゅうちゃんったらっ」

　込み上げる恥ずかしさを誤ご魔ま化かすように、瀬里沢はみゅうを抱き寄せてかまう。みゅうはあくびをして眠ねむたげな顔。気まぐれなやつだ。

　まあ、とにかく、化ばけ猫ねこの能力面に問題はなさそうだ。頼たよりなさげに見えて蟲を一いつ瞬しゆんで捕とらえてしまうあたり、その力は当てにしていいだろう。Ｇ狩がりはネズミ狩りと並んで猫の得意とするところでもある。あとはさっきみたいなことにならなければ……。

「瀬里沢さん、体育館に野の々の原はらとうららがいるから、合流して一いつ緒しよに見張りを頼たのめる？　そうすれば、みゅうがふざけてもうららがいるし、向こうでの被ひ害がいは食い止められるから」

「うん、わかった。わたしも、歩あゆ実みちゃんと一緒なら、心強いし」

「あ、それとさ、三み日か月づきがどこに行ったか、知らない？」

「三日月さんなら、校庭のほうだと思うよ」

「そっか。ありがと。じゃあ、気をつけて」

　体育館へ向かう瀬里沢とみゅうを見送り、遥彦たちは校庭に向かった。




　グラウンドはミニサッカーで盛り上がっていた。

　そこから少し離れたところ、校庭脇わきの芝しば生ふに三日月の姿を発見。

　バケモード。卵形の獣けもの耳みみにふっくらした尻尾しつぽを揺ゆらし、両手にはカッターナイフ。

　同じ轍てつは二度──いや、三度は踏ふむまい。

「おーい、三日月ー」遠めから声をかけた。

　バッと振り返ったイタチ娘は殺気に満ちた獣けもの形ぎよう相そう。やっぱりな。下へ手たに近づいていたら挨あい拶さつと同時に斬ざん殺さつされていただろう。それにしても、あの顔……子供が見たら泣くぞ、絶対。

「蟲、いたか？」

「いえ、今のところは」

「そっか。にしても、意外だな。三日月にも苦手なものがあったんだ」

「誰だれにだってそういうもののひとつやふたつあります。ただ、アレは特別というか、忘れたくても忘れられない、世にも恐おそろしい思い出があるんです。あれは、私とお姉ちゃんがまだ施し設せつにいた頃ころのことでした……」

　三み日か月づきはいきなり回想モードに突とつ入にゆう。遠くを見つめて語りだした。

「ある夏の日の夜、施設の子たちみんなで、近くの自然公園に昆虫採集に出かけました。私は虫に興味がなかったので、カッターで鉛けん筆ぴつ削けずりをして時間を潰つぶしました。そのうち帰る時間になって集合し、それぞれ捕つかまえたカブトムシやクワガタを見せ合っていました。そこへ、いちばん最後にお姉ちゃんが戻ってきました。お姉ちゃんは虫とか平気な人で、たくさん捕まえて真っ黒になった虫かごを首からぶら下げて、満面の笑顔で言いました。『いやぁ、大漁だったけど、クワガタのメスしか見つからなかったよー』。でもそれは、クワガタのメスではなかったのです。もっと触しよつ覚かくが長く、油っぽいツヤがあって、動きがカサカサしていて……」

「それって、まさか……」

「そう、アレでした。しかも、うじゃうじゃ」

　それはもう悲鳴物だな。

「お姉ちゃんはそれがアレだと指し摘てきされても平然としていて、『そっかー、違うんだー。じゃあ帰しちゃおうね』と言って、フタを開けたのです」

「開けたのかっ」

「いっせいに飛び立ちました……地じ獄ごく絵図でした」

　それはもう絶ぜつ叫きよう物ものだな。

「その日を境に、誰だれ一人、お姉ちゃんには逆らわなくなったのです」

「そりゃもう最強でしょうな。ていうか、トラウマになったんじゃね？」

「ええ。私もしばらく夢に見ました。今でもたまにうなされます」

　ふぅー、と三日月は吐と息いきをつき、渇かわいた笑みを浮かべる。

「私は、お姉ちゃんが大好きです。けど、唯ゆい一いつあの件に関しては、恨うらんでいます」

「なんて言ったらいいか、その……災難、だったな」

「まあ、昔のことですし。もっとひどい思い出もありますから……」

　キチキチキチ、キチキチキチ、キチキチキチ。

　嫌いやな過去を断ち切るように、三日月は両手のカッターを鳴らす。

「とにかくそういうわけなので、今回の件にはあまり関わりたくないんです。お二人のほうでなんとかしていただけませんか。思うに、近くに巣でもあるんじゃないでしょうか」

「巣か……なるほど。わかった、こっちで探してみる。でも三日月、蟲むしが嫌なら、外にいないで中に入ったらどうだ？」

「いえ、校舎の中はいざというとき動ける範囲が限られます。外は自由がききますし、ここは見晴らしもいいですから、敵が近づく前にしとめることができるので」

「そうか」徹てつ底ていしてるな。「じゃあ、ここは任せた」

「はい。そちらの成果を期待しています。御武運を」

　三み日か月づきは大真面目に言うと、イタチの目つきで周囲を警けい戒かいするのだった。




　ジンガイ娘たちは自己防衛でいっぱいいっぱいの様子だった。必死な獣けもの形ぎよう相そうがそれを物語っていた。結局、遥はる彦ひこはまた不知火しらぬいと二人、ひとまず昇しよう降こう口ぐちまで引き返す。

「蟲むしの巣があるかもって話、どう思う？」

「可能性は十分あるな。あの蟲は拠きよ点てんを中心に活動するタイプだ。頻ひん繁ぱんに見かけるということは、学校の近く、あるいは校内のどこかに巣があっても、おかしくはない」

「見つけるにはどうすればいい？」

「そうだな……索敵道具サーチアイテムもないし、古典的な方法でいくか」

「その方法って？」

「まあ、黙だまって言うとおりにしたまえ。ほれ、ちょうどいいところに蟲がいた」

　不知火が頭上を見る。青いキャンバスに黒い影かげ。円を描くように旋せん回かいしながら徐じよ々じよにこちらへ下りてくる。遥彦は角を出してかまえた。しかし、不知火から「待て」の声。

「手を出すな。じっとしてろ」

　指示通り、角を消して待機した。

　蟲は羽音を響ひびかせ、遥彦の真正面から迫せまってくる。

「動くなよぉ」不知火は面白半分な口ぶり。「そのまま、そのまま」

　そして、ついに顔面に着地した。

　それでも直立姿勢を保つ。不動の遥彦ここにあり。

　我ながら超ちよう然ぜん。嫌けん悪お感かんはなかった。その無反応ぶりに不知火もいぶかしげな視線を送る。慌あわてて大おお騒さわぎするのを期待していたのだろう。

　蟲は頭の上を通って後ろ首に回った。そこで精気を吸いだしたのか、自分の身体からだから妖あやしの気が漏もれるのを遥彦は感じた。痛みがないのは当然だが、咬かみつかれたり刺さされたりといった感かん触しよくもない。どうやら体表面で息を吸うように気を吸っているらしい。

　やがて蟲は満足したのか、頭のてっぺんに移動し、翅はねを広げて飛び立った。

「よし、追うぞ」不知火が動きだす。「それにしても、よく我が慢まんできたものだね」

「ああ。それが、自分でも不思議と平気なんだよな。アヤカシだからかな」

「……まあいい。とにかく蟲は腹いっぱいだ。あとは巣に帰るだけだろう」

　なるほど、帰巣性を利用するわけか。蜂はちの巣すを探すのと同じやり方だな。

　蟲は本校舎を迂う回かいして中庭に入っていった。花か壇だんの上を通過し、庭の中央にそびえる大きな記念樹に降下していく。そのままセミのようにとまるかと思いきや、その姿が忽こつ然ぜんと消え失せた。まるで樹木の中に溶とけてしまったように。

「……ん？　あれは？」

　近づいていくと奇き妙みようなものが目についた。幹の一部がモノクロに色いろ褪あせ、そこだけ水面のようにゆらゆらと歪ゆがんでいる。かすかに妖あやしの気が漏もれていた。

「異い界かい巣すだよ」不知火しらぬいが瞳ひとみを緋ひ色いろに染める。「稀まれに、魔ま境きようが空間に定着して、異空間が生まれることがある。蟲たちはそれを巣にするのだ。だが、昨日は気配も何もなかったからな、自然にできたのではなく、蟲が寄り集まったことで妖よう気きが滞たい留りゆうし、異空間を誘ゆう発はつしたのだろう。それに、この木も要因に上げられそうだ」

「記念樹が？」

「視た限り、樹じゆ齢れいは優に三百年。ちょっとした霊れい樹じゆだよ。蟲はもともと、こういう自然の餌えさ場ばを見つけて精気をすする。その餌場に蟲がたかった結果、異空間が発生し、そのまま巣として使われた……そんなところだろうさ」

　この地に古くからあるという大樹。見上げれば、ところどころ葉が茶色く枯かれ、足元には落ち葉が散っていた。昨日、この木の下でお昼を食べたときは青々とした若葉をつけていたはずだが、蟲に巣食われ、精気を吸われたせいで、元気をなくしてしまったらしい。

　幹のモノクロに歪んだ箇か所しよからは、蟲が現れては飛んでいく。そして入れ代わりに帰ってきた蟲が木の中に入っていく。

「で、どうする？」

「簡単さ。巣の入り口──そのモノクロを鬼おにの角つので突けばいい。そうすれば異界ごと巣は消しよう滅めつし、中に巣食っている蟲も消えるだろう。ほれ、さっさとやれ」

　不知火は偉そうに指示を出し、ベンチの上から傍ぼう観かん。その態度に何か言ってやりたいところだが、そんな場合でもない。遥はる彦ひこは両手に鬼の角を生やし、迷うことなく巣を突いた。

　妖気が摩ま擦さつを起こし、気流を巻く。静電気のようにピリピリくる。

　と、巣の入り口が真っ黒に染まってぷっくらと膨ふくらんだ。遥彦が「ん？」と怪け訝げんな顔をした直後、それが爆発。そして中から大量の蟲がエラプション。

「うおおおおおおおおおおおおおおっ!?」

　消しよう滅めつの危機を察して逃げだしたのだろう。視界いっぱいに広がる蟲、蟲、蟲の群れ。ジャブの連打のように次から次へと顔面に押し寄せるそれを、遥彦は踏ふん張ばって耐たえた。

　ほどなくして巣は消え、記念樹の歪ゆがみもなくなった。が、しかし……。

「……おいおい、どんな大家族だよ」

「ふふん、これまた豊漁だな」

「笑ってる場合じゃないだろ。さすがにシャレになんないぞ、あれは」

　不気味にうごめく黒の大群が、青空の一角を塗ぬり潰つぶす。その数たるや計り知れない。まるで巨きよ大だいなイキモノのように一いつ緒しよくたになってうごめき、グラウンドのほうへ流れていく。

　マズい。まだ試合中、校庭にはたくさんの生徒がいる。

「行くぞ、不知火」

　ダッシュで急ぐ遥はる彦ひこに対し、不知火しらぬいはマイペースに徒歩だった。




　校庭脇わきで警けい戒かいを続けていた三み日か月づきが青白い顔で天を仰あおいでいた。遥彦が声をかけると、頬ほおを引きつらせながらカッターナイフで空を差す。

「あ、あれはいったい、なんの冗じよう談だんですか？」

「悪い。巣を見つけて潰つぶしたはいいんだけど、中にいたのが逃げちまって」

「とりあえず、モザイク処理してください」

「無茶言うなって」

　蟲むしの大群は楕だ円えんを描くように旋せん回かいしていた。あれだけの数、それも上空にいる相手にどう対処すればいいのか。空中戦なら天てん狗ぐの出番だが、うららだけでは手に負えまい。鬼おにの角つのは二本しかないし届かないし、三日月の異能力でも追いつかないだろう。下へ手たに手を出して散開されても厄やつ介かいだ。なんとかまとめて始末をつけたいところ。何かいい手はないだろうか。

　対策に悩なやんでいると、不知火がのんびりと追いついてきて言った。

「ふふん、やはり、わたしの活かつ躍やくなしには終わるに終われないということか。ここはひとつ、プロの退たい魔ま師しの腕前というやつを見せてあげなくもないではないさ」

「不知火……おまえが転校してきてよかったって、初めて思ったよ」

「その代わり、きみの弁当を献けん上じようしたまえ。今日だけじゃなく、この先ずっとな」

「……せこいな」

「どうせ味などわからんのだろ。わたしが食ってやったほうが弁当のためというものだ」

　確かに。味覚を喪そう失しつしているから何を食べても無む味み無む臭しゆう。今では食欲そのものを感じないし食事は作業も同然。睡すい眠みんと同じでニンゲンだった頃ころの名な残ごりで続けているに等しい。

「わかった、弁当はくれてやる」

「交こう渉しよう成立だ。では、さっそく……向こうも動きだしたようだしな」

　上空、大群の中から、精気を求めて地上へ降下する蟲が出てきた。その流れに乗って次々とあとに続き、投と網あみのように広がっていく。

　不知火は胸の前で素早く印を結んだ。そこへ息を吹きかける。

　するとやわい風が舞まって砂ぼこりが地を這はった。フッと風向きが変わったかと思った次の瞬しゆん間かんには、忽こつ然ぜんと竜たつ巻まきが出現。激しくうねりながら空へ昇り、蟲の群れを飲み込んでいく。

　地上は騒そう然ぜんとなった。蟲の姿は見えずとも竜巻は目にも明らか。もう試合どころではなくなり、みんな慌あわててグラウンドから避ひ難なんしていく。

　そんな光景を横目に、不知火は悠ゆう々ゆうと腰に手を当てた。ツインテールが真横になびく。

「さて、このまま始末してもいいが……せっかくだ、トリは三日月くんに譲ゆずろう。思いっきりキリサキをかますがいいよ。そのほうがきみもスッキリするだろ」

「……では、お言葉に甘えて、遠えん慮りよなく」

　キチキチキチ、キチキチキチ、キチキチキチ。

　三み日か月づきは蟲むしの色に染まった竜たつ巻まきを見み据すえ、尾おを逆立てた。鎌かま鼬いたちの妖よう気きが昂たかぶり、カッターナイフに風が渦うず巻まく。まぶたを閉じて静かに呼吸を整えると、得物を掲かかげて刃を交差。

「もはや御ご託たくは不要……あんなもの、とっとと鼬の道切りですッ！」

　カッと瑠る璃り目めを見開き、二本の刃を同時に薙ないだ。
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　ぶぅん、と刃音が唸うなる。空間に刻まれるバッテン。時間差で風が爆はぜ、真空の刃──鎌鼬の異能力〝風かざ斬きり〟が、バッテンの形のまま飛んでいく。

　黒い竜巻に激げき突とつすると、渦の中で真空刃が暴れた。圧あつ倒とう的てきな殺傷力でもって蟲たちは一いち網もう打だ尽じん。ミキサーにかけられたようにズタズタに斬きり裂さかれ、見る見るうちに竜巻から黒ずみが消えていく。

　渦はそのまま風を含んで膨ぼう張ちようし、風船が割れるように破は裂れつした。

　校庭に突とつ風ぷうの輪が吹き渡り、あとには静せい寂じやくが訪れる。

「…………、…………、…………」

　空は青一色。爽さわやかな春風が舞まう。

「ふぅー」

　三日月はゆっくりと息を吐いた。不知火しらぬいが「お見事」と緩かん慢まんな拍はく手しゆを送る。

　そこに、昼休みを知らせるチャイムが鳴なり響ひびいた。

「ふふん、ちょうどメシ時だな。貢みつぎ物ものを忘れるなよ、遥はる彦ひこ」

「……はいはい」

「ちゃんとドリンクもつけろよ。コーラでいい」

「……へいへい」

　まったく、余よ韻いんも何もあったもんじゃない。

　とにかく、これにて一件落着。蟲むしの脅きよう威いは去った。




　その後、球技大会は予定通り進行された。遥彦たちのクラスは結局、予選で全ぜん滅めつ。午後は暇ひまだったので三み日か月づきのクラスを応おう援えんした。一年三組のバスケチームは見事優勝に輝かがやいた。

　ちなみに、心の傷が心配された御み木き本もとは、閉会式まで保健室で爆ばく睡すい。目覚めたあとはいつもの陽気な調子で、不知火の言ったとおり何も覚えちゃいなかった。廊ろう下かで遥彦たちと会ったあたりから記き憶おくが曖あい昧まいらしかったので、そのあとすぐ体調不良で倒れるように眠ねむった、ということにしておいた。本人も寝不足の自覚があったから、疑うことなく信じてくれた。

　そして球技大会は無事終了。これから打ち上げをするクラスもあるらしいが、遥彦たちのクラスはちっとも盛り上がらなかったので即刻解散。帰宅の途とについた。

　ハチミツ色の夕暮れ。みんなで土手道を歩く。

「あ、やべ」御木本がケータイを見て焦あせった。「今日バイトだった。すまん、先に行く。今度このメンバーだけでも打ち上げしようぜ。じゃ、みんな、不知火さんもさよなら。俺おれのこと覚えておいてください。この御木本卓たく郎ろう、あなたのためなら飛んで火に入るなんとやらです！」

　何を言っているんだ、こいつは。遥彦は呆あきれるより心配になった。まさか後こう遺い症しようで頭がおかしく……いや、考えてみたら、もともとおかしなやつだった。

　御木本を見送った遥彦は、「そう言えば」と隣となりのイタチ娘を見る。

「三日月のクラス、打ち上げやるんだろ？　優勝の貢こう献けん者しやが参加しなくていいのか？」

「いいんです。大人数で騒さわぐのは好きじゃないし、馴なれ合あう気はありませんから」

「でも、けっこう打ち解けてたじゃん。優勝が決まったとき、ハイタッチしてたし」

「あ、あれは、その、付き合いでやっただけです。円えん滑かつな学校生活を送るためには、周りと摩ま擦さつを起こさないほうがいいですから。社交辞令みたいなものですよ」

　本人はそんな風に言うけれど、入学当初に比べたら、人当たりはだいぶマシになったように遥彦は思う。相変わらず化けの皮をかぶってはいるようだが。

「ま、優勝はともかく、犬先せん輩ぱいに勝ったのはよかったですね」

「ちょっと待った」野の々の原はらが割って入った。「今のは聞き捨てならんぜよ。チームじゃ負けたけど、前半はこっちがリードしてたんだから、どっちかって言ったらあたしの勝ちっしょ」

「個人の得点なら私のほうが五点多いです。ちゃんと計算してましたから」

「か、数えてたの？　でも、あたしはアシストもたくさんしたし、総合的にはこっちのほうが上よ。それに、その気になったらイタチっ子より点取るのなんて簡単だったんだから」

「やだやだ、負け犬の遠とお吠ぼえですね」

「だから負けてないっ。それと、犬って言うなって言ったでしょっ」

「今のはただのことわざですけど……あ、失礼しました。負け犬先せん輩ぱいの遠吠えですね」

「言い直さなくていいっ。ああもう、なんでこんなナマイキな子がぁ……」

　野の々の原はらはイライラと髪をかきむしる。恨うらめしそうな目が、三み日か月づきではなく遥はる彦ひこを見た。

　なぜ俺おれを睨にらむ。意味不明だったが、ひとまずその場から退散。会話（口くち喧げん嘩か）を続ける二人から離れ、後方にポジションを下げた。

　そこでは、不知火しらぬいが瀬せ里り沢ざわの耳を襲おそっていた。アマガミ。さらにはベロまで挿そう入にゆう。

　もつれながら歩く二人。瀬里沢は「ふぇぇん」と鳴いている。いや、泣いている。

「やめんか、このセクハラ巫み女こ」

　遥彦はツインテールの真ん中にチョップを落とした。耳みみ攻ぜめから解放された瀬里沢は小走りで野々原のもとへ避ひ難なん。不知火は不服そうに睨み、堂々と言い放つ。

「セクハラとは人聞きの悪い。今のは愛情表現だよ。わたしは耳フェチなのだ」

「知るか」どうでもいいカミングアウトだ。「おまえの嗜し好こうに周りを巻き込むな」

「口やかましいやつだな。さては羨うらやましいのだろう？」

「ちげーよ」ちょっとだけな。「ったく、おまえのおかげで今日はヘトヘトだよ」

「ふふん、ゴキブリ並みの生命力のくせして何を言う。黄よ泉み人びとに疲労も何もあるまい」

「精神的にって意味だよ」

　やれやれとため息をついたそのとき、視界の隅すみに小さな虫の姿がちらついた。また厄やく蟲むしかと思って身構えたが、そこにいたのはただのモンシロチョウ。肩の力が抜ける。

「……にしても、あの蟲、いつの間にあんなにたくさん増えたんだろうな。昨日は見当たらなかったし、夜のうちに巣を作って異常発生したってことか？」

「いや、それはないな。一日やそこらであそこまで繁はん殖しよくするとは考えにくい。増えたのではなく集まってきた。それも散り散りにというよりは、もともと別の場所にいた群れがそのまま大移動してきたと考えるほうが、筋が通るだろう」

「家族みんなでお引ひつ越こしってか。そういうのってよくあるのか？」

「ないことはないが、人の生活圏、それも表立った場所に巣食うというのは珍しいな。蟲は本来、人の目に触ふれにくい、より自然に近い環かん境きようを好む。その辺はアヤカシの蟲も表の虫も変わりない。今回のケースは非日常の中の非日常と言えよう。何かしら裏があるやもしれん」

「裏？」

「そう。そのことでひとつ、きみたちに話しておきたいことがなくもないのだよ」

　不知火はジンガイ娘三人にも声を飛ばした。三日月たちが振り返り、耳を貸す。

　そして不知火が語った話によると、四し季き森もりの周辺で蟲によるトラブルが頻ひん発ぱつしているとのことだった。遥はる彦ひこたちがキリサキ魔まの事件に追われていた先月、隣となり町まちでは蟲むし騒そう動どうが続発していたそうで、その不ふ穏おんな流れが四し季き森もりに近づき、予想ではすでに到達しているという。

「今回の一件は、その流れを受けて起きた可能性がある」

「なるほど、話はわかった……だけど不知火しらぬい、なんで情報が後出しなんだよ。前もって知っていたなら、昨日のうちに教えとけよ」

「せっかくの球技大会を心置きなく楽しめるよう黙だまっておいてあげたのさ」

「自分が楽しみたかっただけなんじゃないか？」

「またきみは人聞きの悪いことを。どのみち蟲に動きがなければ探りようがないし、いざ探ろうにもトラブルは単発で、一連の騒動には何の関連性も見られない。今回の件も然しかりだ。今は様子見する以外ないのだよ。ともかく一応、蟲には気をつけたまえ。以上」

　話を切り上げた不知火はキラーンと目を光らせ、セクハラ行為の続きに走りだした。瀬里沢がいち早く危機を察して逃げる。すると不知火は三み日か月づきに狙ねらいを変へん更こうし、飛びつく。耳みみ攻ぜめに悶もだえた三日月がなんとか脱だつ出しゆつすると、今度は野々原を狙う。そのまま鬼おにごっこに発展。

　土手を駆かけ回まわる女子どもを尻しり目めに、遥彦は一いち抹まつの懸け念ねんを抱いだいた。

　立て続けに起こる蟲のトラブルか……厄やつ介かいなことにならなきゃいいけど。







　　＃２　イツハリアムネジア







　五月三日。憲法記念日。連休初日。

　午前七時三十分。床ゆかとクローゼットにまたがって敷しかれた布ふ団とんに横になっていた遥彦は、わずか一時間足らずの仮死睡すい眠みんから目覚めた。

　部屋の主あるじを差し置いてベッドを占せん領りようする不知火は、すやすやと寝ね息いきを立てている。寝ね相ぞうはあまりいいほうではない。布団は腹を隠かくして他を隠さず、下着にシャツ一枚の格好が乱れ、いろいろ見えてしまっている。無防備にしてきわどい寝姿に遥彦の現実感は激しく揺ゆらぎ、眩暈めまいのような症しよう状じように襲おそわれた。

　静かに退室。廊ろう下かに出てドアに背をあずけ、大きくため息をつく。

「はぁ……くそ、寝顔だけはパーフェクトなんだよな」

　これは愚ぐ痴ちなのか嫌いや味みなのか何なのか、自分でもよくわからないまま一階へ。

　リビングではパジャマ姿の妹が、ジャムを塗ぬったトーストをかじっていた。兄の姿を横目に見て食事を続けるが、すぐさま二度見して「え、何時？」と慌あわてて時計を確認する。

「なんだ……余裕じゃん。脅おどかさないでよ、もう」

　どうやら今日は水泳部の活動があるらしい。妹が通う白はく桜おう徳とく女じよ学がく院いんはプールに温水設備がついているので一年を通して泳ぐことができるのだ。さすがは名門私立と言ったところ。

「そっちが勝手に驚おどろいたんだろ。そもそも何に驚いてんだよ」

「兄さんが休日にもかかわらず朝早くから起きてることに決まってるでしょ。いつもはお昼までぐうたらして部屋から出てこないくせに……ったく、まぎらわしいマネしないでよね」

「ぐうたらしては怒おこられ、早起きしても怒られ……俺おれにどうしろってんだ？」

「知るわけないでしょ、そんなの。ごちそうさま」

　妹は冷たく言い放ち、食器をかたづけて二階に上がっていく。入れ代わりで洗せん濯たく機きを稼か動どうしていた母親がリビングに戻ってきて、息子の姿を見るや否や、意外そうな顔をした。

「あら、遥はるくん、お休みの日に早起きなんて珍めずらしい。どこか出かけるの？」

　どうも家族間でマイナスイメージが定着しているようだ。遥はる彦ひこは「別に」とそっけなく返してテーブルにつき、食パンをかじった。

　それから一時間ほど、ぼんやりとテレビを見て過ごした。そのあいだに妹はセーラー服に着替えて学校に向かい、母親は洗濯し終えた衣服を干しに庭へ出た。

　八時半を回ったところで二階に戻った。ドアを軽くノックして小声で聞く。

「おい、起きてるか？」

「ああ、入りたまえ」

　応答を受けてドアを押し開くと、不知火しらぬいはシャツを脱ぬいでいるところだった。

　遥彦は逆再生。廊ろう下かに引き返し、閉じたドア越ごしにツッコミを入れる。

「入りたまえじゃねぇだろっ」

「別に気にしないよ。見られて恥ずかしい身体からだじゃない」

「こっちが気にするし恥ずいっての」

　着替えを待つこと数分、ようやく自分の部屋に戻れた。

　不知火は黒くろ巫み女こ衣装。まだ髪は下ろしたまま、入れ代わりで部屋を出る。顔でも洗いに行ったのだろう。二階にもトイレと洗面所がある。風呂以外の用事で不知火が一階に下りることはない。というか、遥彦が禁じたのだった。いざとなったら魔ま境きようがあるとは言え、家族と接せつ触しよくする可能性を少しでも下げるのに越したことはない。

　やれやれとベッドに腰かけた。布ふ団とんが半分めくれたところが、まだ温かい。しかも不知火は寝ねるとき下着にシャツ一枚だったから、かなりダイレクトな体温が残留中。ともなれば、もう半分に潜もぐり込こんでみたいと思うのは、健全なる青少年的志向性ではなかろうか。

「いや、さすがにそれは……」

　別の領域に踏み込んでしまうような気がしないでもないような。

　でも、ちょっとだけなら……そう、手だけなら……。

「そう言えば、リモコン、どこにやったっけなぁー？」

　一人ひとり芝しば居いをしながら右手をゆっくり布ふ団とんの中へ忍しのばせていく……あ、ぬくい。

　温かな秘境にはまだ先が。部屋のテレビのリモコンは目にも明らかに机の上に置かれているのだが、ここはあくまで幻まぼろしのリモコンを追い求め、さらなる奥おく地ちへ挑いどみ続ける。

　そして我知らず頭を突っ込んだとき、指先が何かに触ふれた。やけに肌はだ触ざわりがいい。

　いったん顔を出し、触れたそれをつかんで引き寄せてみた。

「……こ、これは」

　未開の地より現れしは、黒のパンティ。さらに持ち上げてみると、

「……な、なんと」

　ブラジャーが引っかかっていた。

「これは、あれか、さっき着替えたときに……いや、昨日のかもしれない、けど……」

　とにかく装着済みであることに変わりはない。

　想定外の拾得物を手に、遥はる彦ひこはそわそわと部屋の中を往復しだした。ど、どうすればいいんだ、これ。まだあったかいし。とりあえずポケットに……しまってどうするっ。それじゃあ机の引き出しに……隠かくしてどうするっ。落ち着け、俺おれ。そうだ、元の位置に……。

　戻す間もなく、部屋のドアが開いた。

　遥彦は右手にパンティ、左手にブラジャー。その姿を、琥こ珀はく色いろの瞳ひとみがアイキャッチ。目が合った不知火しらぬいは「ふふーん」と人の弱みをバッチリつかみました的嘲ちよう笑しようを浮かべた。

「あ、いや、これは違うんだ、違うんです」

　遥彦は無意識に正座。背筋がピンと伸のびる。

「その、リモコンを探してたら、たまたま手が触れて、何かなぁーと思って引っ張ってみたらこれが出てきて、別にこれをどうこうするつもりはなく、ただその……」

「ただ、わたしがいなくなったあと、人ひと肌はだの温ぬくもりを残す布団に潜もぐり込こんでハァハァし、そして下着を発見して再びハァハァしていたわけか」

「してないしてないっ、してませんっ」

「別にかまわんよ。欲しいならやるさ。かぶるもよし。嗅かぐもよし。好きに使うがいい」

「……」一いつ瞬しゆん、想像してしまった。「い、いえ、けっこうでございます。ほら、俺、ニオイとかわからないから。あ、いや別に嗅きゆう覚かくが生きてたらもらってるとか、そういうことじゃなく」

「どのみち、きみに渡すつもりだったんだよ、それ」

「……へ？」

「洗っておけ。ワイシャツと体操着、あと靴くつ下したとか、いろいろな」

「あ、ああ、そういうこと……って俺がやんの？」

「このみすぼらしい部屋に我が慢まんして同居してやってるのだ。それぐらいの奉ほう仕しは当然だろ」

「おまえ、自分を棚に上げるにもほどがあるだろ。天てん上じよう人びとかよ」

「なんだ、言いふらされたいのか？　同居のこと。下着のこと。うん？　どうなんだ？」

「……御ご奉ほう仕しさせていただきます」

　遥はる彦ひこは平身低頭。ひたいをカーペットにつけた。もはや歯向かう術すべはなし。完全に弱みを握にぎられてしまった。この上は事態が悪化しないよう努めるほかない。

「ふふん、ようやく身の程というやつがわかったようだね。では、さっそく洗ってこい。洗せん濯たくが終わり次第、出かけるぞ」

「出かけるって……蟲むしの対策か何かか？」

「いや、服を買いに行く。どうせ暇ひまだろうきみを荷物持ちに使ってやらないでもないさ」

　蟲の件は放置かよ。ホント、どこまでも自由なやつだ。でもまあ、まだ裏があると決まったわけでもないしな、動きようがないのが現状だ。それに、不知火しらぬいの衣装が黒くろ巫み女こと制服の二パターンに限られているのは、不便以外の何ものでもない。

「買い物に付き合うのはいいけどさ……その格好で行く気か？　裏ならともかく表じゃ目立つぞ、黒巫女は。まだ制服のほうがマシだって。部活動って言い訳がきくし」

「そんなに制服姿が見たいか。いいだろう、期待には応こたえてやるのがわたしの流りゆう儀ぎだ」

「……じゃあ、俺おれは洗濯してくるから、そっちは着替えとけよ」

　不知火節が気に障さわってしかたないが、弱みを握られた手前、下へ手たにツッコミを入れるわけにもいかず、遥彦はおとなしく結けつ界かい符ふを受け取り、洗濯物を手に一階の洗面所へ移動した。

　ドアに札を貼はって死角の間と化す。洗せん濯たく機きに水を注入。下着やら体操着やらを投入しようとしたそのとき、ふと邪よこしまな考えが頭の中をよぎり、手にしているものをじっくりと眺ながめた。

　今なら誰だれにも見られずにすむのでは？

「……………………」

　天使と悪あく魔まの全面戦争が勃ぼつ発ぱつした。




　洗い終えた体操着うんぬんを自室の窓辺に干し、家をあとにする。外から窓まど越ごしに洗濯物を見上げた遥彦は、精神界の壮そう絶ぜつな戦いの果て、ある種の悟さとりの境地に達していた。

「勝ち負けがすべてじゃない。もっと大事なものが、そこにはある」

「何をぶつくさ言っている。さっさと来い」

　制服姿の不知火に急せかされ、従順に丘おかを下る。

「そうそう、きみが洗濯しているあいだに、三み日か月づきくんを誘さそっておいたよ。いろいろ見立ててもらおうと思ってね」

　その三日月は、アーケードの中央広場に設けられている花か壇だんの前で待っていた。

　ブラウスに薄手のカーディガン、フレアスカート。どれも春らしい彩いろどりで清せい楚そな装い。肩から斜ななめにポシェット。袖そでは相変わらずぶかぶかで、キチキチと刃音が鳴っていた。

「あら、お二人ともおそろいで」

「ああ」遥はる彦ひこは肩をすくめて誤ご魔ま化かす。「来る途と中ちゆうで会ってな」

「悪いね、三み日か月づきくん。せっかくの休日に付き合わせてしまって」

「いえ、今日はお姉ちゃんも仕事でいなくて、家に一人でしたから」

　三日月と不知火は横並びで歩き、さっそくショッピングを開始した。遥彦は首輪でつながれたように二人の後ろに続く。アーケードを巡めぐり、適当に店をはしごしていく。

　不知火は軽く百万円はある札束の入った封筒を手に、三日月に見立てを任せ、勧すすめられたものを片かたっ端ぱしから現金払いで購入した。退たい魔ま師しって儲もうかるのだろうか。

　途中、試着室を借りて衣装チェンジした。フリルのついたワンピースにタイツを合わせ、足元はリボンを飾ったショートブーツ。小こ癪しやくだが似合っていた。

　その後も休みなく買い続け、遥彦の両手両肩には荷物袋が次々にぶら下がっていく。

　正午を過ぎた頃ころ、ちょうどアーケードを一通り巡り終え、中央広場に面したオープンカフェでランチ休きゆう憩けいすることにした。三人で丸いテーブル席に腰を落とす。荷物から解放された遥彦は首や肩を回してストレッチ。関節がバキボキと派手に鳴った。

　三日月はパスタ、不知火はオムライスを注文。遥彦は空腹を感じないし食べなくても平気な身の上だったが、不知火が「ここはわたしの奢おごりだよ」とか言うので、それなら何か頼たのまないと損だな、と貧乏性を患わずらい、ピラフを頼んだ。

　運ばれてきた料理を食しながら、不知火は道行く人を眺ながめる。休日だから人出は多い。絶えない人波の中、呼び込みをする店員や、ティッシュ配りに精を出すブタの着ぐるみ、花か壇だんの前でパフォーマンスを見せる大道芸人といった姿もある。

　ふと、遥彦は気づいた。不知火の瞳ひとみが緋ひ色いろに染まっている。

「そう言えば、不知火……前から気になってたんだけど、その赤い眼ってなんなんだ？　前にそれで、瀬せ里り沢ざわさんの化け猫とか野の々の原はらの天てん狗ぐを見み抜ぬいてたけど」

「ふふん、こいつは〝鬼おにの眼め〟だよ」

　鬼、の一言に、遥彦は目を丸くした。三日月も驚おどろいた様子。

「え、それじゃあ、不知火さんって……」

「勘かん違ちがいするでないよ。鬼の眼というのは単なる名めい称しようだ。これは一種の瞳どう術じゆつでね、人に憑ついたアヤカシを見極めることができるのだ。本家の鬼は、それを自然体でやってのける。その眼力と同等のチカラを成す瞳術ゆえ、鬼の眼と呼ばれているのさ」

「その眼で視れば、相手がジンガイかどうか一発でわかるんですね」

　アヤカシが憑ひよう依いした人間──ジンガイは、普ふ通つうにしていれば正体は知れない。遥彦も三日月もジンガイだが、傍はたから見ればただのヒト。異能力を使うか、バケモードにでもなって妖よう気きが外に漏もれない限り、ジンガイかどうかなんてわからない。しかし、鬼の眼なら簡単に見分けがつく。それは非日常の側を渡り歩く上で大きなアドバンテージになるだろう。

「まあ、どんな眼めにも死角はあるがね」

　皮肉を吐はいた不知火しらぬいは、気になるものは特に見当たらなかったのか瞳ひとみの色を元に戻し、店員を呼んでデザートにチョコレートパフェを注文した。




　ランチ休きゆう憩けいが終わると遥彦は再び荷物持ち。買い物袋をぶら下げた。

「さて、後半戦ですね。次はどこに行って何を見ましょう？」

「待てよ、こんだけ買えば十分だろ。ていうか、これ以上持てません」

「そう言えば、下着を忘れていたよ、三み日か月づきくん」

「じゃあ、駅ビルに行きましょう。いろんなブランドがあるし、小物も見れます」

「よし、上から攻せめ落おとすぞ」

「……無視かよ」

　三日月と不知火は手ぶらで身軽にブギウギマーチング。

　追いかける遥彦は大荷物でよろよろアンバランス。向かいから押し寄せる人波を避さけようとしてふらつき、おっとっと。身体からだが横に流れ、近くでティッシュ配りをしていたブタの着ぐるみとクラッシュした。けっこうな重量を抱かかえていた遥彦は、逆にそれが幸いして反動で体勢を持ち直したが、代わりにブタがぶっ飛んだ。

　カゴの中のポケットティッシュが散乱。ブタの頭が外れて転がる。

「あぅぅ……」

　小こ柄がらなバイトが顔をしかめて起き上がった。着ぐるみの中は暑いのだろう、ぐっしょりと汗あせをかき、ショートヘアが濡ぬれてぺたんとなっていた。

　遥彦は「すいません」とすぐさま謝罪し、ティッシュを回収すべく荷物を下ろす。

「ん、大だい丈じよう夫ぶ……あれ？　頭がない。頭、頭……」

「あ、ここに」傍そばに落ちていたのを拾って渡した。

「あ、どうも」

　受け取ったバイトはすぐにかぶろうとしたが、頭を装着してティッシュを拾うのは効率が悪いと判断したのか、ひとまず脇に置いて回収を優先。遥彦も手伝った。

　道行く人たちが横目に避けて通る中、三日月と不知火が戻ってくる。「もう、何やってるんですか。どんくさいんだから」と三日月が愚ぐ痴ちりながらもティッシュ拾いを手伝ってくれた。不知火は何もせずに傍ぼう観かん。その瞳が赤く染まっていることには誰だれも気づかず。

　遥彦は最後のひとつを拾い、カゴに戻した。

　バイトはひたいの汗をふきふき、ぺこりと丁てい寧ねいにおじぎをした。

「ふぅ、助かりました。どうもありがとう」
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「いや、ぶつかったこっちが悪いので」

　改めて立ち姿を前にすると、バイトの小柄さがよくわかった。三日月よりも頭半分ほど小さい。童顔で、声も幼く、中性的な印象だ。中学生……いや、小学生か？

「あなた、歳としいくつ？　バイトなんかしていいの？」

　三日月は小学生と判断したようだ。ぐいっと遠えん慮りよなしに顔を近づけて聞いた。

　不意の接近。キワドイ距離感にバイトの目が泳ぐ。「え、えと、その」と口ごもりながら三日月をチラ見して、また泳ぐ。そしてハッと閃ひらめいたように慌あわててブタの頭をかぶった。

「ボ、ボク、こう見えても十六才だよ。あの、その……早生まれだからっ」

　素顔を隠かくしたあたり嘘うそっぽい。だいたい早生まれとかそんなに関係ない。

「……まあいいわ。余計なお世話だろうし。じゃ、センパイ、行きましょ」

　三日月に促うながされ、遥はる彦ひこはまた大荷物を手にした。

「じゃあね、えと……ブタくん」

「うん、お互い気をつけようね」

　ピンクのブタに手を振って見送られ、遥彦たちはアーケードを南下した。

　できれば荷物を置きに一度家に戻りたいところだが、そうすると三日月に同居の事実がバレてしまう恐おそれがある。嘘で誤ご魔ま化かす手もあるが、イタチ娘の勘かんの鋭するどさは野生並みなので、下へ手たに動かないほうがいい。なので、従順に荷物持ちの役をこなした。

「さっきのブタ」三日月がわざと蔑さげすむような言い方をした。「あの女の子、十六才って嘘ですよね。見るからにキョドってたし。もうちょっと虐いじめてやればよかったなぁ」

「また意地の悪いことを……って、女の子？　あれ、男の子だろ」

「え、女の子でしたよ……たぶん。私はそう思いましたけど」

「だから平気であんなに迫せまったのか。俺おれは男の子だと思ったから、見ていてちょっとハラハラしたぞ。あの子だって焦あせってたし」

「あれは歳としを聞かれて焦ってたんだと思いますよ。でも……うーん、そう言われると、なんか自信なくなっちゃいますね……不知火しらぬいさんは、どっちだと思いました？」

　前方を歩いていた不知火はツインテールをひるがえして振り返り、にやりとした。

「わたしは可愛かわいければどっちでもいいよ」

「いえ、そういうことではなくて」

「ショートヘアから覗のぞく耳のチラリズムが、なかなかよかった」

「……耳はもういいです」

　不知火に意見を求めたのが間違いだ。遥はる彦ひこと三み日か月づきはブタの性別について二人で首をひねりながら、ショッピング後半戦の舞ぶ台たい、駅ビルに突とつ入にゆうするのだった。




　夕方、三日月と別れて帰宅。購こう入にゆうした品は数知れず、荷物袋は優に二桁けたに上った。

　遥彦が家族と食事するあいだ、不知火は部屋で帰り際に買った菓子で夕食。食後は荷物整理をやった。というより、やらされた。不知火はのんびり入浴し、おニューのパジャマを着てベッドの上でごろごろしながらゲームをプレイ。手伝う気まったくなし。

　かたづけが終わったのは真夜中だった。もともと物の少なかった部屋は不知火の私物であふれ、クローゼットの中も女物でいっぱいになった。

「遅おそい。たかが荷物整理にいつまでかかってるのだ。ちんたらやりよって」

「寝ね転ころがって菓子食ってゲームしてたやつの言う台詞せりふじゃないだろ、それ」

「いいから、電気を消して巣に帰れ。わたしはもう寝る」

「へいへい、おやすみ。俺はちょっと出かけてくるから」

「ふふん？　こんな夜よ更ふけに何の用だい？」

「なんつーか、町内パトロール？　どうせ眠ねむれないから、村むら雨さめの件が終わってからたまにやってんだ。それに、今は蟲むしのこともあるだろ。何もしないでいるのも落ち着かないからさ、あちこち見て回ってみる。もしかしたら何か発見があるかもしれないし」

「そうかい。まあ、好きにしたまえ。グッドラック、不ふ吉きつな幸運を」

　不知火はあくびをして布ふ団とんにくるまる。遥彦は消灯し、パーカーをはおって部屋を出た。

　すでに寝ている母親と妹を起こさないよう静かに外へ。前回のパトロールではオールドタウンを歩き回ったので、今日は繁はん華か街がいに行ってみることにする。

　街を北から南へ横断。踏ふみ切きりを渡ると、ネオンに彩いろどられた街並みが開けた。眠らない一画は、連休中ということもあってか、普ふ段だん以上に人出にあふれ、にぎわいを見せている。

　遥はる彦ひこは適当にぶらつきながら、蟲むしの姿を探した。

　特に発見のないまま小一時間ほど経過した頃ころのこと。

　ふと、見覚えのある姿を見かけた──気がした。

「……三日月？」

　派手な髪色の男たちと一いつ緒しよに、居酒屋のチェーン店に入っていくその背中。長髪の揺ゆれる後ろ姿は、非常に三日月に似ていた。服装も今日（正確には昨日）と同じに見えた。

「……そんなわけないか」

　領域外の人間と必要以上に関わることをよしとしない三日月が、夜中に男と遊び歩くようなマネをするはずがない。そんな姿は想像できないというか想像したくないというか、とにかく三日月に限って男遊びなんてありえない。斬きり裂さくことはあっても。

　人違いに決まっている、と思い直し、その場を離れた。

　しかし、十歩と進まないうちに立ち止まり、引き返す。

「一応、念のため……」

　確認すべく、居酒屋に入った。中は意外と狭せまく、入り口から店内全体を見渡せた。

　しかし三日月の姿はもちろん、それに似た姿も、どこにも見当たらなかった。レジ横のトイレからぽっちゃりした女性が出てきて、店をあとにする。トイレは男女とも一人用だった。

　もう一度いないことを確認していると、いらっしゃいませ、と店員がやってきた。年ねん齢れい確認を求められたので、店を間違えましたと適当にはぐらかし、外へ退散。

　やっぱり見間違いだったか。当然と言えば当然の結果ではあったが、やたら安あん堵どしている自分がいて、なんだか気恥ずかしくなった。三日月の幻げん影えいに惑まどわされたのが妙みように後ろめたいというか決まり悪くもあり、今度こそ足早にその場をあとにする。

　そして見回りに戻り、何事もなく時は過ぎ、東の空が明るくなった頃、家に戻った。




　午前七時三十分。仮死睡すい眠みんから目覚める。帰宅して二時間と経っていないので一日の始まりという感じはまったくしないが、とにもかくにも連休二日目。みどりの日。

　今日は部活がないらしい妹がまだ寝ねている以外、昨日と変わらない朝だった。

　八時半を回った頃、起きてきた妹と入れ違いでリビングを出て部屋に戻ると、不知火しらぬいは起き床しようして私服に着替えていた。遥彦は洗濯物を渡され、洗面所にて再び葛かつ藤とう。その後、洗せん濯たくを終えて窓辺に干しているとき、携けい帯たい電話に着信あり。御木本からだった。

『よ、おはよーさん。今日、暇ひまか？　お月様とデートの約束してたりすんのか、この野郎』

「いや、別に何もないけど。朝っぱらからどうした？」

『せっかくのゴールデンウィークなのにひとつも予定がなくて寂さみしすぎて死んじゃいそうって話ですよ。だから俺おれっち、考えましたのさ。ズバリ……打ち上げやろうぜぃ！』

「打ち上げ？」そう言えば、そんなこと言ってたな。

『他にも、委員長の快気祝いとか、不知火しらぬいさんの歓かん迎げい会かいとか兼かねて、やるったらやるぞ』

　遥はる彦ひこはベッドの上の自由人を見やった。ごろごろ。ぐうたら。ポテチぼりぼり。布ふ団とんの上で食うなと何度言っても聞きやしない。そこで寝ねるのは不知火だが、掃そう除じするのはこっちだ。

『委員長にはもう野の々の原はら経由でオーケーもらった。不知火さんとお月様は、俺おれは連絡先を知らないから、おまえから誘さそってみてくれ。ちなみに場所はジャックポットで考えてる。もし二人がダメでも、委員長の快気祝いってことで決行すっから、おまえは参加で文句ないな？』

　ジャックポットとは、繁はん華か街がいにあるアミューズメント施し設せつだ。カラオケやゲームセンターをはじめ、ボウリングやダーツなど、いろんな遊ゆう戯ぎが楽しめる人気スポットである。

　遥彦は一いつ瞬しゆん、蟲むしのことが頭をよぎって迷った。でも例によって動きようがないのが実情。変に気を遣いすぎて日常に支障をきたすのもよくないし、ここは素直に応じておこう。

「ああ、わかった。じゃあ、電話して聞いてみるから、いったん切るぞ」

『おう、頼たのむぜ。俺が連休を生きて乗り越えられるかどうかは、おまえにかかっている！』

　大げさだな。むしろ乗り越えられなかったときの姿を見てみたいものだ。

　ともかく、まずはすぐそこにいる暇ひま人じんに用件を伝えてみた。

「ふふん。そういうことなら、わたしが行かねば始まるまい」

　参加決定。次に三み日か月づきへ電話……したけど、つながらなかった。電波が届かないのか、電源が入っていないのか、何度かけても同じ。とりあえず、メールで用件を知らせ、あとで返信か電話をくれるよう一文を添そえておいた。

　御み木き本もとに折り返しの電話をかけ、不知火の参加と三日月の未定を伝える。

『ヨッシャ、不知火さん来るぅぅーっ！　グッジョブ遥彦！　ナイスはとこ！』

　はとこ……そう言えば、そんな設定だったっけ。

『十時にアーケードの広場でいいか？　不知火さん、場所わかるかな？』

「ああ、大だい丈じよう夫ぶ。俺おれが連れてく」嫌いやでも一いつ緒しよだからな。




　アーケードの中央広場。遥彦たちが到着したとき、三人は花か壇だんの前に揃そろっていた。

　御木本は気合の入ったジャケット姿も撫なで肩がたで見み栄ばえがせず、売れないホストのよう。

　野々原はジャージをはおり、下はショートパンツで生足眩まぶしく、機能的でカジュアル。

　瀬せ里り沢ざわはロングスカート。上下モノトーンでシックにまとめ、つつましくも品がある。

「おお、不知火さん。私服姿もビューティフォーっ」

　御木本は挨あい拶さつもなしに不知火に一直線。放ほうっておいて、遥彦は野々原と瀬里沢と挨拶を交わした。さっそく移動しようとしたところ、ケータイから着信音。ポケットから出して見ると相手は三日月だった。みんなに待ってもらって電話に出る。

「はい、もしもし」

『もしもし、センパイ？　連絡遅おくくなってすみません。電池が切れちゃってて。打ち上げですけど、私も参加させてもらいます。もう始まっちゃってます？』

「いや、今ちょうど集まって、これから移動するとこだ。場所は……」

　遥はる彦ひこは御み木き本もとたちに首しゆ肯こうして見せて三み日か月づきの参加を伝え、電話口にジャックポットの場所を教えた。三日月はあまりピンと来ない様子だった。

『うーん、繁はん華か街がいのほうはよく知らないんですけど……行けばわかりますかね？　どのみち今からだと待たせてしまいますので、先に行っててください。あとで合流します。場所がわからなかったら、またそのとき電話するので』

「わかった。じゃあ、先に……あ、ちょっと待って」

　肩をつつかれ、電話を中断した。振り向くと、御木本が生き生きとした顔をしていた。

「遥彦よ、おまえはここでお月様を待て。それは彼氏として当然のこと。ここにいるレディーたちのエスコートは、この俺おれに任されよ。な？　な？　な？」

　へたくそなウインクを連発してくる。気を利かせたのか、それともきれいどころを独どく占せんしたいのか……たぶん、後者の理由が勝っていると思われる。まあいいか。不知火しらぬいがまたセクハラに走らないか心配だが、御木本がくっつき回っていれば、逆に平気だろう。

　遥彦は残ることに決め、三日月に広場で待っていると伝えた。電話越ごしに、心なしか弾はずんだ声が返ってくる。

『わかりました。三十分で行きますね。ちゃーおー』

　そういうわけで、みんなを見送り、一人で待機。

　花か壇だんの周りには同じように待ち合わせをしている人の姿が他にもあった。右には金きん髪ぱつグラサンの男が斜ななめった立ち姿でガムをくちゃくちゃ。左にはボーダー柄がらの服を着た少女がレンガに腰を下ろし、行き交う人々をぼんやりと眺ながめている。

「……？」と、その横顔には見覚えが。「佐さ久く良らさん？」

　少女はおもむろに振り向いた。ウェーブヘアの合間から仄ほの暗ぐらい瞳ひとみが見上げる。

「……ああ」またぴんときていないようだ。「えっと……みかみくん？」

「伊い佐さ見みです」前より遠ざかってるぞ。「そっちも誰かと待ち合わせ？」

「いえ」佐久良は雑ざつ踏とうに目を戻した。続く言葉はない。

「…………」

「…………」

「一人？」と遥彦は聞いた。

「ええ」と佐久良は呟つぶやいた。

「…………」

「…………」

「何してるの？」と遥彦は聞いた。

「ちょっとね」と佐久良は呟いた。

「…………」

「…………」

　まあ、なんだ……相変わらずっていうか、デジャヴっていうか、去年の委員会活動を思い出した。佐さ久く良らは飛んできたボールをキャッチこそすれ、投げ返すことはしないのだ。沈ちん黙もくを苦にしないタイプだから、無理に話を振る必要はない。

　いったい、どんな休日を過ごすのだろう。ミステリアスなタイプだけに興味を引かれなくもなかった。けど、人のプライベートに踏ふみ込こむのはよくないし、さっきの「ちょっと」は敬遠の意味を含んでいたのかもしれないし、これ以上は触れないでおくべきか。

　沈黙を選んだ遥はる彦ひこは案か山か子しのように突っ立ったまま、物静かな佐久良は仏像のように座したまま、時間と人波が流れていく。

　三十分が経過した頃ころ、右みぎ隣どなりにいた金きん髪ぱつグラサンに巻まき髪がみの女が近づいた。恋人らしく「ごめぇん、待ったぁ？」「遅ぇし、チョー待ったし」とだらけた言葉を交わし、仲良く手をつないで歩いていく。何気なくその二人を見送っていたら、視界にピンク色がちらついた。

　ブタだ。昨日もいたブタの着ぐるみが、通りの向こうからてくてく歩いてくる。

　広場に入るとポケットティッシュを配って回りだした。子供の前ではコミカルにおどけて見せる。バイトに奮ふん闘とうするその姿を、遥彦は暇ひま潰つぶしに目で追った。

　と、不意に、左隣にいた佐久良が立ち上がった。一いつ瞬しゆんだけ視線を寄こす。

「じゃあ」

　それだけ言って歩きだした。遥彦は遅おくれて「あ、うん。じゃあ」と言葉を返し、縞しま模も様ようの背中を見送る。佐久良の行く先にいたブタが「どーぞでぶぅーっ」と陽気にティッシュを差しだしたが、佐久良は完全スルーし、雑ざつ踏とうの中を東の通りへ消えていった。

　無視されたブタはしゅんとなる。しかし、すぐに気を取り直したのか、遥彦の前にやってきて同じようにティッシュを差しだした。受け取った遥彦は暇ひまだったので声をかけた。

「お疲れ様。休みなのに連日バイト？　大変だね」

「……え？」ブタは首をかしげた。頭が少し斜ななめにズレる。「えっと……はい？」

　どうやら何者か認識されていないようだ。まあ、ちょっと話しただけだったし、覚えられていなくても無理はない。とは言え、さすがに気まずかったので、すぐに説明した。

「あ、その、昨日ぶつかった者です」

「昨日、ぶつかった……え？」

　ブタは反対側に首をかしげ、また頭が少し斜めになる。さすがにぶつかった事実を覚えていないのは変だと思った遥彦は、そこでようやく自分の早とちりに気づいた。

　同じ着ぐるみでも、中にいる人物が同じとは限らない。声はそっくりに聞こえるけど、着ぐるみ越ごしではこもっていて微び妙みようだし、つまりこれは要するに……やっちまったな。

　気まずさ倍増。とにかく謝ろうとしたそのとき、ぽんぽんと肩を叩たたかれた。

「セーンパイ」

　三み日か月づきの声に振り向くと、ほっぺたに指先が、つん。

「お・ま・た・せ」

　子供じみたイタズラに成功した三日月は、最上級のスマイルを浮かべた。頭の上にハートを浮かべるような媚こびた様子で腕を絡からませ、密着してくる。

「恋人を差し置いて他の女とイチャつくなんて、いけない人」

　どうやらブタにラブラブなところを見せびらかそうという魂こん胆たんらしい。他人にまで恋人関係をアピールする必要はないと思うのだが、これもイタチのナワバリ意識か。

「違うんだ、三日月。このブタは昨日のブタじゃなくて──いや、このブタは昨日のブタなんだけど、そもそも昨日のブタが女の子かどうかもわかんないわけだし──」

「はい？　何が言いたいんです？」

「いや、だから……ブタは同じでも人が違うんだって」

「ああ、そういうことですか」

「あのぉ」取り残されたブタは困った声を出した。

「あ、すいません」遥はる彦ひこは誤解をわびる。「こちらの勘かん違ちがい……人違いでした」

「そうですか。じゃあ」

　ブタはぺこりとおじぎをし、てくてく歩いて広場を離れ、西の通りへ向かう。

　遠ざかるピンク色の背中を、三日月は据すわった目つきで見送った。

「ホントに別人ですか？　中身、確かめました？」

「いや、そこまでは。いきなり『顔を見せてください』なんて言えないだろ。けど、昨日ぶつかったこと知らなかったし、俺たちのこともスルーだったろ？」

「そうですね……まあ、ブタなんてどうでもいいです。行きましょ」

　腕を絡めたまま歩きだす。歩幅が合わなくて、人込みの中ではなおさら歩きづらい。それ以上に、二の腕に伝うふくらみと周りの目が気になってしかたない。

「あのぅ、三日月くん？　もうそんなにべたべたしなくてもいいのでは？　さすがに恥ずかしいというか、なんというか」

「え？　あ……」言われて気づいたような反応だった。「か、勘違いしないでください。別に好きでくっついてるんじゃないですから。これはその、あれですよ、あれ……そうっ、同盟活動の一いつ貫かんです。この人出ですから、どこで西高の生徒に目もく撃げきされるかわかりません。他に誰だれかと一いつ緒しよならともかく、二人でいるのによそよそしくしていたら、恋人関係を疑われちゃうじゃないですか。だからですよ、だから」

「なるほど」それならしかたない、か？「でも……関係をアピールするなら、ここまでしなくても、手をつなぐとかで十分なんじゃないか？」

　さっき待っているあいだにカップルが手をつないでいた光景を思い出し、何の気なしにそう提案した。が、いざ想像してみたら、なんだかそわそわした。

「て、手ですか？　それはまあ、一理ありますね。じゃあ……手に、しますか」

　いったん道みち端ばたで立ち止まる。三み日か月づきが腕をほどき、手に手を伸のばす。スローモーションのようにそっと近づていく。しかし、触ふれそうになったところでパッと引いた。

「セ、センパイから、してください。言いだしっぺなんですから」

「お、おう。じゃあ、いくぞ」

「は、はい。いつでもどうぞ」

　いざ、尋じん常じように勝負──みたいな、おかしな空気になっていた。

　ごくり。のどが鳴る。遥はる彦ひこはゆっくりと手を伸ばし、思い切って握にぎった。

　途と端たん、体温が急上昇した。なぜだろう、腕を絡からめるのに比べたら全然なんてことないはずなのに、こんなの今さら握あく手しゆみたいなものなのに、余計に気恥ずかしい。

　三日月も同じなのか、つないだ指から、なんとなく緊きん張ちようが伝わった。

「…………」

「…………」

　無言。二人とも肘ひじが伸び気味。肩に力が入ってガチガチ。ぎこちない。

　傍はたから見ると、まるで付き合いたての初うい々ういしいカップルのようだった。




　繁はん華か街がいまで来た頃には、つないだ手は汗あせばんでしまっていた。しかし、どちらもそのことを口にできないまま、それどころか会話らしい会話もないまま黙もく々もくと歩いていた。

「あ、コッチ、チカミチ、な」

　久しぶりに発した言葉は、我ながら変にカタコト。三日月も妙みようにしおらしく誘ゆう導どうに従う。

　表通りから外れた薄暗い裏道。繁華街一帯は夜の散歩で何度も歩き回っているので、道には詳しくなっていた。しかし、その土地勘かんが仇あだとなったか、二人の行く手に不ふ穏おんな影かげが。

「こーんにーちわー」

　おちゃらけた挨あい拶さつと共に、柄がらの悪い三人組が道をふさいだ。金髪、銀髪、茶髪。髪が見事にメダル三色に分かれている。遥彦と三日月は反射的に手を離した。

「やっと見つけたよー、メグミちゃーん」

　メグミ？　誰だれのことかわからないが、彼らの視線は遥彦の隣となりに集中していた。

「今日は彼氏同どう伴はん？　それとも、そいつもオレらみたいに引っかけたのかな？」

「困るんだよねぇ。付き合うならちゃんと最後まで付き合ってくれないとさぁ」

「そうそう。食うだけ食ってドロンってヒドイっしょ。ちゃんとお礼してもらわないと」

　三人は三日月の身体からだを舐なめ回まわすように見た。目的は明らかだ。しかし、三日月はメグミではなく彼方かなた。人違いである。それとも、ただ単に因いん縁ねんをつけているだけなのだろうか。

　三日月は心底迷めい惑わくそうな顔。袖そでの中でキチキチとカッターナイフが鳴る。

「どこの馬の骨か存じませんが、相手を間違えてますよ。あなた方のような目め障ざわりな人種に声をかけられる筋合いはありません。さっさと視界から消えてください」

「おいおいおい、メグミちゃん。嘘うそつく上に毒まで吐はいちゃうのぉ？」

「そういう悪い子は、おにーさんたちが厳しく指導してあげないとね」

「そうそう。とりあえず、ボーズは失うせな。邪じや魔ますると痛い目見るぜ」

　はいわかりました、というわけにはいかない。だって、このまま放っておいたら危険だ。男たちが。三み日か月づきがキレる前にどうにかしなくては。

「あの、違うんですよ」遥はる彦ひこは前に出た。「この子は、メグミという名前ではなくて、まったくの別人でして、人違いされているかと──」

「うっせーんだよ、ガキが」

　ドスのきいた声と一いつ緒しよに拳こぶしが飛んできた。金きん髪ぱつの右ストレート。

　遥彦はモロに食らって倒れた。無論、痛くも痒かゆくもないので、「いや、ですから」と説明しようと起き上がる。そこへ銀髪の膝ひざ蹴げりが腹に一発、二発。そして顔面にパンチ。遥彦は再び地に伏ふした。でもノーダメージなので、またすぐに起き上がる。すると今度は銀髪に羽は交がい絞じめにされ、茶髪に顔や腹を殴なぐられた。そこから一方的にボコられだす。

　ダメだ、話し合いにならない。どうしたものやら、遥彦は殴られ蹴られながら考えた。反はん撃げきに出るのは簡単だ。身体能力は人並みだから圧あつ倒とうはできないけど、不死身を活用してしつこく食い下がれば、そのうち向こうが根負けするだろう。でも……。

「あーあ、メグミちゃんが素直にならないから、彼が可哀かわい想そうなことになっちゃったよ。メグミちゃんもさ、痛いの嫌いやでしょ？　おとなしくオレらと昨日の続きを楽しもうよ」

　リンチから抜けた金髪が、ニヤニヤ笑いながら三日月に近づいていく。

　遥彦が暴力を浴びる姿を暗い目に映す三日月は、嘆たん息そくしてかぶりを振った。

「嫌なことを思い出させてくれましたね……この代だい償しようは高くつきますよ」

　昔の虐ぎやく待たいの光景が頭をよぎったのか、不快そうに吐はき捨すてると、相手の腹へ突然の蹴けり。

　金髪は四、五メートルほど吹き飛んだ。痛みと驚おどろきをあらわに「おいっ」と仲間二人に声をかける。銀髪と茶髪が遥彦を殴り飛ばし、三日月を捕とらえに向かった。が、その手が三日月に届くより先に足あし蹴げりが入る。吹き飛ばされた銀髪と茶髪は金髪の上に折り重なる。

　男たちがもつれているあいだに、キチキチキチ。三日月の手元で刃が光った。

「えーと……ま、いいや」

　道切り宣言もなく、面めん倒どうそうに〝風かざ斬きり〟を放つ。遥彦が止める暇ひまもなかった。

　吹き渡る突とつ風ぷうに目をつぶる。すぐに静せい寂じやくが訪れる。

　やっちまったのか──遥彦は凄せい惨さんな光景を覚かく悟ごして目を開けた。

　しかし、見たところ何事もなかった。三人組は尻しり餅もちをついて、いきなりの強風に戸と惑まどった顔をしていたが、怪け我がのひとつもない。すぐに反撃に出ようと立ち上がる。

　その瞬しゆん間かん、彼らの着ていた服が細かく裂さけて飛び散り、パンツ一丁と化した。

　キチキチと刃を戻した三み日か月づきは「さてと」と呟つぶやいて大きく息を吸うと、

「キャァァァァァァァーッ！」

　わざと大きな悲鳴を上げた。それを耳にした人たちが、ぞろぞろと裏道を覗のぞきに来る。あっという間に野や次じ馬うまの群れのできあがり。パンツ一丁の三人組を見てざわざわ。中にはケータイでシャメや動画を撮とる人も。

「なにあれ」「痴ち漢かん？」「露ろ出しゆつ狂きよう？」「おい、誰だれか警察」

　男たちは慌あわてふためいた。捨すて台詞ぜりふを吐はく暇ひまもなく、おそらく自分たちの身に何が起きたのか理解するどころか考える余よ裕ゆうすらなく、一目散にトンズラ。

　三人組がいなくなると、野次馬もすぐに引いた。遥はる彦ひこはむくりと身体からだを起こす。

　三日月が傍そばに来て、膝ひざを揃そろえてしゃがんだ。怒おこったような拗すねたような顔をしている。

「なんでやり返さなかったんですか？　痛くないくせに」

「だからだよ」口の中の血をぺっと出した。すでに傷は消えている。「俺おれは痛くないけど、向こうは痛いだろ。そう思ったら、なんか、やり返しちゃ悪いような気がして」

「バッカみたい。あんな連中に気を遣つかう必要ないのに」

　三日月は呆あきれながらもハンカチを出して口元についていた血を拭ふいてくれた。

「なんにしても、一方的にやられることはないでしょう。センパイはともかく見ているこっちはいい気がしません。いつも私に『なんでもすぐに斬きり裂さくな』ってうるさいくせに、さっきみたくセンパイが何もしないなら、私が斬り裂くしかないじゃないですか」

「別に斬り裂かなくても追っ払えただろ。蹴けりだけで圧あつ倒とうしてたじゃんか」

「それはそれ、これはこれ」三日月は叱しかるように言った。「一いつ緒しよにいたのが私じゃなくて普ふ通つうの子だったら、どうなってたと思うんです？　戦うべきときはちゃんと戦いなさい。痛くないなら痛くないで、せめて身体を張って守るぐらいしなさい。わかりましたか？」

「……はい。以後、気をつけます。あ、ハンカチ、悪い。汚しちゃって」

「いいですよ、洗えばすみますから。さ、早く行きましょ。みんな待ってます」

　三日月はハンカチをきれいに折りたたみ、ポシェットにしまう。遥彦は起き上がって服とズボンをはたき、砂を払った。それから並んで歩きだす。手が汚れてしまったので、つなぐことはしなかった。でも、つないでいたときよりも肩と肩は近い。

「それにしても、いい迷めい惑わくですね。メグミって人」

「相当似てるんだろうな。向こうは全然疑ってなかったし……ん？」

　遥彦は首をひねった。ここにきて思い出したことが。

「三日月さ、昨日の──正確には今日だけど、夜中の二時頃ごろ、何してた？」

「なんですか、いきなり。そんな時間、寝ねてたに決まってるじゃないですか。寝なくても平気な誰かさんとは違うんですから。なんでそんなこと聞くんです？」

「いや、実はさ……」

　夜回りをしていて、三み日か月づきに似た姿を見かけたことを話して聞かせた。結局は勘かん違ちがいだったけど、ただ、あのとき一いつ緒しよにいた男たち……今にして思えば、金髪銀髪茶髪の三人組だったような気がしないでもない。

「ふーん」三日月は刃物のような目つきになった。「つまりセンパイは、夜中に男と遊び歩くような女と私を見間違え、あまつさえ疑ぎ惑わくを持ち、ご丁てい寧ねいに店に入って確認までしたと……ずいぶんとまあ、見くびってくれたものですね」

　冷たい風がふわっと巻き起こって空気が凍こおりついた──そんな気がした。なんか、思ってもみなかったところに食いつかれたというか、咬かみつかれたというか。

「いや、疑ったというか、その、心配したわけで」

「心配？　ああ、私が人を斬きり裂さいたりしないかって心配ですか、なるほど」

「ち、違うって」それも若じやつ干かんあったけど。「もっとこう、普ふ通つうの心配だって」

「どうあれ、侮あなどってくれたことに変わりはありません。最低、最悪、死ねばいいのに」

　三日月は呪のろい文句を吐はき、ずんずんと大おお股またで先に行ってしまう。

「おい、ちょっと」遥はる彦ひこは立ち止まった。

「言い訳なんて聞きたくありませんっ」

「いや、道」横の路地を指差した。「そっちじゃなくて、こっちなんだけど」

　かなり行き過ぎていた三日月は急ブレーキ。なかなか振り返らない。

　十秒以上の間があってやっと振り向いたその顔は、怒いかりからか羞しゆう恥ちからか真っ赤だった。

「さっさと前を歩けっ、このドバカっ！」

　ストレートな罵ば倒とうが飛んできた。




　何はともあれ、ジャックポットに到とう着ちやく。御み木き本もとに電話したところ、二階でメダルゲームをしているというので、エスカレーターで上に向かった。陽気な電子音が耳に飛び込む。三日月は不ふ機き嫌げんそうに口を結び、あれから一言もしゃべらずにいた。

　先発隊を発見。これでようやく全員集合。

「よーし、メンツも揃そろったことだし、ボウリング行こうぜ。ちょうどクーポンあるからさ」

　御木本の提案に異を唱える者はなく、会場のある上の階へ移動した。

　受付をする前に、御木本が「そうだ」とまた思いつく。

「どうせならペア組まね？　そのほうが楽しいっしょ。な？」

　アイコンタクトを受けた遥彦は、「俺おれはかまわないけど」と同意し、女性陣を見た。誰だれも異論はないようだった。問題はどうやって決めるかだが……。

「ちなみに、ボウリングやったことないって人」

　三日月、不知火しらぬい、瀬せ里り沢ざわの三人が、顔の横に手を上げた。

「お、ちょうど半分だな」御み木き本もとはふむふむとうなずく。「よし、じゃ、こうしよ。男子と女子で三人ずつ分かれてジャンケンして、グー、チョキ、パーでバラける。そのあと出した手が同じ者同士でくっつく。これならバランスも取れるだろ」

「ちょっと待ちな」低い声を発したのは野の々の原はら。「なんか間違ってない？」

「んじゃ、さっそくジャンケンしようぜぃ。集まれ、野郎共」

　無視した御木本。そのみぞおちにミドルキックが炸さく裂れつした。

　身体からだがくの字に折れ、ぴくぴく悶もん絶ぜつ。腹を抱かかえて膝ひざをつく。

「……や、やだなぁ、野々原さん。ちょっとしたジョークじゃないですかぁ。それに野々原さんなら、男に数えて問題ないっていうか、男以上にオトコを感じるっていうか……」

「まだ言うか。しゃーない、死に様は自分で選びな。一、顔面に飛とび膝ひざ蹴げり。二、こめかみにハイキック。三、脳天にかかと落とし。さあ、どれで逝いきたい？」

　すべて急所アタマ狙ねらい。もらったらマジで一いち撃げき死しだ。

　今度こそ青ざめた御木本は、膝をついた姿勢から土ど下げ座ざに移行した。

「すいません。調子に乗りました。どうかお許しを」

「じゃ、ココはあんたにゴチってことで。もちろん全員分ね」

「そ、そんなっ、今月の小こ遣づかい、トんじゃうってっ」

「四、あごにトーキック。五、後頭部にドロップキック。六、えっと……フルコース？」

「奢おごらせていただきますっ」御木本の頭は急降下した。

「そ。ありがと。じゃ、みんな、ジャンケンしよっか」

　野々原は女番長のように場を仕切る。三対三に分かれて距離を取り、ジャンケン、ポン。遥はる彦ひこたちは一発でバラけた。三日月たちはなかなか決まらない。

「くそ、なぜこんなことに。明日からどうやって生きていけば……」

　御木本は財布を覗のぞいて打ちひしがれていたが、悪いのは自分、身から出たサビだ。しかし遥彦はちょっと可哀かわい想そうに思わなくもなかった。野々原にひれ伏ふした御木本の姿が、昨日不知火しらぬいに土下座した自分と重なって、同情を禁じえない。

「気を確かに持て、卓たく郎ろう。あとで俺おれの分、キャッシュバックするから」

「すまん、恩に着る」

　すっかり意い気き消しよう沈ちんの御木本。そこにジャンケンを終えた三日月たちが戻ってきた。

　さっそく組み合わせを確認。まずはグー。手を上げたのは御木本。その相手は……。

「ふふん、わたしだ」不知火だった。

　途と端たん、御木本の目に生気がみなぎり、ガタ落ちだったテンションが一気にＫ点を超えた。

「おおっ、神は俺を見捨てていなかった。不知火さん、あなたは、不幸のどん底でもがく俺のもとに舞まい降おりた、まさに天使。マイ・スウィート・エンジェル！」

「これも不ふ吉きつな幸運というものだ。ノッポくん、せいぜいわたしの手となり足となりたまえ」

「イエス、よろこんでーっ！」

　羨うらやましいぐらい単純な男だった。同情して損したかも。

　次、チョキを出した人。遥はる彦ひこは手を上げた。その相手は……。

「あ……は、はい」瀬せ里り沢ざわだった。

「よろしく」遥彦はホッと胸を撫なで下おろす。

「う、うん」瀬里沢は恐きよう縮しゆくそうにもじもじ。「でも、いいの、かな。三み日か月づきさん、いるのに」

「ああ、いいのいいの。気にしないで」

　むしろ助かった。三日月は御立腹中だから、少し時間と距離を置きたい。

　さて、こうなると残りの一組は野の々の原はらと三日月に自動決定だが。

「あたしの足を引っ張らないでよね、イタチっ子」

「その台詞せりふ、そっくりそのままお返ししますよ、犬先せん輩ぱい」

　仲間なのに火花を散らす、水と油な二人だった。




　ひとしきり遊んで、気づいたらもう夕方。御み木き本もとはカラオケまで計画していたようだが、瀬里沢は門限があり、三日月も家でお姉さんが夕飯を作って待っているというので、早めにお開きにして、繁はん華か街がいを離れた。

　打ち上げは成功したと言っていいだろう。ボウリングもけっこう盛り上がった。不知火がオーバースローで投げたり、瀬里沢が転んでボールと一いつ緒しよにレーンを滑すべったり、三日月がスプリットばかり出すからペアを組んでいた野々原がキレて口くち喧げん嘩かが絶えなかったり、ちょっとしたハプニングはあったけど、みんなそれなりに満まん喫きつしていたと思う。

　ただ、三日月の不ふ機き嫌げんは相変わらずだった。ボウリングのあとゲームセンターで遊んだのだが、三日月は無視を決め込み、会話がないまま、こうして帰る時間になってしまった。

　ぞろぞろとアーケードまで引き返す。道中、タイヤキ屋に寄っておやつタイム。御木本は不知火にべったり、従者も同然。野々原と瀬里沢はブタにティッシュをもらっていた。例の着ぐるみだ。午前中からずっと働いているのだろうか。ご苦労様である。

　三日月は一人、輪から離れてムスッとしていた。このまま解散するのは後味が悪い。

　なんとかしないとな、と遥彦は横に並んだ。

「まだ怒ってるのか？　疑ったことなら謝るから、機嫌直せって」

「あら、認めるってことは、やっぱり私のことをハレンチな女だと思ってたんですか」

「違うって。そんな風に思ったことは一度もない」デンジャーだとは思ってるけど。「三日月のガードの固さが〝絶対領域〟並みだってことは、俺おれがいちばんよくわかってるって」

「……ま、別にいいですけどね、もう。最低で最悪な気分は変わりませんけど……それより今は、無性に斬きり裂さきたい気分です。ここ最近イベント続きでおあずけになってるし」

「え……いや、それはちょっと。ほら、みんなもいるし、もう遅おそいしさ」

「私も今日は時間がありません。その代わり……明日一日、付き合ってください。別に無理にとは言いませんけど……もし、センパイが使えないのであれば、あの三人組みたいに、その辺の誰だれかさんをオモチャにしちゃう、かもかも？」

「……わかった。二十四時間、空けておこう」

「じゃあ、明日の朝十時、今日と同じ場所で」

　約束を交わすと、三み日か月づきは数時間ぶりに笑顔を見せた。

　明日、三日月と形だけならデート。でもメインはキリサキ。やはり、そこを避さけて連休は終われないか。なるべく我が慢まんさせようと思っていたけど、遥はる彦ひこ自身ちょっと期待しないわけではなかった。オモチャにされるのは不服だが、キリサキシンドロームに酔よいしれる三日月の妖よう艶えん美を三日ぶりに見たい気がしないでもない。

　死しに際ぎわに刻まれた魔ま法ほうは、今のところ解ける気配がなかった。




　翌日、連休三日目。こどもの日。いつものように仮死状態から目覚めた遥彦は、昨日一昨日おとといと変わりない朝を送った。しかし、三日月と約束があるというだけでそわそわして落ち着かなくもあった。自ら襲おそわれにいくようなものだしな。

　朝食行事を終えて部屋に戻ると、私服姿の不知火しらぬいが窓辺に足をかけていた。

「出かけるのか？」

「ああ、ちょっとぶらぶらとな」

　それだけ言って飛び降りた。もしかしたら、蟲むしの調査に出たのかもしれない。なんだかんだ言って、退たい魔ま師しとしての腕は確かなやつだから。

　ベッドの上には脱ぬぎ捨すてられたパジャマ。他に、昨日の服や下着が放置されている。洗っておけってことだろう。こう毎日だと、こっちも動じなくなってくる。

　遥彦は洗せん濯たくしたそれらを干したあと、身み支じ度たくを整えた。まだ時間は余よ裕ゆうだったが、早く着くに越したことはないと思い、家を出る。

　待ち合わせ場所に着いたのは約束の二十分前。まだ開いていない店もある中、アーケードは早くもにぎわいを見せていた。遥彦は昨日と同じく花か壇だんの前に突つっ立たって待つ。

　そして十時。三日月は現れず。行き交う人たちを眺ながめながら待機。

　十五分経過。三日月は現れず。支度したくに手間取っているのだろうか。

　三十分経過。三日月は現れず。電話してみようか。いや、もう少し待ってみよう。

　四十分経過。三日月は現れず。電話しても通じず。電波が届かないか電源が入ってない。

　五十分経過。三日月は現れず。電話はつながらず。メールを送ってみる。

　一時間経過。三日月は現れず。電話はつながらず。メールに返信もなし。

　何かあったのだろうか、とさすがに心配になってきた。その辺を捜さがしてみようか。でも入れ違いになったら困るしな。家の場所がわかっていたら様子を見に行くこともできるけど、あいにくと知らないし。

　もうしばらく待ってみることにした。何度か電話をかけ、メールもチェックする。けれど三み日か月づきの応答はないまま、時間だけが過ぎていく。

　さらに一時間が経過した。三日月は現れず。連絡もつかない。

　正午を回り、太陽は天窓のない広場の真上。直射日光が降り注ぐ。

　さて、どうしたものか。このまま日が沈しずむまで立ち続けることもやぶさかではないが、三日月がキリサキチャンスを逃すとは思えないし、この状じよう況きようは異常と判断すべきだろうか。

　不測の事態を思ったそのとき、横から突とつ然ぜん、ぎゅっと強く腕を握にぎられた。

「お、三日月」

　遅おくれること二時間と少し。ようやく現れたイタチ娘むすめは、急いで走ってきたのか、激しく息を切らしていた。「はぁ、はぁ」と苦しそうに屈かがんでいる。そして、こちらが遅ち刻こくの理由を聞くより先に、猛もう然ぜんと顔から迫せまってきた。涙目だった。

「逃げるなんてひどいっ！」

「……え？」

「最低っ、最悪っ、バカバカバカ、ドバカっ！」

「……は？」

「私のこと、受け止めるって言ったくせにっ！」

「？？？？」

　なぜ、なに、どうして、俺おれは責められているのだろう？　遥はる彦ひこは頭のてっぺんから足の爪つま先さきまでハテナだった。状況がさっぱり飲み込めない。が、三日月が激情に駆かられ、涙まで浮かべて取り乱している姿を見るに、ただ事ではなさそうだ。

「えっと……三日月？　逃げるって、何のこと？」

「逃げたじゃないですかっ。私がキリサキしようとしたら、いきなり突き飛ばしてっ」

「はぁ？　なんだよ、それ。どうして俺が逃げなきゃいけないんだよ」

「そんなのこっちが聞きたいよぅっ！　あの言葉……信じてたのに……っ」

　瑠る璃り目めがうるうる揺ゆれ、声はかすかに震ふるえを帯びる。こんな三日月は見たことがない。敬語も飛んじゃってるし、いろいろ余裕をなくしているようだ。そんなにキリサキを拒きよ絶ぜつされたのがショックだったのか。いや、そもそも拒絶した覚えはないのだが。

　とにかくクールダウンが必要だ。通行人の目もイタい。傍はたから見ればカップルの修しゆ羅ら場ばなのだろう。そこらじゅうから好こう奇き心しんまみれの視線が飛んでくる。

「いったん落ち着こう。別に俺、逃げたりしないし……とりあえず、ここじゃなんだ、場所を変えて、ゆっくり話そう。な？」

　言いながら、あやすように頭を撫なでている自分がいた。三日月はしゃくり上げるように息をして、左手で目め尻じりを拭ぬぐう。右手は遥彦の腕をつかんで離さない。遥彦は少し迷ったが、その手を握にぎり、指を絡からめてつないだ。昨日のような照れはなく、真しん摯しな思いだった。

　行こう、と声をかけて歩きだす。三み日か月づきはうつむいたまま素直についてくる。

　駅前に続く通りを、三日月の歩幅に合わせて進んだ。

　落ち着きを取り戻したところで、事情を聞いてみる。

「あのさ、まず最初に確認したいんだけど……三日月は今日、何してた？」

「何って……今さらとぼける気ですかっ」

「待て待て、話を急ぐな。ここ大事なんだ」まっすぐに目を見て訴うつたえた。「まず、お互いの今日これまでを報告し合おう。もし、おかしな点があっても黙だまって最後まで聞く。いいか？」

　三日月はまだ少し潤うるおんでいる瞳ひとみを伏ふせて、こくんと小さくうなずいた。

「じゃあ、三日月から聞かせてくれ」

「私は……九時半に、広場に着きました。すぐにセンパイが来て、繁はん華か街がいに誘さそわれて、遊ぶことになって。昨日と同じジャックポットで、ゲームしたりプリクラ撮とったりして……お昼が近づいた頃ころ、アーケードに戻りました。このあいだのお店のパスタがおいしかったので、そこで食べようと思って。でも、ランチより先にキリサキがしたくなって、私がいつもの場所に誘って、それでバケモードになったら、センパイがいきなり私を突つき飛とばして逃げて……すぐ追いかけたけど見失って、それから捜さがし回まわって、広場にいたところを捕つかまえました」

　三日月は努めて淡たん々たんと話した。その内容たるや、遥はる彦ひこからしたらツッコミどころ満まん載さいだ。

　九時半到とう着ちやくって早っ。いや、それはいいとして、着いたらすぐに俺おれが現れた？　昼まで繁華街で一緒に遊んだ？　キリサキしようとしたら逃亡した？

　いったい何がどうなったらそうなるのか。現実が食い違うにもほどがある。

「次、センパイの番ですよ」

「ああ。俺は……広場に着いたのは、九時四十分頃だった。それから三日月が来るのをずっと待ってた。広場から一歩も動かずにな。で、昼になってやっと来たと思ったら、いきなりバカバカドバカとまくしたてられた。以上だ」

「……なんですか、それ。言い訳にすらなってないじゃないですか。ひどすぎますっ」

「でも俺の記き憶おくではそうなんだって。二時間以上ずっと待ち続けて……あ、そうだ。三日月のケータイは？　何度も電話したし、メールも送ったんだけど」

「それなら、電源切ってそのままです。センパイが言ったんじゃないですか。誰だれにも邪じや魔まされないように切っておこうって」

「……俺がそんなことを言ったのか」

　三日月は「言いました」と口を尖とがらせながら、携けい帯たい電話の電源を入れる。新着メールを問い合わせてすぐ、「え？」と目が点になった。遥彦が送信したものが今、遅おくれて受信。

「ちなみにコレ、俺の履歴な」

　遥彦は自分の携帯電話を操作し、電話とメールの履り歴れきを見せる。いずれも三日月が遥彦と一いつ緒しよだったと主張する時間帯に発信されている。もちろんメールの文面も一致した。

「どういうことですか？　これ」

「だから、俺おれはずっと広場にいたんだって。嘘うそじゃない」

「わ、私だって、嘘なんか……だって、一いつ緒しよにいたじゃないですか」

「いーや、いなかった。ずっと待たされてた……って、これじゃ水掛け論だな」

　くしゃくしゃと髪をかく。こんがらがった糸を下へ手たに引っ張ったらダメだ。

「話を整理しよう。お互いを信じて、どっちも嘘をついてないとしたら、どうなる……単純に考えたら、俺が二人いたってことになるのか？　三み日か月づきは九時半に広場に着いた。俺が着いたのは九時四十分。その十分間のうちにもう一人の俺が現れて、三日月はそっちの俺に誘さそわれて繁はん華か街がいに行った。で、一方のこの俺は待ちぼうけを食らっていた、と」

「……変な話です。それが本当なら、異常です」

「……変な話だな。これが本当なら、異常だよ」

「……異常に説明をつけるとしたら、アレでしょう」

「……そうだな。やっぱり、アレしかないよな」

　それが正解かどうかはわからないが、行き着いた答えは同じようだった。

　チリンチリン、とベルの音がして顔を上げると、正面から自転車が走ってくる。遥はる彦ひこはとっさに三日月を引き寄せた。腕が触ふれ合あい、次に目が合って、そして手元に視線を落とす。指と指を絡からめた恋人つなぎ。お互い、すっかり失念していた。

　慌あわててパッと同時に手を離し、明後日あさつてのほうを見る。三日月が通りの向かいを指差し、変な緊きん張ちよう感かんを誤魔化すように無む駄だに明るい声を出した。

「あ、ほ、ほら、タイヤキ屋さん。あれでも食べて一休みしません？」

「そ、そうだな。じゃあ、ここは俺が出そう。種類は何がいい？」

「えっと、カスタードで、頼たのむぞよ」

「承知した。しばし待たれよ」

　ぎこちない言葉を交わし、遥彦は道を渡った。店の前には客が三人。並んで順番を待つ。反対側の三日月は背を向け、ポシェットから手鏡を出して髪を整えていた。

　それにしても、本当におかしな話だ。自分が二人いるかもしれないなんて。まるでドッペルゲンガーだな。あれは確か、出くわしたら死んで入れ代わられるってオチだったっけ。不死身の場合、どうなるんだろうな……って、怪かい談だんに合わせて考えてもしかたないか。

　などと適当に思考を巡めぐらせていたところ、急に、手首をつかまれた。また三日月かと思ったけど、違う。ついさっきまでつないでいた手より、さらに一回り小さい。

　見ると、ブタがいた──正確に言えば、ブタの着ぐるみでティッシュ配りをしていた、あのバイトの子だった。プリントシャツにハーフパンツというラフな私服姿。その容姿はやっぱり中性的で女の子に見えなくもない。いや、男の子と決まったわけでもないけど。

「来て」

　ブタくん（他に呼びようもない）は、真しん剣けんな顔で腕を引っ張った。

「え……あ、ちょっと」遥はる彦ひこは体格差もあって余よ裕ゆうで踏ふみとどまる。

「事情はあと」ブタくんは焦あせっているようだった。「ボクと一いつ緒しよに来て」

「センパイ？」三み日か月づきがこちらの異変に気づいた。「どうかしました？」

　途と端たん、ブタくんがギョッとなって駆かけだした。腕をつかまれている遥彦も、とりあえず一緒に走った。力ずくで止まろうと思えばできたが、ブタくんがマジで必死な顔だったので、なんとなく流されてしまった。三日月は怪け訝げんそうに眉まゆ根ねを寄せて追ってくる。

　人込みを縫うようにして横道に入った。表通りから外れ、狭せまい路地を抜けていく。その先は人気のない廃はい墟きよ街がい。再開発から取り残されたゴーストエリア。

「あのさ、いったい、どういうことなのかな？」

「ごめん。とにかく今は一緒に逃げて」

「逃げるって、何から？」

「あの子から」

　ブタくんは後ろをチラッと振り返る。怯おびえた瞳ひとみに映るのは三日月だ。恐きよう怖ふに引きつったその顔は、スプラッター映画のバケモノに追われるシーンを思わせる。

「あの子は危険なんだ」

「キケン？」まあ、確かに。

「なんて言うか、普ふ通つうの子じゃないんだ。もしかしたら殺人犯かも」

「殺人犯？」まあ、確かに。

「キリサキ魔まだよ。先月この街で起きた通り魔事件。あれの真犯人かもしれない。本当の犯人は別にいるって、ネットでも噂うわさだし」

　確かに、メディアの中には、死亡したとされる犯人は身代わりで真犯人は警察の手を逃のがれている、という風説をまことしやかに流しているものもある。実際、それこそが真実に等しいのだが……けれど今、その真しん偽ぎは問題じゃない。

「どうしてキリサキ魔だと思うの？」

「現に殺されかけたんだよ、ボクが。だから──わっ」

　ブタくんはつんのめった。遥彦が急停止したからだ。

「止まらないでっ！　ほら走ってっ！」

　慌あわてて腕を引くブタくん。しかし、遥彦は応じなかった。二人が立ち止まったのを見た三日月は走るのをやめ、歩いて近づいてくる。ブタくんは青ざめ、あきらめて一人で逃げようとしたが、遥彦は逆にその細腕をつかんで止めた。

「な、何するのっ、早く逃げないとっ！」

「……きみの言うとおり、三日月はキリサキ魔だ。現に俺おれは殺された。でも、それは俺が裏側に迷い込んだのが原因で、三み日か月づきに言わせるところ、他に選せん択たく肢しがなかったからだ。もともとキリサキの目的は人殺しじゃないし、今は俺おれがいる。斬きり裂さきたいなら俺を使うはずだ」

「え？　ちょ、なに、言って……は、放してっ、放してよっ！」

「実際、あれは殺人行為に等しい。だから、三日月に『殺されかけた』なんて言えるやつがいるとしたら、それは俺以外にありえないはずなんだよ。でも、ひとつだけ例外が起きた。今日この日、三日月から逃げだした、俺じゃないもう一人の俺……」

「あ……あああ、ああ……」

　逃げ腰のブタくん。今や遥はる彦ひこさえも恐きよう怖ふの対象として見ている。

　遥彦はぐいっと顔を近づけ、核かくなる疑ぎ惑わくをぶつけた。

「きみは……俺か？」

　キチキチキチ、キチキチキチ、キチキチキチ。

　隣となりに追いついた三日月が、カッターナイフをちらつかせて見下ろす。

「う、うぅぅ、うあああああああああああっ！」

　ブタくんは悲鳴を上げた、同時に妖あやしの気配が波打った。

　あっと思った瞬しゆん間かんには魔ま境きようが展開。そして突とつ然ぜん、視界がカラフルに塗ぬり潰つぶされた。絵の具を全色ぶちまけたような極ごく彩さい色しきが斑まだらににじみ、万まん華げ鏡きようめいて移ろう。

　直後、ぐわん、と目の前が歪ゆがんだ。

　色しき彩さいと共に空間がねじれ、強きよう烈れつな眩暈めまいが襲おそう。思わず遥彦はつかんでいた手を離した。

　すぐ傍そばで鎌かま鼬いたちの気が爆はぜ、風が暴れる。

　その風圧で怪かい現げん象しようは散らされた。しかし、視界が戻っても、遥彦と三日月は高速スピンしたあとのように平へい衡こう感覚を狂わされ、足元がおぼつかなかった。焦しよう点てんの定まらない目で周囲を見渡したが、ブタくんの姿はどこにもない。逃げたか。

「うお」遥彦は千鳥足で壁かべにぶつかった。「三日月、何があった？」

「さあ」三日月は目頭を押さえている。「わかりませんけど、異能力に違いありません。あの子の背中から変な模様の翅はねが生えたと思ったら、急に目の前がぐにゃぐにゃってなって」

「はね？」

「はい。あれは、蝶ちようの翅でした」

「チョウ……蟲むし？」そう言えば、その問題、すっかり失念していた。「もしかしてあの子、不知火しらぬいが言ってた件と何か関係が？」

「さて、どうでしょうね。とにかく逃がすわけにはいきません。捜しましょう。まだそう遠くには行ってないはずです。逃げられる前に一いつ矢し報むくいましたから。翅の片方を〝風かざ斬きり〟でバッサリ。ホントは首を狙ねらったんですけど、あの変な現象のせいで外れちゃいました」

「……外れてよかったよ。ったく、命まで狙うなって」

「二手に分かれましょう。取とっ捕つかまえて斬り裂いて吐はかせますよ」

「いや、だから、斬きり裂さいたらダメだろ。生いけ捕どりな、生け捕り」

「うふふ、えーもの♪　えーもの♪」

「……頼たのむぞ、マジで」

「はいはい、わかってますって」

　三み日か月づきは超適当に言ってカッターをキチキチ鳴らしながら右手の路地を行く。

　遥はる彦ひこは一いち抹まつどころではない不安を覚えながら左手の路地を進んだ。




　あのブタくんが、もう一人の俺おれ──この仮説が当たっているとしたら、三日月が正体に気づけなかったことと言い、先ほどの怪かい現げん象しようと言い、向こうの異能力は催さい眠みん術じゆつとか幻げん術じゆつの類たぐいなのだろうか。ていうか、そもそもどうして俺を演じて三日月に近づいたのだろう？

　まあ、その辺の理由は、蟲むし騒そう動どうとの関係も含めて、本人を捕つかまえて聞けばいいとして……あの子、別に悪い子じゃなさそうだよな。三日月から俺を助けてくれようとしたわけだし。向こうにしたら、こっちのほうが危険人物か。三日月に襲おそわれかけたなら、そう思われても無理はない。今にして思えば、あの怯おびえようも理解できるというものだ。追求する前にこっちの立場をちゃんと説明しておくんだった。ちょっと可哀かわい想そうなことしたかも。

「……ん？」

　いろいろ思案しながら裏通りを見回っていた遥彦の耳に、タッタッタ、と小走りする足音が聞こえた。路地を折れると、細い通りの先に尋たずね人びとの背中を発見。

「おーい、ブタくーん」

　気軽に声をかけたらびっくりされて、脱だつ莵とのごとく逃げられた。

　そりゃそうか、と発言したあとになって気づき、我ながら呆あきれて追いかける。「何もしないって」「話を聞きたいだけだ」と一応の説得はしてみたけれど無む駄だだった。

　入り組んだ路地を右へ左へ。角を折れるたび、一瞬ちっちゃな背中を見失うが、距離は着実に埋うまっていく。黄よ泉み人びとだからスタミナは無尽蔵。足の速さは人並みだけど、体格差もあってスピードも勝っている。追いつくのは時間の問題だ。

　もうちょい。残り十メートルを切ったところ、また曲がり角に当たり、いったんブタくんが視界から消えた。少し遅おくれて遥彦も角を折れる。

　直後、目の前に三日月。ぶつかりそうになった。

「うお!?」慌あわてて急ブレーキ。「あれ？　今こっちにブタくん来なかった？」

「そっちです」三日月はすぐ傍そばの廃はい墟きよを指差す。「そこに入っていきました」

　遥彦はすぐさま突入した。建物は壁かべの一部が崩くずれ、向こうの通りまで見通せる。天てん井じようも崩れ落ちて吹き抜けと化していた。

「あ、センパイ。そっちはどうです？」

　と、呼ばれて見向く。三日月の姿が目に止まる。

　でも、正面だった。崩くずれた壁かべの向こう側にいた。

「……え？」

　おかしいだろ。だって、三み日か月づきは今さっき、こっちに……。

　いた。後ろに──でも、前にも。

　三日月が二人。遥はる彦ひこを挟はさんで、まるで鏡写しのように……。

「シャァーッ！」

　前方の三日月がもう一人の自分に気づき、バケモードと化して突っ込んでくる。後方の三日月はコミカルに慌あわてふためき、逃げだした。どうやら先に会ったほうが偽にせ者ものだったようだ。

　遥彦は本物の三日月と一いつ緒しよに追いかける。逃げる三日月が角を曲がる。

　遅おくれて道を折れた二人の前にあったのは、三日月ではなくブタくんの背中だった。路地にはかすかに妖よう気きが漂ただよっていて、粉のような細かい粒つぶがキラキラと舞まっていた。それが何なのかはわからない。だが……。

「これでひとつ、はっきりしましたね」

「ああ。変身──できるらしいな」

　追うほうにしたら厄やつ介かいな能力だ。第三者に化けられたら見分けがつかない。ただ幸いにしてこのあたりは無人の巣そう窟くつ。人を隠かくすための人がいない。自分の能力が生かされないアウェーに逃げ込んだあたり、この辺の土地勘かんはないのだろう。

　ブタくんがＴ字路を左に曲がったのを見て、遥彦は瞬しゆん時じに地図を思い描いた。

「三日月はこのまま追ってくれ。俺おれは先回りする」

「了解です」三日月は左に折れる。

　一方の遥彦はそのまま正面の廃はい墟きよに踏み込んだ。このあたりの抜け道は把は握あくしてある。伊だ達てにパトロールはしていない。いくつか建物を抜ければ回り込めるはずだ。

　ガラスのない窓まど枠わくを跳とび越こえ、崩れた塀へいを乗り越え、廃墟から廃墟へショートカット。

　やがて併へい走そうする路地にブタくんの姿が見えた。後ろから追ってくる三日月に気を取られていてこっちに気づいていない。今がアタックチャンス。

「とぁッ！」

　遥彦は窓から外へ飛びだした。ブタくんの腰に抱だきつくようにタックルをかまし、捕とらえることに成功。しかし、相手が軽すぎて、勢い余ってぐるぐる横転。道端のブロック塀にぶち当たった。もろくなっていたブロックがボロボロと崩れ、粉ふん塵じんが舞う。

　一いつ瞬しゆん、ブタくんの妖気を感じたが、すぐに鎮しずまった。砂ぼこりも落ち着いていく。

　そして視界が回復したとき、遥彦はギョッとして仰のけ反ぞった。

「え、俺？」

「え、俺？」

　自分の前に自分がいた。同じ顔。同じ声。同じ反応。

　合流した三み日か月づきがきょとんと首をかしげ、双そう方ほうを見比べる。

「あら、ドバカさんが二人。どちらが本物のドバカでしょう？」

　遥はる彦ひこと遥彦は立ち上がり、「俺おれだよ」と声を揃そろえてアピールした。ドバカを認めるみたいで癪しやくに障さわったけど、この状じよう況きようで黙だまっているわけにもいかない。

　三日月は特に困った様子もなく、キチキチキチ、キチキチキチ。

「まあ、どっちでもいいです。手っ取り早くいきますよ」

　そう言うと躊ちゆう躇ちよなく〝風かざ斬きり〟のかまえ。この状況を逆手に取ってキリサキに出た。半分は計算、もう半分は衝しよう動どうか。昂たかぶる妖よう気きとバイオレンスな笑みを前に、もはや言って聞かす猶ゆう予よはないと判断した遥彦は、しかたなくもう一人の遥彦に急いで忠告を促うながす。

「ちゃんと避よけろよ」

「え？」

「来るぞッ！」

　迷わず放たれる真空刃。遥彦は動かず、まともに受けて首を刎はねられた。頭が宙を舞まって無造作に落下。弾はずんで転がる。鎌かま鼬いたちの血止めが効いて出血はない。

　もう一方の遥彦は無ぶ様ざまな横っ飛びで難を逃のがれていた。斬きり離はなされた頭部と胴どう体たいを前にして腰を抜かし、大口を開けてびっくり仰ぎよう天てん。その姿から、砂がこぼれるようにキラキラした粒りゆう子しが剥はげ落おち、ブタくんの姿がさらされた。動どう揺ようのあまり異能力が解けたようだ。

「まったく、小こ賢ざかしいマネを」

　三日月はキチキチとカッターを鳴らしながら、転がっていた遥彦（頭）の髪の毛をつかんでぶら下げ、ブタくんに近づく。

「こ、こここ、来ないでぇぇぇぇっ！」

　悲鳴と共に妖気を放はなつブタくん。その背から、色いろ鮮あざやかな斑まだら模も様ようの翅はねが広がった。片方が斬り裂かれていたが、三日月が言ったとおり、それは蝶ちようのフォルム。そして頭には、尖せん端たんがたんぽぽの綿毛に似た触しよつ覚かくをふたつ生やしていた。

　一見すると妖よう精せいっぽい。またずいぶんとファンシーなバケモードだ。

　ブタくんは必死に翅をはためかせていたが、片方が傷ついているせいか、例の怪かい現げん象しようを起こすことはできないようだった。さっきみたいに変身はできるのだろうけど、三日月が目を光らせている状じよう況きよう下かでは、誰だれに化けようとバレバレだ。

「怖こわがらなくていいよ。ちょっと話を聞きたいだけなんだ」

「ひ、ひぃぃぃぃぃぃぃぃっ！」

　首だけの遥彦がしゃべったもんだから、余計に怖がってしまった。

「落ち着いて。何もしないから」

「いやあぁぁぁぁっ！　やめてぇぇぇぇっ！　来ないでぇぇぇぇっ！」

「ああもう、うるさいっ！　おとなしくなさいっ！」

　三み日か月づきが気短に吠ほえて、ポカッとゲンコツを落とす。「きゃうっ」と首をすくめたブタくんを目で殺す勢いで睨にらみつけた。その顔は獣けもの形ぎよう相そう。

「静かにしないと、力ずくで黙らせるわよ？」

　ブタくんはガタガタ震ふるえ、激しく首を縦に振った。

「三日月、頭を戻してくれ。この状態じゃ怖こわがらせるだけだ」

　遥はる彦ひこの要望に応こたえ、三日月はバケモードを解き、突つっ立たっていた胴どう体たいに首を乗せる。数秒で接着完了。首をぐるりと回す姿を見たブタくんは、口をあんぐり。

「脅おどかしてゴメン。俺おれもジンガイ……黄よ泉み人びとって言ってね、不死身なんだ。別にきみをどうこうする気はないから、安心して。さっきも言ったけど話を聞きたいだけなんだ。そうだ、自己紹介がまだだったね。俺は伊い佐さ見み遥彦。こっちは三日月彼方かなた。きみは？」

「……ち、千ち尋ひろ。多た智ち花ばな千尋」

「多智花千尋……千尋くん、さっそく質問で悪いんだけど、きみは今日、異能力を使って俺に変身して、三日月と一いつ緒しよに過ごした……と、俺たちは思っているんだけど、アタリかな？」

「……はい」ブタくん改め千尋は、素直に認めた。

「なんでそんなことしたの？」

「それは、その……」おずおずと三日月を見上げる。

　三日月が「はっきりしなさい」と目を光らせると、ぶるるっと震えて答えた。

「か、可愛かわいかった、からです」

「可愛かった……三日月が？　それが理由？」

「はい。昨日、二人がデートの約束してるの聞いて、そのときは成りすます気なんて全然なかったんだけど、今け朝さ、広場にいるのを見かけて、つい……でも、まさか……」

　まさか、あんなことやこんなことになるなんて──そう言いたいのだろう。三日月がジンガイだとは知りもせず、キリサキに遭あうとは思いもせず、見た目にだまされたわけだ。

　遥彦はその失態を嘲あざける気にはなれなかった。むしろ哀あわれに思った。人を見かけで判断してはいけませんという教訓を具現化したような存在だからな、三日月は。

「あれ？」ふと疑念がよぎる。「昨日、俺たちの約束を聞いてたってことは、そのとき近くにいたんだよな？　全然気づかなかったけど……あ、そのときも誰だれかに変身してたのか？」

「ううん」千尋は首を振った。「あのときは、着ぐるみだったから」

「着ぐるみって、あのブタ？　でも、昨日のブタは違う人で……あ、途と中ちゆうで交代した？」

「え？　昨日は朝からずっとボクが着てたよ。ほら、広場でティッシュ渡したでしょ。あのとき二人を見て、いいなぁって思って」

「朝からって……あのとき話しかけても、知らない感じだったじゃん」

「それは、だって、初対面だったし」

「は？　初対面？　いやいや、昨日……の昨日、一昨日おとといに会ってるじゃん。俺が千尋くんとぶつかって、ティッシュが落ちちゃって、三み日か月づきも拾うの手伝ってくれてさ」

「え……そんなこと、あったの？」

「あったのって、あったんだけど」

「……ごめんなさい。ボク、忘れちゃったんだ」

　千ち尋ひろはしゅんとうつむく。どうも話が噛かみ合あわない。一昨日おとといのことをまったく覚えていないようだ。本人が言うように忘れちゃったのかもしれない。人の記き憶おくなんて曖あい昧まいなものだ。勉強したことをすぐ忘れちゃうみたいに。

「まあとにかく、これで食い違いの謎なぞは解けたな。三日月が一いつ緒しよだったのは、俺じゃなくて俺に化けた千尋くんだった……すっかり振り回されたわけだ」

「ごめんなさい。もうしません」

　千尋は叱しかられた子供のように萎い縮しゆくする。遥はる彦ひこと三日月は顔を見合わせて肩をすくめた。そんなに悪い子でもなければ危険な子でもないようだ。

「ひとまず問題解決ですね」

「そうだな。アヤカシのことは、蟲むしの件も含めて、不知火しらぬいに聞いてみないとあれだけど」

「ふふん、だったら聞いてあげなくもないではないよ？」

　突とつ然ぜん、不敵な笑いと独特の言い回しが聞こえ、不ふ吉きつな気配が生じた。

　振り返れば、路地の向かいに不知火の姿。手には串くしだんご（みたらし）を持っている。

「おまえってやつは、ホント絶ぜつ妙みようのタイミングで出てくるよな」

「言ったろ、期待には応こたえるのがわたしの流りゆう儀ぎだ。近くをぶらぶらしていたら〝風かざ斬きり〟が舞まっていたから、もしやわたしの見せ場があるのでは思って参上してやったのさ」

「そうかい。じゃあ、さっそくで悪いけど、聞いてもらえるか？」

「いや、けっこう。話はぜんぶ聞かせてもらったよ」

　聞いてたのかよ。いつからいたんだ、こいつ。

　不知火は千尋の前に立ち、その姿を鬼おにの眼めに映した。

「やあ、お蝶ちようちゃん。わたしは退たい魔ま師しの黒くろ巫み女こ、不知火杏あん奈なだ。どうぞよろしく頼たのまれてあげるよ。立ち話もなんだ、場所を変えてランチでも奢おごってやらなくもないさ。さあ、おいで」

　串だんごをくわえて手を差しだす。

　千尋は完全に不知火のペースに呑のまれ、誘さそわれるままに応じていた。




　一昨日も利用したオープンカフェ。丸いテーブル席。

　注文を受けたウェイトレスが去ると、不知火はさっそく解説を始めた。

「お蝶ちゃんに憑ついているのは〝斑まだら揚あげ羽は〟という蝶のアヤカシだ。その名のとおり斑模様の翅を持ち、幻げん覚かく作用のある鱗りん粉ぷんをまいて外敵を惑まどわす。それゆえ、自然界で斑揚羽を見つけだすのは一流の退魔師でも難しいとされる。なかなかお目にかかれない希少種だよ」

　レアものなのか。遥はる彦ひこと三み日か月づきは珍ちん獣じゆうでも見るように千ち尋ひろを見た。

「斑まだら揚あげ羽はは変身願望の強い心に惹ひかれて憑つく。他者への憧あこがれ、羨せん望ぼう、あるいは劣れつ等とう感かん……何が引き金になるかは人それぞれだが、己を捨て去ることも厭いとわないほどの強い願望、もしくは己を偽いつわることに頓とん着ちやくしない奔ほん放ぽうさが、このお蝶ちようちゃんにはあるんだろうね」

「えへへ、それほどでも」

　千尋は照れ笑いを浮かべて頭をかく。どこにも褒ほめ言こと葉ばはなかったと思うのだが、その反応からして『頓着しない奔放さ』というのが当たっていそうだ。

「斑揚羽の異能力は〝偽いつ張はり〟。鱗りん粉ぷんをまとい、第三者に変身する。背せ丈たけも年ねん齢れいも性別も関係ない。また〝偽張り〟とは別に、鱗粉を散らすことで視覚を狂くるわせることもできる」

　話を聞いていて、遥彦はあることに思い至った。

「あ……もしかしてさ、昨日の三人組が言ってたメグミって、千尋くんだったんじゃ……」

「え？」千尋は不思議そうに見返す。「メグミ？」

「一昨日おとといの深夜、三日月に変身して、メグミを名乗って、金髪銀髪茶髪の男たちと一いつ緒しよにごはん食べたりしなかったか？　って、待てよ……三日月に変身するのは無理か。そのときは会ったことも覚えてなかったわけだからな」

「あ、その……もしかしたら、それ、ボクかも。よく、可愛かわいい女の子とかカッコいい男の子に変身して、お兄さんとかお姉さんたちにごちそうしてもらってるんだ。みんなチヤホヤしてくれるし、食費も浮くから。一昨日もナンパ待ちして、そんな感じの三人組にごはん奢おごってもらったのは覚えてるよ。誰だれに変身したかは忘れちゃったけど」

「ナンパ待ち？」三日月は呆あきれきった顔。「なんてチャラチャラした理由なの」

「えへへ、それほどでも」

「褒めてないわよ。だいたい、あなたの話、おかしな点だらけじゃないの。私たちと会ったことは覚えてないって言うくせに、その日の夜、私に変身したかもしれないとか、忘れちゃったとか……筋が通らないにもほどがあるでしょ」

　キチキチキチ。三日月が苛いら立だつのも無理はない。千尋の話は穴だらけだ。

「何を隠かくしてるのか知らないけど、白状するなら今のうちよ。正直に吐はきなさい」

「ご、ごめんなさい……でも、ボク、本当に覚えてなくて」

「どうやら、翅はねをむしられないとわからないみたいね」

「う、嘘じゃないよっ。ホントのホントに、ボク……うぅ」

　千尋はふるふると震ふるえた。不知火しらぬいが助け舟を出す。

「その辺にしておいてあげたまえ、三日月くん。そう睨にらまれては話そうにも話せまいて。それにわたしの解説がまだ途と中ちゆうだからね、最後まで聞くことをオススメするよ。ところでお蝶ちゃん、ひとつ確認するが、わたしとは以前どこかで会ったことがあるかな？」

「え……今日が初めて、だと思うけど」

「またつまらない嘘うそを」キチキチキチ。

「まあまあ」不知火しらぬいがなだめた。「確かに、わたしたちは一昨日おとといお蝶ちようちゃんに会っている。とんまな遥はる彦ひこがぶつかり、三み日か月づきくんがティッシュ拾いを手伝い、わたしはそれを見守っていた。しかし、お蝶ちゃんはそのことを覚えていないという。それは本当なのだろうさ。ただ、はなから覚えていないわけではない。覚えていたことを忘れてしまったのだ……そうだね？」

「……うん、たぶん」千ち尋ひろは萎しおれるようにうなずいた。

　遥彦と三日月はいまいち要領を得られないまま、不知火の言葉を待つ。

「原因は異常性だ。斑まだら揚あげ羽はがもたらす異常性は〝忘ぼう却きやく〟。〝偽いつ張はり〟を行う際、斑揚羽は蜜みつを吸うように宿主の記き憶おくを吸い取り、異能の糧かてとするのさ。そこに選別の基準はない。古いも新しいも関係なく、ランダムに抽ちゆう出しゆつされ、虫食いのように剥はく落らくを起こす。異常性というより代だい償しように近いな。己を偽ることは己を捨て去ることに等しい、というわけさ」

　異能力の代価としてもたらされる異常性、忘却。

　一種の記憶障害──健けん忘ぼう症しようのようなものと考えればいいのだろうか。

「ってことは、つまり」遥彦は一連の流れを整理してみる。「一昨日、俺おれたちは会った。その日の夜、千尋くんは三日月に変身して、ナンパしてきた三人組にメシを奢おごってもらった。で、途と中ちゆうでドロン。そのときの変身の代償として、俺たちのことを忘却した。だから次の日、着ぐるみ姿で再会したとき、俺と三日月のことがわからなかった。その反応を見て俺は、着ぐるみの中が別人だと思った。そして今日、千尋くんは俺に変身して三日月とデートした」

　ややこしいけど、そんなところだろう。逃げ回ったときにも異能力を使ったから、また何かしら忘却を起こしていると思われる。自分たちが関係していない記憶領域で。

「とんだトラブルメイカーですね」

「えへへ、それほどでも」

「だから褒ほめてないっ！」

　三日月が一いつ喝かつかましたところ、ウェイトレスが料理を運んできた。注文した品が出で揃そろう。不知火は一人、デザートのパフェで、もう話はすんだとばかりに食べるのに集中しだした。

「で、どうします？　この子」

「不知火、斑揚羽を剥はがすには、どうしたらいいんだ？」

「無理だ」不知火はチェリーをぱくり。「視た限り、魂たましいにまで根が下りている。ずいぶん長いこと憑かれているんだろうね。三日月くんと同じ一心同体。剥はく離りは死を意味するよ」

　死という響ひびきを受け、重い沈ちん黙もくが馳はせた。千尋が明るい声を出す。

「あ、ボクのことは気にしないで。別に嫌いやじゃないし、ずっとこれでやってきたから」

「あなたの心配なんてしてないわよ。傍はた迷めい惑わくだからどうにかしたいだけ。とりあえず、翅はむしっておきましょうか。標本みたいに張りつけておくのもいいわね」

　三日月はイタチの目つきでニタリと笑う。千尋は怯おびえて椅い子すを引いた。最初はテーブルを四等分する位置にいたのだが、今や遥はる彦ひこの隣となりにぴったりだ。

「も、もう迷惑かけないよう気をつけます。近いうち、この街も出て行くし」

「出てくって、家はどこなの？」

「え、うんと……隣町。こっちにはバイトで来てるだけで。もう少し稼かせぐまで、おとなしくしてるよ。変身も自じ粛しゆくする……というか、使えないかな。翅はねが破けちゃって、力がうまく働かないんだ。できないことはないけど、短い時間しか持たないし、飛ぶのも無理だし」

　飛べたのか。まあ、蝶ちようなんだから飛んでも不思議じゃないか。翅の傷は今回のトラブルのペナルティといったところだな。

　それにしても、本当に無む頓とん着ちやくというか、なんというか……アヤカシは剥はく離りできず、ジンガイとして生きていくしかないというのに、千ち尋ひろはそのことで思い悩んでいる様子もない。そのあたりの葛かつ藤とうはすでに通過済みということか。

「ねぇねぇ、食べていい？」

　千尋が人ひと懐なつっこい目で袖そでをくいくい引っ張った。もうすっかりフレンドリーで、三み日か月づきに追われていたときの戦せん々せん恐きよう々きようぶりが嘘うそのようだ。お調子者のニオイがぷんぷんするが、無む邪じや気きな笑顔はどこか憎にくめない。遥彦が「どーぞ」と返すと、「いっただきまーす」と歌うように言って手を合わせ、ナポリタンを巻いてぱくり。「おいひー」とリズミカルに身体からだを揺ゆらす。

　こやつ……本当に反省しているのだろうか。

「えっと、それじゃあ、千尋くんには厳重注意イエローカードってことで……いいか？　三日月」

「まあ、今回だけは大おお目めに見てあげてもいいですけど」

「ありがと。遥彦くん、彼方かなたちゃん、杏あん奈なちゃん。みんないい人でよかったよ、うんうんっ」

「……あなた、いい性格してるわね」

「えへへ、それほどでも」

　屈くつ託たくなく笑う千尋。口元がトマトソースで汚れている。

　三日月は怒おこるのがバカバカしくなったように嘆たん息そくし、カルボナーラをフォークに巻いた。




　昼食後、これからバイトがあるという千尋と別れる前に、連絡先を交こう換かんした。その際、三日月は千尋とこそこそ話し込んで、何か受け取ってポシェットにしまっていた。

「じゃあねっ、遥彦くん、彼方ちゃん、杏奈ちゃん。まったねーっ」

　千尋は天てん真しん爛らん漫まんに手を振り、アーケードの人込みにまぎれていく。

　後あと腐ぐされのない子だ。良くも悪くも能のう天てん気き。

「ところで、三日月……一昨日おとといの夜、俺おれが三日月と見間違えたのは、千尋くんだった。その事実を受けて、何か言うことはないか？」

「私がセンパイに？　何を言う必要があるんです？」

「昨日、俺を散々けなしたろうが。最低だの最悪だのドバカだの……三日月だって千尋くんにだまされたんだし、侘わびの一言ぐらいあってもいいんじゃないか？」

「セーンパイっ」三み日か月づきは上うわ目め遣づかいでにっこり。「男ならどんと来いですよ。ねっ？」

「その笑顔にはもうだまされん」

「……やだやだ」急に冷めた。「心の狭せまい男って、見っ苦しぃー」

「──っ」攻せめ方を変えてきやがった。

　三日月は澄すまし顔がおでそっぽ向く。食らいつくべきか、引くべきか、迷う遥はる彦ひこは、ポシェットから何かはみ出しているのに気づいた。さっき千ち尋ひろから受け取っていたやつか。

「……？」つまみ取って見てみる。

　それはプリクラだった。写っているのは自分と三日月。自分が三日月の頭を抱だき寄よせ、三日月は恥ずかしそうにしながらも身をあずけている。なんだ、この甘ったるい写真は。全身が痒かゆくてたまらない。こんなの撮とった覚えないぞ。

「あ、ちょ、だめっ」気づいた三日月が慌あわててむしり取った。

「おい……そこに写ってる俺おれって、もしかしてもしかしなくても千尋くんだろ？」

「そ、そうですよ。午前中に撮ったものです。でも勘かん違ちがいしないでください。だまされているとも知らずセンパイとプリクラ撮るのが嬉うれしかったとか楽しかったとかそういうことではいっさいなくてこれはあくまで恋人同盟の活動として撮ったものにすぎなくて別にこんなの欲しくもなんともないし千尋くんから回収したのも処分するためだったんですから。そう、私が持っているのと合わせて、この場で鼬いたちの道切りですっ！」

　早口にまくしたてた三日月は、ポシェットから自分の分として保管していたらしいプリクラも取りだし、ふたつまとめて宙に放ほうった。そしてカッターを一閃。

　プリクラは一いつ瞬しゆんにして紙かみ吹雪ふぶきと化した。

「これでチャラですっ！　文句ないでしょっ！」

　何がチャラなのかわからないし。別にプリクラのことで文句は言ってないし。問題にしているのは昨日のことなんだけど……でも、これ以上は刺し激げきしないほうがよさそうだ。最終的に刃物に訴うつたえるところがあるからな。

　と、不知火しらぬいがこの場を去ろうとしているのが目につき、遥彦は呼び止めた。

「おい待てよ、不知火……千尋くんのことだけど、例の蟲むしのトラブルとの関係については、どう見てるんだ？　本人の前では口にしなかったけど……」

「あれはシロだろうさ。蟲は潜ひそむように生きるものだ。中でも斑まだら揚あげ羽ははその気質が強い。あの異能力もそういうところからきている。一心同体のお蝶ちようちゃんも同じだろう。ちょっとした悪戯いたずらこそすれ、それは処世術の一いつ貫かん。意図して騒さわぎを招くようなマネはしまい。同じ蟲つながりということで泳がせていたが、今回の件と球技大会の件には関連性も見られないしな」

「泳がせていた？」その言葉が意味するところは、すぐに察することができた。「おまえ、最初に会ったとき、気づいてたのか？　千尋くんが斑揚羽のジンガイだってこと」

「ああ。着ぐるみ姿では気づかなかったが、きみがぶつかって頭が取れたら、鬼おにの眼めで一いち目もく瞭りよう然ぜんだったよ。しかしまあ、泳がせる必要がなかったとしても、そして仮に、他にジンガイを見かけていたとしても、わざわざ口にはしないさ。表と裏の狭はざ間まに立って暮らす者は、どこにでも少なからずいる。彼らには彼らの日常がある。ジンガイだというだけでいちいち干渉するのはナンセンスだよ。きみだって、キリサキ魔まの一件で身に染みてるだろ」

「それは……そうだけど」

「だから、わたしは何も言わなかった。沈ちん黙もくを責められるいわれはない。だいたい、蟲むしの件にしたってタダで情報をくれてやったのだ。むしろ感謝してほしいぐらいだね」

　不知火しらぬいは堂々と胸を張る。こいつの辞書に謙けん遜そんという文字はないらしい。

「他に用がないなら失礼するよ。アーケードを食べ歩き制せい覇はしている途と中ちゆうなのでね。そっちはそっちでよろしくやりたまえ。グッドラック、不ふ吉きつな幸運を」

　朝から出かけて何をやっていたのかと思えば、普ふ通つうに休日を謳おう歌かしていたのか。退たい魔ま師しとして蟲の件を調べているのでは、とちょっとでも期待した自分がバカだった。

　ツインテールを見送った遥はる彦ひこと三み日か月づきは、手持ち無ぶ沙さ汰たに立ちつくした。

「……どうする？」

「どうするって？」

「今日これから。そもそもの目的はキリサキだったろ？　やるか？」

「やりますよ、もちろん。当然でしょ。なんのためのセンパイですか。でも……今すぐって気分じゃないっていうか、なんていうか……」

　三日月は爪つま先さきを立ててぐりぐり。足元にはさっき斬きり裂さいたプリクラの残ざん骸がい。それをむっつりと見下ろしている。なんだかいじけているように見えるのは気のせいか。

「じゃあ……やり直すか？」

「やり直すって？」

「今日一日、千ち尋ひろくんに偽いつ張はられた時間を取り戻す……ってわけじゃないけど、気分転てん換かんも兼かねて、適当に遊んで……プリクラも撮とり直なおすか？　同盟活動の一いつ貫かんとして」

　パッと面を上げる三日月。一いつ瞬しゆん、笑顔が咲いたが、すぐさまつんと取り澄ました。

「まあ、センパイがどうしてもと言うのなら、付き合ってあげてもいいですけど？」

「……別に嫌いやならいいけどさ」

「い、嫌とは言ってないでしょっ。ほら、私の気が変わらないうちに行きますよっ」

　遥彦は背中を押されて歩きだした。三日月が後ろから手に手を伸ばす。でも、ちょっと迷って結局やめた。無理に恋こい仲なかを演じようとはせず、普通に隣となりに並ぶ。

　腕を絡からめるでもなく、手をつなぐでもない。けれど、自然体でいる二人の距離感は、この連休中でいちばん近いかもしれなかった。







　　＃３　サキナミトリップ







　連休が明けて三日、教室は憂ゆう鬱うつな顔ぶれであふれていた。無理もない。今月のお楽しみは早くも消化され、残すイベントは下旬に控ひかえる中期試験のみ。球技大会とゴールデンウィークで上げておいて落とすのだから、ちょっとした五月病にもなるというものだ。

　教室中が休みボケから立ち直れないまま、放課後になった。

　帰宅準備をする遥はる彦ひこの横を、御み木き本もとが駆かけ足あしで通りかかる。

「じゃな、遥彦。バイトあるから先行くわ」

「忙しいな。稼かせぐのはいいけど、大だい丈じよう夫ぶか？　あっという間に中間だぞ」

「試験が怖こわくてバイトが出来るか。あんなもん赤点さえ取らなきゃいいんだよ。それに今月を乗り切るためにも、俺おれは行かねばならんのだ。月の真ん中が給料日だからな、今が勝負のときなのさ……そういうわけで不知火しらぬいさん、お先に失礼します」

　後ろの席にうやうやしく挨あい拶さつし、教室を出て行く。この前ジャックポットで出費した分を取り返したいのだろう。とは言え、勝負所を間違えている感が否いなめない男だ。

「試験か」不知火しらぬいが珍めずらしく真顔で唸うなった。「面めん倒どうだな」

「ふふん」遥はる彦ひこは笑ってやった。「学生の宿命だ。避さけては通れないぞ」

「しかたない……退学するか」

「早いなおい。まだ一週間もいないだろ」

「ふふん、今のはボケというやつだ」

「……わかりにくいんだよ、おまえの場合」

　普ふ段だんから皮肉ばかり言って本気と冗じよう談だんの区別がつかないやつだ。そこにボケまで加わったらもう手がつけられない。すでに手に余っているというのに。

「お二人さーん、一いつ緒しよに帰んない？」

　声をかけてきたのは野の々の原はら。今日は部活が休みらしい。

　隣となりには瀬せ里り沢ざわの姿もあった。今日は学級委員の仕事がないらしい。

　連れだって下げ駄た箱ばこに行くと、三み日か月づきが待っていた。

　ジンガイ娘集合。正門を抜け、常とこ瀬せ川がわ沿いの土手を横一列に並んで歩く。

「あーあ、今週来週再さ来らい週しゆうにはテスト週間突とつ入にゆうか。今月もういいことないなー」

　野々原が嘆なげくように言った。テストの一週間前から、学業優先ということで部活動は休止となる。部活メインで来ている身としてはやるせないのだろう。

「どうせ早く帰っても、うちでごろごろするだけだしさー」

「ちゃんとしようよ、歩あゆ実みちゃん。勉強は学生の本分だよ」

「正論なんて聞きたくないっ。それに、道みち流るノートがあれば一夜漬けでなんとかなるもん」

「もー、そういう使い方するなら、貸さないよ？」

「あ、いや、今の嘘うそ。ちゃんと毎日やるし。一日一時間……や、三十分……十五分くらい」

「不知火さん、何か言ってあげてください」

「ニャンコくん……その魔ま法ほうのノート、わたしにも貸してくれたまえ」

「……い、伊い佐さ見みくん、何か言ってあげて」

「え？　ああ……俺おれにも貸してほしいです」

「……伊佐見くんまで」瀬里沢はがっくり。

「俺も適当にすませるほうだから、人のこと言える立場じゃないもので」

「そうそう。あたしら、卓たく郎ろうも入れて三人、中学のときから平均点が目標だから。遥彦なんて中学時代、全教科全テストで平均点のプラスマイナス十点以内だったからね。しかも内申書は三年間通じてオール３。ついた通り名が、ミスター・スリー」

「……ダサ」三日月がぼそり。

「ちなみに去年もその実力をいかんなく発揮し、テストはすべて平均点の誤差十点内。そして成績は三学期ともオール３を刻み、伝説記録を伸ばしたという。努力しても手を抜いても平凡な結果を残すなんて、すごい才能よね。ホント羨うらやましい。尊敬しちゃう……ぷぷっ」

「そこ、笑うな。後半確実にけなしてたろ」

　別に好きで平へい凡ぼんな結果に甘んじているわけではない。遥はる彦ひこの学力は、伸びにくく下がりにくいのだ。中学時代、入学してしばらくはちゃんと勉強していた。でも成績が伸び悩み、やる気が失せた時期があって、あるときろくに勉強せずにテストを受けたら、結果は平均点に劣おとったものの大差なかった。それが逆にショックで、手を抜ぬくことを覚えていったのだ。

「わたしはここで失礼するよ。野や暮ぼ用ようがあるのでね」

　橋の手前で不知火しらぬいが離脱した。挨あい拶さつもそこそこに土手を下り、住宅街に消える。

　続けて遥彦も「じゃ、俺おれたちも、ちょっと寄り道してくから」と三日月とのデートを匂におわせて止まる。野の々の原はらと瀬せ里り沢ざわは気を遣つかって「あ、そう」「じゃあね」とその場で別れた。

　商店街に入る。そこへ、先に離脱した不知火が合流。三人で訪ねるところがあった。

　アーケードの交差広場。ティッシュ配りに精を出すブタの着ぐるみを発見。こちらに気づくと手を振り、てくてく駆かけ寄よってきた。どうやら中身は目的の人物のようだ。

「やっほー、遥彦くん。ワォ、彼方かなたちゃん安あん奈なちゃん、制服姿いいねっ、キュートだねっ」

「千ち尋ひろくん、バイト中のところ悪いんだけど、ちょっと話せないかな」

「ん？　いいけど、なになに？」

　広場は人が多いので、路地裏に場所を移した。

　壁かべ際ぎわに積まれていたビールケースに腰かけた千尋は、ブタの頭を脱ぬいで「ぷはーっ」と外の空気を吸う。顔は汗だく。ショートヘアがぺったり張りついている。遥彦は近くの自じ販はん機きで飲み物を買い、差し入れした。千尋はお礼を言ってごくごく飲む。

「それで、話って？　あ……もしかしてボク、まだ何か迷めい惑わくかけてた？　ごめんなさいっ、覚えてないけど謝りますっ。だから翅はねはむしらないでっ。標本にしないでっ」

　千尋は勝手に焦あせって三日月に懇こん願がんしだした。忘ぼう却きやくの異常性を抱かかえているだけに、身に覚えがなくても自らを疑ったようだ。

「さあ、どうしてやろうかしら」獣けもの形ぎよう相そうが笑う。

「あわわわ、助けて遥彦くんっ」背中に隠かくれた。

「からかうなよ、三日月。ただでさえ怖こわいんだから、その顔。ごめんね、千尋くん。今の冗じよう談だんだから。そういうことで来たんじゃないんだ」

　責め立てることは何もない。今日の用事はただの聞き込みだ。

「千尋くん、家が隣となり町まちなんだよね？」

「え……うん、そうだけど」

「実はさ──」

　遥彦は蟲むしの件について話した。四し季き森もりに波は及きゆうしてきたらしいトラブルの流れは先月まで隣町を横断していた。千尋が隣町に住んでいると言っていたのを今日になって思い出し、何か知っていないだろうか、と思ったのだ。

「蟲むし？」千ち尋ひろは足元に視線を落とす。「んー、そう言えば、あちこちでアヤカシの蟲が飛んでるのをよく見かけたような。でも……これといって気になることは、特に……」

「最近はどう？　こっちで何か気づいたことは？」

「さあ……バイト中は着ぐるみでよく見えないし」

「そっか。まあ、何もないなら、それに越こしたことはないしな」

　新情報は得られず。もとより忘ぼう却きやくを抱かかえる千尋だから、そんなに期待はしていなかった。

「おい、遥彦」

　呼ばれて振り向くと、不知火しらぬいが自じ販はん機きの前で人差し指をくいくい。

「のどが渇かわいた。わたしにも何か奢おごれ」

「自分で買えよ。金持ちだろ、おまえ」

「小銭を持ち歩くなどという貧乏くさいマネを、このわたしがすると思うのか？」

　遥彦は嘆たん息そくした。何を言い返しても不毛な会話になりそうだったので、まあいいかジュースぐらい、と早々にあきらめる。三み日か月づきにもリクエストを聞き、自販機へ小銭を消化しに向かった。不知火が腕を組んで悩みだす。

「さっさと決めろ」

「そう急せかすでない」

　二人が自販機前で揉もめる一方、三日月と千尋はおしゃべりをしていた。遥彦のところまでは聞こえない。ひそひそと内ない緒しよ話ばなしでもしているようだ……。

「ねぇ、千尋くんって、変身すると忘却するのよね？」

「うん、そうだけど」

「センパイに化けて私と遊んだこと、どれくらい覚えてる？」

「あ、それならバッチリ覚えてるよ。彼方かなたちゃんって、けっこうウブだよね。意外と押しに弱いタイプ？　プリクラ撮とったときなんて、もうされるがままって感じで──」

「忘れなさいっ」三日月はぐいっと顔を寄せた。「今すぐ、すべて、忘れるの」

「え、えぇ？　そんな、今すぐって言われても……その、何を忘れちゃうか、自分でもわからないし、そんな都合よくは……」

「そう……なら、私が直に手を下すほかないわね」

　言うや否や、千尋の首に腕をかけ、絞しめにかかった。血流を止められた千尋は青い顔で必死にタップ。遥彦は不知火と揉めていて気づきもしなかった。

「ねぇ、死んでくれる？」三日月は耳元でささやく。「あ、間違えた──忘れてくれる？」

　のどを潰つぶされている千尋はまばたきを連発して訴うつたえた。三日月は少し力を抜く。

「わ、忘れます、何もかも。彼方ちゃんが肩を抱だかれてモジモジしたことも、頭を撫なでられて甘えんぼになったことも、ペットボトル取り違えて間接キスで真っ赤になったことも、ゲームしてるときスカートがめくれてパンツ見えたことも、それから──」

「やっぱり死んで」

「わわわ忘れましたっ。たった今きれいさっぱり忘れましたっ」

「じゃあ聞くけど、このあいだのこどもの日、あなたはどこで何をしていたの？」

「こどもの日……え、何かあったっけな。ちっとも記き憶おくがございません」

「わかればいいの。長生きしたいなら、そのまま永久に忘れてなさい」

　三み日か月づきは天使のように微笑ほほえみ、獲え物ものを解放した。ちょうどそのとき、自じ販はん機き前では不知火しらぬいがようやく商品を決めてボタンをポチっとな。遥はる彦ひこは続いて自分と三日月の分を購こう入にゆう。

　そして合流し、四人でのどを潤うるおした。千ち尋ひろは憔しよう悴すいしきった様子でジュースをちびちび。遥彦はその顔色の悪さに気づき、首をかしげた。

「千尋くん、顔が青いけど、大だい丈じよう夫ぶ？　どうかした？」

「……遥彦くん、いろいろ辛つらいこともあると思うけど、がんばってね」

「は？」

「ボクは遥彦くんの味方だよ。力にはなれないかもしれないけど、応おう援えんしてるから」

　いきなり固い握手をしてきて、マジメな顔で大げさにうなずく千尋。どうやら励はげましてくれているらしいが、遥彦にはなんのことやらさっぱりだ。

「ああ、うん……俺おれも、千尋くんを応援してるよ。同じジンガイの友達として」

「ともだち」呟つぶやいた千尋は、キラッと目を輝かがやかせた。「いい響ひびきだね、友達。うんうんっ」

　やけに嬉うれしそうだった。結局、何の話だったのかわからなかったが、まあいいかと思う。元気を取り戻したみたいだし、屈くつ託たくない笑顔は見ていて悪い気はしない。

　全員がジュースを飲み終えたところで広場へ戻ることにした。これ以上バイトの邪じや魔まをしても悪い。狭せまい路地を、遥彦と不知火が前を行き、三日月、千尋と後ろに続く。

　と、向かいから、ふらふらと男が一人、歩いてきた。長身で痩やせ型がた。髪はボサボサで無ぶ精しよう髭ひげを生やしている。まだ二十歳そこらのようだが、まるで浮ふ浪ろう者しやのようなみすぼらしさ。

　ぶつかりそうだったので、遥彦は不知火の前に回った。しかし、男は千鳥足でまっすぐ歩けておらず、よろめいて肩がぶつかった。遥彦は「あ、すいません」と謝りを入れたが、男はまったく意に介かいさず、何かに魅み入いられたように、ただ前を見て進む。

　避さけて通った三日月が、すれ違い様、顔をしかめた。遥彦に追いついて一呼吸。

「ふぅ……やだやだ、酒さけ臭くさい」

　どうやら酔よっ払ぱらいらしい。嗅きゆう覚かくが働かないから気づかなかった。

　最さい後こう尾びにいた千尋が同じように避けて通ろうとする。が、酔っ払いはふらふらとそちらに寄っていった。足元がおぼつかないのかと思ったが、違う。千尋を目指しているのだ。

　そう気づいたときには、男は千尋の肩をつかんでいた。無理やり壁かべに押しつける。

「お、おまえ、なんで……」

「え？　え？　え？」

　いきなりのことに千ち尋ひろはパニック。酒さけ臭くさい息を浴びせられ、うぇっと顔を歪ゆがめる。

　男は目が血走っていた。瞳どう孔こうが開ききっていて病的だ。

「……はずだ」ろれつが回っていない。「……した、はずだ……」

「え？　え？　え？」

　千尋は怯おびえて顔でブタの頭を落とす。

　無骨な手が首へ伸びかけたそこに、三み日か月づきが野の々の原はらばりの跳とび蹴げりを放った。

　背中に靴くつ跡あと。男は吹っ飛んで横転。ビールケースにストライク。

　遥はる彦ひこと不知火しらぬいも合流し、千尋を後ろにかばう。不知火の目は赤い。

　男はよろよろと起き上がり、千尋を見た。その顔は恐怖に染まっていく。

「う、うぁぁ……ああああああああああああっ」

　大声を上げ、逆に怯えたように逃げていった。

　意味不明。なんなんだ、あれ、危ないクスリでもやっているのだろうか。

「あ、ありがと。彼方かなたちゃん」

「別に。目め障ざわりだっただけよ。知り合い？」

「う、ううん。全然」

「そう。でも、あなたの記き憶おくって当てにならないから、会ったことあるのかもよ」

「そ、それは、ありえるかもだけど……」

　自分の記憶に自信を持てない千尋は不安げだ。遥彦は隣となりのツインテールに聞く。

「さっき鬼おにの眼めで見てたけど、あの男、何か悪いもんでも憑ついてたのか？」

「いや、何も。ただの酔よっ払ぱらいだろ」

　運悪く絡からまれたってことか。千尋が覚えていないだけで面識がある可能性も残るが、ただの酔っ払いならそう気にすることもないだろう。

　遥彦はブタの頭を拾って渡した。千尋はそれをかぶって着ぐるみモードに。

　広場に着いたところで別れの言葉を交わす。

「じゃ、千尋くん。バイトがんばって。一応、蟲むしには気をつけてね。何か気づいたことがあったら連絡して。他にも、困ったことがあったら遠えん慮りよなく電話してくれていいから」

「うん、ありがと、遥彦くん。彼方ちゃんと杏あん奈なちゃんも、バイバイ。まったねーっ」

　ピンクのブタは全身をゆすって手を振り、てくてくと仕事に戻っていく。それから不知火がぶらぶらといなくなり、遥彦は三日月に連行されてキリサキタイム。

　連休以降毎日なので我が慢まんさせないと、とは思うものの、いざ妖よう艶えん美びを目の前にすると何も言えなくなってしまうのだった。




　帰宅すると玄げん関かんに鍵かぎがかかっていた。母親は買い物に出ているようだ。妹もまだらしい。

　鍵かぎを開けて中に入る。うがい手洗いをしに洗面所に行くと、足元のマットが濡ぬれていた。誰だれか風ふ呂ろを利用したあとみたいだ。まあ、誰かと言っても一人しかいないが。

　自室に入ると案の定、風呂上がりの不知火が下着にシャツ一枚でベッドの上。うつ伏ぶせに寝ねそべってポテチを食べていた。目のやり場に困った遥はる彦ひこは開き直って堂々と活目する。
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「……服を着ろ。なんのために買ったんだ」

「今日はもう出かけないから、これでいいのだよ。寝るときになったらちゃんとパジャマを着るともさ。あ、洗せん濯たく物ものはそこに置いといてやったぞ」

　ベッドの足元に、ブレザー、スカート、ワイシャツ、下着、靴くつ下した、今日は体育があったので体操着も、置かれているというより放り捨てられていた。明日から土日だし、どっちかで洗濯すればいいか──なんて主夫みたいなことを考えながら、制服をハンガーにかけ、他を拾い集めているとき、ふと気づく。

「おい、下着の上が見当たらないんだけど？」

「脱ぬいだ記き憶おくはある。そこにないなら、風呂場にでも落としたかな」

「かなって……アホか。気づかれたらどうすんだ」

　不知火はどうでもよさそうに「さあな」と言って終わった。

　遥彦は文句を呑のみこんで部屋を出る。洗面所に直行。すぐさまカゴの中に挑ちよう発はつ的てきな黒いブラジャーを発見。回収して一安心。ブラを片手に廊ろう下かに出る。

　階段に足をかけたとき、不意に玄げん関かんの戸が開いた。

「ただいまー」妹が帰宅。

　遥はる彦ひこはとっさにブラを隠かくそうとした。が、焦あせって手につかない。宙を舞まうそれをつかもうと阿あ波わ踊おどりのようにもがく。なんとか指に引っかけ、背中に隠した。

「お、おお、おかえり」

「……何やってんの？」

　妹は怪け訝げんな目つき。下着には気づかなかったようだ。セーフ。

「べ、別になんでもない。ちょっとブラ──ぶらぶらっとしてただけだ」

「……あっそ。なら、さっさと消えてくんない？　友達がいるの」

　見れば、妹の後ろに誰だれかいらっしゃる。同じセーラー服だが、発育のいい妹と違い、そちらは歳相応の小こ柄がらな子だった。消えて、ということは、兄をきちんと紹介するつもりはないらしい。それどころか見せるのも嫌いやなようで、背中にかくまっている。

　完全に煙けむたがられていたので、「邪魔したな」と告げ、ブラを隠しながら退散。部屋に帰き還かんを果たした。誤ご魔ま化かせたのはいいけど、また兄としての何かしらが損なわれた気がする。

　不知火しらぬいはのんきにテレビゲームで遊んでいた。

「そこの退たい魔ま師しの黒くろ巫み女こさん、遊んでばかりいていいんですか？　少しは蟲むしのことを気にかけたらどうだ？　手がかりがないならないで探してみるとかさ」

「時には休息も必要だ。もしものときのために体力を温存しておかないとな」

「休んでばかりだと思うんだが」

「きみだって三み日か月づきくんとイチャイチャしてきたのだろう」

「あれはイチャイチャとは言わない。接待みたいなもんだ」

「キリサキもセックスも似たようなものさ」

「俺おれが言ったのは接待だ」

「別に聞き間違いじゃないし、言い間違いでもないよ。アヤカシがもたらす異常性質は、人間の三大欲求──食欲、睡すい眠みん欲よく、性欲に匹ひつ敵てきする、本能に準じた性さがとなる。三日月くんはキリサキシンドロームを満たすことで精神的な快楽と満足を得る。セックスとの違いは、その主体が肉体からだではなく精神こころであるということ。つまり……」

「つまり？」

「きみは三日月くんとセックス三ざん昧まいの毎日を送っているに等しいのだよ」

「なっ──」

　童どう貞てい遥彦は驚きのあまり言葉を失い、よろめいてドアに背をぶつけた。

　しかし、不知火の不敵な笑みに気づいてすぐに脱だつ力りよく。こいつ……謀はかったな。

「またおまえはそうやって人をからかう」

「ふふん、からかい半分なのは認めなくもないではないけどね、異常性に関しては、あくまで事実を語ったにすぎないよ。実際、当たらずとも遠からずだと思うぞ」

「え……そうなのか？」

　遥はる彦ひこは今日のキリサキを振り返った。甘美な吐と息いき。とろんと酔よいしれた瑠る璃り目め。狂気と官能の入り混じった悦えつ楽らく微び笑しよう。今日まで幾いく度どとなく目にしておきながら、あの妖エ艶ロ美スを性交そつちに結びつけたことはなかった。実際のところ、見み惚とれてしまって思考どころじゃなくなるのだ。キリサキがセックスに通じるというのなら、三み日か月づきはそのときも、あんな風に淫みだらに乱れるのだろうか……いかん、想像したら、なんかムズムズきた。

「まあ、当の三日月くんにそんな意識はさらさらないだろうけどね。まだまだ純じゆん真しん無む垢くな乙女おとめのようだし……ふふん、めんこいめんこい」

　三日月が純真無垢な乙女……その形容には賛同しかねるが、自覚がないというのは当たっていると思う。三日月にとってキリサキは、鎌かま鼬いたちとしての遊ゆう戯ぎにすぎない。オモチャを手にした子供みたいに、キャッキャと遊んでいるだけだろう。




　十一時を回って家族が眠ねむりについた頃ころ、遥彦はパーカーをはおった。

　不知火しらぬいはまだゲームをしている。一応パジャマは着ていた。

「ふふん、また夜の散歩かい？」

「昆虫採集だ。一いつ緒しよに来るか？」

「いや、けっこう。肉体労働は舎弟の仕事と決まっている。せいぜい足で稼かせいで来い。どうせそれぐらいしか役に立たんのだからな」

「へいへい。じゃあ、行ってくる。寝ねる前にちゃんとゴミかたづけろよ」

　不知火はテレビを向いたまま「んー」と生返事。どうせ俺おれがやることになるだろう、と未来が目に見えた遥彦は、ため息を残して部屋をあとにした。

　家を出て、オールドタウンをぶらぶら。橋を越こえてアーケードへ。

　まだ電車が走っている時間。シャッター通りと化した商店街には、ぽつぽつと帰宅する人が流れている。

　中央の広場まで来たところで、ふと見覚えのある姿が目についた。

　花か壇だんに腰かけ、うつむいている人物。乱れたウェーブヘア。ボーダー柄がらの服。

　ぐるりと花壇を回りこんで横顔を見ると、思ったとおり、佐さ久く良ら涼すず美みだった。

　連休に見たときと同じポジション。あのときはたまたま気づいて話しかけたけど、もともとそんなに親しくもないし、ここはスルーしておこうか……と横目に通りすぎかけたが、時間が時間だけにちょっと心配というか気にかかった。なので方向転てん換かん。

「こんばんは」

　声をかけると、佐久良はじろりと見上げた。

「……ああ」例によって反応が鈍にぶい。「えっと……はやしくん？」

「伊い佐さ見みです」もはやイントネーションまで違うし。「こんな時間に何してるの？」

「ちょっとね」このあいだと同じ回答だった。

　会話は途と切ぎれ、沈ちん黙もくが漂ただよう。佐さ久く良らは足元を見つめて膝ひざの上で指をかくかく、キーボードでも叩たたくように動かしていた。例によって対話の姿勢が見られないが、さすがに今回は黙だまって放置しておくわけにもいかない。ここは根気よく話しかけてみる。

「あのさ、余計なお世話かもしれないけど、もう遅おそいし、帰ったほうがいいよ」

「私の勝手でしょ」

「そうだけど、警察に見つかったら、いろいろ面めん倒どうじゃん。補導されるかも」

「へーき。二十歳って言うから」

「言うからって……じゃあ、身元証明しろって言われたら、どうするの？」

「誤ご魔ま化かす」

「誤魔化しきれなかったら？」

「倒す」

「なるほど、その手があったか……って、ダメダメ。補導どころか逮たい捕ほされるって、それ」

「じゃあ、逃げる」

「うん、それが妥だ当とうだな。下へ手たに嘘うそつくより、最初から逃げるのがイチバン……って、違うから。そういうことじゃなくて、帰らなくていいの？」

「逃げる。今がそのとき」

「──へ？」

　突とつ如じよ、佐久良は立ち上がり、走りだした。横道に入り、あっという間に暗くら闇やみに溶とける。意外な俊しゆん敏びんさに虚きよをつかれ、遥はる彦ひこは動けない。自分が口うるさく言ったから逃げたのだろうか、と思ったが、大通りの向こうに自転車で巡じゆん回かい中ちゆうの警官の姿を見つけ、納得した。

「なるほど、まさに今がそのときか……って、俺おれもそのときだっ」

　慌あわてて自分も駆けだす。佐久良のあとを追うように横道に入り、廃はい墟きよ街がいへ。

　縞しま模も様ようの背中はどこにも見当たらなかった。気になって小一時間ほど探してみたけど見つからず、あきらめることにした。

「ちゃんと家に帰ってりゃいいけど……ていうか、何してたんだろ」

　特に何をしている風でもなかっただけに、逆に気になるところだった。




　気持ちを切り替え、そのまま廃墟街の夜回りに戻る。裏通りは外灯が少なく、その上ところどころ照明が切れていて闇が濃こい。

　不ふ審しんな人物を見かけたのは、徘はい徊かいしだして間もなくのこと。

　前方、外灯の下をふらっとよぎった人ひと影かげ。明かりに照らされたのは、無ぶ精しよう髭ひげを生やしたボサボサ頭の男。それは千ち尋ひろに絡からんだあの酔よっ払ぱらいに間違いなかった。

「……いない……いる……ない……だよな……」

　何やらぶつくさと呟つぶやいている。遠くてよく聞き取れない。

「……そうだ……みれば……そうさ……なら、あそこに……」

　ふらつきながら歩いていく。また、というか、まだ、酔よっているのだろうか。

　ここで会ったのも不ふ吉きつな幸運というものだ──不知火しらぬいならそんな台詞せりふを吐はくに違いない。ひとつ尾び行こうしてみるとしよう。

　男は黙もく々もくと足を運ぶ。ゴーストエリアを離れ、住宅地を抜ぬけて土手に出た。川沿いを上流へ向かう。虫も寝ね静しずまった夜、水のせせらぎを耳にしながら、ひたすら歩き続ける。

　いつの間にやら、隣となり町まちとの境にまで来ていた。

　男が立ち止まり、ここにきて落ち着きなく周囲を見渡しだす。身を隠かくせる場所がなかったので、遥はる彦ひこはとっさに鬼おにの角つのを生やし、死角に入った。

　男は土手を下り、草むらが生おい茂しげる河か川せん敷じきを進む。このあたりは草の背が高く、男の長身を隠すほどだ。遥彦も土手を下って草むらに屈かがんだ。一応、角は出しておく。

「こんなとこで、何を……？」

　男がしゃがんで見えなくなった。草の揺ゆれでだいたいの位置はわかる。でも、何をしているのかまではわからない。まさか下の用じゃないだろうな。もしそうなら、虫みたいに草くさ陰かげに潜ひそんで見張っている自分が哀かなしすぎる。角まで出して何やってんだって話だ。

　十分以上たって草の動きが止まった。かと思うと、急に笑い声が飛んだ。

「はは……は、ははは……ははははは……」

　ネジが飛んだような調子っぱずれな笑い方だった。

　ほどなくして奇き怪かいな笑い声はやみ、草が揺れだす。

　そしてまた十分以上が経過し、男はむくりと立ち上がった。

　周りに人がいないのを確認して、そそくさと土手を越こえる。そのまま向こう側に下る。遥はる彦ひこが遅おくれて土手に上がったときには、もうどこにも姿が見当たらなかった。住宅街にまぎれたようだ。まだ近くにいるだろうから、捜さがせば見つかるかもしれないけど、それより……。

「何やってたんだ？」

　そっちのほうが気になり、河川敷に戻った。緋ひ色いろの角が放つ淡あわい光をライト代わりに、男がいたあたりを探る。どこもかしこも草ばかり。特に目を引くものはないが……。

「──ん？」

　不意に足が沈しずむ感かん触しよくがあった。まさか……踏ふんじまったのか、でっかいやつを。

　角の光を足元に向け、恐おそる恐おそる確認する。

　しかし、そこには何もなかった。違和感の原因は、土だ。足元の土がやわらかい。ためしに草を引っ張ってみたら、スポッと呆あつ気けなく抜けた。いっぺん抜かれたものが植え直されていたらしい。おそらくはカモフラージュのために。

「何か埋うめてたのか？」

　ここまで来て確かめずには帰れない。さっそく角を消して素手で掘ほってみた。

　意外と深く、範囲も広い。わざわざでかい穴を掘ってまで何を隠かくしていたのだろう。

　そのうち、指先に触ふれるものがあった。左手に角を出し、右手で掘り進める。

　すると、何かの一部分が見えてきた。

　いや、何かの、というより、これは……誰だれかの、だ。

「あぁ」

　吐はく息がのどに引っかかり、音になって漏もれる。緋ひ色いろに照らされて浮かぶのは、耳。人間の耳だ。いや、まだマネキンとかマスクとか作り物ってオチがあるかもしれない。

　その可能性を願い、遥はる彦ひこは土をどけていった。

　だが、待っていたのは嫌いやな現実だった。それどころか、さらなる驚きよう愕がくの新事実が待ち受けていた。遥彦は凍こおりつき、息をするのも忘れた。

「…………」そんな、まさか。

　答えは明白だ。それでも一いち縷るの望みにすがって手を動かす。

　しかし、すぐに土を除く必要もなくなり、希望は絶たれた。

　天を仰あおぐ。目を瞑つぶって一呼吸を置き、改めて視線を落とす。

　見間違い──ではない。

「……千ち尋ひろくん」

　埋まっていたのは、多た智ち花ばな千尋。

　無論、死体だった。

「…………、…………、…………」

　遥彦は呆ほうけたように変わり果てた千尋の姿を見つめた。静かな表情はただ眠ねむっているだけのようだ。けれど、目の前にあるのは寝ね顔がおではなく死に顔。どんなに目を凝こらそうとも、どんなに状じよう況きようを否定しようとも、死んでいるという事実は変わらない。

　どれぐらいのあいだそうしていただろう。やがて遥彦は現実に負けて、ケータイを手に取り操作した。感情は麻ま痺ひしてしまったのか、逆に冷静だった。

　耳に当てる。呼び出し音が繰くり返かえされる。辛しん抱ぼう強く待つ。

『……何用だ』

　気だるさに満ちた声で、黒くろ巫み女こが出た。

『わたしの眠りを妨さまたげるとは、いい度胸してるじゃないか』

「……死体」声がつまり、咳せき払ばらいを挟はさむ。「千尋くんの死体を見つけた」

『お蝶ちようちゃんの死体を見つけた……イマイチだな、そのボケは。出直してこい』

「すぐに来てくれ。場所は──」

　遥彦は一方的に告げた。不知火しらぬいは返事もせずに切った。

　雲が流れ、月が隠かくれる。

　もう一度、月が顔を出した頃ころ、不知火しらぬいがパジャマ姿で現れた。髪は下ろしたまま、カーディガンをはおっている。鬼おにの眼めで死体を一いち瞥べつすると、大あくびをして目め尻じりに涙を浮かべた。

「ふふん。確かに、どこからどう見ても死んでるな。昆虫採集に出かけてお蝶ちようちゃんの死し骸がいを見つけるとは皮肉がきいている。きみはよくよく不ふ吉きつな幸運に恵まれてるね」

「見回りしてたら、今日千ち尋ひろくんに絡からんだ男を見かけて──」

　聞かれてはいなかったが、遥はる彦ひこは発見に至るまでの経けい緯いを話した。

　不知火は首の絞しめ痕あとに気づき、シャメを撮とる。

「扼やく殺さつ。あの男が殺して埋うめたわけか……つまり、殺人事件だな、ただの」

「どう、する？」

「決まっている。警察に連絡だ。一応、情報屋を通しておこう」

　不知火は電話をかけた。相手はすぐに出て、三分足らずで用件を伝え終わる。そして先ほど撮った写真をメールに添てん付ぷして送信すると、あっさりと現場に背を向けた。

「おい、どこ行くんだ？」

「どこって、みすぼらしい六畳間さ。帰って寝ねるんだよ。死体はそのまま放っとけ」

「え……それだけ？　何もしないのか？」

「言ったろ。これはただの殺人──表の事件だ。退たい魔ま師しの出る幕じゃない。ほれ、きみもさっさと立て。じきに警察がここに来る。残っていると厄やつ介かいなことになるぞ。出しゃばりたいなら事情聴ちよう取しゆでも任意同行でも好きにされればいいが、困るのはきみのほうだろ」

「そう、だけど……」

「男の特とく徴ちようは伝えたし、きみとわたしの痕こん跡せきを揉もみ消けすようにも言っておいた。これ以上どうしろと？」

　不知火は薄情に言って、あくび交じりに土手を上っていく。その言葉通り、警察に見つかって困るのはこっちだ。日常が狂うのは避さけたい。薄情なのは俺おれも同じか。

「……ごめんよ、千尋くん」

　遥彦は冷たい頬ほおに触ふれて謝り、遺体をそのままにして家路についた。




　部屋に戻ると不知火はベッドに直行。すぐに寝ね息いきを立て始めた。遥彦はクローゼットに上半身を突っ込んで寝ねそべった。もちろん眠ねむ気けを喪そう失しつしているから眠ろうにも眠れない。ずらりと並ぶ不知火の私服を見上げながら、ぐるぐると考えを巡めぐらせる。なぜ千尋は殺されたのか。あの男は何者で、どういう関係だったのか。考えたところでわかるはずもないのだが。

　感情の針は振れないままだ。怒いかり、憎にくしみ、哀かなしみ、どれもないわけじゃない。ただ、表層に込み上げる前に失速してしまう。自分でもどうしてなのかわからない。タイヤの空気漏もれみたいに心に穴が開いていて、感情がこぼれ落ちていくかのようだった。

　そのうち時間の感覚がなくなり、思考も停止して呼吸するのみになっていた。いや、もしかしたら呼吸さえ止まっていたかもしれない。

　ふと、隣となりの部屋からドアの開閉音がした。いつの間にか外が明るくなっている。時計を見たらもう朝の七時だった。今日は土曜休日だ。

　非の打ち所のない寝ね顔がおを見せる不知火しらぬいを起こさぬよう部屋を出て、いつものように朝を始める。テレビをつけると、河か川せん敷じきの死体はさっそくニュースになっていた。報道によれば、遺体はまだ身元不明扱い。十代の少女とのみ伝えられている。

「……女の子だったんだ」

　それは遥はる彦ひこにとってまったくの寝ね耳みみに水。今さらの事実だった。第一印象のまま、てっきり男の子だと思っていた。そう言えば、ちゃんと確認してなかったな……ホント今さらだ。

　警察は殺人と死体遺い棄きの線で捜そう査さしているようだ。情報屋を通じて知らされたはずの男の特とく徴ちようについては、いざ報道を介かいしてみると、年齢や背格好、服装に髪型など、ぼんやりしたものにすぎない。本当なら、俺おれが警察に行って似に顔がお絵え協力とかするべきなんだろうな……。

　朝食を終えて部屋に戻もどると、不知火が黒くろ巫み女こ姿で窓まど枠わくに足をかけていた。

「出かけるのか？」

「ちょいと野や暮ぼ用ようでな。昼ひる頃ごろには戻るかもしれなくもない」

　不知火節を吹いて飛び降りる。

　遥彦は網あみ戸どを引いた。それから千ち尋ひろのことを三み日か月づきに知らせようと思ってケータイを手に取った。でも、直じかに話したほうがいいと思い直し、メールで会えるかどうか聞いてみた。

　すぐに返信あり。暇ひまらしかったので、会う約束を取りつけた。十時に児童公園で。

　それまでまだ時間があったので、不知火の服を洗せん濯たくし、部屋の掃そう除じをすませる。終わった頃ころにはちょうどいい時間帯になっていた。私服に着替えて家を出る。

　遥彦が児童公園に着いてから、五分としないうちに三日月もやってきた。

　ベンチに座り、さっそく千尋が殺害されたことを伝える。

「そのニュースなら見ました。あの被ひ害がい者しやが千尋くん……本当に？」

　すぐには信じられないようで、瑠る璃り目めはドッキリを疑うようにじっと見てきた。昨日の今日だから無理もない。しかし、遥彦が昨晩のことを詳くわしく話して聞かせ、そのあとに重苦しい沈ちん黙もくが続くと、さすがに冗じよう談だんでないことが伝わったようだった。

「それで？　今後のご予定は？」

「警察に任せるよ。表の事件だし、不知火も出る幕じゃないって言うし……それに、まだ蟲むしの問題が手付かずだろ。俺たちはそっちをどうにかしないと」

「……なんだか、らしくないですね。猫先せん輩ぱいが襲おそわれたときは、角をむきだしにして怒おこったくせに。今回はやけに物分りがいいじゃないですか」

「あのときとは状じよう況きようが違う。相手は人間だし、こんなことになるなんてわからなかった」

　キリサキ魔まのときは、危険を知りながら止められたはずの凶きよう行こうを止められなかった。でも今回は事前に何か気づいていたわけではない。何も気づけなかったと悔くいるより、気づくのは無理だったんだとあきらめが先に立ってしまう。

　きっと千ち尋ひろは男のことを忘ぼう却きやくしていたのだ。そして事件につながる背景が二人のあいだにはあったのだろう。でも俺おれの立場で知り得ることができた二人の接点は、ただひとつ──酔よっ払ぱらいに絡からまれたということだけ。それだけの事実から殺人を予見するなんて不可能だ。

　だから、自分にはどうしようもなかったんだ──そんな風に思ってしまう。なにより、もう殺されてしまった。死んでしまったら、それこそどうしようもない。何もかもが手遅れだ。

　遥はる彦ひこは覇は気きなく足元を見る。三み日か月づきはその横顔をじっと見る。

「ホント、どうしちゃったんです、センパイ。『犯人のやつ許さねぇ』とか『俺が絶対に捕つかまえてやる』とか、マンガの主人公みたいな青いこと言わないなんて、なんか変ですよ？」

「もともとそんなキャラじゃないって。それに……友達が殺されたら、変にもなるさ」

　いい響ひびきだね、友達──そう言って、大げさに喜んでいた千尋の姿が思い返された。けれど遥彦の感情は鈍にぶったまま、何の表情もつくろえない。

　三日月はなおもじっと見つめたのち、ふっと瑠る璃り目めを伏ふせた。

「そうですね……センパイは、こういうの初めてなわけだし、無理もないです」

　その口ぶりからして、三日月は経験があるのだろう。こういうこと──身近な相手が殺されたこと。その死を目にしたこと。何も気づかなかったこと。何もできなかったこと。

　二人は喪もに服すように、しばらく黙だまっていた。




　公園に子供たちが集まり、にぎやかになってきたので、その場を離れることにした。

　このあとの予定も何もないまま、とぼとぼと住宅街を抜ぬける。気晴らしにジャックポットにでも行こうか、と考えるけど、何をしたところで気晴らしになるとも思えない。

　と、常とこ瀬せ川がわに出て橋を渡っていたとき、急に三日月が目の前に立ちふさがった。

「決めました。犯人を捕まえますよ」

「……え？」

「別に敵かたき討うちってわけじゃありません。私の領域ナワバリで殺人犯が野放しになっているのが許せないだけです。もちろん警察と関わるわけにはいきませんから、秘密裏に動きますよ。犯人を取っ捕まえて突き出してやるんです」

「……害悪は断ち切る。鎌かま鼬いたちの性分か」

「そうです。異論は受けつけません。いいですね？」

「……そう、だな。俺たち、犯人の顔、見てるわけだしな」

　半ば強要されたことで、変に考え込むことなく素直に賛同できた。

　そうだ、警察に協力できないからと言って、何もできないというわけじゃない。表立って動けないなら裏で動けばいいだけの話。ジンガイである自分たちなら殺人犯が相手でも臆おくすることはない……なんでこんな簡単なことに気づかなかったんだろう。

　知らず知らず、囚とらわれていたのかもしれない。黄よ泉み人びとという身上に。

　眠ねむれない夜を過ごすたび、無む味み無む臭しゆうの食事を重ねるたび、それでも何事もないように装って日常を送っていくたび、遥彦は時に意識的に、そして無意識に、ヒトとして失った部分を誤ご魔ま化かしてきた。周りに対し、自分に対し、小さな偽いつわりを重ねてきた。そうやって生きていくほかないのだし、とっくに腹を決めたつもりだったけど、気持ちとは裏腹に、自分にも気づけない心の死角──深層心理の部分では、完全には吹っ切れていなかったのだろう。

　村むら雨さめの事件を通じて、表から裏に踏み込む覚かく悟ごは決まった。でも、その逆となった今回はまた事情が異なる。裏から表に踏み込む上で、ジンガイという身の上を後ろめたく思う自分がいたのだ。だから不知火しらぬいが身を引いたのを受けて自分も簡単にあきらめた。

　何のことはない。自分で自分を差別し、縛しばりつけていただけのこと。

「この街は俺おれが守る──そう言ったのは、どこのどなたでしたっけ？」

　三み日か月づきの言葉に、遥彦は苦笑してうなずいた。

　今一度確かめる。自分が貫つらぬくと決めた道を。表も裏も関係ない。ニンゲンもジンガイも関係ない。大事なのは、伊い佐さ見み遥彦として多た智ち花ばな千ち尋ひろのために何ができるかということだ。

　そしてそれは犯人を捕つかまえることを置いて他にない。

「わりぃ……なんか、フヌケてたみたいだ」

「いいですよ、別に。センパイのフヌケは今に始まったことじゃないですし」

「フォローになってないぞ、それ」

「なんで私がフォローしなくちゃならないんです？　自惚うぬぼれないでください」

　瑠る璃り目めがギラーンと見下す。つまりは普ふ通つうに毒を吐はいたってことか。相変わらずエッジのきいた切り返し。でも、三日月のおかげで自分を客観視できたし、吹っ切れもした。

　橋を越こえながら、さっそく捜そう査さ計画を立てる。計画と言っても、男を見かけた、あるいは見失ったあたりを、くまなく捜さがし歩あるくことぐらいしか方法はないけれど。

「それにしても、相手がジンガイならともかく、ただの人間に殺されるなんて……千尋くんなら、仮に襲おそわれても異能力であしらえそうなものですけど」

「三日月が翅はねを斬きり裂さいたから、うまく力が使えなくて逃げ切れなかったのかもな」

「……センパイ、さらりと猛もう毒どくを吐きますね。さっきの仕返しですか？」

「え……あ、いや、別に三日月のせいとか、そういうつもりで言ったんじゃなくて」

「当たり前です。そういうつもりで言ったなら、千切りにしてます」

「……まあその、マジメな話、千尋くんも死角から襲われたら、抵てい抗こうする暇ひまもないだろうからな。異能力を抜きに考えれば、普通のか弱い男の──いや、女の子だし」

「そう、女の子でしたね。センパイの目がいかに節穴かってことです」

　橋を渡り終えたところ、ポケットの中でマナーモードにしてあった携帯電話が震ふるえた。不知火しらぬいか御み木き本もとあたりか、と思って手に取った遥はる彦ひこは、その着信番号──登録名を見て、「え？」と思わず立ち止まり、凝ぎよう視しする。

「どうしました？」

　三み日か月づきが隣となりに並んで画面を覗のぞくと、同じように「え？」と目を丸くした。

　表示されていた名前は、多た智ち花ばな千ち尋ひろだった。

　なんだ、これ……死者から電話？　いや待て、現実的に考えろ。そう、千尋のケータイは自宅にあって、心配した家族が電話帳を頼たよりに連絡しているのかもしれない。あるいは、落としたケータイを拾った誰だれかが悪戯いたずらでかけてるとか、可能性はいろいろ考えられる。

　もっともらしい解かい釈しやくを並べ、自分を落ち着かせながら、遥彦は恐おそる恐おそる電話に出た。三日月がくっついて耳を寄せる。

「も、もしもし、伊佐見ですけど」

『助けて遥彦くんッ！』

　叫び声が届いた。

　遥彦は息を呑のむ。そんなバカな。ありえない。

「ち、千尋、くん？」

『昨日の変な男に追われてるんだッ！』間違いなく本人の声だ。『いきなり襲おそってきて──このあいだ、遥彦くんたちに捕まったあたりにいるんだけど──』

　音声が飛ぶ。息を切らし、苦しそう。切迫感と疾しつ走そう感かんが伝う。

「千尋くん、なの？」

『お願い早く来てッ！　ボク、道に迷っちゃって、あ──』

　泣きそうな声が途と切ぎれ、ガシャンと衝しよう撃げき音おんがし、通話は途と絶だえた。

　遥彦は放心。三日月がケータイを横取りして千尋に折り返すが、つながらない。

「行きましょう、センパイ」

「え、行くって、今の、千尋くん、え……幽ゆう霊れい？」

「はいはい、パニクってないで、さっさと動くっ」

　背中を押されて駆かけ足あしになるが、頭の整理が追いつかない。いったい何がどうなって？

「おい、三日月……俺おれには、何がなんだか……まさか、心しん霊れい現象？　昨日のＳＯＳが、無念の思いに乗って届いたとか？」

「ドバカ」一いつ蹴しゆうされた。「私もよくわかりませんけど、電話してきたってことは生きてるってことでしょ。それに言ってました──昨日の変な男に追われてるって。仮に百万歩ゆずってセンパイが言うような心霊現象だったとして、その台詞せりふはおかしいです。殺されたのは昨日なのに昨日の時点で昨日と言ったら一昨日おとといになってしまいます」

「昨日で昨日の昨日が一昨日？」余計に混乱した。「け、けどさ、俺は確かに、千尋くんの死体を見たし、触さわったんだ……それに、不知火しらぬいだって確認済みだ。話が通らないだろ」

「それは、えっと……千ち尋ひろくんは、実は双ふた子ごだったとか」

「そんな大味なミステリー小説みたいなこと……いや、こうなってくると、いちばん現実味があるかもな、それ」

「ていうか、最初から本人に電話して生死を確かめておけばよかったのでは？」

「無茶言うな。死んだ相手に電話するなんて発想、さすがにないって」

「まあとにかく、行けばわかりますよ」

　死体で見つかった千尋と助けを求めてきた千尋。矛む盾じゆんするふたつの事実。

　その謎なぞを解とくためにも、今は全力で先を急いだ。




　不知火にも状じよう況きようを伝えておこうと思って電話をかけたが、留守電になっていた。用件を吹き込んでおく。

　アーケードに入り、裏通りへ。

　連休のとき千尋を追いつめた場所へ向かう道中、路上に転がる携けい帯たい電話を発見した。千尋のものだ。蹴けられたか踏ふまれたかして壊こわれていた。

　さらに先へ進むと、ブタの着ぐるみの頭だけが落ちていた。

「千尋くーん！」

　声を大にして呼んでみたが、応答はない。もうこの辺にはいないのか。

「二ふた手てに分かれましょう」

　左右に散り、千尋を捜さがして回る。

　入り組んだ路地を駆かけ巡めぐり、廃はい墟きよを覗のぞいて名前を呼んでもみるが、一向に見つからない。

　そうして何度目か廃墟が空振りに終わり、外に出て曲がり角に差しかかったときのこと。

　いきなり、目の前にピンク色が飛びだしてきて、避よける間もなくぶつかった。相手はミニマム級で軽く、はじかれるようにぶっ飛ぶ。ちょっとよろめいただけの遥はる彦ひこは、尻しり餅もちをついて痛がる相手の姿を目にして、ミラクルを感じずにはいられなかった。

「あぅぅ……」

　愛あい嬌きようのある中性的な面おも立だち。ショートヘアの映える少年──否、少女。それは見まがうことなく多た智ち花ばな千尋だった。首から下は着ぐるみだ。

　千尋は素早く起き上がり、すがるように腰に抱だきついてきた。潤うるんだ瞳ひとみで訴うつたえる。

「助けてッ、変な男に追われてるのッ！」

「ああ」もちろんだとも。「千尋くん……生きて、たんだ」

　遥彦は安あん堵どと当とう惑わくが交こう錯さくした。無事でよかった。でも、どういうことだろう。

　と、急に、千尋の様子に異変が。真っ青になってずるずると後あと退ずさりしていく。

「あ、ああ、あ……」遥彦を見る目が、なぜか怯おびえていた。

「千ち尋ひろくん？　どうしたの？」

「や、やだ……来ないで……」

「大だい丈じよう夫ぶだよ。もう心配ない」

「うわああああああああッ！」

　近づいたら悲鳴を上げられた。さらに突つき飛とばされた。千尋はそのまま逃走。

　遥はる彦ひこはちょっとふらついただけだったが、呆あつ気けに取られて動けなかった。いったいどうしたというのか。あの恐きよう怖ふに引きつった顔。まるで暴漢にでも襲おそわれたような……。

「まさか……また？」

　忘ぼう却きやく──あの反応からして、十中八九間違いないだろう。きっと例の男から逃げるために異能力を使ったのだ。でも翅はねを怪け我がしているから〝偽いつ張はり〟は短時間しか持たないし、飛べもしないから振り切ることができず、変身を重ね重ね逃げているうちに忘却してしまった──想像するにそんなところか。こっちは赤の他人に逆戻りってわけだ。

　だけど、忘れたなら忘れたで、なぜ怖こわがる？　なぜ逃げる？

「まあいい。とにかく今は……」

　千尋を保護するのが最優先だ。事情はわからないけど、生きていてくれたのだ。手遅れじゃない。だったら、なんとしても守まもり抜ぬく。たとえ向こうが忘れようとも、こっちは覚えているのだから。多た智ち花ばな千尋という友人を。

「そうだ、三み日か月づきにも……」

　知らせようとしてケータイに手を伸ばしたとき、またも角から人が飛びだしてきて、ぶつかった。今度の相手は大おお柄がらで、互いに転んで尻しりを打った。

「う、うぅぅ」

　ふらふらと立ち上がったのは、無ぶ精しよう髭ひげを生やしたボサボサ頭の長身男。それは見まがうことなく、あのときの酔よっ払ぱらいだった。

　遥彦は慌あわてて起き上がる。しかし、身構えるよりも先に、無骨な手に両肩をがっしりつかまれた。男は病んでいるような青白い顔を近づけ、口角に泡あわを飛ばしながら迫せまる。

「助けてくれぇぇぇぇぇッ！」

　なぜか、救いを求められた。

　あまりにも予想外がすぎて、遥彦は反応を失った。

「た、頼たのむ……あ、あ、あ、あいつが、俺を、俺おれを……」

　男は見るからに常じよう軌きを逸いつしていた。血走った目の周りはくぼみ、深いくまが刻まれ、頬ほおはげっそりこけている。昨日の今日でひどいやつれようだ。

「俺、俺、俺のせいじゃない。あいつが悪いんだ、俺を、捨てようとするから。だからあいつを、あいつを消して、消さないと、む、虫が、あいつ、あいつのせいで虫、虫が──」

　支し離り滅めつ裂れつ。ただ、嫌いやでも引っかかる言葉がひとつ。虫……それはもしや厄やく蟲むしのことか。それとも斑まだら揚あげ羽はのことか。でも、不知火しらぬいの鬼おにの眼めの見立てでは、この男はただの酔よっ払ぱらい。アヤカシの類たぐいは見えないはずだ。それとも不知火ですら見み抜ぬけない裏があって、過去形と現在進行形の千ち尋ひろに対する殺人行為と、そして例の蟲むし騒そう動どうとには、何かつながりがあるのだろうか。

「う、うぁぁ」男は耳をふさいだ。「き、聞こえる。また、また虫、虫が来るぅぅぅッ！」

　恐きよう慌こうをきたし、挙きよ動どう不ふ審しんにあたりを見回す。遥はる彦ひこも耳を澄すませてみたが、これといって何も聞こえない。遠くで車のクラクションが鳴ったぐらいだ。

「わあああッ！」今度は悲鳴を上げた。「来るなッ、来るなッ、来るなァァァッ！」

　すぐ傍そばの廃はい墟きよに逃げ込む。中に落ちていた鉄パイプを拾い、頭上に向けてデタラメに振り回しはじめた。襲おそい来る虫を払うような仕草。だが、そこには何もいやしない。

「きいいいいいいいいいいいいいいいいいッ！」

　怪け鳥ちようのように吠ほえて暴れる姿に、遥彦はドン引きし、困り果てた。こいつは正しよう気きの沙さ汰たじゃない。まさか、こんな狂人だったとは。警察に突き出す前に、あの死体のこととか千尋を襲う理由とか、聞きたいことは山ほどあるのだが、これではまともに話もできない。

「……どうするよ」自問自答。「一発かますか？」

　そうすれば正気に戻るかもしれない。どのみち、おとなしくさせる必要がある。人を殴なぐった経験がないので気き後おくれしてしまうが、このままだと埒らちが明かないし。

　よし、やるぞ──遥彦は拳こぶしを作った。背後からゆっくり距離をつめていく。

　そして射程圏に入り、振りかぶった、その瞬しゆん間かん。

　男が突とつ然ぜん、向きを変えた。相変わらず狙ねらいは何もない頭上だったが、振り回した鉄パイプが偶ぐう然ぜんにも遥彦の頭を直ちよく撃げき。痛くはないが、衝しよう撃げきで星が飛ぶ。

「きいいいいいいいいいいいいいいいいいッ！」

　手て応ごたえを感じた男は咆ほう哮こうを上げて追つい撃げきに出た。両目の焦しよう点てんは合っていない。目め隠かくしでスイカ割りでもするように、感触だけを頼りに狙っているようだ。

　ぶんッ、ぶんッ。二回空振りしたあとの三撃目が、まだ視界がチカチカして棒立ちだった遥彦の側頭部にクリーンヒット。さらに連続で決まり、遥彦は平へい衡こう感覚を失って倒れた。男は倒れた遥彦につまずいて転ぶも、そのまま上に乗って闇やみ雲くもに振り下ろす。

「ちょ、待て、おい」

　止めても無駄。男は聞いていない。何度も何度も鉄パイプを振るう。

　遥彦の頭は割れ、砕くだけ、血が飛び散った。視界が外から、内から、赤く濁にごって霞かすむ。耳の奥おくでは頭ず蓋がいの破は砕さい音おんが反はん響きようし、絶え間ない衝撃が身体の自由を奪うばっていく。防ぼう御ぎよしようにも腕が上がらず、どうしようもなかった。

　ダメだ。死んだふりしていったんやりすごそう。

　床ゆかに赤い溜たまりが広がっていく。血液ではないものまで飛び散る。骨を砕く音に、生肉を潰つぶすような音が混じる。

「はぁッ、はぁッ、はぁッ……は、はは……ははは、はは」

　やがて男は手を止めると、ネジの外れた笑い声を上げだした。

「消えた……はは、消えたぞ……ははははは」

　鉄パイプを放り捨てて立ち、虚うつろな目で遥はる彦ひこを見下ろす。

　すると驚おどろいた顔をしてたじろぎ、かぶりを振って呻うめいた。

「違う……あいつじゃ、ない。ダメだ、ダメだ、ダメだダメだダメだダメだダメだ、あいつをもう一度、殺さないと、また聞こえる。また来る。虫が、虫虫虫が、消えない」

　もう一度、もう一度、もう一度──うわ言のように繰くり返かえし、外に出て行く。

　頭を潰つぶされた遥彦は、血で視界をふさがれ、全身が言うことをきかなかった。どうやら不死身と言えど、頭部の損傷が激しいと運動に支障をきたすらしい。擬ぎ似じ活動にすぎなくても、身体機能を司つかさどっているのはあくまで脳みそということか。

　再生は迅じん速そく。徐じよ々じよに感覚が戻っていく中、裏手のほうから靴くつ音おとが聞こえた。

　傍そばで立ち止まる。真っ赤な視界に影かげが差す。

「あら、こんなところに他殺体。これまた派手にやられてますね。撲ぼく殺さつ。凶きよう器きはこの鉄パイプと見て間違いないでしょう。ホシは犯行後、正面から堂々と出て行ったようです」

　面白半分の口調。確認するまでもない聞き慣れた声。

「刑けい事じごっこしてる場合じゃないぞ、三み日か月づき」

「それを言うなら、こんなところで野たれ死んでいる場合でこそ、ないのでは？」

「……おっしゃるとおり」

　身体からだが動くようになり、遥彦は袖そでで目元を拭ぬぐった。三日月がすぐ横でしゃがんでいる。白いふとももが眩まぶしい。頭を起こすとシャワーを浴びたあとのように血が滴したたり落おちた。以前リンチに遭あったときの経験を生かして持参していたハンカチで、濡ぬれた髪と顔を拭ふく。

「で？　何があったんです？」

「犯人を見つけたんだけど、暴れだして」

「返り討ちにされた、と……なんとまあ、情けない」

「面目ない」

　血に染まったハンカチをしぼりながら、千ち尋ひろが逃げていること、忘ぼう却きやくしていること、男が追いかけていることを伝えた。三日月は大きなため息をついて愚ぐ痴ちる。

「生きてたのはよかったですけど、また忘却って……忘れなさいとは言ったけど、丸ごと忘れてどうするのよ、まったく」

「なんだよ、忘れなさいって」

「センパイには関係ありません。それよりさっさと捕つかまえますよ。もう一度、二手に分かれましょう。見つけたらすぐ連絡すること。一人じゃ何もできないんだから、もう」

　まるで子供扱いだったが、死体状態で発見された手前、返す言葉もない。

　廃はい墟きよをあとにして、遥はる彦ひこは右へ、三み日か月づきは左へ、歩き出そうとしたそのときだった。

「いやああああああああああッ！」

　突とつ如じよ、悲鳴が空を切きり裂さいた。電線で羽休めをしていた鳥たちが驚おどろいて飛び立つ。

　二人は同時に首をもたげた。

「近いですね」

「ああ、こっちだ」

　遥彦は三日月を追おい越こして前を行く。突き当たりの角を曲がらず、正面の廃墟に突とつ入にゆう。建物内をショートカット。見回りで培つちかった土地勘かんを活かし、悲鳴のもとへ急いだ。




　ハードルを跳とぶように窓まど枠わくを越え、鉄筋コンクリートの廃墟に突入。このあたりのはずだと思いながら隣となりのフロアに移動したところ、いた──二人まとめて発見。

　男が千ち尋ひろに馬乗りになって首を絞しめている。千尋は苦しそうに手を除のけようともがくが、圧あつ倒とう的てきな体格差の前に、その細腕ではあまりにも無力。気が遠のき、力が抜ぬけていく。

「やめろぉぉぉぉぉッ！」

　遥彦は突とつ進しんした。勢いそのままにショルダータックル。突き飛ばされた男は床を転がり、壁かべに背中と後頭部を打ちつけた。その間に三日月が咳せき込こむ千尋を保護する。

　頭を押さえて起き上がった男は、遥彦の姿を見て驚きよう愕がくに仰のけ反ぞった。

「そんな……お、おまえ、なんで生きて……おまえも、そいつも、死んだはずなのに、殺したはずなのに。俺おれが、この手で、確かに……」

　例によって病んでいる感はあるが、殺したはずの人間が生きている、それも二人──という状じよう況きようを目の前にしては、その動どう揺ようぶりは正常の範囲と言えよう。

　と、男は急に吐はき気けをもよおしたように顔を歪ゆがめると、「おええええっ」と本当に嘔おう吐としだした。現実を許容しきれず、身体が拒きよ絶ぜつ反応を起こしたようだ。

　千尋は困こん惑わくの目で助けに入った二人を見比べる。

「大だい丈じよう夫ぶよ」三日月が頭をさすった。「私たちは味方。あなたが忘れただけ」

「忘れた……ボクのこと、知ってるの？」

「ええ、嫌いやというほどね。でも詳くわしい話はあと」

　男は唾だ液えきと胃液を垂らしながら、ふらふらと動きだした。自分の吐としゃ物を踏ふみ、おぼつかない足取りで前に出る。しかし、すぐに立ち止まって耳をふさいだ。三日月がキチキチとカッターをかまえたが、遥彦は男の異変をいち早く見て取り、手のひらを向けて制する。

「あ、あぁぁ、聞こえる、音が……助けて、虫が、来る、虫が……タス、ケテ……」

　まただ。幻げん聴ちように襲おそわれだした。

　次いで、幻げん覚かく。何もない中空を見て「ひぃッ」と怯おびえ、頭上に手を振り回す。

「来るなッ、来るなッ、やめろぉッ、うわああああああああああッ！」

　一度その発狂ぶりを目まの当あたりにしている遥はる彦ひこには予想通りの光景だった。千ち尋ひろは三み日か月づきの背に隠かくれるようにしてびくびく。三日月は嫌けん悪お感かんをあらわ。

「なんですか、あれ」

「見てのとおり、虫に怯おびえてる。幻まぼろしだけどな」

「要はイッちゃってると……目め障ざわりだからカタしますよ」

　キチキチキチ。三日月は刃を鳴らして一歩出る。

　斬きり裂さくなよ、と遥彦が注意しようとしたそのとき、男にさらなる異変。わめきながら手を振り回すうちに壁かべにぶつかり、そのまま崩くずれ落おちて、足を伸ばした格好で座り込んだまま動かなくなった。だらしなく開いた口元からよだれを垂らし、かすかな呻うめき声ごえを漏もらす。

「あ……ああ……ぁ」

　かくん、と首が傾かたむいた。目は虚うつろ。何も見ていない。

　とうとう壊こわれたか、と思った次の瞬しゆん間かん。

　ブゥゥーン、ブゥゥーン、ブゥゥーン。

　突とつ然ぜん、どこからともなく、それは聞こえだした。

「センパイ……聞こえます？」

「ああ、はっきりとな」

　ブゥゥーン、ブゥゥーン、ブゥゥーン。

　蚊かが飛び回っているような耳みみ障ざわりな音だった。注意深くあたりを見渡すが、それらしい姿はどこにもない。でも、確かに聞こえる。

　千尋が怖こわがって耳をふさぎ、三日月にぴったりくっついた。三日月は左手で千尋を抱だき、右手でカッターナイフをかまえる。遥彦は両手に鬼おにの角つのを生やして警けい戒かいした。

　ブゥゥーン、ブゥゥーン、ブゥゥーン。

　不気味な羽音はボリュームを増していく。耳元どころか耳の内にまで虫が入ってくるような錯さつ覚かくを覚え、遥彦は反射的に角を振るった。空振り。三日月も我が慢まんできずに〝風かざ斬きり〟を放つが、壁に裂れつ傷しようを刻むだけ。音は断ち切れない。これでは、あの男と同じだ。いったい何がどうなっているのか。俺おれたちまで狂っちまったのか？

「ああもう鬱うつ陶とうしいっ！　センパイ、この子を」

　早くもキレた三日月が千尋を押し飛ばす。遥彦は角を消して抱だきとめた。

　三日月はバケモード。獣けもの耳みみと尻尾しつぽを立て、鼬形相と化して妖よう気きを昂たかぶらせる。いきなり最大ボルテージ。〝絶対領域〟をかます気か。確かにそれなら見えようが見えまいが関係ない。けれど、それでどうにかなるものなのか、この音は。

　ひゅんひゅんひゅん──空間にひとつふたつと断層が刻まれていく、そこへ。

「そんなことをしても無む駄だだよ」

　唐とう突とつに、皮肉な物言いが降ってきた。こう何度も同じパターンが続けば、容易に予想がつくというもの。ぴくぴくと獣けもの耳みみを震ふるわせた三み日か月づきは、妖よう気きを解いて窓辺を振り向く。

　またいつの間にか、そしてやはり、そこには黒くろ巫み女こが存在しているのだった。




　突とつ然ぜんの登場に驚おどろいたのは千ち尋ひろだけ。遥はる彦ひこと三日月はもう慣れっこだ。

「不知火しらぬいさん、いいところに来てくれました」

「無論だよ、三日月くん。わたしはいつだっていいところに来るのさ」

　不敵に笑ってひょいと降り立つ不知火。その手にはまたもや串くしだんご（あんこ）。

「この音、なんなんですか？」

「解説するのはやぶさかではないでもないが、その前にうるさいから消音ミユートにしておこう。こうやかましくては、わたしの言葉のありがたみが薄れてしまうからね」

　琥こ珀はく色いろの瞳ひとみが緋ひ色いろに染まる。鬼おにの眼で見み据すえたのは、壁かべ際ぎわで呆ほうけている男。

　不知火はだんごをまとめて頬張ると、串を放り捨て、黒巫女衣装のきわどい胸元から一枚の札を取りだした。それは今や同居に欠かせない必ひつ需じゆ品ひん──結けつ界かい符ふ。指先に挟はさんで放ると、男のひたいに吸いつくように貼はりつく。

　途と端たん、音がやんだ。遥彦たちは緊きん張ちようが解ける。不知火はだんごを飲みこんで言う。

「その男は蟲むしに憑つかれている。蚊かやハエに似た厄やく蟲むしが、大量に巣食っているのさ。それが許容限界に迫せまったことで、羽音が外に漏もれ、周りにまで幻げん聴ちようを起こしていたのだ。基本的に憑依するタイプではないんだが、陰いん湿しつな場所を好むゆえ、誤って人の心の闇やみ間まに入り込むケースがないこともない。それが殺人を犯した者の心なら、なおさらなくはないだろう」

　男は廃はい人じんのように放心している。遥彦はふと疑問に思う。

「でも、昨日はただの酔よっ払ぱらいだって言ったじゃないか」

「ああ、言ったよ。言ったともさ。事実、あのときはそうだったのだからね。そいつが蟲に憑かれたのは、あのあとのことだろう。きっかけはおそらく、例の死体だ」

「千尋くんの？」

「ボクの死体？」腕の中の千尋が不思議そうに見上げた。

　着ぐるみの身体からだを抱だいていた遥彦は、何か忘れているような気がして、つぶらな瞳ひとみと見合うこと一秒、二秒、三秒──ゆっくりとホールドアップ。そうでした、女の子でした。

　千尋は気にする様子もなく、小首をかしげて目をぱちくり。

「その男も言ってたよ。『なんで生きてるんだ』、『死んだはずだ、殺したはずだ』って。それでいきなり襲おそってきたんだ。どういうことなの？」

　それはこっちが聞きたいのだが。しかし、なるほど──今の話から、遥彦は、千尋が一度は助けを求めておきながら逃げだした理由に想像がついた。千尋とぶつかったとき、自分が言った『生きてたんだ』の一言。あれが千尋の中で男の言葉とリンクし、忘ぼう却きやくも相まって勘かん違ちがいされてしまったのだろう。目の前の誰だれかさんは男の仲間なのではないか、と。

「ふふん」不知火しらぬいは人を食った態度で笑う。「疑問はこの黒くろ巫み女こ様が解消してやるともさ。その必要が出てくるかと思い、ちょいと情報屋のところであれこれ調べてきたのだからね」

　情報屋……今け朝さ、出かけ前に言っていた野や暮ぼ用ようってのは、それか。

「あの死体の謎なぞが解けたのか？」

「あの死体に謎なんてないよ。あれはあくまでも表で起きた事件の産物にすぎない。そこに転がっている男が、とある少女を殺した。四月の終わりのことだ」

　遥はる彦ひこはのっけから疑問だった。四月？　昨日じゃなくて？

「少女は、隣となり町まちに暮らす高校一年生。家出癖ぐせがあり、親も放任していた。複数の男と関係を持ち、よく泊とまり歩いていたらしい。幼い見た目によらず、お盛んだったようだね」

　そう言いながら不知火は千ち尋ひろを見る。そして続ける。

「まあ、その辺のことはどうでもいい。殺しの背景にあったのは、いわゆる痴ち情じようのもつれというやつだろう。一人の男が少女に入れ込み、少女は男をたぶらかし、愛あい憎ぞうの果てに事件が起きた。そして男は死体を隠かくしたわけだ。しかし、人を殺してのうのうと生きられるほど図太くもなく、酒に溺おぼれて現実逃とう避ひの日々。そんなある日、信じられないものを目にした。殺したはずの少女の、生きた姿だ」

「昨日、千尋くんが絡からまれた、あのときか」

「男は逃げ帰ったものの、少女を捜さがさずにはいられなかった。だが、どこを捜しても見つからない。となれば、死体を確かめようと思い立つのは自然な流れ。遥彦が見かけたのはそのあたりからだろう。男は埋うめていたのではなく、掘ほり返かえしていたのだ。あの死体が昨日以前に埋められたものであることは、一目見たとき気づいたよ。状態からして死後数日は経過していたからね。シロート目にはわからなくても無理はないが」

「ちょっと待て」遥彦は軽く睨にらんだ。「わかってたなら、なんで教えてくれなかった？」

「あの時点では、お蝶ちようちゃんが二人存在する謎なぞについて、わたしも確たる答えを持ってはいなかった。あらかた予想はついていたが、推測だけで偉そうに物を語るほど恥知らずではないのだよ、わたしは。偉そうに語るからには、ちゃんと確信を持って望むさ。そのために今日わざわざ調べに出て、今こうして話してやっているのだ。文句はあるまい」

　あくまでも施ほどこす側に立つ不知火は、はだけた肩をすくめて不敵に笑う。そして遥彦が抗こう議ぎする間もなく続きを語りだした。

「死体を確認して安心した男だったが、今日になって再び少女の姿を目もく撃げきした。そのときにはもう蟲むしに憑つかれていたのだろう。そして幻げん聴ちようと幻げん覚かくに悩まされていた。精神状態が陰いん鬱うつになればなるほど、蟲は活気づく。頭の中では羽音が響ひびき、視界には蟲の影かげが飛ひ蚊ぶん症しようのようにちらつく。そのせいで心はますます病んでいく。そこにきて少女の生きた姿が目に飛び込んでくれば、もう発狂してもおかしくない。その成れの果てが、この有様というわけだ」

　不知火はゴミのように横たわっている男を流し見た。男が罪の意識にさいなまれていたのかどうかはわからないが、死体を隠かくしてまで罰ばつを逃れようとしたのは間違いない。そんな心の闇やみが蟲むしに巣食う隙すきを与えたのであれば、その壊こわれた姿は自業自得と言える。

　男が千ち尋ひろを襲おそったのは、蟲を呼ぶ元げん凶きようだと思ったからだろう。千尋の姿を目もく撃げきし、殺したはずの少女が生きていると誤解した。その後、蟲に憑つかれ、幻げん聴ちようや幻げん覚かくに悩なやまされだした。となれば、二つを結びつけて考えても無理はない。

「さて、ここで前半終了だ。殺人事件について、わたしの口から話すことはもうない。後半に進む前に、もはや語るべきこともないザコキャラをかたづけてしまおうか」

　不知火しらぬいは男に近づき、ひたいから結けつ界かい符ふをはがした。

　ブゥゥーン、ブゥゥーン、ブゥゥーン。

　すぐさま羽音が騒さわぎだす。

「遥はる彦ひこ、角で傷をつけろ。蟲を外に追い出せ」

「ああ、わかった」

　遥彦は右手に緋ひ色いろの突とつ起きを生やし、ぴくりともしない男の前に立つ。後ろに控ひかえる三み日か月づきたちに「やるぞ」と一声かけてから、尖せん端たんで軽く男の頬ほおを引ひっ掻かいた。

　ブゥゥゥゥ──ン、ブゥゥゥゥ──ン、ブゥゥゥゥ──ン。

　ボリュームが急きゆう上じよう昇しよう。鬼おにの角つのが持つ退たい魔まの力──アヤカシキラーの効力に、蟲たちが慌あわてているのだろう。このまま男の心身にとどまれば死を待つだけだ。

　ブゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥ────────ン。

　音は激しさを増し、男の身体からだが痙けい攣れんを起こした。あごが外れんばかりに口が大きく開いた次の瞬しゆん間かん、スプレーのように灰色の霧きりが噴ふん射しやされる。口だけでなく、鼻や耳、目からも。

　それは蟲むしだった。以前のＧタイプとは違い、一匹一匹が米こめ粒つぶのように小さい。

　すべての蟲を吐はき出だした男は、そのまま気を失って倒れた。

「では、道切りといこうか、三日月くん」

「了解です。いつでもどうぞ」

　黒くろ巫み女こは印を結んで息を吹き、イタチ娘はカッターナイフに風を巻く。小さな竜たつ巻まきが発生して蟲の群れを呑のみ込こんだそこに、〝風かざ斬きり〟の追つい撃げき。球技大会のときにも見せた連係技が炸さく裂れつし、蟲を一いち網もう打だ尽じんに斬きり裂さいていく。

　不知火は見届けることなくメールを打っていた。

「さて、あとは警察に任せるとして……場所を移して裏面攻こう略りやくと行こうか」

　そう言って不敵に笑うと、まだ風がやまないうちにその場を離れだした。




　アーケード広場のオープンカフェ。ここに来るまでに千尋は着ぐるみを脱ぬぎ、ブタの頭も回収して、今は椅い子すの足元に置かれていた。遠くでパトカーのサイレンが鳴っている。情報屋を介かいして通報を受けた警察が、男のもとに向かっているのだろう。

　忘ぼう却きやくした千ち尋ひろのため、改めて自己紹介をした。三み日か月づきはナワバリ意識を発揮してわざわざ遥はる彦ひことの恋人関係を強調。それはともかく、同じ相手に二度名乗るのは妙みような気分だった。

「なんかデジャヴ」三日月が呟く。「ていうか、二度手間ですね」

「……ごめんなさい」

「別に。今さらだし、忘れてもらってよかったこともあるから」

　注文したドリンクが運ばれてきた。不知火しらぬいだけフルーツパフェ。表おもて舞ぶ台たいで黒くろ巫み女こ姿はかなり目立っていたが、通行人の目をいっさい気にすることなく、スリットから覗のぞく生足を組み、まずはチェリーをぱくり。種を出してアイスをぱくり。そしてフルーツをぱくり。

「……不知火、食べてないで説明してくれ。あの死体と千尋くんがどう関係しているのか」

「結論を言ってしまえば、死体が本物で、お蝶ちようちゃんはそのマネなんだよ」

「マネ……それって〝偽いつ張はり〟ってことですか？」

　三日月の鋭するどい視線が飛ぶ。千尋は肯こう定ていも否定もせずに縮こまった。

「つまり、今の千尋くんの姿は、その殺された女の子のもの。〝偽張り〟に〝偽張り〟を重ねて、ずっと私たちをだましていた、と？」

「待てよ、三日月」遥彦は異を唱えた。「千尋くんは翅はねを怪け我がしていて〝偽張り〟は短時間しか持たないんだ。だからあの男にだって捕つかまっちゃったんだし、ずっと同じ姿に変身し続けてるって考えるのは、無理があるだろ。なぁ、不知火」

「ふふん。二人とも、半分アタリで半分ハズレだよ。お蝶ちゃん──多た智ち花ばな千尋は、名前も姿も偽いつわりだ。同姓同名の人間はいずれも確認が取れたし、その姿の本物は例によって死体で発見された。だが、お蝶ちゃんは、その仮の姿を本物にしているのさ。いや、本物と呼べるものはもうないのだろう。だからこそ、偽張ったものへの〝完全変態〟を可能とした」

「完全……ヘンタイ？」

「昆虫が卵から幼虫、幼虫からサナギ、サナギから成虫といった具合に姿を変えることをそう呼ぶのだ。お蝶ちゃんはそれと同じことをやってのけているのだよ。自分の姿形を完全に別人のものへ変えてしまうのさ。要は、一時的な変身ではなく永久的な変身だ。もっとも、それをやるからには、自分を完全に捨て去らなければならないのだがね」

「自分を、完全に……」

　己おのれを偽ることは己を捨て去ることに等しい──忘却の異常性について語ったとき、不知火はそう言っていた。だとしたら、自分を完全に捨て去るということは、つまり……。

　でも、まさか、そんなことが？

「あとは本人に聞け。わたしは食べるのに忙いそがしいのでな」

　ここに来て無責任に話を投げる不知火。ホント、自由がすぎるやつだ。しかし、当の本人から聞くのがいちばんなのは確かだろう。

　千尋──その名も姿も偽り──は、しょんぼりと目を伏ふせる。

「ボク……自分が、わからないんだ」

　その一言で、だいたいの事情は伝わった。

　ぽつりぽつりと告白は続く。

「始まりがいつだったのかもわからない。覚えているのは、ぼんやりした気持ちと出会いの瞬しゆん間かんだけ。ボクは……自分が嫌きらいだった。理由はとっくのとうに忘れちゃった。外見の問題だったのか、内面の問題だったのか、環かん境きようの問題だったのか……とにかく地球上の誰だれよりも自分が嫌いで、いつも他の誰かに憧あこがれていた。誰も彼もが羨うらやましくて、代わりたい変わりたいって願っていた。自分以外なら誰でもいいからって。そんなあるとき、蝶ちように出会ったんだ。きれいな蝶だった。一目見て心奪うばわれたよ。あの瞬間だけは、今でも鮮せん明めいに思い出せる。ボクの周りをひらひら舞まって、伸ばした両手にそっと下りてきて、そのまま……溶とけた」

　千ち尋ひろはそっと瞳ひとみを閉じた。蝶の舞う姿を思い出しているようだ。

　きっかけは特別じゃない。自分を嫌ったり、他人を羨んだり、誰もが多かれ少なかれ抱いだくだろう心模様。それは前回、不知火しらぬいの解説でも聞いた。しかし、その背景の解かい釈しやくを間違っていたようだ。己おのれを偽いつわることに頓とん着ちやくしない奔ほん放ぽうさゆえに、千尋は斑まだら揚あげ羽はに憑つかれたのだと思っていたが、それと同時に、己おのれを捨て去ることも厭いとわないほどの強い願望を抱かかえてもいたのだ。

　斑揚羽はその心に惹ひかれ、千尋は千変万化の美しさに魅み入いられた。

　ヒトとアヤカシが出会うとき、偶ぐう然ぜんは必然に変わる。

「それからボクは〝偽いつ張はり〟の力を手に入れた。すぐに忘ぼう却きやくの代だい償しようにも気づいたよ。危険だと思った。けれど、やめられなかった。一秒だって自分でいるのは嫌いやだったんだ。他人の姿でいるほうが愉たのしかったし、楽だった。この力があれば、誰にでもなれる。そう思ってはしゃいだよ。でも……違ったんだ」

　グラスの中で氷が音を立てた。千尋は儚はかない夢から覚めるように目を開けた。

「どんなにキレイになっても、どんなにカッコよくなっても、醜みにくい根っこは変わらない。卑いやしい心までは偽れない。そのことを思い知って、あるとき急にむなしくなった。何かきっかけになる出来事があった気もするけど、それすら覚えていない。どのみち手遅れだったんだ。気づいたときには、ボクは記き憶おくのほとんどを失っていた。どこで暮らしていたのか、どんな姿をしていたのか、なんていう名前だったのか、歳はいくつだったのか、男だったのか女だったのか……何もかも忘れていた。誰にでもなれると思っていたのに、誰にもなりきれないまま、本当の自分に戻ることさえ、できなくなっていたんだ……」

　記憶喪そう失しつによる自分喪失。正しよう真しん正しよう銘めい、正体不明。

　屈くつ託たくない明るさの裏で、途と方ほうに暮れてしまうような現実を背負っていたとは。

　もしかしたら、その明るさは、そうした現実から来る反動なのかもしれない。

「しかたあるまい。それがきみの選んだ道なのだから」

　黙だまってパフェを食べていた不知火が、不意に冷たい言葉を浴びせた。

「誰だれかになりたいと思っているうちは、何者にもなれやしないさ」

　千ち尋ひろは「そうだね」と呟つぶやき、弱々しく笑う。

「でも、どうしてわかったの？　ボクが正体不明だってこと。そりゃあ、この姿は他人のものだけど、今はこれがベースだし、普ふ通つうにしてたらバレるはずないんだけど」

「確かに見分けはつかん。わたしの瞳どう術じゆつでも、そこまでは視み抜ぬけなんだ。ただ、斑まだら揚あげ羽はが魂たましいにまで根を下ろしているのはわかっていたからな。そんなになるまで憑つかれ続けているということは、それだけ異能チカラを使い続け、それ相応の忘ぼう却きやくを重ねているということでもある。疑いだしたのは瓜うり二ふたつの死体を見つけてからだが、可能性だけなら最初から頭にあったよ」

　最初──連休の初日、遥はる彦ひこが千尋とぶつかってブタの頭が取れた姿を目にし、ジンガイであることに気づいたとき、すでに〝完全変態〟まで想定していたというのか。

「それで、お蝶ちようちゃんはどういった経けい緯いで、その姿になったのかな？　まあ、今さらどうでもいいことだし、覚えていないならそれはそれでいいけどね」

「カバンを拾ったのを覚えてる。さっき話したとおり、ボクは帰る家もわからなくて漂ひよう流りゆう生活してるんだけど、この街に来るとき、見つけたんだ」

　漂流生活──ってことは、隣となり町まちに住んでいるという話も偽いつわりだったのか。

「河原で拾って、中には学生証と手帳と、小物がいろいろ、あとケータイもあった。学生証の写真とかプリクラを参考にして変身して、本当はそのあと交番に届けなきゃいけなかったんだけど、そのときはお金がなくてバイトしたかったから、ちょっと借りようと思って」

「そのカバンの持ち主が、あの死体の娘だったわけだな」

　カバンは少女がただ紛ふん失しつしたのか、男に襲おそわれたときに落ちたのか、あるいは男が証しよう拠こ隠いん滅めつを計って捨てたのか、確かなことはわからないが、千尋がそれを拾って少女の姿をベースにしたことが、今回のトラブルにつながったのだろう。

　これで、あますところなく納得できた。遥彦は背もたれに浸つかる。

「謎なぞはすべて解けたな」

「一度ならず二度までも、とんだトラブルメイカーね」三み日か月づきは千尋の頭を指で小こ突づく。「関係ない事件にまで巻き込まれて、呆あきれた凶きよう運うんの持ち主だこと」

「えへへ、それほどでも」

「褒ほめてないわよ」

　微び妙みように噛かみ合あわないところは忘却に関係なく相変わらずだった。

「今度こそぜんぶ白状した？　もう何も隠かくしてないでしょうね？」

「え……あ、実は……」

「あるの？」三日月は鼬いたちの目で睨にらむ。

「そ、その」千尋はちっちゃくなった。「ボクが忘れているだけで、話してあるのかもしれないけど……ボク、付け回されてるかもしれないんだ。何かのアヤカシに」

「それ、完ッ全に初耳。ホント隠かくし事だらけね。斬きり裂さきたくなってきた」

　三み日か月づきはカッターナイフをキチキチ鳴らした。千ち尋ひろがビクつく。

「まあまあ」遥彦はなだめた。「まずは話を聞こう。千尋くん、詳くわしく教えて」

「う、うん……詳しくって言っても、それがいつから始まったのか、どんなアヤカシなのかもわからなくて、付け回されてるっていうのも勘かん違ちがいで、たまたま同じ場所に居合わせてるだけなのかもしれないけど……ボクの行くところ行くところに、何かが現れるんだ」

「曖あい昧まいにもほどがあるわね。だいたい、あなたの記き憶おくは当てにならないし」

「そうだけど、これは違うんだ。ボクが忘れても、ボクの中の斑まだら揚あげ羽はが覚えてるんだよ。理り屈くつじゃなく、本能でわかるんだ。今まで、何度も何度も危険を感じて、同じ場所に長くいられなくて……隣となり町まちにいたときもそうだった。他の町から移ってきて、しばらくしたら、それがついてきて……だから四し季き森もりに流れてきたんだ。こっちに来てからはまだ平気だけど……」

「アヤカシのストーカー、か」遥彦は唸うなった。

　その話が本当なら、千尋は漂ひよう流りゆう生活と同時に逃亡生活を送っていたわけだ。そういう点では異能力が大いに役立っただろう。というより、忘ぼう却きやく覚かく悟ごで力を使わなければ、とっくにストーカーに見つかってジ・エンドしていたかもしれない。

「なんで最初に会ったとき、言ってくれなかったの？」

「え……さあ、今のボクに聞かれても……」

　それもそうだな、と遥彦が引き下がる横で、不知火しらぬいが「ふふん」と笑った。

「お蝶ちようちゃんは金を稼かせいだら四季森を離れるつもりでいた。すぐ別れることになる相手にわざわざ話す必要はないと思ったのだろう。その場限りの関係と割り切っていたのか、心配や迷めい惑わくをかけないようにと気を遣ったのか、その辺は今となっちゃ忘却の彼方かなただけどね」

「き、きっと気を遣つかったんだよ、うんうんっ」

「自分で言うなっ」

　すかさず三日月の喝かつが飛んだ。千尋は痛い顔をして首をすぼめる。

「とにかく」遥彦は話を戻す。「今後、千尋くんの周囲には注意したほうがよさそうだな」

「そうですね。あらゆる意味で、この子からはもう目を離さないほうがいいと思います」

「まだ蟲むしの問題も残ってるしな……ん？　ちょっと待てよ」

　唐とう突とつに、ピカッと電球でも灯ともるように閃ひらめいた。

「あのさ……もしかしたら、蟲のトラブルとストーカーって関係してるんじゃないかな？」

「どういうことです？」

「蟲のトラブルが起こる原因は、千尋くんのストーカーにあるんじゃないかってこと。そいつの狙ねらいが千尋くんじゃなくて斑揚羽のほうだとしたら──つまり蟲なんだとしたら、斑揚羽が本能で危険を察知するみたいに、他の蟲たちも危険を感じて、それで騒さわいで、結果としていろんな問題が起きている……そういう風に考えられなくもないだろ？」

「ふふん、実に単純な発想だな」不知火しらぬいは小こ馬ば鹿かにして笑った。「しかし、蟲むしは本能で生きるもの。単純こそがいちばんの近道と言えなくもない。本来ひっそりと生きているはずの蟲が、球技大会のときのように人間の生活圏に巣食ったり、今回のようにヒトの心に巣食ったりしたのも、何かの脅きよう威いを感じてすみかを追われ、逃にげ惑まどい、行き場を失ったあげくの果てだったとすれば一応の筋は通る。ふむ……さすがは単細胞。蟲の気持ちがわかる虫けら男」

「……おまえな、皮肉を通り越して、ただの悪口になってんぞ」

「何かいるやもしれん。蟲たちを恐おそれさせる何かが、すでにこの四し季き森もりに」

　無視された。もういい。こういう扱われ方は今に始まったことじゃない。

　遥はる彦ひこは不知火の無視を無視して千ち尋ひろに聞く。

「千尋くん、これからどうする？　寝ね泊とまりとか、いつもどうしてるの？」

「マンガ喫きつ茶さとかネットカフェ使って、なんとか。変身すれば簡単に入れるし」

「なるほど。でも、この街に何か入り込んでいるんだとしたら、そういう場所は危ないな」

「なら、わたしの根城に来るといい。しょぼい六畳間だが、一人ぐらい増えても問題ない」

「待て、不知火」おまえの根城って俺おれの部屋だろ。何を勝手に。「もっと安全な場所を用意したほうがいいんじゃないか？　ちゃんとしたホテルとか、情報屋に頼たのんでさ」

「わたしの手元にいるのがいちばん安全というものさ。なぁ、三み日か月づきくん」

「そうですね。不知火さんが一いつ緒しよなら、心配いりません」

「そういうわけだ、お蝶ちようちゃん。一緒においで」

「……いいの？」

「いいともさ。ちょうどゲームの対戦相手が欲しかったところだしね」

「じゃあ……お言葉に甘えちゃおっかなっ」

「…………」おいおい。

　遥彦は何も言えない。三日月の手前、反対するわけにもいかず、もはや止める術すべはなし。

　話がまとまってしまい、今日はこれで引き上げることになった。動き回るにしても、例の男が逮たい捕ほされてしばらく近きん隣りんには警官の目があるだろうから、時間を置く必要がある。

　席を立とうとしたとき、千尋が「あの」とみんなを呼び止めた。打って変わって恐きよう縮しゆくそうにモジモジする姿から、まだ何か言ってない秘密があるのかと思った。でも違った。

「あの……どうして、そんなによくしてくれるの？」

「どうしてって」遥彦は首をひねった。「どうして？」

「ボク、みんなのこと覚えてなくて、いっぱい迷めい惑わくかけたみたいなのに……それに、そのうちまた、忘れちゃうかもしれないのに……」

「別に。私の領域ナワバリで野たれ死にでもされたら、寝ね覚ざめが悪いから。それだけよ」

　三日月はそっけない。言葉足らずだが、なんだかんだで千尋の身を案じているのだろう。

「まあ、その」遥彦は代わって言った。「そんな難しく考えることないっていうか、友達なんだから困ってたら助けるのは当然、だろ？」

「ともだち」千ち尋ひろは下を向いて呟つぶやく。「でも、忘れちゃったら、もう友達じゃない。何もかも仮かり初そめでしかないんだよ。いつか忘れて、ぜんぶ意味なくなっちゃうんだ……」

　捨すて鉢ばちに言う姿は、昨日の友達発言に対する喜びようとはまるで正反対だった。けれどそのどちらにも嘘うそはないのだろう、と遥はる彦ひこは思う。過去を忘ぼう却きやくしてしまう千尋には、きっと友達と呼べる存在がいない。だから、あんなに嬉うれしがった。その一方で、いずれ忘却するかもしれないことにむなしさを感じてもいる。だから、今みたいなことを言う。

　何もかも仮初。泡うた沫かたの夢。そんな風に最初からすべてをあきらめている──そう、千尋のジンガイとしての在り方は、覚かく悟ごや割り切りではなく、あきらめなのだ。過去も現在も未来もいずれ忘れるのだと諦てい観かんしている。それゆえに能のう天てん気きで地に足がつかず、気ままに宙を舞まう蝶ちようのように生きている。でも、それじゃあ、むなしさが募つのるだけだ。

「そんなことないよ、絶対ない」遥彦は否定した。「千尋くんと会って、一いつ緒しよに過ごした時間があったから、助けになりたいと思ったし、今日だって駆かけつけることができたんだ。それでまたこうして一緒にいられる。だから意味ないなんてことないよ。もし、また俺おれたちのことを忘れちゃうことがあったとしても、俺たちにとって千尋くんが友達であることは変わらない。千尋くんが忘れた千尋くんを、俺たちはちゃんと覚えてるからさ」

「ふふん、こうして巻き込まれたのも不ふ吉きつな幸運というものだ。腐くされ縁えんのよしみで面めん倒どうを見てやらないこともないではないさ」

　せっかくいいことを言ったと思ったのに、不知火しらぬい節にぶち壊こわされた。

　千尋は一いつ瞬しゆんきょとんとして、顔を隠かくすようにうつむく。

　目元を拭うような仕草があってから、パッと元気に面を上げた。

「ありがと、遥彦くん、彼方かなたちゃん、杏あん奈なちゃん。ボク、みんなに会えてよかったよ。やっぱり持つべきものは友達だね、うんうんっ」

　屈くつ託たくない笑顔で調子の良いことを言う。以前と変わらない馴なれ馴なれしいまでの、だけど憎にくめない懐なつっこさ。忘却しようと正体不明だろうと、その天てん真しん爛らん漫まんぶりが軽けい佻ちよう浮ふ薄はくと背中合わせだろうと、己おのれを偽いつわって生きていく中で培つちかわれた処世術にすぎなかろうと、根こそぎ全部ひっくるめて、多た智ち花ばな千ち尋ひろは多智花千尋なのだ。

　三み日か月づきが呆あきれ顔でため息をついた。

「やっぱり、いい性格してるわね、あなた」

「えへへ、それほどでも」

　千尋は照れくさそうにはにかみ、頭をかく。

　遥彦たちはもう笑うしかなかった。







　　＃４　マツワリパラノイア







「えっ……二人って、一いつ緒しよに住んでるの？」

　夕方、千ち尋ひろが着ぐるみをバイト先に返へん却きやくして日当を受け取り、駅のコインロッカーから私物の入ったリュックを回収するのに付き合ったのち、オールドタウンに戻って三み日か月づきと別れ、不知火しらぬいの根城──遥はる彦ひこの部屋に通したところ、当然のことながら驚おどろかれた。

「でも遥彦くん、彼方かなたちゃんと付き合ってるんじゃ……」

「三日月くんは恋人。わたしは言うなれば、愛人さ」

「あ、愛人!?　じゃあ、二人はここで夜な夜なカラダを重ねて……」

「はい、そこ信じない。変な妄もう想そうしない。不知火も勝手なこと抜ぬかさない」

「そう、正しくは、ペットして飼われている」

「ペットぉ!?　まさか首輪でつないで、しつけと言ってはあんなことやそんなことを……」

「はい、そこ信じない。変な妄想しない。不知火も勝手なこと抜かさない──って、同じことを言わせるな。説明するからちゃんと聞くように。黒いのは黙だまってゲームでもしてろ」

　言われるまでもなく、不知火しらぬいはゲーム機と配線をセッティングしていた。人をおちょくるにもほどがあるやつだが、もう黙っていてくれるならなんでもいい。

　遥はる彦ひこは苦労話を聞かせるように千ち尋ひろに事情を説明した。実際、苦労ばかりだ。

「──と、ゆーわけで、こいつが無理やり居座ってるだけなんだ。ちなみに、このことは三み日か月づきには内ない緒しよな。絶対に言うなよ。口を滑らせたら最後、待っているのは斬殺だ」

　続いて、三日月の恐おそろしさ──キリサキシンドロームについて語ってやった。千尋が忘ぼう却きやくする前、三日月にどんな目に遭あわされたかも、多少脚きやく色しよくを踏まえて大げさに。

　千尋は恐ろしい怪かい談だんを聞いたように青ざめ、がくがく震ふるえた。

「わ、わかった、言わないよ……でも、そっか。彼方かなたちゃんと目が合うとなぜか落ち着かない感じがしてたんだけど、記き憶おくはなくても身体からだが恐きよう怖ふを覚えてるってことなのかな」

　ありえるな。ちょっとしたトラウマになっているのかもしれない。

「まあとにかく、いろいろ落ち着くまで、ここにいていいから」

　六畳間のルームシェア。手始めに、千尋と一いつ緒しよに近くのコンビニに出かけ、お弁当や飲み物を購こう入にゆう。代金は不知火がくれた諭ゆ吉きちで事足りた。

　帰宅後、遥彦はリビングで家族と夕食。不知火と千尋は部屋で食事をすませ、結けつ界かい符ふを活用してシャワー。死角をついた同居生活に、今さらながら家族をだましていることを申し訳なく思わなくもなかった。

　部屋に戻ると、不知火は湿しめった髪をそのままに下着にシャツ一枚でベッドに寝ね転ころび、菓子を食していた。もはや見慣れた光景に遥彦も動じない。

　千尋はシャワーから戻ったばかりのようで着替え中だった。不知火から借りたのか、見覚えのあるファンシーなパジャマの上を着ている。ちょうど下に足を入れていたところ、ノックもなしに入ってきた遥彦に驚おどろき、ひょこひょこバランスを崩くずして転てん倒とう、でんぐり返し。ジタバタして上半身を起こすと、顔を真っ赤にして股またを隠かくした。

「ちょっ、遥彦くんダメっ」

「うん？　不知火の格好はいつものことだから、気にしないでいいよ」

「そうじゃなくて、ボクがよくないのっ。一応女の子なんですけどっ」

「……あぁ、そうだったね」

　素で失念していた。どうりで可愛かわいらしいパンツを穿はいていると思った。

　遥彦は慌あわてず騒さわがず回れ右。平常心を損なうことなく謝罪文を述べる。

「ごめんよ。その……俺おれはさ、千尋くんのこと、第一印象で男の子だと思って、今日までそのつもりでいたから、どうもそっちの見方が先に立っちゃって……あ、でもその分、やましい気持ちはないから安心してくれ。ホント、これっぽっちもそういう対象として見てないっていうか見られないっていうか、今だって全然そんなつもりなかったし」

「それはそれで、ちょっと傷ついちゃうな、本当の姿じゃないにしても。ボクとしてはけっこう気に入ってるんだよ、これ……はい、もうこっち向いていいよ」

　合図を受け、遥はる彦ひこは再び回れ右。改めて、女の子ということを念頭に置き、パジャマ姿でくるりとターンする千ち尋ひろをじっくり見てみる。

　うーん……どうなんだろう。可愛かわいいし萌もえるし愛で回したい感じはするが、それ以上の域には達しない。その辺は好みの問題なのかもしれない。しいて言えば、妹のポジションに置きたいかも。だって、実の妹よりよっぽど可愛げがある。

　その後、不知火しらぬいと千尋はゲームで遊びだした。遥彦も適当に加わりながら、片手間に数学の宿題をかたづけるなどして夜が過ぎていく。

　十一時を過ぎ、不知火と千尋は歯は磨みがきをしに洗面所へ。そのあいだに遥彦は布ふ団とんを用意。

　戻ってきた千尋は、遥彦がシーツを整えているのを見て、リスのように小首をかしげた。

「ベッドと布団がひとつずつ……だけ？」

「ふふん、みなまで言わずともわかるだろう」不知火がベッドに寝ねそべってニヤリ。「さあ、お蝶ちゃん、選ぶがいい。わたしと遥彦、どちらと枕まくらを交わす？」

「そ、そんな、究極の選せん択たく!?　杏あん奈なちゃんってそっちの人!?」

「はいはい、ふざけてないで、千尋くんは布団こつちな」

「は、遥彦くんと!?　けど、ボクは対象じゃないはずじゃ……まさか、ペット？」

「そのネタはもう終わってる。回収せんでいい。あと不知火の言葉は真に受けるな」

「でも、じゃあ、どうするの？」

「不知火はベッド、千尋くんは布団、俺おれは外」

「外？　リビングとか？」

「じゃなくて、家の外。黄よ泉み人びとだから寝る必要ないんだ。だから朝までぶらぶら見回りでもしてくる。例のアヤカシも見つけなきゃならないし。ってわけで、俺はもう出るから」

　遥彦は上着をはおり、財布とケータイをポケットに入れ、ドアに手をかけた。

「じゃあ、千尋くん、おやすみ……あ、不知火に襲おそわれないよう気をつけてね」

「え、杏奈ちゃんに？　さっき真に受けるなって言わなかった？」

「ふふん、わたしは可愛ければどっちでもいいのだよ」

　不知火は怪あやしく笑い、背後からガバッと千尋に抱きつく。長い舌が首筋を這はって耳へ。

　遥彦が廊ろう下かに出てドアを閉めた直後、部屋の中から「ふぇぇぇぇぇ」とふやけた悲鳴が聞こえた。結けつ界かい符ふがあるから家族に気づかれる心配はない。あとは千尋が骨ほね抜ぬきにならないことを祈いのろう。なんせ不知火の耳みみ攻ぜめはジンガイ娘むすめたちをことごとく悶もだえさせたほどだからな。




　千尋の言っていたストーカーはどんなアヤカシなのか。一匹なのか、複数なのか。予想どおり、それが一連の蟲むし騒そう動どうの元げん凶きようであるとして、なんのために蟲を襲って回っているのか。捕ほ食しよくするためか、それとも他に狙ねらいが……？

　わかっているのは『何かいる』ということだけ。いまだ手探り状態に変わりはない。

「やっぱ、千ち尋ひろくんの忘ぼう却きやくは痛いな。正体を知っていたかもしれないだけに」

　まあ、愚ぐ痴ちっても始まらない。自分にできることをやるだけだ。

　睡すい眠みんが不要な身上を活用し、いつものように夜の街を徘はい徊かい。

　日付が変わった頃ころ、繁はん華か街がいへ向かおうとアーケードに入る。

　そして広場を通った際、見覚えのある姿を発見した。

　花か壇だんに腰掛けている縞しま模も様ようの背中。ウェーブヘアを垂らして足元を見つめるのは、同級生の佐さ久く良ら涼すず美みに他ならない。この場所で見かけるのはもう三度目だ。最近、遭そう遇ぐう率りつ高いな。

　昨日のこともあって気にかかり、遥はる彦ひこは「こんばんは」と挨あい拶さつして近づいた。

　うつむいて膝ひざの上で指をかくかく動かしていた佐久良は、うらめしや～、といった動きで面おもてを上げ、物もの憂うげな視線を寄こした。

「……ああ」やっぱり反応はイマイチだ。「えっと……」

「伊い佐さ見みです」怪け我がする前に名乗った。「また会ったね。今日は何してるの？」

「そっちこそ」

「俺おれはその、ウォーキング？　日課みたいなもので。そっちは？　いや、別に言いたくないなら言わなくてもいいんだけどさ」

「…………」

「…………」

　会話は途と切ぎれた。まあ、こんなものか。沈ちん黙もくによる返答は、これ以上かまわないで、というサインなのかもしれない。昨日みたいな注意文句は言われなくてもわかっているだろうし。

　この場を去ろうかと背を向けかけた、そのとき。

「捜さがしてるの」

　仄ほの暗ぐらい瞳ひとみを伏ふせたまま、佐久良は呟つぶやくように答えた。

　その直後、素早く起立し、いきなり横道へダッシュ。突とつ然ぜんの行動のわけをすぐさま察した遥彦が振り向くと、案の定、通りの向こうに自転車に乗った警官の姿があった。急いで佐久良のあとに続く。今回は反応が早かったこともあり、横よこ縞じまの背中を見失わずにすんだ。

　路地裏をジグザグに駆かけ抜ぬけ、やがて足を止めたのは小さな廃はい工こう場じようの前。シャッターは地面から一メートルほどの高さに開いた状態で、中にはがらんどうの闇やみが広がっていた。

　佐久良は屈かがんで息を切らす。瞬しゆん発ぱつ力りよくはあるが、体力はそうでもないようだ。

「はぁ、はぁ、はぁ……ついて来ないでよ」

「あ、いや、その、つい」

「……帰る」

　佐久良は息を整え、路地に出た。

　右を見て、左を見て、足元を見つめたのち、振り返る。

「駅、どっち？」

「もしかして、道に迷った？」

「……ちょっと聞いてみただけ」右へふらり。

「そっちじゃないよ」

「……ちょっと間違えてみただけ」左へふらり。

　確実に迷子だった。このあたりは地元の人間でも滅めつ多たに足を踏み入れない場所だから無理もない。帰ると言って駅に行きたがっているということは、佐さ久く良らは電車通学か。ここは送ってあげたほうがよさそうだ。迷いながらだと終電に間に合わないかもしれないし。

　遥はる彦ひこは追いかけて隣となりに並んだ。佐久良は煙たそうに流し見る。

「ついて来ないで」

「俺おれも駅前まで行くつもりだったから、一いつ緒しよにいい？」

「……好きにすれば」

　そう言うと、すぅーと斜め後ろにポジションを移した。

　黙もく々もくと歩く。佐久良はだらりとぶら下げた両腕の先、十本の指をかくかく動かす。昨日もそんな仕草をしていた。去年は見たこともない。最近になって身に付いた癖くせなのだろうか。なんとなく、三み日か月づきがカッターナイフをいじるところを連想してしまう。

「あのさ」沈ちん黙もくに絶えかねたわけではないが、遥彦は口を開いた。「さっき言ってた、探してるって、何を探してるの？」

「……の人」

「え？　ごめん、聞こえなかった。なんて？」

　遥彦は歩きながら振り向いた。

　佐久良はうつむき加減。やわい風が吹き、面おもてにかかっていたウェーブヘアがなびく。そして見えたのは、うっとりと悦えつに入いった表情。心ここにあらずといった感じで呟つぶやく。

「運命の人」

　うふん、となまめかしい微び笑しようが浮かんだ。

　遥彦は初めて見た。佐久良が笑うところを。

　しかし、かなり特とく殊しゆというか、特異な笑顔だった。瞳ひとみの焦しよう点てんは合っておらず、自分の世界に陶とう酔すいしているよう。夢見る少女と言えば聞こえはいいけど、どこか病的な印象が否めない。なんせ『運命の人』だ。そうそう口にすることもなければ耳にすることもない。

「ステキな王子様。一週間ぐらい前、悪いオオカミたちに襲おそわれた私を助けてくれたの。また会おうねって約束したんだけど、運命の悪戯いたずらで引き離されて……もしかしたら怒おこったオオカミたちに追われてるのかもしれない。だから、早く見つけてあげなくちゃ」

　佐久良は胸に手を当て、切なげに吐と息いきをつく。

　遥はる彦ひこは内心引いた。珍めずらしく長なが台詞ぜりふをしゃべったかと思ったらファンタジーときたぞ。これが電波系ってやつか？　いや、不思議系か？　なんにせよ、今までの佐さ久く良ら涼すず美み像が一いつ瞬しゆんにして砕くだけ散ちり、しかも斜め上を行かれたのは間違いなかった。

　現実的に翻ほん訳やくすれば、街で男たちに絡からまれたところを助けてくれた人がいて、その人に恋心を抱いだき、また会う約束をしたけれど何かの行き違いで会えずじまいに終わってしまった。だから捜している、といった恋コイ話バナと解釈できよう。

　しかし、どうしたものやら。この手のタイプを相手にしたことがないので、応対に困ってしまう。とりあえず話を合わせておくか。

「ふ、ふーん、王子様……その人の連絡先とか知らないの？」

「知らない」

　そりゃそうだな。知ってたら今こうしてないだろうし。

「地道に捜すしかないのか……大変だね」

「平気。私たちは、運命の赤い糸で結ばれてるから」

「そ、それはまた、なんていうか……すごいね」

　どこまで本気で言っているのやら。発言が突とつ飛ぴすぎてイタいを通とおり越こしてアブない人に思えてくる。これ以上は踏み込まないほうがいいかもしれない。そう思ったところ、ちょうど駅前に出たので、遥彦は早々に退散することにした。

「じゃあ、俺おれはここで。見つかるといいね、王子様」

「見つけるわ、必ず」

　断言した佐久良は不気味にすら思える薄笑いを浮かべ、伏ふし目めがちに歩いていく。あの自信はどこから出てくるのか。不思議に思う遥彦だったが、もう何も言わずに見送った。

　縞しま模も様ようの姿がエスカレーターに乗って構内に消えると、どっと脱だつ力りよく感かんに襲おそわれた。

「ふぅ……まさか、あんなメルヘンキャラだったとはな」

　見てはいけないものを見てしまったような、なんとも言えず複雑な気分だ。まあ、嗜し好こうは人それぞれ。あの淡たん泊ぱくな佐久良が人並みに──それ以上に乙女おとめな一面を秘めていて、しかも恋をしているというのは、考えようによっては微笑ほほえましい。

　御み木き本もとあたりが喜びそうなネタだが、触ふれ回まわるようなマネはするまい。今夜のことは自分の胸にしまっておこう。




　それから夜回りに戻り、六時間ほど歩き続けたが成果はなく、空が明るくなりだした頃ころ、帰宅した。日曜だから母親も妹もまだ寝ねている。

　忍しのび足あしで自室に入った遥彦は、思わず誰だれにともなく聞いた。

「……ここ、俺の部屋だよな？」

　ベッドの上に、不知火しらぬいと千ち尋ひろの寝ね姿すがた。結局、布ふ団とんは使わなかったようだ。不知火の耳みみ攻ぜめから逃げられなかったのか、それとも仲良くベッドインしたのか、文句のつけようもない可愛かわいい寝ね顔がおがふたつ、おでこを寄せるようにして並んでいる。

　現実感の揺ゆらぐ光景だった。不知火が同居を始めて以来いちばんの眩暈めまいに襲おそわれる。

　ひとまず退室。リビングで新聞とテレビを見て時間を潰した。例の殺人事件の容疑者逮たい捕ほが報道され、被害者の身元も明らかになっていた。多た智ち花ばな千ち尋ひろとはまったく違う名前だった。

　八時過ぎになって部屋に戻った。軽くノックすると内から不知火がドアを開ける。ちょうど私服に着替えたところらしく、まだ髪は結っていない。もう一人は熟じゆく睡すいしていた。

「千尋くん、ぐっすりだな」遥彦はひそひそ。

「ふふん、めんこいねぇ」不知火もひそひそ。「この分では昼まで起きそうにないな」

「疲れてたんだな。殺されかけたんだし、無理もないか」

「身体からだはもちろん、精神的な疲労もあったのだろう。何かに追われているかもしれない状じよう況きよう下かでは、安心して眠ねむることなど叶かなわなかったに違いない」

「ああ……だから、ここに連れてきたのか。意外と思いやってたんだな」

「それは買いかぶりというものだよ。わたしは打算でしか動かない。おいしそうな耳をしていたから、手元に置いてじっくり味わってみたかっただけさ。ふふん」

　不知火は千尋の頭をさする。例によって本気なのか冗じよう談だんなのかわからないが、おかげで千尋は好きなだけ眠りを貪むさぼっている。無防備な寝顔は安心しきっている証あかしか。

「今日はどうする？　黒くろ巫み女ことして何か対策は？」

「せっかくの日曜だ。休まなくては損だろう」

「またか。ホント、休んでばかりだな」

「お蝶ちようちゃんを一人にはできまい。わたしが傍そばについていてやらないとな。アヤカシはきみのほうで探せ。せいぜいエサになって食いつかれろ」

「とうとう本音が出たな、おい」

「当て馬、咬かませ犬、撒まき餌え、捨すて駒ごま──きみの活かつ躍やくには大いに期待しているよ」

「……まあいいさ。どうせ俺にはそれぐらいしか務まらないだろうし？」

　皮肉のつもりで返したが、よくよく考えたらただの自虐。自分がイタいだけだった。

　どのみち、狙ねらわれている可能性がある千尋には付つき添そいが必要で、その適任者は黒巫女を置いてほかにない……なるほど、休む口実になる。そこまで打算を働かせていたのか。

　さすがは腹黒巫女。遥彦は呆あきれるどころか感心してしまった。




　八時半過ぎに三み日か月づきから電話があり、一いつ緒しよにアヤカシを探すことになった。十時にアーケードの広場で待ち合わせ。まだ時間があったので、朝シャンで夜回りの汗あせを流した。それから寝ねている千尋と消音でゲームする不知火を部屋に残し、家を出た。

　到とう着ちやくしたのは五分前。すでに三日月の私服姿があった。

「遅おそいですよ、センパイ。ペナルティーです」

「なんでだよ。まだ十時なってないじゃん」

「私を待たせたら遅ち刻こくと同じです。と、ゆーわけで、キリサキの刑けいに処します」

「それが目的か」電話があった時点で予想はついたが。「あのな、三み日か月づき、異常性だからしかたないにしても、それに振り回されるのはどうかと思うんだ。少し自制しないと精神衛生的によくないというか、中毒みたいになったらさすがにまずいだろ？」

「ご心配なく。これ以上ひどくなることはありませんよ。すでに一心同体ですから」

「いや、だから、現時点であれなわけで、ちょっと控ひかえていきませんか、と……」

　キチキチキチ。三日月は左手でカッターを鳴らし、右手で遥はる彦ひこの襟えり首くびをつかんで乱暴に引き寄せた。間近で瑠る璃り目めが睨にらみ上あげ、ダークな声でささやく。

「私の精神衛生上いちばんよくないのは、センパイがキリサキに応じないことです。センパイがちゃんと役目を果たしてくれれば何の問題もないんですよ。わかりましたね？」

「……はい」あっさり折れてしまった。

「よろしい。では、今日はバトルでいきましょう。さあ、景気づけにイッパツ！」

　三日月は打って変わって明るく言った。そのノリはどうかと思うが、もはや流れには逆らえず、二人で一いつ緒しよに広場をあとにする。三日月のぶかぶかな袖そでの中では、キチキチキチ。刃音はリズミカルで上じよう機き嫌げんなのがうかがえた。

　到とう着ちやくしたのは、二人が初めて邂かい逅こうした廃はい墟きよ。以前は物が乱雑に放置されていたフロアだったが、今は何もなくなって閑かん散さんとしている。三日月が片かたっ端ぱしから斬きり裂さいてかたづけたのだ。

　教室ふたつ分ほどの空間。バトルフィールドとしては十分。

　遥彦は上着を脱ぬぎ、貴重品と共に隅に置いた。三日月もポシェットを置くと、さっそくバケモード。魔ま境きようを展開。尻尾しつぽが待ちきれなさそうにパタパタ踊おどる。

「さてさて、今日は何分持つでしょう。あんまり早く果てちゃわないでくださいね。ちゃんと愉たのしませてくれないと困りますよ。そのための愛セ玩ン道パ具イなんですから。うふふ」

「……努力はするさ」

「もし私に勝てたら、キリサキを我が慢まんしてあげてもいいですよ？」

「……可能性なさすぎだろ、それ」

　フロア中央、二人は間合いを取って向き合う。

　実戦形式のキリサキ。ルールは簡単。互いに異能力禁止。あとは何でもありでマウントポジションを取ったほうが勝ち、ということになっている。が、勝ち負けの規定にはほとんど意味がない。実力差から言って三日月の勝利が前提みたいなものだからだ。

　胸のボタンをひとつ外してゆるめた三日月は、ポケットからメダルを取りだした。ジャックポットのやつだ。それを放って落ちた瞬しゆん間かんを開始の合図とする。以前は小銭を使っていた。

「ではでは、さっそく、レディー？」

　ピンッ。メダルが親指にはじかれた。

　くるくる回転しながら舞まい上あがり、頂点に達して自由落下。

　床ゆかで音が跳はねた──瞬しゆん間かん、ぐわっと獣けもの形ぎよう相そうが、肉にく食しよく獣じゆうの本能をむきだしに一気に迫った。キラリ。突き出されるカッターナイフ。慌あわてて避よける遥はる彦ひこの首筋をかすめる。薄皮一枚ギリギリセーフ。最初の頃ころは初しよ撃げきでやられていたので少しは成長したと言えなくもない。

　しかし、一方的だ。攻せめる三日月に隙すきはなく、逃げる遥彦に余よ裕ゆうはない。刃は幾いく度どとなく身体からだをかすめ、浅い傷をつける。すぐに再生するが、治る頃には倍の裂れつ傷しようが刻まれている。そうやって序じよ盤ばんは逃げる獲え物ものを弄もてあそぶのが、イタチ娘むすめの愉たのしみ方。

「ほらほら、がんばってくださいよぅ」

　興奮が高まるにつれ、刃の走りも激しさを増していく。そうして十分に昂たかぶったところで押し倒し、あとは好き勝手に貪むさぼるのがいつものパターンだ。

「うふ……うふふ……うふふふふ」

　そのうち瑠る璃り目めはとろんと酔いしれ、獣形相が引いて悦えつに浸ひたりだした。狂きよう気き乱らん舞ぶ。艶あでやかに微わ笑らいながらカッターナイフを振り回す。

　対する遥彦は開始からずっと顔面が引きつりっぱなしだ。気を抜いたら最後、一いつ瞬しゆんで勝負は決する。最終的には尻しりに敷しかれ、妖よう艶えん美びに見み惚とれてしまうにしても、そうそう簡単に負けてしまうのはなんだか癪だ。ちっぽけながらもプライドはある。

　十じゆう字じ斬ぎりを跳とんで避よけて転がって距離を取った。

「……うふ」三日月は桃もも色いろ吐と息いき。刃に舌を這はわす。「せんぱぁい……もっと」

　陶とう酔すいしきった悦えつ楽らく微び笑しよう。殺気に混じって淫いん靡びな雰ふん囲い気きをまといだす。

　遥彦はぞくぞく感に襲おそわれた。それは寒気によるものか、それとも魅み了りようによるものか。

　ごくり、のどを鳴らして一歩引く。

　そのとき、何か踏んだ。

　気を取られた刹せつ那な、三日月が間合いを殺す。唸うなるカッターナイフ。遥彦は反射的に仰のけ反ぞって避けたが、ずるり、踏んでいた何かのせいで足が滑すべった。そのまま背中から倒れかけたところ、なんとか踏ん張って体重を前にかけなおす。が、今度は逆向きに滑った。

　前につんのめる。正面には三日月。当の遥彦さえ予期せぬ事態に、さすがのイタチ娘も反応できず──ゴツンッ！　ひたいとひたいがバッティング。星が飛んだ。

　三日月は動物めいた悲鳴を上げてひるむ。遥彦に痛みはなかったが、完全にバランスを逸いつしてしまい、もはや修正がきかず、とっさにしがみついた。そのまま折り重なって倒れる。

「うぅ……痛ったぁ。もぉ、石頭……え？」

　下した敷じきになった三日月はひたいを押さえながら目を開け、固まった。

　胸に、遥彦が顔面から不時着していた。

「な、な、な……なななっ!?」

　驚きよう愕がくと羞しゆう恥ちと憤ふん怒ぬがミックス。言葉にならず、かぁぁっと赤面。

　遥はる彦ひこは谷間でもぞもぞ。この心地いいクッションはなんぞや、と手につかむ。ふにっとした感かん触しよくにクエスチョンマークを浮かべながら、顔を上げた。

「……あ」現在位置を知る。「いや、これは、その、わざとではなくて」

「こんのぉ……スケベっ！　ヘンタイっ！　人でなしっ！」

　三み日か月づきはカッターナイフを放り、素す手ででポカポカ殴なぐりだした。

「ちょ、ゴメン、どく、すぐどくから、やめれ」

　しかし、ポカポカはやまない。そのせいで逆に頭を上げられず、ほどよいふくらみに幾度となく顔を沈しずめられる。殴られても痛くないからこれはこれでオイシイのだが。

「おい、落ち着けって……こら、よせ……いい加減にしろっつーのっ」

　遥彦は手首をつかんで身体からだを起こし、体重をかけて押さえつけた。

　計らずとも組くみ敷しく。三日月の顔は正面、至近距離。おでこが痛むのか、瑠る璃り目めはちょっと潤うるんでいる。視線がぶつかった瞬しゆん間かん、遥彦はストップした。
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　一刻も早くどかないといけないのはわかっている。けれど目を離そうにも離せない。動こうにも動けない。なぜだ。どうしてだ。今の三日月は斬ざん裂れつ狂きようの妖艶美をまとっているわけではないのに、魂たましいを絡からめ取とられてしまったように魅み入いってしまう。

　ドクン、ドクン、ドクン。擬ぎ似じ活動にすぎない心臓の音が頭の芯しんまで響ひびいた。

「……は、早く、どいてください」

　三み日か月づきがしおらしく言って目をそらす。

　視線が外れると、遥はる彦ひこの心身は時の流れを取り戻した。

「あ、ああ、悪い」

　思考エンジンのほうは止まったまま、三日月の手を解いて腰を浮かす。

　と、そのとき、真っ白な頭の中にふと冷静の風が吹いて、四よつん這ばいのまま固まった。

　改めて視線を落とす。三日月が下にいる。俺おれは上にいる。俺が上で三日月が下。三日月が下で俺が上。俺が上で三日月が下……。

「な、なんですか？　そんな、じろじろ見ないで、ください」

　三日月はにわかに落ち着きを失い、おたおたしだした。それでも遥彦がじっくり見下ろしていると、瑠る璃り目めは混乱したようにぐるぐる泳ぐ。

「ちょ、ダメですよ、そんな……そういうのは、まだ許した覚え、なくてですね……あ、いえ別に、そのうちとかじゃなくて……私たちは、あくまで表向きのあれで……こんな、いきなりは困るっていうか……でも、その……今だけ特別、許して、あげても……」

　声はどんどん小さくなって、後半はほとんど聞き取り不可能だった。最後には何も言えなくなった三日月は、きゅっと唇くちびるを結んで目をつぶる。獣けもの耳みみが小刻みに震ふるえていた。

　遥彦はと言うと、完全に別事項に集中していた。そして沈ちん着ちやくに確認を終える。

「あのさ……これって、俺の勝ちじゃね？」

「……へ？」ぱちり、瑠璃目がまたたいた。

「上を取ったほうが勝ちだったよな、確か」

「──ッ！」

　三日月はハッとなった。すぐさまユデダコのように赤くなり、わなわなと震えだす。しかし感情のままに爆ばく発はつするのは自分でも許せないのか、ぐっと堪こらえて控ひかえめに噴ふん火かした。

「どこが勝ちですかっ。こんなのただの偶ぐう然ぜん──事故じゃないですかっ」

「でも勝利条件は満たしてる。どんな形でも勝ちは勝ちだろ」

「ふざけないでっ。こんなのダメっ。ナシナシやり直しっ」

「いや、勝負はついた。運も実力のうちって言うしな」

「冗じよう談だんじゃないですよっ。こっちはいい感じにあったまってきて、さあこれからってときだったのにっ。だいたい、こんな決着の仕方、恥ずかしくないんですかっ。男のくせにっ」

「なんとでも言うがいい。俺の勝ちは揺るがん。ふふん」

　初勝利、初優ゆう越えつ感かんに、遥彦は浮かれた。たとえ後ろ指をさされようと譲ゆずる気はない。今このときだけは、勝利の美酒に酔ようことを己おのれに許そうではないか。

　さぞかし小さな男に見えたことだろう。三日月はすっかり冷めて呆あきれ顔がお。そこになんらかの失望も加わって盛大なため息をつき、バケモードを解いた。

「もうけっこう。センパイのチンケさがよくわかりました。私の負けを認めます。取り決めどおり今日はキリサキを自じ粛しゆくします。それでいいです。だから……さっさとどけ、ドバカ」

「お、おう、そうだった。すまん」

　立ち上がった遥はる彦ひこは足元に落ちているメダルに気づいた。滑すべった原因はこれか。

　幸運をもたらしてくれたそいつを拾おうとしたら、三み日か月づきが横からかっさらってガラスのない窓の向こうに全力で投げ捨てた。八つ当たりだ。フンッとそっぽを向いてカッターナイフを回収すると、服についたほこりを払い、ポシェットを肩にかけて足早に廃はい墟きよを出て行く。

　遥彦は上着をはおって追いかけた。勝利の余よ韻いんに自然と顔がほころんでしまう。

「ま、そう落ち込みなさんな。たまにはこういうこともあるさ」

「別に落ち込んでなんかいません。ただ無性にやるせないだけです」

「いい機会じゃないか。少しは我が慢まんすることを覚えるといいぞ、うんうん」

「調子に乗っていられるのも今のうちですよ。明日は一日中やりまくりですからね」

「え……イチニチジュウ？　な、なに言ってんだよ。明日は学校があるだろ」

「だから学校でやるんです。授業の合間、昼休み、放課後……あ、別に授業中でもいっか」

「それ、マジで言ってます？」

「マジもマジ、大マジです。暇ひまさえあれば斬きり裂さいてあげますよーだ」

　浮き足立っていた遥彦は、液体窒ちつ素そに浸つけられたように急速冷れい凍とうされた。

　学校で一日中はマズい。マズすぎる。言い知れぬ不徳感があるし、それに、魔ま境きようを張っても野の々の原はらと瀬せ里り沢ざわは誤ご魔ま化かせない。あの二人にキリサキ現場を目もく撃げきされたらドン引きされてその後の交友関係に支障をきたすこと確実だ。

「か、考え直しませんか？　なんなら、さっきの勝負、取り直しってことでもう一回」

「いいえ、それには及およびません。センパイの勝ちで今日はオシマイ。大いにけっこう。それでなんでしたか──我が慢まんを覚えろ？　わかりました我慢しましょう。我慢した分、明日に回しましょう。そのほうが断然カイカンも増すでしょうし。明日が愉たのしみですね……うふ」

　三日月はにっこり。だけど目の奥おくは笑ってない。一時の勝利に小こ躍おどりしているうちに、とんでもない地じ雷らい原げんに踏み込んでいたようだ。

　気分上々からの急降下に、遥彦は肩が取れそうなほどがっくりきた。




　その後、アヤカシの捜索を開始。欲求不満のイタチ娘むすめは終始カッターナイフをいじってキチキチ。何度か再戦を提案する遥彦だったが、三日月は意地になって応じなかった。

　夕方までにまた新しい蟲むしを何匹か発見し、二人で退治した。どれも妖よう気きは微び弱じやくで、探しているストーカーではないようだった。

　日が暮れて、姉と外食の約束があるという三日月と駅前で別れ、帰宅。

　部屋に戻ると、不知火しらぬいと千ち尋ひろは格かく闘とうゲームで遊んでいた。千尋は昼過ぎに起きて、それから一日中、二人でゲーム三ざん昧まいだったらしい。のんきなものだ。

　十一時を回るまで家の中で過ごし、家族が就しゆう寝しんしたのを見計らって、遥はる彦ひこはまた夜回りへ。

　しかし、数時間の探たん索さくも収しゆう穫かくなしに終わり、夜明け前に家に戻もどった。

　ずっと起きていると時間の感覚が麻ま痺ひしてしまう。日付が変わった実感もなく、部屋で不知火しらぬいと千ち尋ひろの寝ね顔がおに現実感を揺ゆさぶられながら、制服に着替えて一階へ下りた。そして朝食をすませてから部屋に戻ると、居候二人も起きて着替えをすませていた。

「あれ？」黒くろ巫み女この制服姿に、遥彦は首をひねる。「学校行くのか？」

　どうせまた千尋の護衛に乗じて休む気だろうと思っていたのだが。

「じゃあ、そのあいだ、千尋くんは？」

「あのね、遥彦くん、そのことでお願いがあるんだけど……ねぇ、聞いてくれるぅ？」

　千尋はくねくねと身体からだを寄せて甘えてきた。しなを作って上うわ目め遣づかいにおねだり光線。面めん倒どうな頼たのみごとされること必死な前フリだ。

「キャラじゃないね、千尋くん。まあ一応、聞くだけ聞くけど？」

「あのねあのね、ボク、学校に行ってみたいんだ。昔は通ってたと思うんだけど、そのあたりの記き憶おくはまったくなくて……だから、学生気分を味わってみたいなぁって……ダメ？」

「ダメだね」即そつ刻こく却きやつ下かした。「入るのは簡単だろうけど、見つかったら面倒だし」

「そこは、ほら、ボクが遥彦くんになれば、問題ないでしょ？」

「俺おれになるって……もしかして〝偽いつ張はり〟のことを言ってるのか？　それこそダメに決まってるじゃん。そもそも千尋くん、翅はねを怪け我がしてまともに変身できないだろ」

「ふふん、その問題なら解決済みだ」

　椅い子すに腰かけていた不知火が不敵に笑った。

「ふふん、そのとおり。見ていたまえ、遥彦くん」

　マネをして笑った千尋が、ぴょんとベッドの上に立つ。そしてバケモード。色鮮やかな斑まだら模も様ようの翅が広がり、綿毛のような触しよつ覚かくが生えた。翅の形は完かん璧ぺきな左右対称シンメトリー。三日月に受けたはずの傷がきれいになくなっている。

「杏あん奈なちゃんが治してくれたんだ。だからもうだいじょーぶいっ。いっくよーっ」

「あ、ちょっ──」

　止める間もなく、斑の翅が羽ばたき、部屋中にキラキラと鱗りん粉ぷんが舞まった。

　小雨のように降るそれを、千尋は頭からかぶり、極ごく彩さい色しきの光に包まれる。シルエットがぼやけ、陽かげ炎ろうのようにゆらめきながら形を変えていく。

　光のヴェールが消えたあと、そこに立っていたのは、遥彦の写し身だった。

「どうだい、一卵性の双ふた子ごだって目じゃないだろ？　フッ」

　遥彦の顔で得意気に笑い、遥彦の声で自信満々に言って、千尋はキザに前髪を払う。

　自分じゃない自分を目の前にして、こちら本物の遥彦は表情筋が引きつった。異様な気分にさせられるが、それ以上に後先考えない千ち尋ひろの行動に呆あきれてしまう。

「こらっ、浅はかにもほどがあんだろ。また忘ぼう却きやくしたらどうする気だ」

「あ……あはは、そうでした。でも大だい丈じよう夫ぶ。ちゃんと遥はる彦ひこくんのことも彼方かなたちゃんのことも杏あん奈なちゃんのことも覚えてるし、肝かん心じんなところはセーフだよセーフ。うんうんっ」

「……ホント、いい性格してるよね、千尋くん」

「えへへ、それほどでも」

「褒ほめてないから。つーか、俺おれの姿でモジモジせんでくれ。見るに耐たえん」

「そう目くじらを立てるでない、遥彦」

　不知火しらぬいが二人のあいだに割って入った。しかし、本物に背を向けていた。

「俺はこっちだ。わざと間違えるな」一部始終見てたろうが。

「ふふん」スカートをひるがえして回れ右。「変身してしまったものはしかたあるまい。どうせなら活用しようじゃないか。学校ならわたしも一いつ緒しよだし、それに……面白そうだ」

「おまえがそそのかしたんじゃないだろうな。とにかく、こんなのは認められん」

「きみが認めなくてもわたしが認めるさ」

「おまえが認めても俺が認めん」

「やれやれ、どうやら肝心なことを忘却しているのは、きみのほうらしいね」

「なに？」

「別にかまわないのだよ？　あれこれバラしてしまっても」

「──っ！」

「なんなら、今ここで三み日か月づきくんに……」

　不知火は伝でん家かの宝ほう刀とうを抜くかのごとくケータイを取りだし、タッチ操作。本当に三日月のアドレスを呼びだし、あとはコールするのみ。指先が見せつけるように画面に近づく。

「わ、わかった」遥彦はあっさり観念した。「認める……認めます」

「ありがと、遥彦くんっ」千尋は満面の笑みで手を握にぎる。「感謝感激雨あられっ」

「礼はいいから、その顔を近づけないでくれ」

　まともに見ることができず、目を背けた。ひたいに手をやり、ため息をひとつ。

　もうどうにもならないなら、いっそ前向きに考えようじゃないか。そう、千尋が代わりに学校に出れば、キリサキの丸一日コースを避さけることができる。

「そうだ、三日月に知らせとかないとな……殺人事件が起きちまう」

　電話連絡。用件を伝えたら、不快指数の高い声が返ってきた。

『要するに、千尋くんをダシにして逃げようというわけですか』

「違うって。俺だって反対したんだから」

『まあ、不知火さんが認めてしまったのなら、しかたありません。でも……』

「わかってる。放課後、覚かく悟ごしておきます」

『よろしい。それじゃ、もう家を出ないと遅ち刻こくするので。ちゃーおー』

　電話を切って一息。しかし、ゆっくりしている時間はない。千ち尋ひろに注意しておかなければいけないことは山ほどあるが、こちらもそろそろ出なくては。

　通学鞄かばんを千尋に渡し、自分の交友関係について簡単に説明。あと、天てん狗ぐと化ばけ猫ねこのジンガイ娘がいるから、もしバケモードを見ても驚かないように。

「野の々の原はらと瀬せ里り沢ざわさんには、不知火しらぬいから紹介と説明を頼む」

「ふふん、それは不要さ。だましきればよいのだ。むしろ、そこにこそ醍だい醐ご味みがある」

「……じゃあ、もしバレたら、ちゃんとフォローしてくれ。千尋くんは、とにかく目立たずにおとなしくしていること。体育のとき、間違って女子更こう衣い室しつに入るなよ？」

「あ、そっか」ぽんっと手を打つ千尋。「気をつけないとね」

「……大だい丈じよう夫ぶかよ、ホントに」

「任せときなって。ボクの──いや、俺おれの変身は完かん璧ぺきだぜ。フッ」

「頼むから、そのキザな笑い方はやめてくれ」




　不知火と千尋を見送ったのち、遥はる彦ひこは私服に着替え直し、学校の授業が始まる時間まで部屋でおとなしく待機してから外に出た。

　街中を適当にぶらつき、昼までに蟲むしを二匹発見した。どちらも妖よう気きは微び弱じやくで、鬼おにの角つので一いち撃げき殺さつ。またハズレだったが、昨日今日とエンカウント率が上がっている。まだ見ぬアヤカシの影えい響きようだろうか。そんなことを思いながら、児童公園前を通りかかったときのこと。

　向かいから歩いてくる人物に気づき、足を止めた。

　横よこ縞じま模も様ようの服にタイツ。乱れ気味のウェーブヘア。

　運命を妄もう信しんするメルヘン少女、佐さ久く良ら涼すず美みだった。

　これまたどういう偶ぐう然ぜんか。こんな時間にこんな場所で出くわすとは。そもそも学校はどうしたんだろう、と思っていると、うつむき加減に歩いていた佐久良が突とつ然ぜん、はじかれたように面を上げた。大きな黒目がこちらを補捉し、いきなりダッシュ。

　最短距離で一直線。勢いよく迫せまった佐久良は、ぶつかるようにして遥彦の腕をがっちりホールド。細い指が見た目にそぐわない握あく力りよくで食い込んだ。おどろおどろしく顔を上げ、乱れた前髪の合間から仄ほの暗ぐらい瞳ひとみがぎょろり。ち、近い。近くて呼吸が荒あらい。なぜか興奮気味だ。

「はぁ、はぁ、はぁ……こんにちは、きさらぎくん」

「伊い佐さ見みです」ついに文字数まで。「こんちには、佐久良さん。奇き遇ぐうですね」

「ふふ……運命を感じるわ」佐久良はサイケデリックに微笑ほほえんだ。

「え、いや」遥彦は苦笑いで背中を反る。「たまたまですよ、たまたま」

「いいえ、感じる。ビンビンきてる」

「そ、そうですか？　俺は何も感じませんけど？」

「当たり前でしょ。あなたは王子様じゃないもの」

「あ……はい。えと、じゃあ、どういう意味で？」

「運命の思おぼし召めし、かしら」

　余計に意味不明だった。しかし、対象にはされていないようなので一安心。一方でちょっと自分を恥ずかしく思った。運命発言が自分に向けられたものではないか、あなたが王子様だとか言いだすのではないか、と思わないでもなかったのだ。

「動かないで。じっとして」

　佐さ久く良らは遥はる彦ひこの肩に手を置き、背伸びした。まるでキスをするような仕草だったが、実際は匂においを嗅かぐように首筋に顔を近づけるだけだった。運命ってのは臭におうものなのだろうか。逆に遥彦からは佐久良の首筋や胸元が覗のぞけてしまう。ゆったりした襟えり元もとの奥おくにブラジャーが……見えない。ノーブラでいらっしゃる？

　顔を並べるように接近する佐久良。それにつれて痩やせた胸元がどんどん見えてくる。これはいかん、といつもなら慌あわてて視線を外すところだが、ここで遥彦は我ながら落ち着きを保って思案した──別に見るつもりはないけど向こうから視界に入りこんでくるならそれはしかたないというものでしょう。

　というわけで、真顔で堂々とフォーカスを合わせにいった、そのとき。

「……ふぅー」

　突とつ然ぜん、耳に息を吹きかけられた。

　遥彦はぶるるっと震ふるえに襲おそわれ、反射的に身を引く。

「……うふん」

　佐久良はなんだか危うい笑み。視線は中空、何かに見み惚とれているかのよう。その大きな黒目には妖よう精せいさんでも映っているのだろうか。少なくとも現実は見ていない。

　ていうか、何がしたかったんだ。やけにテンション高いし、饒じよう舌ぜつだし……もともとよくわからない子だったけど、最近、知れば知るほどわからなくなっていく。

「えっと……じゃあ、俺おれはこの辺で」

　あまり関わらないほうがいい気がして、すぐに立ち去ろうとした。

　しかし、がっしり腕をつかまれた。先ほど同様、指が意外な力強さで食い込む。

「……まだ何か？」

「言ったでしょ。運命を感じるの」

「……だから？」

「一いつ緒しよにいれば、きっと王子様が見つかるわ」

「いやいや」論理破は綻たんもいいところですよ。「なんでそうなるのかさっぱりなんだけど、俺なんて何の役にも立たないよ？　当て馬とか咬かませ犬とか言われてる男だからさ」

「そんなことない。あなたのおかげで、運命は近づいた」

「へ、へぇ……近づいちゃったんだ」

「もうすぐ会える。私だけの王子様」

　佐さ久く良らはうっとりと微笑ほほえむ。その妄もう想そう爆ばく発はつな運命論によれば、遥はる彦ひこは王子様との仲ちゆう介かい役やくに当たる──当たってしまったらしい。そして佐久良は行動を共にする気でいる。

「私のことは気にしないで」

「そうは言っても、一いつ緒しよにくるつもりなんでしょ？」

「もちろん。だって、運命の赤い糸は、あなたに絡からんでいるんだもの」

　例によって理解に苦しむ理由だ。もっと別の意味で絡まれている気がする。

　本音を言うと、勘かん弁べんしてほしかった。一緒にいたらアヤカシだって探せないし……どうしよう、まいてしまおうか。佐久良は体力ないし、この辺の土地勘かんもないみたいだから、その気になれば余よ裕ゆうで振り切れるだろう。もしくは魔ま境きようを張ってもいい。でも……いざ実行となるとそれはそれで可哀かわい想そうに思えてくる。妄想半分とは言え、恋心は本物みたいだし、学校をサボってまで捜さがすからにはそれだけ真しん剣けんなのだから、そう邪じや慳けんにしなくてもいいのではないか。三み日か月づきには昨日チンケ呼ばわりされたばかりだし、ここは心を広く持って今日一日このメルヘン娘むすめに付き合ってあげるのもアリと言えばアリだ。不知火しらぬいだって休んでばかり、千尋のお願いも聞いてあげたのだ、女の子と一緒にぶらぶらしたって罰ばちは当たるまい。そもそも先方が勝手についてくるのだから、こっちには何の汚点もないはず……って、趣しゆ旨しが変わってるし。

　まあ、あれだ。究極を言えば……別に死ぬわけじゃないし、どっちでもいいんだけど。

「お腹が空いたわ。何か食べましょ」

「それって、俺おれも御ご一いつ緒しよしなきゃダメな感じ？」すでにそういうニュアンスですが。

「当然でしょ。私の運命は、あなたが握にぎってるんだから」

　そんなもの握った覚えないし。むしろいろいろ握られてる気がするんだけど。

　遥彦は嘆たん息そく。早々に観念し、流れに身を任せることにした。最近、何かとあきらめてばかりいるから、潔いさぎよさだけは自信がついた……って、これも皮肉じゃなくて自じ虐ぎやくだな。




　近くのコンビニでおにぎりやサンドイッチを買い、児童公園のベンチで昼食を取った。後ろには青葉一色のソメイヨシノ。木の枝に張られた蜘く蛛もの巣に、蝶ちようが捕とらわれている。

「佐久良さん、俺が言うのもなんだけど、学校サボっていいの？」

「いいの」

「でも、無断欠席だと、家に連絡行くでしょ」

「平気。誰だれもいないから」

「両親、共働き？」

「そう。ついでに、二人とも愛人のところ。たまにしか帰ってこない」

「……え？」

「ダブル不ふ倫りん。現在、離り婚こん協議中」

「…………」遥はる彦ひこは返答に困った。

「うちはバラバラなの。何年も前から」佐さ久く良らは涼しげに続ける。「愛のない男と女と、どちらからも疎うとまれている子供が、ハウスシェアしてるだけ。顔を合わせても無視。私が中学に上がった頃ころから二人は私を押し付けあって、お金を与えるだけの関係になった。でもいいの。最初は寂さみしかったけど、今はそれが普ふ通つうだからなんとも思わないし、向こうが私に期待しないように、私も期待してないから。それに……」

　今は王子様がいるもの──そう言って、いっさいの未練もなさそうに、恍こう惚こつに微笑ほほえんだ。

　込み入った家庭事情を聞かされ、そして急にスイッチが入った妖あやしくて危うい笑みを前にして、遥彦はやはり返答に困った。気のきいた文句のひとつも浮かばない。自分の家族を他人の集まりも同然に述べる佐久良の気持ちが、わかるなんて言ったら嘘うそになるし。

　ただ、今の話を聞いて納得いく面もあった。佐久良が学校の交友関係に無む頓とん着ちやくで、裏で一人メルヘンに浸ひたっているのは、両親に対してそうであるように、周りの人間に対しても何も期待していないからなのかもしれない。唯ゆい一いつ、王子様を除いて。

　黙だまっていると、佐久良はスイッチが切れたように能面顔に戻った。

「ごめんなさい。くだらない話をしたわ」

「いや、別に、そんな」

「行きましょ」佐久良は立ち上がる。

「どこに？」

「どこでも、あなたの好きなところに」

　つまりはどこへ行こうとついてくる、と。自由なのに不自由だな。

　気を取り直して、ひとまず駅方面に向かった。せっかく学校を休んでいることだし、平日昼間の繁はん華か街がいを歩くのも一興だ。あの辺なら目的もなくぶらぶらしても変じゃないし、人通りも多いから、もしかしたら佐久良の言う王子様も見つかるかもしれない。

　橋を越こえ、アーケードを通り、駅構内を抜ぬけて到とう着ちやく。

　引き続き散策しようとしたら、佐久良に袖そでをつかまれた。屈かがみこんで苦しそうにぜーはー言いながら、井戸から這はい上あがってきた幽ゆう霊れいのように見上げてくる。

「……疲れた、死ぬ」

「大げさだって」まだ三十分も歩いてない。「そんなんで王子様が見つかるの？」

「だい、じょー、ぶ」息も切れ切れだ。「あなたが、運命、つないだ」

「じゃあ、もし俺おれが運命とやらに関係してなかったら、どうしてました？」

「ぶらぶらして、休んで、ぶらぶらして、休んで……」

「……行き当たりばったりなんだね」

「この辺も歩いた。朝とか、昼とか、夜とか、あちこち」

　それが本当ならすごい執しゆう念ねんだ。そう言えば、初めて佐さ久く良らを街で目もく撃げきしたのは連休中。あのときから王子様を捜さがしていたなら、もうかなりの範囲を歩きつくして……いや、この体力じゃたいした距離は稼かせげてないな。活動時間より休きゆう憩けい時間のほうが長そうだ。

　休みを挟はさみながら、繁はん華か街がいを練り歩く。しかし、佐久良の体力がすぐに限界を迎むかえてしまうので、早々に散策をあきらめて近くのファミレスに入った。ドリンクバーとポテトの盛り合わせを頼み、そのまま学校が放課後になるまで粘ねばることに。

　佐久良は物静かに窓の外を眺ながめる。王子様の姿を捜しているのだろう。細い指がピアノ演奏でもするようにテーブル上で優ゆう雅がに弾む。一本一本が器用にバラバラに動いていた。

　遥彦は学校のほうが気になり、ケータイで時間をチェック。ちょうど午後一の授業が終わって小休止の時間だったので、不知火しらぬいに電話をかけてみた。

　すぐに応答あり。やけに神しん妙みような声が返ってくる。

『……すまん、遥彦。わたしがついていながら、こんなことに』

「え、なんだよ。何があった？」

『お蝶ちようちゃんが女子更こう衣い室しつに入った。現行犯逮たい捕ほで停学処分だ』

「マ、マジかよ」

『ふふん、嘘うそだ』

「……だと思ったさ」ちょっと焦あせったけど。「んで、様子は？」

『問題ない。キザな笑えみを振りまいて女子をナンパして回っているぐらいだ』

「それも嘘だろ？」

『ワンコくんとニャンコくんを口く説どいていた。俺おれの愛人にならないか、と』

「おい、嘘だと言え──言ってくれ」

『では放課後、アーケードの広場で落ち合おう。グッドラック、不ふ吉きつな幸運を』

　一方的に切られた。遥彦は急いで三み日か月づきにかけようとしたが、思いとどまる。落ち着け、自分。ここで振り回されたらやつの思うつぼ。悪い冗じよう談だんに決まってる……たぶん。

　気持ちを切り替えようとドリンクバーへ向かう。どうせ味はわからないから、全種類を混ぜて、さらにミルクやシロップ、タバスコなんかも足してみる。そうして席に戻ると、佐久良が毒々しい色の液体を見て目を据すわらせた。

「なにそれ」

「スペシャルブレンド。飲む？　おいしいよ」

　どうせ断るだろうと思って勧すすめた遥彦は、ストローで一口吸って見せ、わざとうまそうな顔をして見せた。すると意外なことに佐久良は興味を示し、無言のうちに手を伸ばしてコップを引き寄せた。自分のストローを入れて吸う。

　直後、ぶふーッと仰のけ反ぞり気味に霧きりを吹いた。ゲホゲホと激しくむせる。青酸カリでも飲まされたように喘あえいで、必死の形ぎよう相そうで水に手を伸ばす。

　遥はる彦ひこは「大だい丈じよう夫ぶ？」と心配の声をかけながらも、ついつい笑ってしまった。我ながらひどいやつだとは思うが、いつも物静かな佐さ久く良らだけに、取り乱す姿はよりいっそう滑こつ稽けいだ。

　佐久良は水を飲み干すとテーブルに突つっ伏ぷし、呪のろうような目を向けた。

「……殺す気？」

「ごめんごめん、本当に飲むとは思わなかったからさ」

「嘘うそ、最初から私をハメる気だったんでしょ。飲んだように見せかけて、実は飲んでいなかったんだわ。こんなの、人が摂せつ取しゆするものじゃない」

「そんなことないって。ほら」

　遥彦は一気飲みして見せる。もちろん味覚がないからできる芸当だ。

　佐久良はいぶかしげに眉まゆ根ねを寄せ、「あなたは人間じゃないのよ」とふてくされるように呟つぶやいて顔を伏ふせた。授業中に居眠りをするような格好のまま、微び動どうだにしない。怒おこらせてしまったようだ。まさか泣いてないよな。

「ごめん」遥彦はマジメに謝った。「口直しに何か奢おごるからさ」

　すると佐久良は素早く顔を上げた。メニューを手にし、いちばん値が張るデザートを探して指を差す。なんて迷いのない瞳ひとみ。そして無む駄だのない動き。どうやらハメ返されたようだ。

　遥彦は負けを認めるようにうなずき、呼び出しボタンを押した。




　窓の外に蟲むしを見かけることもなく、佐久良の捜さがし人びとが見つかることもなく、無益に時間が流れていく。そして学校が終わる頃になり、ファミレスを出てアーケードに向かった。

「俺おれはこのあと友達と会って帰るけど、佐久良さんは？」

「じゃあ、今日はオシマイ。広場まで一いつ緒しよに行く。明日も会える？」

「学校でならね。あとは放課後ちょっとだけなら。でも、ホントに少しだけだと思うし、俺と一緒にいても効果ないんじゃないかな。今日だって何もなかったじゃん」

「いいえ。あなたと一緒にいるのが、いちばん」

　あくまでそう来るか。まあいい、乗りかかった船だ。飽あきるまで付き合おう。王子様とやらが見つかれば御の字だし、成果がなければ、また運命の悪戯いたずらとか思おぼし召めしとか言って、別の切り口にすがるだろう。

　アーケードの広場に着くと佐久良は花か壇だんに腰を下ろした。しばらくそうして人波の中に王子様を捜すらしい。遥彦は「じゃあ」と挨あい拶さつして別れ、十字路を横断する。

　ちょうど向かいの通りから、三み日か月づきと不知火しらぬい、あいだに千ち尋ひろが横並びで歩いてきた。千尋は変身を解除済み。ボーイッシュな女の子に戻っている。遥彦は合流して鞄かばんを受け取った。

「ありがとね、遥彦くん。今日はおかげさまで楽しめたよ。授業は退たい屈くつだったけど」

「女子をナンパしたりしてないよな？」

「やだなぁ、そんなことしないよ。ちゃんとおとなしくしてたってば」

　やっぱり悪ふざけだったか──遥はる彦ひこは不知火しらぬいを睨にらむ。不知火は知らんぷり。

「ご心配なく」三み日か月づきが刃を鳴らした。「私からも注意しておきましたから」

「注意っていうか、脅きよう迫はくだったけどね」

「何か言った？」

「いえいえ、何、も」千ち尋ひろは凍こおりつく。

「ところでセンパイ……その女は、なんですか？」

　瑠る璃り目めが鋭するどくねめつけたのは、遥彦の横。

　言われて見向くと、いつの間にか隣となりに佐さ久く良らが立っていた。指をかくかくしている。

　遥彦は驚おどろくより焦あせった。なんでいるんだよ、お別れしたはずだろ。いやそれより、どう弁解しよう。今日ずっと一いつ緒しよだったなんて言ったら、三日月がナワバリ意識を発揮して腹を立てること必死。また何かしらが悪化すること間違いない。

「えっと、こちらは、去年同じクラスだった佐久良涼すず美みさんと言って、その……」

　思考をフル回転。頼たのむ、何か言い訳を思いついてくれ、マイブレイン。

　佐久良は人の気も知らずにうっとり、そしてにっこり、微わ笑らった。

　それは今日一等の笑顔で幸福感に満ち満ちていた。大きな黒目には平常時の仄ほの暗ぐらさが嘘うそのように星がきらめく。

「見ーつけた」

　そう言って、トキメキ光線を放った。

　その矛ほこ先さきは、横並びになっている三人の真ん中。

「あ……あ、あ……あぁ」

　千尋が顔面蒼そう白はく。卒そつ倒とうしそうな勢いだった。

　凍りついていた身体からだが、痙けい攣れんするように震えだす。

「あ、あぅ……うあああああああああああああッ！」

　いきなり絶ぜつ叫きようしたかと思うと、妖よう気きを振ふり絞しぼった。

　バケモード。魔ま境きよう展開。斑まだらの翅はねが羽ばたき、鱗りん粉ぷんを散らして舞まい逃にげる。

　死角での出来事に、広場にいた通行人は誰だれ一人として気づかないまま、暗あん黙もくの領域から離れていく。しかし、佐久良の瞳ひとみは美しい蝶ちようの翅をしっかりと捉とらえていた。宙に手をかざして指を一本、かくんと動かす。その動きに合わせて、ひゅいん、と何か音がした。

　すると中空、千尋の動きがピタリと静止した。手も足も翅も動かせない。

「や、やだっ……やだやだやだっ！　たすけ──」

　叫ぶ千尋の口に、どこからともなく包帯のようなものが巻きついて声を封じた。さらに翅ごと身体をぐるぐる巻きにしていき、首から下を繭まゆ状じように拘こう束そくしていく。

「……糸か」

　不知火が呟つぶやく。赤く染まった瞳を、千尋から佐久良へスライド。

「ジンガイッ！」

　三み日か月づきが袖そでから刃を伸ばし、問答無用で斬きりかかった。

　佐さ久く良らはまた指先を、かくん。動かした途と端たん、宙へ舞まい上あががり、斬ざん撃げきを回かい避ひ。そのまま指を動かすだけで、ひらりひらり、振り子のように揺ゆれながら飛行し、ぐるぐる巻きにされた千ち尋ひろのもとに到とう着ちやくした。足場もない中空に立ち、薄い笑みを浮かべて地上を見下ろす。

「ありがとう、伊い佐さ見みくん。おかげで王子様に会えたわ」

　遥はる彦ひこが何を言って返す間もなく、横から〝風かざ斬きり〟が飛ぶ。

　千尋と佐久良のあいだを斬り裂き、二人は落下した。が、佐久良は右手の指を動かすと弧こを描くように宙を旋せん回かい。さらに左手の指を動かすと磁石のように千尋を引き寄せた。

　そのままアーケードの天窓伝いに、ひらりひらり、広場を離れていく。

　急いで追いかけるも、二人の姿はあっという間に商店街を離れ、建物と建物のあいだに消えてしまった。魔ま境きようの気配も感じなくなり、完全にロスト。遥彦たちは裏通りで立ちつくす。

「どういうことですかっ」三日月は御立腹だ。「なんなんですかっ、あの女っ」

「いや、俺おれにも、何がどうなっているのかさっぱりで……」

　頭の中が大混乱。状じよう況きようを整理しきれない。

　不知火しらぬいが鬼おにの眼めであたりを見渡した。

「お蝶ちゃんの反応からして、あの娘むすめ──佐久良くんと言ったか。思い出したよ、球技大会のとき保健室にいたな──ともかくあの娘が、ストーカーの正体だったのだろう。アヤカシの本能で悟さとったわけだ。相手がアレでは、あの怯おびえようも無理はない」

「佐久良さんがジンガイ……アレって？」

「それを語る前に、まずはきみの話を聞かせてもらおうか」

「そうです。なんで千尋くんを付け回していた犯人とセンパイが一いつ緒しよにいたんですか。一から十まできっちりかっちり白状なさいっ」

「でも、早く二人を捜さないと」

「歩きながら聞くさ。こっちだ」不知火は先を進む。「わずかだが、斑まだら揚あげ羽はの鱗りん粉ぷんがそこらに付着し、痕こん跡せきをとどめている。バケモードが幸いしたな。ほれ、さっさと話せ」

　遥彦は三日月に背をつつかれ、囚しゆう人じんのように歩きだした。ツインテールの後ろに続き、今日のこと、それ以前に佐久良と接せつ触しよくした際のことも、すべて話して聞かせた。




　ここまでのダイジェストを聞いた三日月は開口一番、「ドバカ」と吐はき捨すてた。

「それだけ何度も接触していて、ちょっとは怪あやしいって思わなかったんですか？」

「いや、だって、佐久良さんが捜してたのは王子様で、千尋くんは一応女の子だし」

「はぁ……だからドバカなんです。千尋くんは男にも女にもなれるんですよ？」

「わかってるよ。わかってるけどさ、普ふ通つうに話を聞いただけじゃ、そこまで疑わないって」

「それはセンパイがドバカだからです。まったく、本命に行き当たっておきながら、気づきもしないで引き合わせちゃうなんて……ホント、ドバカ」

　ドバカ率が急きゆう上じよう昇しよう。自分でも負い目を感じないわけじゃない遥はる彦ひこは甘んじて受け入れるしかなかった。まさか、佐さ久く良らの言う運命の人──王子様が、千ち尋ひろだったとは。

「ん？」と、遥彦は首をひねった。「ちょっと待て」

「なんですか？　この期ごに及およんで言いい逃のがれですか？」

「いや、そうじゃなくて、疑問……千尋くんの話では、ストーカー行為は四し季き森もりに来るよりも前、さらには隣となり町まちに流れてくる前から続いていた。例の蟲むしの件と照らし合わせても一ヶ月以上前からなのは間違いない。でも佐久良さんの話だと王子様に会ったのは一週間前。なのに犯人っておかしいだろ。一ヶ月と一週間じゃ、どう考えても計算が合わない」

「それは……だから……えっと……不知火しらぬいさーん」

　三み日か月づきは説明できないようで黒くろ巫み女こを助っ人に呼んだ。

　前を歩く不知火は周辺に赤い視線を散らしながら笑う。

「ふふん、単純なことだよ。もとは別々だったものが、ひとつに合わさったのさ」

「あ、そういうこと」三日月はポンと手を打つ。

「どういうこと？」遥彦は置いてけぼり。

「つまりはこうだ──あるところに、斑まだら揚あげ羽はを追うアヤカシがいた。またあるところに、王子様に恋をした娘むすめがいた。そして両者は出会い、アヤカシは娘に取とり憑ついた──そう考えれば筋が通る。というより、そう考えなければ筋が通らない」

「ああ」遥彦もようやく理解した。「でも、なんでそんなことに？」

「それはもちろん、佐久良くんの心がアヤカシを惹ひきつけたからに決まっている。出会いは偶ぐう然ぜんでも憑くのは必然さ」

「それで」三日月がカッターをいじりながら聞く。「そのアヤカシというのは？」

「蜘く蛛もだよ。病やまいの蜘蛛と書いて〝病やみ蜘ぐ蛛も〟。蟲むしの世界の圧あつ倒とう的てき捕ほ食しよく者しやで、糸を自在に操って獲物を絡からめ取る。視覚に頼たよらないから、斑揚羽にとってはダマシの効かない相手、天敵と言っていい存在だ。その上かなりの粘ねん着ちやく質しつでね、とにかくしつこく、あきらめが悪い。あるアヤカシは百年以上にわたって命を狙ねらわれ続け、ある退たい魔ま師しの血筋は何世代にもわたって凶悪な病蜘蛛と戦うはめになった──そういうことが実際にあったぐらいだ」

「まさにストーカー気質ですね」

「ゆえに、似た気質──強い執しゆう着ちやく心しんに惹かれる。佐久良くんは、恋をした王子様に会いたいと願っていた。再会をあきらめられずにいた。その心模様に誘さそわれ、病蜘蛛は取り憑いたのだろう。そして病蜘蛛と結びついた瞬しゆん間かん、佐久良くんは王子様と斑揚羽がイコールであることを本能的に悟さとったのだ。だから、お蝶ちようちゃんの姿が変わっていても正体がわかった。その符合もまた偶然にして必然──病蜘蛛がそのことを嗅かぎつけたからこそ憑ひよう依いしたと考えるほうが、流れとしては自然だろうね」

「斑まだら揚あげ羽はと王子様。アヤカシの面とヒトの面。ジンガイの裏表が招いた、偶ぐう然ぜんの一いつ致ちと必然の結果というわけですか」

　絡からまった糸が解かれていくのを聞きながら、遥はる彦ひこは自分なりに背景を想像した。

　佐さ久く良らが抱かかえていた家の事情。バラバラな家族。人とのつながりに期待しない日常。そんな中で出会った王子様。そして恋……会いたい。つながりたい。せめてただ一人、好きな人とだけはつながっていたい──そんな心情が絡んでいたからこそ、人一倍強い執着を抱いだき、病やみ蜘ぐ蛛もを引き寄せてしまった……そういう風に考えるのは、メルヘンチックがすぎるだろうか。

「病蜘蛛の異能力と異常性は？」

　隣となりでは三み日か月づきが相手の分ぶん析せきに余念がない。不知火しらぬいも淡たん々たんと答える。

「異能力は〝糸いと繰くり〟と言って、指先や口から糸を紡つむぎ操あやつる一種の絃げん術じゆつだ。糸の性質も自由自在。気配を悟られないよう力加減できるし、目に見えない細さで炭素線以上の強度を持たせることもできよう。見極めるのは至難の業──不可能に近い。現に、きみたちには見えなかっただろ──わたしもだ。静止していてもギリギリ。動きが加わるとてんでダメだった」

「鬼おにの眼めでも無理なんですか？」

「本家ならたやすく見破るだろうがね。わたしの瞳どう術じゆつレベルでは捉とらえきれん」

　見極めのつかない糸。千ち尋ひろが動けなくなったのは、その糸に囚とらわれたからか。佐久良が宙を自在に舞まっていたのも、糸を扱あつかった所作──ワイヤーアクションだったのだろう。あれなら体力の低さをカバーできるし、物理学的にも少ない力で大きな運動量を発揮できるのではないだろうか。物理は苦手なので詳くわしくはわからないけど。

「まあ、三日月くんなら楽勝だろうけどね」不知火は気楽だ。

「そうですね」三日月も余よ裕ゆうだ。「異常性のほうは？」

「執着対象を主体とした妄もう想そう狂きよう──いわゆる〝偏へん執しゆう病びよう〟というやつだ。妄想の内容は人によりけり。被害妄想、誇大妄想、恋愛妄想……佐久良くんの場合は恋愛妄想だろう。実際は一方的な片思いにすぎないところを、妄想によって運命に仕立てあげているのだ。どうあれ、これで蟲むし騒そう動どうとの関係も明らかになったな。遥彦の単細胞推理が当たっていたわけだ」

「蟲のトラブルは、偶然誘ゆう発はつされたにすぎない？」

「ああ。狙ねらわれていたのは斑揚羽ただ一匹。だが、捕ほ食しよく者しやたる病蜘蛛は他の蟲たちにとって脅きよう威いだ。その気配が近づくだけで、恐おそれをなして騒さわぎだす……要はトバッチリさ」

　トラブルの連続性には、最初から何の意図も隠かくされていなかった。原因は斑揚羽と病蜘蛛の鬼ごっこ。斑揚羽を追って病蜘蛛が移動する。病蜘蛛が移動すれば蟲たちが慄おののき騒ぐ。それだけのことだったのだ。そして四し季き森もりに来てからは、話の主体が切り替わった。

　斑揚羽と病蜘蛛の関係から、多た智ち花ばな千尋と佐久良涼すず美みの関係へ。

「でも……どうして、センパイと千尋くんがつながっているってわかったのでしょう？」

「遥はる彦ひこから斑まだら揚あげ羽はの気配を感じ取ったのだろうな。病やみ蜘ぐ蛛もは糸を通じて妖よう気きを感知することもできる。今け朝さ、お蝶ちようちゃんが変身する際、その場にいた遥彦には鱗りん粉ぷんが付着した。それで妖気が残留していたのだ。間近なら肉眼でも見えただろう。そしてお蝶ちゃんと出会い、糸で触れた瞬しゆん間かん、バケモードでなくても互いに蟲の本能で悟さとったのさ。お蝶ちゃんは相手が天敵であることを、佐さ久く良らくんは相手が想い人であることを」

　なるほど、そうか──遥彦は今日の佐久良の不可解な行動に合点がいった。佐久良は周囲に糸を伸ばしてアヤカシの気を探っていたのだろう。そこに鱗粉の付着した俺おれが通りかかって目で見なくとも気づいた。そして斑揚羽の妖気を感じての運命発言。顔を近づけて髪に付着していたのだろう鱗粉を視認し、息を吹きかけて飛ばして宙を舞まうそれに見み惚とれた。佐久良にしてみれば、それは王子様につながる決定的な手がかり。まさに運命の赤い糸……。

「──あれ？」

　そこまで考えたところで、不意に、まったく別の疑問が浮かんだ。

「なんですか、センパイ。また何か言い訳？」

「いや、そうじゃなくて……思い出したんだけどさ、千ち尋ひろくんと佐久良さん、今日以前に会ってるんだよ。ほら、三み日か月づきも覚えてるだろ。連休中、打ち上げした日、待ち合わせしたときにブタの着ぐるみがいたの。あのとき、俺たちが合流する前に、佐久良さんもあの場所にいたんだ。千尋くんが渡そうとしたティッシュを無視してどこかに行って……なんであのときスルーしたんだろう？　千尋くんだってそうだ。お互い、蟲の本能でわかったはずじゃ……」

「ふふん、それまた呆あきれるほど単純な話だ」不知火が鼻で笑い飛ばす。「その時点では、まだ病蜘蛛に憑つかれていなかった──あるいは憑かれていたにしても、着ぐるみが邪じや魔まをして糸が触れることなく気づけなかった。死角になっていたのさ」

　遥彦は「あぁー」と思わず声を伸ばして二度三度うなずいた。そうか、あのブタが幸いしたのか。それこそ運命の悪戯いたずらだ。一歩間違えていたら、とっくに見つかって拉ら致ちられて、自分たちが関わることもなかったかもしれない。

「ところで、あの人」三日月があっさり話を変える。「千尋くんの姿が変わっていること、どう受け止めているのでしょう。それに忘ぼう却きやくのことも、わかっているのでしょうか？」

「あれだけ迷いなく攫さらったからには、姿形は二の次、妄もう想そうと執しゆう着ちゃくが先走っているのだろう。忘却に関しては知らない可能性が高いな。素人しろうとがアヤカシに詳くわしいはずもないからね」

「うーん……考えようによっては、あの人も可哀かわい想そうですね。千尋くんに恋をしたばかりに振り回されて、アヤカシに憑かれて……結局、千尋くんが悪いんですよ。再会の約束を忘れなければ、こんな面めん倒どうなことにならなかったかもしれないし……ホント、迷めい惑わく千せん万ばんです」

「お蝶ちゃんばかり責めてもしかたないさ。佐久良くんをオオカミから助けたのは、よかれと思ってのことだろう。好意を持ったのは佐久良くんのほうだし、アヤカシに憑かれる者は憑かれるべくして憑かれるのだ。それに、過ぎたことをとやかく言っても始まらない」

「ですね。ただ確かに言えるのは、前回前々回に引き続き、またしても千ち尋ひろくんが余計なトラブルを招いたってことです。よくもまあ、次から次へと……」

「ふふん、一度ならず二度までも──いや、二度ならず三度までも、か」

「三度目の正直にしてくれます」

　キチキチキチ、キチキチキチ、キチキチキチ。

　苛いら立だちが刃音に乗る。いつにも増して荒あれている。そう言えば、三み日か月づきは欲求不満なのだった。佐さ久く良らと対たい峙じしたとき、殺さつ戮りくに走らないよう注意しなくては。




　太陽が少し傾かたむいてきた。西日がオレンジ色を帯びる。

　不知火しらぬいが足を止めたのは、小さな廃はい工こう場じようの前。それは以前、佐久良と共に警官から逃げて辿り着ついた場所だった。入り口のシャッターが途と中ちゆうまで開いている。中は薄暗い。

　路地から敷しき地ちに入った瞬しゆん間かん、空気が変わり、魔ま境きように踏み込んだのがわかった。工場内から妖よう気きが漏もれている。病やみ蜘ぐ蛛ものもの。そしてかすかに斑まだら揚あげ羽はのものも。

「よし、行こう」遥はる彦ひこは先頭に立った。

「待ちたまえ」不知火が止める。「闇やみ雲くもに突っ込むのはどうかと思うがね」

「大だい丈じよう夫ぶだって。別に殺し合いするわけじゃないんだ。それに、黄よ泉み人びとの俺おれが前を行く分には問題ないだろ。あと三日月、いきなり斬きり裂さくのはナシだからな？」

　三日月は「はいはい」と適当な調子。遥彦は若じやつ干かん不安を抱いだきつつも、入り口の横に鞄かばんを置いて中に突とつ入にゆうした。気配はするが、千尋と佐久良の姿は見当たらない。

　そのまま二人の姿を捜さがしながら中ほどまで進んだ、そのとき。

　踏みだした足が、ピンッと何かに引っかかった。と思ったら、重力が反転──いや、反転したのは自分のほう──地面と天てん井じようが逆転した。

　トラップだ。一いつ瞬しゆんにして逆さかさ吊づり。「きゃっ」と短い悲鳴が聞こえて見ると、三日月も同じ状態だった。カッターナイフを落とし、慌あわててスカートを押さえる。その隣となりでは不知火も、こちらはスカートがめくれるのも気にせず、腕を組んだまま宙ぶらりん。さらに三人の身体からだに包帯のようなものが巻きつき、首から下が繭まゆに包まれだす。見れば、空中で無数の糸が編まれて作られていた。伸縮性と頑丈さを併せ持ち、もがいても切れないし破れない。

「やれやれ、言わんこっちゃない。少しは頭を使いたまえ」

　まるでこうなるのがわかっていたように言う不知火は、赤い眼で奥おくを見み据すえる。

　天井隅に、巨大な蜘蛛の巣が張られていた。視認できる太い糸が幾き何か学がくな模様を刻み、その中心部で、佐久良が巣をハンモックにして寝そべっている。隣にはぐるぐる巻きにされた千尋が抱だき枕まくらにされていた。口を封ふうじられたまま、涙目でがくがく震ふるえている。

　佐久良は休きゆう憩けい中ちゆうだったようだ。億おつ劫くうそうに振り向いた。

「伊佐見くん……何しにきたの？」

「佐さ久く良らさん、ちょっと話があるんだけど、下ろしてくれないかな？」

「ダメ。あなたのお友達は、私たちを引ひき裂さこうとしたもの」

「いや、広場のあれは手違いなんだ。感動の再会を邪じや魔まなんてしないよ。たださ……どうして大好きな王子様を、そんな風に束そく縛ばくするのかなって」

「二人で街を出るの。約束したの。私を連れていってくれるって。一いつ緒しよに暮らそうって」

「でも、今の千ち尋ひろくんは、佐久良さんが会った王子様とは違うんだ。佐久良さんが糸を使うみたいに、異能力で変身して、それに記き憶おく障害を抱かかえていて、何も覚えていないんだよ。だから一回ちゃんと話をしよう。ね？」

「……関係ない」

「え？」

「姿形なんて関係ない。王子様は王子様。私が好きになった人には違わないわ。思い出が消えたなら、また二人で作ればいい。ね、王子様」

　佐久良は言い切って、愛おしそうに千尋の頬ほおを撫なでる。不知火しらぬいが言ったとおり、執しゆう着ちやく心しんが現実を超ちよう越えつしているようだ。

　千尋は戦せん慄りつしてぎゅっと目をつぶった。相性最悪の天敵だけに、生理的に拒きよ否ひ反応を起こしているらしい。佐久良が指をくるくる回すと、その動きに応じて千尋の口を封ふうじていた包帯がほどけていく。千尋は必死に訴うつたえる。

「ボボボボク、きみのことも、自分のことも、忘れちゃって、わからなくて──」

「大だい丈じよう夫ぶ。心配しないで。私たちは運命の赤い糸で結ばれているの。どんな姿でも、私にはあなたがわかる。あなたが忘れたあなたを、私はちゃんと覚えてる。あなたが変わっても、わたしの気持ちは変わらない。ずっと大好き。ずっとずっと愛してる」

「そ、そんなこと、言われても、ボク……」

　千尋は口を封じられた。佐久良の口づけによって。

　唇が深く交わったあとの二人の表情はまったく対照的だった。佐久良は陶とう然ぜんと至福に浸ひたり、千尋は慄りつ然ぜんと凍こおりつく。

　遥はる彦ひこの後ろで、三み日か月づきが盛大なため息をついた。

「あなたの望みは何？　千尋くんをどうしたいの？」

「言ったでしょ。一緒にこの街を出て新しい生活を始めるの。そしてハッピーエンド。結びの言葉はこう──少女と王子様は、片時も離れることなく幸せに暮らしました。おしまい」

「拉ら致ちした次は監かん禁きん生活ってわけ……まあいいわ。そういうことなら、私は手を引く」

「三日月？」遥彦はぶらぶら揺ゆれた。「おい、どういうつもりだ」

「放ほうっておいたって、この人は千尋くんを連れて四し季き森もりを出て行きます。そしたら蟲むしが騒さわぐこともなくなるし、いいじゃないですか、それで。そもそも考えてみたら、千尋くんを助けてあげる義理なんてないし、むしろ迷めい惑わくかけられてばかりだし、いっそこのまま攫さらってもらったほうが、こっちとしても助かるというものです」

「ふふん、それは一理あるね」不知火が賛同した。「別に取って食われるわけではなさそうだしな。お蝶ちようちゃん一人が犠ぎ牲せいになれば、事は丸くおさまる」

「そ、そんなぁ」千ち尋ひろは半べそ。「彼方かなたちゃぁん……杏あん奈なちゃぁん……」

　懇こん願がんするように名を呼ぶも、涼すずしい顔と皮肉な面は冷然といなす。

　なんてこった。遥彦は天を──否、地を仰あおいだ。そうだった、忘れていた……三み日か月づきは非情で不知火は薄情なやつだった。

「遥彦くぅぅぅんっ」

　二人に見放された千尋は残された頼みの綱にすがるが、その口にまた包帯が巻かれてしゃべれなくなる。佐さ久く良らが仄ほの暗ぐらい瞳ひとみに逆さかさ吊づりの三人を映した。

「伊い佐さ見みくん、あとはあなた次第。かまわないでくれるなら、すぐに帰してあげる」

「もし、嫌いやだって言ったら？」

「このままサヨナラするわ。大だい丈じよう夫ぶ、丸一日たったら自然と切れるよう調整するから」

「じゃあ、ここから脱だつ出しゆつして、行かせないって言ったら？」

「できるかしら。たとえできても、私たちの邪じや魔まをするなら容よう赦しやしない。あなたは悪い人じゃないから、できればそんなことはしたくない……けど、命の保証はしない」

　こっちだってそんな展開は望んじゃいないのだ。なんとか説得できないものか。
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「俺おれも、佐久良さんが悪い人だとは思ってないよ。けど、自分の気持ちばかり押しつけるのは違うんじゃないかな。自分はそれでよくても、相手は嫌かもしれないでしょ。本当に相手のことが好きなら、その人の気持ちも尊重してあげないと……って思うんだけど」

「わかるわ。思い出がないと不安よね。その分、私が幸せにしてあげないと」

「いや、そうじゃなくて……幸せってその、二人の共同作業というか、なんというか」

「そうね、二人一いつ緒しよなら、それだけで幸せよね」

「いやいや、そういうことでもなくて」

「ふふん、無む駄だだよ」不知火が冷ややかに笑う。「何を言ったところで、妄もう想そうでいいように解かい釈しやくされるだけだ。言葉の通じる相手じゃない。やるかやらないか、ふたつにひとつ。どっちか決めろ。いい加減、この状態でいるのも飽あきてきだぞ」

「まったくです」三日月の冷めた声が続く。「頭に血が上ってきました。そろそろ、いろんな意味で我が慢まんの限界ですよ。センパイ待ちなんですから、さっさと話をまとめてください」

　この二人、フォローする気がまったくない。それどころか逆に追いつめてくる。

　急せかされた遥彦は目を閉じ、再び天を──地を仰いだ。妄想をふりかざす相手に交こう渉しようの余地はない。衝しよう突とつなくして先はない。迷っている時間もない。ないない尽づくしだ。

　だったらもうやるしかない。今の佐久良は異常性に囚とらわれて自分を見失っている。本当は好きな人とちゃんと心を通わせたいはず。つながるってのはそういうことだし、そのつながりを求めたからこそ病やみ蜘ぐ蛛もに憑つかれ、こんなことになってしまっているのだから。

　だから、止める。そして守るのだ──千ち尋ひろはもちろん、佐さ久く良らの本当の想いを。

　そう、生き死にをかけるのではなく、止めるため、守るために戦う。それが自分で貫つらぬくと決めた道でもある。今が戦うべきときってやつだ。

「──ッ！」

　遥はる彦ひこは決心して開眼。両手に鬼おにの角つの。繭まゆを内から破り、地上に落下した。

　着地失敗。ぐへっと無ぶ様ざまに背を打つ。痛くないからかまわない。

　起き上がって右手のひら──緋ひ色いろの意志をかざした。

「立ちはだからせてもらう」

　決断を口にした直後、三み日か月づきがバケモードに変へん化げ。奮ふるい立たつ妖よう気きで繭を斬きり裂さき、自由の身となって華か麗れいに降り立つ。カッターナイフを回収し、すかさず〝風かざ斬きり〟で不知火しらぬいの繭を散らした。不知火は宙で身をひねり、直立姿勢で着地。両肩にかかるツインテールを払う。

「やれやれ、いちばん面めん倒どうな選せん択たくをしてくれたな」

「ま、どうせこうなると思ってましたけど……やるからには付き合ってあげますよ」

「……残念ね」

　佐久良は仄ほの暗ぐらい瞳どう孔こうを開き、三人を見下ろした。視認できない糸を伝って空中散歩。指をかくかく動かすと、ひゅいんひゅいん、と建物のあちこちで音が鳴りだす。新たに糸を張はり巡めぐらせているようだ。目には映らないが、音だけでも囲まれたのがわかる。

　そして静かになった。戦せん闘とう配備完了か。

「バラバラにしちゃうから」

「ふーん、バラバラ……趣しゆ味みは合いそうね。でも、あなたの糸は届かない」

　尾おを逆立てた三み日か月づきが〝風かざ斬きり〟で先制攻こう撃げき。チャージしていない分、威い力りよくは最小。それでも真空刃の前に、見えない糸はプツプツと音を立てて断たれていく。

　佐さ久く良らは横へ、宙を滑すべるようにかわした。糸を切られてバランスを崩くずすが、指をかくかく動かして新たな糸を伸ばし、姿勢を維い持じ。悠ゆう々ゆうと地上に降り立つ。

　しかし、三日月の狙ねらいは別にあった。真空刃はカーブを描いて蜘蛛の巣に到とう達たつ。幾き何か学がく模様を斬きり裂さく。千ち尋ひろの拘こう束そくが解け、斑まだらの翅はねが自由を取り戻す。

「千尋くん、逃げろっ」

「う、うん、わかった」

　千尋はぐっと全身に力を込めた。綿毛のような触しよつ覚かくがぼんやり光る。

　そして思いっきり羽ばたくと、ぶわぁーっと大量の鱗りん粉ぷんがまき散らされた。七色に変化するカラフルダストが蔓まん延えん。いつかのように視界が歪ゆがみ、眩暈めまいに襲おそわれる。

　目をつぶったのは、ほんの二、三秒。

　ゆっくりと片目を開けた遥はる彦ひこは、次の瞬しゆん間かん、両目を見開いて素すっ頓とん狂きよな声を上げた。

「な、なんだぁ？」

　廃はい工こう場じようにいたはずが、まったく別の、見慣れた環かん境きようの中にいた。

　一回りも二回りも小さな空間。そこに整然と列を作る机と椅い子す。前後の壁かべには黒板。

　どこからどう見ても西高の教室だった。それも、壁に張られたプリント等を見るに、遥彦のクラス──二年四組に間違いない。窓の外には夕方のはずなのに青空が広がっている。

　遥彦たちは教室の後ろ壁に、佐久良は教きよう壇だんの前に位置していた。

「どうなってるんです？」三日月がさっきまでなかった壁をノックする。「これ、本物？」

「そう感じるだけだよ」不知火しらぬいは面白半分に見渡した。「斑まだら揚あげ羽はの奥おう義ぎ〝幻げん想そう遊ゆう戯ぎ〟だ。濃密な鱗りん粉ぷんで空間を幻げん覚かく支配し、五感すら惑まどわせる一種の幻げん術じゆつ……バーチャルリアリティーみたいなものと考えればいい。幻覚とは言え、わたしたちには現実も同然だよ。しかし……」

「ダメよ、主役がいなくなっちゃ。お話はまだ途と中ちゆうなんだから」

　佐久良が軽やかに指を躍おどらせる。ひゅいんひゅいん、と糸鳴りが聞こえた。

「うわぁっ!?」突とつ然ぜん、頭上で声。

　見上げれば天てん井じように、標本のように翅を広げたまま動けなくなっている千尋の姿。今度はネバネバした糸に捕とらわれ、手足をジタバタしながら「あわわわわっ」と慌あわてふためいていた。

「どんな幻まぼろしも、この〝超ちよう絶ぜつ技ぎ巧こう〟には通じない」

　佐久良はピアノ演奏のように指を走らせる。素早い指さばきはまさに超絶技巧。糸鳴りが何重にも響ひびく。その音は教室にとどまらず、もっと広い空間──幻げん想そうの外でも唸うなっていた。現実が見えないせいで奇き妙みような感覚に陥おちいる。

　三み日か月づきが獣耳をぴくぴく震ふるわせた。

「なるほど、五感はだませても第六感はだませない、糸で現実を把握できる以上、どんな幻想も無意味。天敵とはよく言ったものですね。にしても……世話の焼ける子だこと」

　刃を振り上げて〝風かざ斬きり〟を放ち、天てん井じように這はう網あみを断つ。千ち尋ひろは翅はねに糸が絡からんで自由がきかないまま落下。ちょうど下にいた遥はる彦ひこはとっさに角を消し、お姫ひめ様さま抱だっこでキャッチした。同時に千尋のバケモードは解け、斑の翅は色いろ鮮あざやかな鱗りん粉ぷんを散らして消える。

「あ、ありがと、遥彦くん、彼方かなたちゃん」

「お礼はいいから、さっさとこの術を解きなさい」

「そ、それは、ボクにもできないんだ。一度発動したら、自然におさまるのを待つしか」

「待つってどれくらい？」

「思いっきりやったから、たぶん十分ぐらい」

「つまり、この中でやるしかないわけね。かえって状じよう況きようが悪化したじゃないのよ、もう」

「ご、ごめんなさい。こんなつもりじゃ……」

　必死だった千尋を責めるのは酷こくというものだ。しかし、三日月の言うとおり、教室という舞ぶ台たいはこちらにとってアウェー極まりない。狭せまくて行動範囲は限られるし、教室を出たところで実空間を把握できないのだから、下へ手たに動くわけにもいかない。幻想の外には見えない現実の壁かべ。二重箱に閉じ込められたようなものだ。それこそが千尋の狙ねらいだったのだろうけど、肝心の佐さ久く良らには意味をなしていないのだから、裏目以外の何ものでもない。

　キチキチキチ、キチキチキチ、キチキチキチ。

　三日月は刃を伸ばし、獣耳をひくつかせて音に注意しながら標的を見み据すえる。

　佐久良は千尋を抱っこする遥彦を恨うらめしそうに睨にらんだ。

「返して。私の王子様」

「乱暴なマネはよすんだ、佐久良さん。千尋くんが嫌いやがってるの、見てわかるでしょ」

「だから思い出が必要なの。消えてしまった分を、私の愛で埋うめてあげるの」

「無理強いしたら、そんなのもう愛じゃない。千尋くんの心までは手に入らないよ」

「……こころ」

　仄ほの暗ぐらい瞳ひとみが、まっすぐに想い人を映す。目が合った千尋は本能的に怯おびえ、遥彦の首にぎゅっと抱きついた。それは他意のない行為だった。が、佐久良はひどくショックを受けたようによろめき、その顔が哀かなしみに染まる。両腕が力を失って垂れる。

「私より伊い佐さ見みくんがいいの？　王子様は、お姫様になっちゃったの？」

「え、佐久良さん？」また妙みような妄もう想そうを。

「王子様がお姫様になって、他の王子様と結ばれたら……私の王子様は、どこにもいなくなっちゃう……私たちのお話が、終わっちゃう……もう、終わり？」

　魂たましいが抜ぬけ落おちたようなからっぽの表情。その口が語る妄もう想そうは今までと何か違った。メルヘンなのは相変わらずだが、そこにはさっきまでの無理やりな幸福論はない。むしろ真逆だ。ハッピーエンドではなくバッドエンドに向かうような負の妄想……。

　まずい、と直感が襲おそう。不ふ吉きつな予感が込み上げてきた。これまでの危うさとは一線を画している。非常事態な気がしてならない。それを招いたのは小さな誤解だ。

「違うよ、そうじゃない」遥はる彦ひこはとっさに弁明した。「ちょ、千ち尋ひろくん下りて。早くっ」

　抱だっこしていた千尋を急いで降ろし、大きく一歩距離を取る。

　しかし、時すでに遅おそし。走りだした妄想は止まらず。

「……王子様は、お姫ひめ様さまになって、新しい幸せを見つけました」

　佐さ久く良らは抑よく揚ように欠けた声で童話を語るように呟つぶやいた。

　虚うつろな瞳ひとみから、つぅーと涙が一粒、伝い落ちる。

「……少女は、独ひとりぼっちになりました……おしまい」

　そして、支えの糸を失った操り人形マリオネツトのように、がくんと崩くずれ落おちた。




　女の子座りで教きよう壇だんにもたれる佐久良は、死んだように頭を垂れたまま動かない。

　壊こわれた姿を前に立ちつくす遥彦の腕を、三み日か月づきがつんつん突ついてくる。見て来い、とあごで指示。遥彦は机のあいだを通ってゆっくりと近づいた。

「……佐久良さん？　大だい丈じよう夫ぶ？」

　反応はない。乱れた髪が顔を覆おおっていて表情もわからない。

　もう一度、呼びかけながら手を伸ばす。

　そっと肩に触ふれかけた、そのとき。

「──ぐぁ!?」

　いきなり風圧を浴び、派手に吹き飛ばされた。三日月たちが慌あわててしゃがんだ上を通過して後ろ壁に背中から激げき突とつ、倒たおれ伏ふす。

「な、なんだ……？」

　佐久良の全身から、病やみ蜘ぐ蛛もの妖よう気きがあふれ、威い圧あつを放はなっていた。

　ウェーブヘアがゆらゆらと舞まい、ぬぅっと顔を上げる。からっぽの表情と虚ろな瞳に変わりはない。しかし、大きな黒目が拡大し、白目部分を黒一色に染めていく。

　それを皮切りに、身体からだに異変が起き始めた。肩がでこぼこに隆りゆう起きし、何か突とつ起きが現れたかと思うと左右から腕が二本ずつ生える。突き破った服と同じ縞しま模も様ようの腕だった。足と合わせて計八本。蜘蛛と同じ八つ手状態。さらに、よだれを垂れ流す口は耳元まで裂さけ、犬歯が変形して鉤かぎ型がたの牙きばとなる。表情は人間味を失い、凶きよう暴ぼう性せいを帯びていく。

　変化はまだ続いた。腕が一本、糸に吊つられたように持ち上がると、骨や筋肉が軋きしんだ音を立てて伸び、関節が増えて節足動物の脚のように化す。続いて二本目、三本目……。

「バケモード？」遥はる彦ひこは膝ひざをついて立ち上がった。

「いえ、あれは……バケモノ化？」三み日か月づきが毛を逆さか立だてる。

「バケモード以上バケモノ未満といったところだな」不知火しらぬいが鬼おにの眼めで視察。「理性が飛んで抑よく制せいがきかなくなっている。それだけ妄もう想そうにすがっていたということだろう。自分の中で思い描いていた物語が破は綻たんし、心が拠より所どころをなくして暴走しだしたのだ。折れた心が堕おちるのは早いぞ。完全にバケモノと化すまでそう時間はかかるまい」

「完全に……なったら、どうなる？」

「二度とニンゲンに戻ることはない。ケリをつけるなら今のうちだ。ニンゲンでいるうちに終わらせてやるのも、慈じ悲ひというものだぞ？」

「まだ間に合うだろ。堕ちる前に食い止める……ッ」

　遥彦は拳こぶしを握にぎり、変わりゆく佐さ久く良らを見み据すえた。

「妄想に走っていたけど、千ち尋ひろくんのことを好きな気持ちは偽いつわりじゃなく本物なんだ。それがこんな歪ゆがんだ形で伝わったまま、しかも勘違いの被害妄想で終わるなんて、あんまりだろ」

　今にして思えば、佐久良が笑顔を見せるのは王子様を想っているときだけだった。王子様とのつながりが、佐久良の心を支えていたと言っても過言ではないのだろう。その想いは異常なまでに純じゆん粋すいで、狂気と紙一重だ。ちょっとした誤解で絶望してしまうほどに。

「妄想の中の王子様しか見ていないからこうなる。こっちに連れ戻して、病蜘蛛をひっぺがして、現実の多た智ち花ばな千尋と向き合わせてやるんだ。力ずくでもな」

「でも、どうやって食い止めるんです？」三日月は病蜘蛛の放はなつ風圧に手をかざす。「この獰どう猛もうな妖よう気き……おとなしく言うことを聞いてくれるとは思えませんけど」

「鬼の角を使う。致ち命めい傷しようさえ避さければ、衰すい弱じやくしてバケモノ化も止まるはずだ。そのあとは不知火、ソッコーで治ち癒ゆを頼たのむ」

「ふふん、どこかで聞いたような策だな。まあいい、出番までお蝶ちようちゃんと休きゆう憩けいしてるよ」

　この期ごに及およんで労働は人任せな黒くろ巫み女こだが、真意は千尋の介かい抱ほうにあるのだろう。病蜘蛛の妖気に当てられた千尋は恐怖のあまりかノイローゼ状態に陥おちいり、一人では立っていられず、先ほどからずっと不知火が手を添そえて支えていた。

　二人はその場にしゃがむ。遥彦は両手に角を生やす。

　そのとき、すべての腕が変形しきった佐久良の指が、小刻みに躍おどった。

　ひゅいんひゅいんひゅいん。

「センパイっ！」三日月の声が飛ぶ。

「──？」

　何事かと思った。が、特に何もなかった。しかし、三日月は棒立ちの遥彦を見て瑠る璃り目めを見開き、千尋は短い悲鳴を上げて顔を背け、不知火はおやっというように眉まゆを上げ下げ。

　みんなの反応の意味がわからないまま、遥はる彦ひこは佐さ久く良らを振り向いた。そして気づく。

「……え？」

　佐久良の頭上、天てん井じようの蛍けい光こう灯とうの左右に、腕が一本ずつ、見えない糸で吊つられていた。肩口から落とされた右腕と左腕。どちらの手のひらからも緋ひ色いろの突とつ起きが生えている。

　遥彦は唖あ然ぜんとしながら自分の両腕を確かめた──ない。肩から先が消えている。

　感覚がないことに今さら気づく。傷口からも今さらのように血が噴ふいた。

　ひゅいんひゅいんひゅいん。

　佐久良の六本の長い節足──三十本の細い指がうごめく。すると教室の前から後ろへ、机と椅い子すがバラバラに刻まれだした。その光景で迫せまり来くる糸の存在が知れる。しかし、糸鳴りは正面だけではなく、あらゆる方向から響ひびいてくる。横からも後ろからも上からも。

「全面攻こう撃げきッ!?」

　獣耳を震ふるわせた三み日か月づきが、遥彦の襟えり首くびをつかんで乱暴に引っ張った。両腕のない遥彦は受け身も取れずに倒れ、床ゆかを転がり、不知火しらぬいに足の裏で止められる。三日月は自らも飛とび退のいて合流し、獣けもの形ぎよう相そうと化して鎌かま鼬いたちの気を昂たかぶらせた。真空刃が渦うず巻まく。

　直後、風鳴りと糸鳴りが激げき突とつ。斬ざん裂れつの嵐あらしが四人を守った。

「〝絶対領域〟」遥彦は腹筋で身体からだを起こす。「一人用じゃなかったんだな」

「こんな使い方したのは初めてですよ。それよりどうするんですか、センパイのドバカ。いきなり鬼おにの角つのなくしちゃって、プランが台無しじゃないですか」

「ど、どうするか」まさか切り札を失うとは。「えっと、じゃあ、再生を待って──」

「待つってどれくらい？」

「十分ぐらい……ダメだっ、長すぎる」自分で気づいて顔をしかめた。

「さっさと別案を出してください。一応ギリギリまで待ちますけど、〝絶対領域〟が限界だと判断したら、その瞬しゆん間かんあの女を殺しますよ。じゃないとこっちがバラバラですから」

「ま、待て、すぐ考えるから」

　ひゅいんひゅいんひゅいんひゅいんひゅいん。

　佐久良の攻撃はやむことを知らず、激しさを増していく一方だった。六本の腕で三十本の指をさばく姿はまるで異い形ぎようの千手観音だ。暗黒に染まった瞳ひとみに理性はない。先に鬼の角を落としたのは、戦略ではなく本能的に危険物と悟さとったからだろう。それは逆に運がよかったのかもしれない。頭を落とされていたら、それこそ手も足も出なくなっていた。

　しかし、どうする。このままだと殺やるか殺やられるかの二に択たくだ。最悪、三日月が防ぼう御ぎよから攻撃に転じる以外、この状じよう況きようを脱する術はない……そう、三日月がその気になれば、いつでも佐久良を殺せる。〝糸いと繰くり〟は見極められなくとも、真空刃を操る〝風かざ斬きり〟の前には意味をなさない。斑まだら揚あげ羽はにとって病やみ蜘ぐ蛛もが天敵なら、病蜘蛛にとって鎌鼬は天敵。単純な殺し合いなら勝負はあっさりつくだろう。でも、求められる勝利条件はそうじゃない。

　生き死にで勝敗を語るのでは、バケモノと同じ。たとえ人外魔ま境きように立とうとも、ニンゲンとして心をかまえ、貫つらぬかなければ。

「腕を取り戻している余よ裕ゆうはない……鬼おにの角つのなしで、どうすりゃいい……？」

　焦しよう燥そうに駆かられながら、遥はる彦ひこは知恵を振ふり絞しぼろうとかぶりを振る。

　と、悪戦苦悩する背後から、場違いなほどのんびりした声が聞こえた。

「生いけ捕どりにするなら、気絶でもさせるしかないだろうね」

「気絶……三日月、できるか？」

「あいにく私は斬きり裂さくしか能のない女です」

「じゃあ、何か他の方法で……何かないか、何か……」

　ちっともいい考えが思い浮かばない。そのあいだにも佐さ久く良らの心は堕おちていき、その姿はどんどん人間味を失って巨きよ大だいな蜘く蛛もの怪かい物ぶつへと変わり果てていく。

　領域を解いてもらって近づこうにも、斬ざん裂れつの嵐あらしの外は断だん裂れつの嵐。辿たどり着つく前にバラバラになるだろう。単純に考えて指の数だけ〝糸いと繰くり〟が存在するが、糸同士を絡からめることで、その数は何倍どころか何乗にもなると思われる。それだけの手数、たとえ視認できたところで、そして鬼の角があったところで、回かい避ひも防ぼう御ぎよも不可能だ。〝風かざ斬きり〟以外に〝超ちよう絶ぜつ技ぎ巧こう〟を突とつ破ぱできる術すべはない。けれど三日月の攻こう撃げき属性では気絶を通り越して殺害してしまう。

　場所を変えて隙をうかがおうにも、ここは千ち尋ひろの〝幻げん想そう遊ゆう戯ぎ〟の中。しかも佐久良の糸は幻想の教室より外──現実側にも張はり巡めぐらされている。どこへ行こうと全面攻撃オーバーオールからは逃げられず、〝絶対領域〟を維い持じしなくてはならない。そして三日月の消耗限界を待つのみ。

　ダメだ……糸口すらつかめない。どう模索しても最悪の結末バツドエンドに辿り着いてしまう。

「どう近づく……どう止める……どうすれば……」

　考えろ考えろ考えろ、頭を使え──強く自分に言い聞かせるも、一方で神頼みのような気持ちが働いてしまう。この状じよう況きようを打破して勝利条件を満たすには、三日月に勝ったときみたいに何か幸運に恵まれでもしない限り無理じゃないのか……そんなことを思った瞬しゆん間かん、

「──っ!?」

　突とつ如じよ、脳裏に閃せん光こうが走った。

　降ってきたのは単純な発想。凡ぼん庸ようなひらめき。我ながらセンスに欠けるアイデアで首をひねらずにはいられない。できるかどうか半信半疑。

　でも、できるできないは関係ない。やるしかないんだ、今は。

「三日月、俺おれが佐久良さんに近づくまで援えん護ごを頼たのむ。できれば足止めも」

「援護って言ったって、前後左右プラス上からの同時攻撃を、どう防げと？」

「俺に〝風斬り〟をぶつけろ。まとめて斬り裂け。バラバラになる前に決着をつける」

「なるほど……でも〝絶対領域〟を維持しながらじゃ、足止めまではできませんよ」

「それなら、わたしがいくらか請うけ負おってあげなくもないではないよ？」

　不知火しらぬいが緊きん張ちよう感かんなく言って、胸の谷間から札を取りだした。結けつ界かい符ふだ。六枚ある。

　息を吹きかけて軽く放ると、札は遥はる彦ひこたちを囲むよう等とう間かん隔かくに床ゆかに張りついた。続いて人差し指と中指を揃そろえて立て、唇くちびるに添えて何か呟つぶやくと、札同士が淡あわい光で結ばれる。六枚がそれぞれとつながって陣じんを成し、内側に星を刻んだ。

「三み日か月づきくん、タイミングのいいところで技を解きたまえ」

　そう言って二本指で十字を切った。結界陣が輝かがやきを増し、光の柱が立ち昇る。

　三日月が〝絶対領域〟を消すと、光は角張ったドームを形成した。ガラスのような半はん透とう明めいな極光壁が、〝超ちよう絶ぜつ技ぎ巧こう〟から陣内を守る。

「ふふん、こういう使い方もあるのだよ」

「……だったら最初からやってくれないか」

「策もなしに手札を切れるか。それに、これだって一いち時じ凌しのぎだ。長くは持たん。何かやるならさっさとやれ」

「……じゃあ、三日月、さっき言ったとおり頼たのむ」

「いいですけど、近づけたとして、どうするつもりなんです？　鬼おにの角つのを回収してくっつけてる暇ひまはありませんよ。そんなことしているうちにセンパイの身体からだはバラバラです」

「そこは頭を使ってなんとかするさ。時間が惜おしい──行くぞッ！」

　作戦会議を終えるや否や、遥彦は声を張って動いた。結界の外へ飛びだす。

　ひゅいんひゅいんひゅいんひゅいんひゅいん。

　すぐさま、何百何千という糸鳴りが、あらゆる角度から押し寄せた。

　しかし、糸は一本たりとも届かない。後ろから吹く三日月の〝風かざ斬きり〟が遥彦に直ちよく撃げきし、その身を斬り刻むと同時にバリアとなって糸を寄せつけなかった。痛覚がなく再生のきく不死身だからこそ可能な自殺的防ぼう御ぎよ法ほうだ。

　一歩進むたびに遥彦の身体は損そん壊かいを起こす。佐さ久く良らのいる教きよう壇だんの前までたった十メートル足らずの距離がとてつもなく長い。

　佐久良は狂気に溺おぼれながらも〝超絶技巧〟が通じないと判断したのか、手段を変へん更こう。口から糸を紡つむいだ。太くて硬こう質しつなそれが絡からまり合あい、モリのような巨きよ大だいな矢を形成。四本の異い形ぎようの手があやとりをして網あみを張り、その中心に矢をかけ、口で弦げんを引く。そしてもう二本の腕と足で床に踏みこたえ、自らが投バ擲リ兵ス器タのように化した。

　狙ねらい澄すまして即発射。巨大な矢が遥彦の心臓を射い貫ぬく。

「──ぐっ」遥彦は吐と血けつした。

　だが、頭じゃなければ問題ない。捨て身の特とつ攻こうは止まらず、突つき進すすむ。

　残りあとわずか。佐久良は攻こう撃げきから回かい避ひへ転じようと、ワイヤーアクションのために糸を伸ばした。けれど三日月の〝風斬り〟がそれを許さない。さらに不知火の術支援も加わり、竜たつ巻まきコンボが空間を網もう羅ら。佐久良の糸と意図を断ち切り、動きを封ふうじた。

　遥はる彦ひこは最後の一歩。キリサキの嵐あらしを抜け、漆しつ黒こくの眼球と対たい峙じする。

　ついに零距離。ここで取って置きの切り札──なんて、そんなものはない。腕がなければ角もない。足もズタズタで限界だ。想定されたこの状じよう況きようこの状態で使えるものはただひとつ。

　腕なしの遥彦は、上半身を振りかぶるように大きくそらした。

　あとは思いっきりぶちかましだ。

「目ぇ覚ませぇぇぇぇぇッ！」

　自分の頭を佐さ久く良らの頭へ、フルスイング。

　ひたいが衝しよう突とつし、重い鐘かねをついたような響ひびきが伝う。

「…………」

「…………」

　そして、すべての音が引いた。

　あとには、時が止まったような静けさが馳はせた。




　見開かれた眼球から狂気の黒が引いていき、そのまま白目と化して、佐久良はその場に倒れた。バケモノ化によって生まれた異い形ぎようの腕は妖よう気きの塵ちりとなって消え、か細い二本の腕だけが残る。そして姿も表情も人間味を取り戻した。なんとか間に合ったようだ。

　遥彦は天てん井じようを見上げて安あん堵どの息をついた。その天井の先に、うっすらと別の景色が見えたかと思うと、教室全体が透すけていく。千ち尋ひろの〝幻げん想そう遊ゆう戯ぎ〟も時間切れのようだ。

　現実が戻る。そこは廃はい工こう場じよう。薄暗い空間に茜あかね色いろの日が差す。

　三日月がバケモードを解き、呆あきれ顔がおで隣となりに立った。

「まさか、決まり技がただの頭ず突つきだなんて……」

「そうバカにしたもんじゃないぞ。三日月にだって、この技で勝っただろ」

「技じゃないし。そもそもあれは事故だし」

「ふふん。頭を使えとは言ったが、また原始的な使い方をしたものだな」

　不知火しらぬいは愉ゆ快かいそうに笑いながら合流。その手に遥彦の腕を持ち、ジャグリングのように回していた。悪ふざけのすぎる光景に、後ろからついてくる千尋はドン引き顔だ。

「ほれ、くっつけてやろう」

「おう、さんきゅ」遥彦は正面を向いて待機。「ちょい待て……それ、左右逆だぞ」

「おや、これは失敬。もう少しで面白いことになるところだったよ」

　わざと間違えようとしたな、こいつ。油断ならんやつだ。

　腕は無事に接着。身体からだも再生した。私服はボロボロだけど、安物だから別にいい。

　不知火はしゃがんで佐久良の容態を診みる。遥彦と三日月は後ろから覗のぞき込こみ、千尋も二人のあいだから恐おそる恐おそるといった様子で首を伸ばした。

「加減してる余よ裕ゆうなかったけど、大だい丈じよう夫ぶだよな？　ただの頭突きだし」

「遥はる彦ひこよ、ヒトというイキモノは、常に力を抑制セーブして生きているのだよ」

「いきなり何の話だよ」

「ヒトは、本来その内に秘める力のごくわずかしか発揮していない。なぜなら、肉体と精神が潜せん在ざい能力の発現を許容しきれないことを、無意識下でわかっているからだ。だから限界というフタに閉ざされ、内なる死角に封ふうじられている。そのフタを素質や素養といった術すべによって開き、力を引きだして扱あつかうのが退たい魔ま師しであり、アヤカシの妖よう力りよくと感応し、限界を超えた異常な能力──異能力を扱うのがジンガイだったりするのだがね……黄よ泉み人びとであるきみの場合、痛覚を喪そう失しつしたことで肉体的な限界を気き遣づかう必要がなくなった。フタをされていた潜在能力が、自然と解放されても不思議じゃない。そうなれば、ただの頭ず突つきで人を殺すことさえ……」

「え……まさか、そんな……嘘うそ、だろ」

「ふふん、そのとおり、嘘だ」

「……だと思ったさ」にゃろめ、信じかけたぞ。

「まあ、前半は事実というか、ひとつの物の見方さ。後半もあながち間違ったことは言ってないが、要の司し忌きが眠ねむっている以上、きみの身体能力が人並みの域を超えることはない。というわけで佐さ久く良らくんは無事だよ。絶賛気絶中だ。ただ……ひとつ残念なお知らせがある」

「マジメな話か？」

「わたしはいつだってマジメだよ」

「どの口が言ってんだ」

「いいから聞け。先ほどバケモノに堕おちかけたことで、病やみ蜘ぐ蛛もの憑ひよう依いが進行し、その根が魂たましいにまで下りたようだ。今や一心同体と化している」

「え……じゃあ、病蜘蛛を引ひき剥はがしたら、佐久良さんは……」

「死ぬ」不知火しらぬいは断言した。「さて、どうする？　これで一件落着とはいかなくなったぞ。病蜘蛛を引き離せないということは、お蝶ちようちゃんへの執しゆう着ちゃくも消えないということだ」

「この先もずっと、千ち尋ひろくんにつきまとい続けるってことか？」

「そうなるな。相手がアヤカシからジンガイに代わるだけで状じよう況きようは変わらない。命を取られる心配がない分、マシではあるだろうが……結局、選択肢はふたつにひとつさ。ここで始末すれば、あとは気楽なもの。蟲むしが騒さわぐことはなくなり、お蝶ちゃんものんびり翅はねを伸ばせる。逆に生かしておけば、面めん倒どうは必死。地の果てまでもお蝶ちゃんを追い続けるだろう。それを防ぐには、どこかに幽ゆう閉へいでもするしかない。どのみち、このまま日常には戻せまい」

　不知火は薄情に言って千尋を振り返った。

「お蝶ちゃん、きみが決めたまえ」

「え……ボク？」

「狙ねらわれているのはあなたなんだから」三み日か月づきは突つき放はなすように言った。「もし、この女を断ち切りたいなら、そのときは私が喜んで加担してあげる」

　意断ちは鎌かま鼬いたちの十八番。口実が得られれば、迷うことなく斬きり裂さくだろう。

　なんだか、話の流れが嫌いやなほうに傾かたむいていた。いったんリセットしたほうがいい、と遥はる彦ひこが異を唱えかけたところ、千尋が前に歩み出て、佐さ久く良らをじっと見下ろした。

「幽ゆう閉へいって、具体的にはどうするの？」

「さてね。細かいことはそうと決まったときに考えるさ。まあ、佐久良くんの場合、お蝶ちようちゃんとのつながりを断たれたら、どこであろうと地じ獄ごくも同然だろうけどね」

「……つながり」

　重い荷物を背負わされたように、小さな背中が萎い縮しゆくする。

　実際問題、千尋と佐久良──二人の自由を同時に成り立たせるのは無理がある、と遥彦も思う。佐久良の自由は千尋の不自由だ。不知火しらぬいの言うとおり、幽閉的な手段でもって二人を切り離し、接せつ触しよくできないようにするのが現実的な対策だろう。もちろん、それが最善だとは思えないが、他にいい案があるとも思えない。

　ふふん、と不知火は皮肉たっぷりに笑った。

「そう気に病むことはあるまい。どうせ忘れるのだから」

「……わす、れる？」

「そう、きみはいずれ忘れる。今日のことも過去のことも未来のことも、誰だれも彼も何もかもすべて忘れて、気楽に生きていくのだろう？　なら、どちらを選んでも同じことだ」

「選ぶ……忘れる……すべて」千尋の瞳ひとみが揺ゆれる。

　まるで崖がけっぷちに追いつめられたような姿だった。遥彦は見ていられない。だいたい、生かすか殺すかの二に者しや択たく一いつなんてナンセンスだ。そんなの認めてなるものか。今ここで千尋に無理な決断を迫らなくても、佐久良が目を覚ますのを待って話し合えばいい。目の前にいるのはバケモノではなくニンゲンなんだから。

「千尋くん……」

　こんなのはやめさせようと思い、小さな肩へ手を伸ばす。しかし、横からカッターナイフが伸びてきて遮さえぎられた。三み日か月づきが瑠る璃り目めで制し、黙だまって首を振る。

　その瞬しゆん間かん、秘められた意図を感じ、遥彦は手を引いた。

　三日月と不知火がどこまで本気かはわからない。非情と薄情の二人だから、もしものときは本当に佐久良を始末しようとするかもしれない。でも、そうなったら俺おれが止めに入る。それすら二人はわかりきっているのだろう。

　わかっていて、千尋に選せん択たくを突つきつけているのだ。

　いずれ忘ぼう却きやくしてしまうなら、選ばせる必要はない。

　しかし、不知火は決定権を与えた。

「ボクは、ずっと……何もかも、忘れて、捨てて……」

　いずれ忘却してしまうなら、思い悩む必要はない。

　しかし、千ち尋ひろは必死に考えている。

　今、真に問われているのは千尋のほうなのだ。己おのれに何を問い、どう答えるにせよ、最後は自分で決断しなくては意味がない。そう、遥はる彦ひこが鬼おにの道を行くと決めたときのように、自分の歩む道は自分で選ばなくては。

　答えが出るまで、三人は静かに待ち続けた。







　　＃＃　スーサイドアンカー







　早朝の某ぼうコスプレ喫きつ茶さ。まだ開店前ではあるが、朝日の届かない奥おくの壁かべ際ぎわ席せきには黒くろ巫み女こと修道女の姿があった。テーブルの上にはメロンソーダとレモンスカッシュ。

　依い頼らいされていた蟲むしの件について、黒巫女が解決報告を終えたところだった。

「トラブルの原因は蝶ちようと蜘く蛛ものオニゴト。それがジンガイ同士の恋慕事に発展ですか……ステキなロマンスがあったのですね」修道女は朗ほがらかに微笑ほほえむ。

「ただのストーカーだ」黒巫女は身みも蓋ふたもないことを言った。

「うふふ……ともかく、依頼は無事完かん遂すい。ご苦労様でした。報ほう酬しゆうのほうは、本当によろしいのですか？　キャッシュで用意しておりましたのに」

「どうせ情報操作料でほとんど持っていくのだろ。残りはエサ代にでも当てろ」

「かしこまりました。では、今回は『何もなかった』ということで」

　仕事の話もそこそこに、黒巫女と修道女はドリンクを飲んでくつろぐ。

　と、奥おくのスタッフルームから、二人のメイドが現れた。

　ショートヘアとウェーブヘア。シックなエプロンドレス。裾すそは慎つつましくエレガントに足首まで。しかし、カチューシャは白と黒のネコミミ付きで、臀でん部ぶにはひょろりと長い尻尾しつぽ。

　修道女は感心したように両手を合わせ、にこやかに出迎えた。

「二人ともよく似合ってるわ。とっても可愛かわいらしい」

「ど、どうも」白猫メイドはぺこり。

「……どうも」黒猫メイドもぺこり。

　二人は恋人同士のように腕を絡からめていた。だが、その様相はまるで違う。黒猫メイドは満面の笑顔だが、白猫メイドは表情筋が引きつっている。

「ふふん」黒くろ巫み女こはメイド二人を交互に眺ながめた。「悪くないね」

「あ、ありがと、杏あん奈なちゃん。住み込みで働けるなんて、助かるよ」

「礼には及ばないよ。人手不足と聞いていたから、都合がよかっただけさ」

　しれっと言う黒巫女の向かいで、修道女は小さく肩を揺ゆらし、手で口元の笑みを隠かくす。そして店のオーナーとして二人に指示。

「さっそくだけど、お店の前の掃はき掃そう除じをお願いできる？　ほうきは裏口にあるから」

「はい、わかりました」「承知しました」

　二人のメイドは揃そろって返事をし、揃って奥に向かった。黒猫メイドはべたべたくっついて幸せそう。白猫メイドはガチガチに緊きん張ちようして歩きづらそう。小こ柄がらだから肩を吊つられたような格好で、錆さびびついたロボットみたいに動きがぎこちない。

「あ、あのさ……涼すず美み、さん」

「涼ちゃんって呼んで。前みたいに」

「前って言われても、覚えてないんだけど……す、涼ちゃん？」

「なーに？　千ち尋ひろくん」

「ボク、ちょっとトイレに行くから、離れてくれない？」

「ずっと一いつ緒しよ」

「いや、さすがにそこまでは勘かん弁べんだよ。それに、常にこの状態でいるのは、ちょっと……確かに、一緒にがんばろうねって話したけど、まだアヤカシの本能的に、キビしくて……」

「だから一緒。早く慣れるため、でしょ？」

「そうだけど、せめて仕事中は離れようよ。涼ちゃんが一人でがんばれたら、その分、ボクも一緒にいられるようがんばるからさ」

「うん、わかった。じゃあ、お仕事のあいだは我が慢まん。終わったら、一緒にごはん食べて一緒にお風ふ呂ろ入って一緒のお布ふ団とんで寝ねましょうね」

　黒猫メイドは白猫メイドの頬ほおにキスをし、足取り軽やかに先に行く。

　白猫メイドはすくみ上がっていた。冷や汗だけじゃなく脂あぶら汗あせもにじんでいる。

「は、早まった……寝ねるより先に失神しちゃうよ……あぅぅ」

　後こう悔かい先に立たず。ふらふらした足取りで奥おくに消えていく。

　悲ひ壮そう感かんのにじむ背中を、黒くろ巫み女こと修道女は愉ゆ快かいそうに見送った。そしてまたストローをくわえ、それぞれメロンソーダとレモンスカッシュを飲んでくつろぐ。

　ほどなくして、キッチンから別のメイドが現れ、オムライスを運んできた。

　先ほどの二人と違い、エプロンドレスが超ミニスカ仕様。ガーターベルトが見え見えで、頭にはウサギの耳を模したアニマルカチューシャ。臀でん部ぶにはふさふさの丸い尻尾しつぽ。

　ウサミミメイドは見るからに機き嫌げんが悪かった。黒巫女の前に叩たたきつけるようにオムライスを置くと、ケチャップで乱暴に字を書く。血文字のような凄せい惨さんな出来栄えのそれは『殺』の一文字。それこそ殺気を帯びた据すわり目で憎にく々にくしげにまくし立てた。

「おまたせしました、お嬢じよう様さま──なんて下した手てに出ると思ったら大間違いよ。作ってもらえただけありがたく思いなさい。言っとくけどあんたのために作ったんじゃないからね。仕事でしかたなくなんだから。だいたい朝っぱらからオムライスってどういう胃い袋ぶくろしてんのよ。こんなコレステロールの高いもの、よく食べられるわね。ぶくぶく太ってブタになるがいいわ」

「ふふん、相変わらずツンが冴さえるねぇ」黒巫女は意地悪な目つき。「そんな元姫様には、オプションの『愛情ふりかけ』をやってもらおうか」

「な、なんであんたにそんなことしなきゃいけないのよっ。黙だまって食べなさいよっ」

「わたしは客として来ているのだよ。これは正規の注文さ」

　黒巫女の不敵な笑みに、修道女の優ゆう雅がな微笑ほほえみが加わる。

「お仕事はきちんとしましょうね、トワちゃん。はい、ウサギさんバージョン。ちゃんとやらないと……オ・シ・オ・キ、ですわよ？」

　オシオキの具体性は定かではないが、それを聞いたウサミミメイドは途と端たんに青ざめて眩暈めまいを起こした。相当ショッキングな内容らしい。ひたいの汗あせを拭ぬぐうと、テーブル上のオムライスを睨にらんで葛かつ藤とうする。オプションサービスとやらにかなりの抵てい抗こうがあるようだ。

　大きく息を吸い、意を決したように据わり目を見開いた。胸の前で、両手でハートの輪を作る。無理やりな笑顔でオムライスにハートをかざしながら、上ずった声で呪じゆ文もんを詠えい唱しよう。

「ら、らぶらぶハートでおいしくな～れっ。ぴょん、ぴょんっ」

　ラストは手をウサミミに添え、小さく二回ジャンプ。

「…………」「…………」「…………」

　拷ごう問もんのような沈ちん黙もくが馳はせた。ぴょんぴょんした格好で固まるウサミミメイドは引きつる笑顔をさらに引きつらせ、熱湯に浸つかった温度計のように下から上へ赤くなっていく。

「──っ！」

　屈くつ辱じよくと恥ち辱じよくに耐たえきれず、両手で顔を覆おおい、ぺたんと座り込んだ。

「……生いき地じ獄ごくもいいところよ」

「ふふん、プライドが高いと苦労するねぇ」

　黒くろ巫み女こは満足そうにほくそ笑み、殺の字オムライスをぱくり。

　ウサミミメイドは折れそうな心をなんとか持ち直そうと必死だ。逆に反はん抗こう的てきな目つきで黒くろ巫み女こを睨にらみつける。攻こう撃げきこそ最大の防ぼう御ぎよ。

「朝っぱらからオムライスなんてよく食べるわねっ。ぶくぶく太ってブタになるがいいわっ」

「それはもう聞いたよ」

「なによ、そのコスプレっ。悪あく趣しゆ味みもいいところよっ」

「これはコスプレではなく本物だよ。このあと学校に行くのでね」

　そう、黒巫女はいつもの黒巫女衣装ではなく、四し季き森もり西にし高校の制服姿だった。

「コスプレと言えば、きみの次の衣装だが、ウサミミつながりでバニーガールなんてどうだろう。ハイレグにパンスト──編みタイツのほうがいいか？」

「イヤよっ、イヤに決まってるでしょっ。今だって十分ハレンチもいいところなのに、これ以上ヘンなもの着せるんじゃないわよっ。この性悪巫女っ」

「そうか、イヤか」黒巫女はあくどい笑み。「だったらなおのことそれでいこう」

「お待ちになって」修道女がのどかな笑顔で会話に入る。「わたくしは着物メイドでいきたいと思うのですけど。トワちゃんは和服が似合いますし」

「いや、きわどいやつがいい。もっと露ろ出しゆつを増やすのだ」

「でしたら、チアガールなんてどうです？」

「ふむ……アリだな。その系統でいくなら、ブルマという手も……」

　黒巫女と修道女が口にする衣装案に、ウサミミメイドは真っ赤だった顔が徐じよ々じよに真っ青になっていく。頭を抱かかえてイヤイヤと現実逃とう避ひ。もはや口こう撃げきする気力もない。

　と、そのとき、ガラガラガッシャーンッ。厨ちゆう房ぼうから何かぶちまけたような音。

　次いで、「ふぇぇぇぇん」と弱々しい泣き声が届いた。

「トワちゃん、よろしく」修道女が当然のように任せる。

「……アルエ先せん輩ぱい、またですか」

　ウサミミメイドは大きなため息をついて立ち上がり、白猫メイドとはまた違った悲ひ壮そう感かんをにじませ、紙切れのようにゆらりゆらりゆらゆらりと厨房へ戻っていった。その姿を横目に見送りながら、黒巫女はオムライスをぱくり。そしてメロンソーダを飲んで唇くちびるをぺろり。

「ふふん、すっかり飼育係に定着したようだね」

「なんだかんだで、よく働いてくれていますわ。ツンキャラもお客様に好評ですし」

「まあ、真に迫せまるというか、あれが素だからな」

　黒巫女は鼻で笑って食事を進める。口元にケチャップをつけてもぐもぐ。

　その姿を観賞していた修道女は、思い出したようにパチンと手を合わせた。

「そう言えば、杏あん奈な……本命のほうは、どんな様子で？」

「本命？　なんのことだ？」

「司し忌きくん──遥はる彦ひこくんのことを、気にしていらしたでしょう？」

「あれは別に本命などではないよ。今回の依い頼らいのついでだ、ついで」

「あら、そうでしたかしら。わたくしの記き憶おくでは、もともと遥彦くんを見守るために四し季き森もりへ行くことが決まっていて、依頼のほうがあとだったような気がしますけど」

「それは記憶違いだ。肝かん心じんなところを忘ぼう却きやくしたか、でなければ、きみの勝手な妄もう想そうだ」

「ふふ……まあ、そういうことにしておきましょう」

「そういうこともどういうこともないっ」

　ぷっくり頬ほおを膨ふくらます黒くろ巫み女こを、修道女は両手で頬ほお杖づえをつき、にこにこと眺ながめる。その顔見たさにわざとからかったみたいだ。黒巫女の扱あつかいはお手の物といった感じである。

「で……実際のところ、どうなのです？」

「ビミョー、だな」黒巫女は宙を見る。「明らかにそれとわかる変化は確認できない。ただ、いくつか気になる点はある。あって然しかるべき生理的嫌けん悪おに欠けていたり、初めて死体を見たにもかかわらずやけに落ち着いていたり、童どう貞ていのくせに色仕掛けに動じなくなったり、何かと引っかかると言えば引っかかる。もとから鈍にぶいやつなのかもしれんが、わたしは黄よ泉み人びとになってからのあいつしか知らないからな。比較のしようがない」

「黄泉人の異常性──喪そう失しつ。今のところ影えい響きようが確認できているのは、痛覚、味覚、嗅きゆう覚かく、それから睡すい眠みんと食欲、でしたか」

「ああ。人間の三大欲求のうち、ふたつに支障をきたしている。となれば、次に怪あやしいのは色欲あたりかと思い、ちょいちょいからかって様子をうかがってはいるんだが、反応したりしなかったり、どうもはっきりせん。最近は慣れてしまった感もあるからな」

「肉体面ではなく精神面での喪失を懸け念ねんされているわけですね。わたくしは黄泉人に詳くわしくないので、イマイチ想像がつかないのですけれど、仮に杏あん奈なが引っかかりを覚えた点──遥彦くんの鈍どん感かんぶりが、精神的喪失による影響だとした場合、あるいはそうでないにしろ、これから精神的喪失が進行した場合、彼はいったいどうなるのでしょう？」

　修道女の問いを受けながら、黒巫女はオムライスを平らげる。スプーンを置き、口元のケチャップを舐なめてナプキンで拭ぬぐう。背もたれに寄りかかり、腕を組み、足を組む。

　答える気がなさそうに思えるほど間があってから、軽薄な調子で言った。

「そのうち〝廃はい〟になるだろうな」

「はい？」

「鬼おにの黄泉人は前例がないだけに、はっきりしたことは何も言えん。精神面の喪失ともなればなおさらだ。人の心は誰だれにも覗のぞけない死角だからね。わたしにだって見えやしないし、わかりはしない。わたしにわからないことは誰にもわからないよ」

　ふふん、と黒巫女は鼻で笑い、メロンソーダを飲み干す。皮肉な文句と不敵な態度の裏で何を思うのか、それこそ誰だれにもわかりはしなかった。




　早朝の常とこ瀬せ川がわ河か川せん敷じき。水面がキラキラと朝日をはじく。遥はる彦ひこと三み日か月づきは並んで土手道を登校中。一連の蟲むし騒そう動どうも終結し、久しぶりにほのぼのとした心地で朝を迎むかえていた。

「大丈夫でしょうか、あの二人……主に千ち尋ひろくん」

「まあ、なんとかなるんじゃないか。人間、慣れる生き物だからな」

「イバラの道ですよね。天敵を囲うなんて。忘ぼう却きやくしちゃえば楽だったものを」

　三日月は冷めた口ぶりだが、今回の決着に一応は満足しているのか、表情はやわらかだ。

　今いま頃ごろ、千尋と佐さ久く良らはどこかの喫きつ茶さ店てんで働いているだろう。不知火しらぬいの取り計らいで、知り合いがやっているお店に住み込みで雇ってもらうことになったのだ。表の顔は喫茶店だが、裏の顔は小さなギルドらしい。佐久良の身辺についても、そちらで請うけ負おってくれるそうだ。幸いと言ってはなんだが、家族は事実上崩ほう壊かいしているようだからなんとでもなるだろうし、学校のほうは休学という形ですむ。佐久良は精神的に病み上がりなので、日常に戻る前に自分を見つめる時間を設けようというわけだ。異常性うんぬんを理解し、受け入れ、多少妄想に走ることはあっても、それに溺おぼれないようになれるまで。

　それに、千尋のほうも時間が必要だろう。病やみ蜘ぐ蛛もに対する本能的な恐きよう怖ふ心しんを克こく服ふくするのは容易ではない。三日月が言うようにイバラの道だ。

　でも、それが千尋の選んだ答えだった。




　幽ゆう閉へいか、始末か、二に択たくを迫られた千尋は、そのどちらも選ばなかった。

「この子を、自由にしてあげて」

　気絶している佐久良を見つめて、そう言った。

　遥彦と三日月は真意がわからずに顔を見合わせた。不知火は目を細めて聞いた。

「ふふん？　それできみはどうする？　また逃亡生活を続けるのかい？」

「ボクは……もう、逃げないよ」

　千尋はしゃがんで、恐おそる恐おそる佐久良へ手を伸ばした。天敵に対する怯おびえは否めないようだったが、アヤカシの壁かべを越こえて接しようとしていた。

「ボクは、この子を覚えていない。でも、この子は、ボクが忘れたボクを覚えていて、ボクが忘れたボクを好きになって……そのせいで、アヤカシに憑つかれて……」

　指先が触ふれる。涙のあとが残る頬ほおをそっと撫なでる。

「この子が言っていた約束に覚えはないけど、きっとボクは言ったんだ──その場限りで調子の良いことを。そうやっていつも、何かと向き合うことから逃げてた。記き憶おくはないけど、それこそが証しよう拠こだよ。誰とも──自分とすら、向き合おうとしないで、忘れることで逃げていたんだ。忘れちゃえば楽だったから。ボクは……望んで、忘れていたんだ」

「そういう生き方を、きみは選んだ。事あるごとに選せん択たくし続けてきたのだろう」

「そう……いつも心のどこかで忘れてもいいやって思ってた。思い出なんかいらない。どうせ本当のボクは、もうどこにもいないんだから、覚えていたってしょうがないって……でも、この子を見ていたら、自分が情けなくなっちゃった。この子は、ボクが忘れたボクを信じていたのに、ボクは簡単に自分を捨てて……この子の気持ちを考えもしないで……この子だけじゃない、今まで出会った人たちもそう、思い出も、つながりも、身勝手に切り捨てて……」

　忘ぼう却きやくを選択してきたということは、人とのつながりを断ってきたということだ。でも、千ち尋ひろが忘れても周りは覚えている。それゆえに傷ついた人もいただろう。佐さ久く良らのように振り回された人もいたに違いない。

「やっとわかった気がする。忘れるってことが、どういうことなのか。記憶だけじゃない。もっとたくさん、いろんなものを、ボクは手放してきたんだ……大事なものが、きっといっぱいあったはずなのに……」

　小さな背中は、いっそう小さくなって震ふるえていた。

「もう、忘れたくないよ。杏あん奈なちゃんのことも、彼方かなたちゃんのことも、遥はる彦ひこくんのことも、自分のことも、今のこの気持ちも、覚えていたい。みんなに会えて、この子を見ていて、そう思った──そう思えた。誰だれにもなりたくなんかない。ボクは、ボクでいたい。だから……」

　ごしごしと目元を拭ぬぐった千尋は、吹っ切れたように顔を上げた。

「だからまずは、この子と向き合うことから始めようと思う。変わらなくちゃダメなんだ。ボクも、この子も……自分と、お互いと、ちゃんと向き合わなくちゃ」

　斑まだら揚あげ羽はと病やみ蜘く蛛も。それぞれに根づいたアヤカシは、もうどうしようもない。けれど、それはもともと自分の中にあった心模様がカタチを成したようなもの。否定できない己おのれの一部。

　そして、一部であってすべてじゃない。

　気持ちひとつで人はどんな風にでも変わる──変われる。

　千尋が出した答えは、偽いつわりではなく真に変わろうとする意志の表れだった。




「結局、最後の最後まで、あの子に振り回されましたね」

「でもよかったさ。バッドエンドじゃなくて。がんばってもらいたいよ、うん」

「なんだかセンパイ、千尋くんに甘くないですか？」

「そんなつもりないけど……まあ、シンパシーは感じてるかな」

「シンパシーって、どういう？」

「お互い、手に負えない相手を抱かかえちゃったところとか」

　今後も佐久良にまつわりつかれ続けるだろう千尋が、三み日か月づきに憑つかれているも同然の自分と重なって同情を禁じえない。自じ滅めつ的てきな道を選んだ者同士、応おう援えんしたくもなる。

　それに……千尋はその気になれば、己の意思で異常性を断つことができる。それができない俺おれと違って、自分を誤ご魔ま化かすことなく日常を歩んでいけるだろうから。

「ふーん」三み日か月づきが横目に睨にらんだ。「つまりそれ、私に対する遠回しな嫌いや味みですね？」

「え？」発言を振り返る──やべ。「あ、いや、そういうことじゃなくて」

「別にいいですよぅ、愚ぐ痴ちりたいならお好きなだけどーぞ。ぜーんぶキリサキにして返してあげますから。なんだかんだで昨日もできずじまいだったし、今日はすごいことになりそう……うふふ。とりあえず一時間目──いえ、午前中いっぱい、サボりましょうか」

　キチキチキチ、キチキチキチ、キチキチキチ。

　瑠る璃り目めはすでに溺おぼれ気味。顔がエロいことになっている。

　今すぐにでも斬きり裂さかれそうな勢いのそこへ、後ろから友の声。

「よ、おはよーさん」「おっすー」「お、おはよ」

　御み木き本もと、野の々の原はら、瀬せ里り沢ざわの三人が合流した。ナイスタイミング。

　遥はる彦ひこは胸を撫なで下ろす。三日月は舌打ちをしてカッターを収納。

「あれ？　不知火しらぬいさん一いつ緒しよじゃねーの？」

　御木本がキョロキョロと愛しのツインテールを捜さがした。

「ああ、遅ち刻こくしてくるらしい」

「そっか。んじゃ、不知火さんにはあとで伝えるとして。さっき三人で話したんだけど、来週あたり、みんなで勉強会しね？　お月様も、学年違うけど一緒にどう？」

「そうですね……センパイが参加するなら、私も」

「別に無理して来なくていいけど？」野々原が長身から見下ろした。「ま、テストという大だい災さい厄やくの前に敵も味方もないわ。みんな運命共同体。道連れが多いに越こしたことはないっ」

「道連れって」遥彦は首をひねった。「心中する気かよ」

「赤信号もみんなで渡れば怖こわくないってねっ」

「全員事故るぞ」

「冗じよう談だん冗談大丈夫っ。道みち流るがバッチリ教えてくれるから。手取り足取り、ねー？」

「え……そ、そんなこと、言ってないよ。だいたい、手取り足取りって、勉強に関係ないし」

「教えてくれなきゃこうだぞぉ？　ほれほれほれぇ、うんと言えぇ」

「やや、やめてぇぇ。わかった、わかったからぁぁ」

　出ました、朝のいちばんしぼり。

　遥彦は横目に、御木本はがっつり、眼福眼福。しかしすぐさま、遥彦は三日月に耳を引っ張られ、御木本は野々原のハイキックを受けて土手を転がり落ちた。

　ちょうどそこに電話。不知火から。これ幸いと三日月の手を逃のがれる。

「はいもしもし？」

『遥彦、ひとつ確認したい。今日、体育はあるんだったか？』

「午後一にあるけど、それが？」

『ふむ……どうも体操着を忘れて出てきたようでな。取りに戻るのも面めん倒どうだから、きみが持っていっておけ』

「それはこっちも面倒だ。もう学校に着くし」

『なら、引き返せ。いろいろバラされたくなかったらな』

「……わかったよ」人の弱みに付け込みよって。「で、どこに置き忘れた？」

『さてね。なんせいつも小汚いからなぁ、きみの部屋は』

「誰だれのせいだよ。服は脱ぬぎっぱなし。ゴミは散らかしっぱなし。家事は人任せ。せめて下着ぐらい自分で洗ったらどうだ。女子としてそれぐらいの恥じらいは持てよ。だいたい、いつまで居候でいる気なんだ？　さっさと他に住むところ見つけろって。おい、聞いてんのか？」

　ツー、ツー、ツー。切れてるし。遥はる彦ひこは嘆たん息そくしてケータイをしまう。

　と、いきなり目の前に、三み日か月づきがずんと立ちふさがった。さらにその両りよう隣どなりに野の々の原はらと瀬せ里り沢ざわが並び、完全に通行止め。三人ともなぜか目が据すわっていた。

「居候？」三日月がにじり寄る。

「家事？」瀬里沢もにじり寄る。

「下着？」野々原もにじり寄る。

「……あ」遥彦は目が泳いだ。

　しまった。愚ぐ痴ちっているうちに、いろいろ口走ってしまっていた。

　完全なる自じ滅めつ。まさか、自分の口からバレてしまうとは。

「センパイ」「伊い佐さ見みくん」「遥彦ぉ」──「ちゃんと説明してっ！」

　見事にハモった三人娘。半分獣けもの形ぎよう相そう。もはや誤ご魔ま化かせるレベルではない。

「あの、その、これには深い事情というか、裏の事情というかがありまして……」

　困り果てるそこへ復活した御み木き本もとが追いついてきて、不穏な空気に眉まゆをひそめた。

「ん……どしたの？　みなさん黒いオーラ出しちゃって」

　ジンガイ関係の三人だけならまだしも、御木本にまで気づかれるわけにはいかない。よって今ここで正直にすべてを明かすわけにもいかなくなった。

　となれば、残された手はひとつのみ。

「えっと……詳くわしいことはまたあとで！」

　遥彦は回れ右、逃げるを選せん択たく、猛ダッシュ。

　幸いにして誰も追っては来なかった。逃走したところで一時凌しのぎにしかならないことを向こうもわかっているのだろう。あとで追つい及きゆうされること必死だ。

　それでも時間は稼かせげる。詰きつ問もんは避さけられないにしても、三人の──特に三日月の心証を悪くしない言い訳を考えなければ。不知火しらぬいとも口裏を合わせなければ。

　でも……あいつが合わせてくれる玉か？　バレたとなれば、むしろ面白がって火に油、傷口に塩、三日月に刃物……修しゆ羅ら場ばを演出しかねない。

　どうする……どうするよ、俺おれ。このまま逃げ続けるわけにもいかないし。

「あぁ、俺も変身できたらなぁ」

　でもって、いっそ忘れたい。

　冗じよう談だん半分とは言え、そんなことを思ってしまう遥はる彦ひこの傍そばを、春風に乗って揚あげ羽は蝶ちようが舞まう。

　目下、対応に腐ふ心しんする遥彦は、その美しい翅はねに気づくことなくすれ違った。







　　あとがき










　おかげさまで、キリサキシンドローム第二巻です。

　覚えていてくださった方、お久しぶりです。あんたなんか知らないよ、という方、はじめまして。とうに忘ぼう却きやくの彼方だった方、改めましてはじめまして。

　なんとか鼬いたちの道切りを逃のがれています、小こ林ばやし三み六ろ九くです。




　前回からずいぶんと間あいだが空いてしまいました。

　チンタラやっていたわけではないのですよ。遅ち筆ひつというわけでもありません。速そく筆ひつでもないですけど。お話はとうに書き上がっていたのですが、いろいろ事情がありまして……。

　自分自身、待ちに待った刊行で喜びもひとしおです。

　原稿以外のところはノータッチなので、製作に至いたるまでどれほどの苦労があるのか想像もつきませんが、こうして刊行にこぎつけることができたのは関係者のみなさまのおかげです。そして読者のみなさんの支持があってこその第二巻です。有あり難がとうございます。




　さて、二巻目となる今回は、基盤ベースができている分、自由度が増しました。Ⅱならではの会話や絡からみは見どころです。いえ、読みどころです。ちょっと自由がすぎる人もいますけど、面白楽しく書けました。エピローグが。いえ、全体を通して。

　何を以もって面白いと感じるかは人それぞれ、好き嫌いもあるので、誰にでも当てはまるわけではありませんが、それでも本作キリサキならではの特色や味わいは出せたかと思います。なので、もし、このあとがきに先に目を通していて一巻を読んだことがないという方がいらっしゃいましたら、ぜひ一巻共とも々ども手を伸ばしていただければと思います。前回今回と読んで面白いと感じてもらえた方は、どうぞ周りに勧めてやってください。残念ながらお口に合わなかった方は、運が悪かったと思ってあきらめてください。と、イタチ娘むすめが言っていました。

　して、そろそろフェードアウトのお時間です。以降の構こう想そうはできていて、書く気も満々ですので、また次の機会があることを切せつに願っております。

　以上、お付き合い頂き有難うございました。





小林三六九
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小こ林ばやし三み六ろ九く

北海道出身。東京都在住。

夜行性。太陽光を浴びると立ちくらみする。

猫が好きだけど、好かれたためしがない。
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イラスト／池いけ田だ靖やす宏ひろ

ゲームのグラフィックやイラストの仕事などをこなしたり同人やＨＰでイラストを発表しています。

海外ゲームに目がなく『The Elder　Scrolls online』に注目しています。

http://homepage2.nifty.com/mutukidou/
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